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建学の精神

理事長水田 清子
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はじめに

学生便覧は，つつがなく学生生活を送るための道しるべです。高等

学校時代とはちがい，主体性をもって自主的に行動しなければなら

ず， とまどうことも多いと思います。大学のしくみはどうなっている

のか，単位はどのように修得するのか，休むときはどうしたらいいの

か，課外活動は，下宿は，経済上の間題など，次々に疑間が浮かんで

きます。そのような時， この学生便覧は一つの方向を示してくれるこ

とでしょう。あらかじめー読し，大学生活をより充実して過ごすこと

ができるように役立ててください。

また，輝ける城西国際大学の新入牛諸村を迎えるにあたり， この学生便覧に盛り込んである内

容を，直接ことばで説明するとともに，諸君一人ひとりの質間に応える，次のような機会や制度

を用意しております。

1. フレッシュマン・セミナー

フレッシュマン・セミナーは，自然の中で教員と学生との交流を図ることを目的として，学科

ごとに一泊二日で実施いたします。たくさんの先生方と出会い，新しい友人と語り合ってくださ

い。詳細については，「フレッシュマン・セミナー要項」を参照してください。

2. オリエンテーション

4月2f I（火）～ 1月1211（危）の間，学部ことに丈施t'たします。なお，［（糾lにつきましては，

オリエンテーション時に説明いたします。

また， 2年次以降のオリエンテーションでは，専門科目の説明等それぞれの年次において必要

な事項を説明いたしますので，必ず出席してください。

3. アドヴァイザー制度

アドヴァイザー制度とは，皆さんが「国際社会の中で牛きる人間の人格形成」という建学の精

神を，具体化していく())を援助するものです。皆さん」人ひとりが持っている能力を卜分発揮し，

個性を伸ばし，キャリアを形成てきるように専任教員が，勉学 I'.．の指導をはじめ大学生活のさま

ざまな間題に対して，個別のアトヴァイスをしてくれます。なお，具体的なことについては，オ

リエンテーションにおいて説明いたします。
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学生生活のしおり

学 生 証

本学での学生証番号は，学籍番号および身分証明書番号てもあります。在学中あらゆる場合に

使用され，学生の個人名にかかわるべきものです。

所属学部学科はアルファベットで示し，つぎの四ケタの数字は入学年次を示すものです。学生

証を紛失したり破損しないよう大切に保持し，次の事項を守ってください。

1. 

．
．
 

2

3

 

学生証は，本学学生であることを証明するものですから，交付を受けて必ず携帯し，本学の

教職員より提示を求められた場合は，提示しなければなりません。

学生証は，入学時に交付します。卒業時に学生課に返還しなければなりません。

を忘れな

．
．
 

4

5

 

学生証によって各種証明書を学割等が発行されますので，暗証番号（パスワード）

いで下さい。（証明書を取得する時，必ず暗証番号が必要となります。）

試験にあたっては学生証の提示が義務づけられています。

6. 

学生証を紛失もしくは著しく破損した場合は，「学生証再発行願」を学生課に提出し申し込

んでください。（紛失・破損とも手数料1,500円かかります。）

卒業，退学および除籍の場合は，学生証を返還しなければなりません。

学生証のアルファベット記号

学部

学科

経営情報学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・B

経営情報学科・・・・・・・・・・・・・・・・........ I 

国際経営学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・B

福祉環境情報学科……...…..…•E 

サービス経営システム学科..…•T

人 文 学 部・・・・・・・・・・• • H 

国際文化学科·・・・・・・・・•..L 

福祉文化学科・・・・・・・・・・..s 
国際交流学科………•••K 

メディア文化学料…•••A

研 究 生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・S

科目履修生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • A 

学生証番号（学生番号）の見方

。
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（サービス経営システム学科）
BT2002-100 
I I I 
↓ ↓ ↓ ↓ 
所所入 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

（福祉環境情報学科）
BE  2002-100 
I i I 
↓ ↓ ↓ ↓ 
所所人 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

（福祉文化学科）
HS  2002-100 

↓ ↓ ↓ ↓ 
所所入 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

（国際文化学科）
H L 2002-100 

↓ ↓ ↓ ↓ 
所所入 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

（メディア文化学料）
HA  2002-100 

I 
↓ ↓ ↓ ↓ 
旦旦含 門
子子年 番
部科度 号

゜
0
1↓
個
人
番
号

）
ー
斗f

-
学流

2
ー
↓
人
学
年
度

゜
交喜国(

K
↓
所
属
学
科

H
I↓
所
属
学
部

連絡事項

大学から学生への通知事項等は， すべてマグメディア（電動波動掲示板） または掲示板によっ

てお知らせします。掲示を見落としたために，必要な手続きがとれなかったり，修学に支障をき

たすことが生じることがあります。毎日機会あるごとに各掲示板を注意して見るように心掛けて

ください。

なお，マグメディア及び掲示板の設置場所は下記の通りです。

マグメディア： A棟第一学生ホール前

B104教室前

F棟第二学生ホール内

G3棟前

掲 ホ 板： B棟西端B101横（学生課）

B棟西端エレベータ隣（教務課，全学科共通，福祉教育センター）

A棟第一学生ホール内（学生課）

Gl棟 l階通路（経営情報学科，サービス経営システム学科，国際文化学科，

メディア文化学科）

G2棟 1階通路（福祉文化学科，国際交流学科，学生課，国際文化教育センター）

G3棟 1階通路（国際経営学科，福祉環境情報学科）

A棟 l階 （福祉教育センター）
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授業関係

ー 履修申請

1. 

定し，所定の様式に従い学部事務室に提出することによって，

履修申請とは，所属する学部・学科のカリキュラムの中から学習すべき授業科目を自ら決

自己の学習計画を確立すると

ともに，申請した授業科目について履修する権利を持つことになります。

学年の始めに行われる履修申請の手続きは，非常に爪要なものでありこの手続きを怠った

その年度の履修が無効になったり，授業を受ける権利を放棄するり，誤ったりすることは，

II 

ことになります。そのようなことでは進級，卒業にも支障をきたすことになりますので，特

に留意して申請手続きを行ってください。

また，学年の始めには履修についての相談期間を設け，諸君の疑問にお応えします。期間・

場所については，毎年オリエンテーション時にお知らせします。

授業時間表

！ 
間 I9 :30~ 13:35~15:05 

ー II I IIIー7~-
I 

N ＞
 

時 15:15~16:45 16 :55~ 18 :25 
--」

III 

※経営情報学部国際経営学科ならびに人文学部国際交流学科に配当されている英語

科目（必修および一部の選択科目）の授業時間は上記とは異なる場合があります。

※定期試験等の時間は，変更することがありますので掲示に注意してください。

授業時間割表

授業時間割は， A・B・C・Dのクラスもしくは学籍番号によって編成されている科目があ

りますので，自分の所属するクラス等を確かめて，履修計画を立てるようにしてください。

ただし，下記の例のように学科共通科目等では，所属クラスに関係なく科目を選択すること

ができます。詳細については，本便覧に載る学部ごとの「履修の手引と手続き」を参照してく

ださい。

授業時間割表の見方

［例］

11r~:::~:A)lf*科目名
498001 
日本文化史入門（オムニバス）
(B-103) 

教員

クラス

教室

柳
瀬

井
上
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教室番号の見方

教室番号の頭のアルファベットは棟を表し，後の数字で教室番号を表しますので，校地・建物

配罹図等を参考にしてください。

（例） C 1 0 1 

Cは棟番号 1 0 1は教室番号

N 休講

（例） Gl-101

G 1は棟番号 1 0 1は教室番号

担当教員から連絡があり次第，掲示により連絡します。また，始業時刻から30分以上経過し

ても教室に連絡のない場合は，学部事務室まで間い合わせてください。

＊交通機関の運行停止と授業について

交通機関の運行停止（ストライキまたは自然災害などの場合）の際における授業の取扱いは，

JRが始発時運行停止の場合に限り全日休講となりますので，ニュース速報等に十分注意してく

ださい。

v 欠席届

やむを得ぬ事情で授業や試験を欠席した場合は，欠席届に診断書または理由書を添えて学部

事務室で検印を受けた後，授業担当教員に提出してください。なお，欠席届の用紙は学部事務

室窓口に用意してあります。

学籍関係

休学（学則第37条，第38条，第39条，第46条）

病気その他やむを得ない理由により， 3か月以上出席することのできない者は，医師の診断書

または理由書を添え保証人連署のうえ，休学願を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければ

なりません。

なお，休学期間は 1年以内とし，引き続き休学を要する者は，改めて願い出ることによって更

に1年，通算 2年まで休学することができ，休学期間は在学年数に含みません。なお，休学を許

可された者は，休学期間中の授業料および施設設備費の半額を免除する。

復学（学則第38条）

休学していた者が復学する時は，原則として学期又は学年の始め 1か月前までに，医師の診断

清または理由甚を添え保証人連署のうえ復学願を学部事務室に提出し，学長の許川を得なければ

なりません。

また，復学後の科H履修等については，学部市務室の指導を受けてください。

退学（学訊l第40条）

やむを得ない理由により学業を継続することができないときは，その理由書を添え保証人連署

のうえ，退学願を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければなりません。

除籍（学則第47条）

授業料及ひ施設設備費の納人を怠り，督促を受けてもなお納人しない者は除籍されます。
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再入学（学則第41条）

正当な理由により退学した者が，その理由を解消し学業の継続が可能となった時には，願い出

により再入学を許可されることがあります。

なお，再入学願は学年の始め lか月前までに，学部事務室に提出しなければなりません。

転部（学則第33条）

転部を希望する者は，学年の始め 2か月前までに，転部受験許可願を学部事務室に提出し，所

属学部長の許可を得て受験することができます。

科目等履修生（学則第54条～第59条）

本学学部における授業の履修を希望する者は，学期又は学年の始め 1か月前までに，科目等履

修生受験願を入試課に提出し，入学の許可を得なければなりません。

研究生（学則第60条～第66条）

特殊な研究に従事しようとする者は，研究生受験願を入試課に提出し，入学の許可を得なけれ

ばなりません。

授業料およぴ施設設備費

I 授業料

1. 年間納入額を前期分および後期分の 2期に分割納入してください。なお，大学から納人振

込用紙が， 4月上旬（前期分）および10月上旬（後期分）に送付されますので，必ず所定の

「授業料等納入振込用紙」を使用してください。

2. 授業料負担者は，原則として第一保証人とし，変更がある場合は「授業料負担者変更届」

を経理課に提出してください。

II 施設設備費

毎年度授業料と同時に納入してください。なお，納入振込用紙は「授業料等納入振込用紙」

を使用してください。

III 事情により，授業料および施設設備費の納入に支障をきたす場合には，「授業料延納願」を

経理課に提出し，相談してください。用紙は経理課窓口に用意してあります。なお，学納金が

未納の場合は，当該学期の定期試験を受けられない場合があります。

アドヴァイザー制度

アドヴァイザー制度は，それぞれ担当教員を定め，各担当教員が諸君にいろいろなアドヴァイ

スを行う制度です。諸君の担当教員や詳しいことについては，フレッシュマン・セミナーまたは

オリエンテーションにおいて説明いたします。
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健康管理

健康を保持し，増進させていくことを目的に本部棟 1階に医務室があります。怪我をしたとき，

体の調子が悪いときなど，遠慮なく利用してください。

I 定期健康診断

本学では毎年 4月（前期入学）と11月（後期入学）に定期健康診断（内科検診， X線検査，

身体測定，検尿，聴覚）を実施しており，健康診断の結果は全員に配布します。異常があった

学生は再検査（自費）が必要です。

なお，健康診断を受けなかった場合には，健康診断書の交付ができない事は当然ですが，各

種の奨学金の申請にも支障をきたしますので指定日に必ず受診してください。止むを得ない理

由により受診できなかった学生は，病院もしくは保健所等の健康診断証明書を学生課に提出し

てください（この場合は自己負担となります）。

II 遠隔地被扶養者証

医療機関を利用するとき，保険証が必要となりますので，自宅通学以外は在学証明書を自宅

に送り，遠隔地被扶養者証の発行を受け，常に携帯してください。

学生相談室

大学生活をしていれば，困ったこと，解決したいこと，知りたい事などいろいろ出てきます。

そんな時は，あなたの成長のチャンスです。

ぜひ学生相談室をご利用ください。

例えば， ・「対人関係や家族関係で困っている」

・「友人のこと，家族のことで悩んでいる人がいる」

・「気分や体調がすぐれない」

・「意欲がわかない」

・「自分のことを知りたい」

・「今の学科が自分にあってないようだ」

・「進路について自信がない」

・「事故にあった」

・「金銭トラブルにまきこまれた」

・「誰に相談してよいかわからない」

相談したい時は，

女相談は原則として予約制です。学生相談室に直接お電話ください。

〒283-8555千葉県東金市求名 1番地

城西国際大学学生相談室

TEL 0475-53-2067 



22 

玄開室時間

火曜日・木曜日： 11時から16時30分

玄その他の時間帯；医務室へ相談の申し込みをしてください。

医務室 TEL 0475-55-8899 

貨相談室；医務室隣

玄なお，電話・手紙による相談も受け付けています。

玄相談については，プライバシーを尊重し秘密を守ります。

奨学制度

奨学制度には，大学独自の水田奨学生制度，日本育英会および地方自治体等の育英資金があり，

それぞれの部署で取り扱っています。

I 水田奨学生制度（学務課）

学校法人城西大学創立者水田三喜男先生の育英の理想を実現するために設けられ，城西国際

大学の建学の精神に則り，優秀な学生の顕彰と，さらなる育成を目的として，成績・人物等優

秀な者を大学院研究科においては，各専攻より 1名，学部においては，各学年・各学科より 1

名を選考し，授業料の一部として年額 300,000円の奨学金が授与されます。

II 水田国際奨学金制度（学務課）

学校法人城西大学創立者水田三喜男先生の育英の理想を実現するために設けられた水田奨学

生制度とともに，城西国際大学学生の国際的な勉学を奨励することを目的とします。本学学生

の場合は， JEAP制度による留学，海外からの留学生の場合は，姉妹校またはこれに準ずる大

学からの留学生が対象となり，授業料の一部として 500,000円を上限とし，奨学金が授与され

ます。

III 日本育英会（学生課）

日本育英会は，日本育英法という法律によって設立された国の育英機関で，人物・学業とも

優秀かつ健康な学生で，主として経済的理由により修学困難な学生に学資を貸与する制度です。

日本育英会奨学金には，第一種奨学金，きぼう21プラン奨学金の二種類があり， 1年生に関

しては年 2回4月と10月・ 2年生以上は年 1回4月に蒻集が行われます。奨学生出願受付は，

学生課で取り扱っており，券集の案内についてはすべて掲示しますので，必ず説明会に出席し

て出願手続きに不備のないように心掛けてください。

1. 第一種奨学金（無利子貸与）

第一種奨学金は，高等学校在学中に日本育英会がおこなう，全国一斉試験によって採用され

るもの（予約特別奨学生）と大学入学後出願し採用されるものと二種類あります。

大学出願での学力の基準は， 1年生が高校での評定が 3.5以上の者， 2年生以上は大学にお

ける学業成績が上位 1/3以内の者です。

貸与月額は，自宅通学が51,000円，自宅外が61,000円です。
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2. きぼう21プラン奨学金（有利子貸与）

きぼう21プラン奨学金は，大学人学後出願し採用されるものであり，貸与する金額には利子

がつきます。利率は，現在 0,8%（毎月見直す）です。

大学出願での学力の基準は， 1年生が高校での成績が平均水準以上の者， 2年生以上は大学

における学業成績がおおむね平均水準以上の者です。また，特定の分野においてに優れた資質

能力を有すると認められる者です。

貸与月額は， 30,000円 •50,000円 •80,000円・ 100,000円の中から選ぶことができます。

3. 予約進学者

予約進学者は，指定日までに「進学届」および「住宅届」（自宅外通学者のみ）を学生課に

提出しなければなりません。期限までに日本育英会へ提出しないと，せっかくの資格を失うこ

とになりますので十分注意してください。

4. 在学届の提出

高等学校在学中に日本育英会の奨学生であった者は，入学後直ちに「在学届」を学生課へ提

出してください。この届け出がないと大学在学中奨学金の返還が猶予されません。

5. 奨学金の支給と返還

奨学金の支給は，各個人名義銀行預金口座に日本育英会より直接振り込まれ，返環は，卒業

後に預金口座から自動振替となります。奨学金は，国民の税金と返環金が主たる財源ですので，

卒業後の返環金は，後輩学生の将学金に循環運用されます。返環の義務を果たして，初めて，

奨学金制度が成り立ちます。

6. 奨学生の成績について

奨学生の成績は，毎年大学側から日本育英会に報告された成績不良・単位不足者は，要注意

者とされ， 1年間奨学金の支給を停止されます。ただし，休学の場合はその期間の奨学金の支

給が停止され，退学するとその時点で貸与が終了となりますので，休学または退学する場合は，

必ず学生課へ申し出てください。

w 地方自治体等の奨学金（学生課）

茨城県，新潟県，船橋市等の各都道府県または市長村の奨学金や交通遺児育英会等の奨学金

があります。ただし， これらの奨学金については，大学を通じて募集しないものがありますの

で，申し込む場合は早めに各窓口に問い合わせてください。

v 留学生への奨学金（国際センター）

外国人留学生に対し，日本国際教育協会や平和中島財団等の奨学金があります。募集につい

ては，掲示しますので見逃さないようにしてください。

住 居関係

自宅から通学できない者は，通学可能なところに「住」を確保しなければなりません。「住」

は学生生活を充実させるために大切な条件です。大学では，通学に便利な環境で勉学条件にかな
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ったところを紹介しています。いfしくは学＇． l証果に相談してくたさし％

アルバイト

学生ぱ学間に専念し，これを通して人格形成につとめるへきて，アルハイトに多くの時間をさ

くことは決して好ましいことてはありません。しかし，やむを得ないときは勉学にさしさわりの

ない仕事を選ひましょう。求人については，学生諜の掲ぷ板て紹介しております。

なお，留学生については，資格外活動許口j』}の交付を受ける義務かあります。＂羊しくは，［留

学生の手引き」を参照してドさい。

施設・用具使用

本学の体育施設・教室は， Il温果授業およひ課外活動で使用していますか， ll寺間の計「す限り••般

学生にも開放しています。施設や用具を使用するときは，学生課て手続をしてくたさい。

拾得・紛失・盗難

学内で物品を拾得・紛失したときは，学生課に届け出て拾得届・紛失届に必要事項を記人して

くたさい。拾得物は学生課前の拾得物ケースに保管してありますのて，学生課に申し出てくたさ

い。なお，盗難にあった場合は，速やかに学生課に届け出てくたさい。

また，普段から盗難防止のために，各白の持ち物の保管・管理には十分注怠してください。
＾ 一 ヽー

忘 れ物

学内での忘れ物か多いのて，持ち物には必す，学籍番号，氏名を叫人してくたさい。なお，忘

れ物は，拾得物ケースに保管してありますので，学生課に申し出てください。

捨得物ケースに溜まった品物については，年 3回 (7月， 12月， 2月）処分します。

学用バス

学生・教職員用に束京・蘇我・大網・成束・成田駅から大学迄，学用ハスを連行しています。

平成13年 4月より，大幅に増便されるとともに，柏使，横浜便も祈設され，非常に便利になり

ました。

大学周辺は，駐車禁止になっており，駐車場にも限りかあります0)て，てきるたけハスを利用

するようにして下さい。

＊現金での乗車はてきません。ハス利用券を学生課0)窓LJて購人して卜さい。



学生生活のしおり 25 

城西国際大学 シャトルバス

［］］：東京駅□所要時間 1時間30分片道 600円

□-R横浜厨□所要時間 2時間15分片道 900円

IJR木更津駅 所要時間
1時間15分 1「消 5001']＇ 

I J R 柏駅｛ 所嬰時間 2時間20分 片道 600円

口［尺松戸駅 ，1 所要時間 1時間40分片道 600円
u J l □~蘇我覧」 所要時間 50分片道 200円

.J R大網駅7所要時間 30分片道 100円

□J R東金駅］ 所要時間 10分片道 100円

J R成東駅 所要時間 15分片道 100円／I
I J R成田駅二所要時間 1時間05分片道 300円

0各駅発大学行き

時間 東京駅発 横浜駅発 木更津駅発柏駅発 松戸駅発 蘇我駅発 大網駅発 東金駅発＇成東駅発 成田駅発

i | 07 40 l 10 50 I 

'08 
I 

05 30 25・35 ！ 15 

09 i 00 05 i 10 

10 20 15・25 35 i 50 

11 
， 00・40 
I ＇ 

> 30

40 30 45 

l 15 55 

05・10 25 45 

i 
I 40 

l 11~ 6 7 ~ I 
I 20・30 15 I 15 

□□ I i I 25 i 05 

0大 学 発

30 ＇ 

20・30 45 30 30 

I 45 

30 

, 50 15 ！ 45 45 

10 30 20 00 

I 

10・ 15 10・40 40 10 10 

55 50 

oo I ～～ 25 25 

, 25・35 

※道路状況により，到着時間が遅れる場合があります。
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自動車・オートバイ通学

現在，交通事故は毎日のように発生し，尊い命が奪われています。

事故により学生生活や修学に支障をきたすだけでなく，場合によっては人生全てを変えてしま

います。自動車・オートバイ通学の場合，何時・何処で事故に遭遇するか分かりません。事故を

未然に防ぐ為にも自動車・オートバイ通学ではなく，他の交通手段での通学を心がけましょう。

なお，やむを得ない事情で自動車・オートバイ通学をする者は， ドライバーとしての責任と自

覚を持ち，事故の無い様心掛けて下さい。

また，学内への乗M れは禁止です。指定駐車場（自動車＝第 1•第 2 の 2箇所学外・有料

オートバイ＝第 1の1箇所学外ゾ匪料）に必ず駐車する事を義務付けます。一

大学周辺道路の違法駐車は，地域住民り方々が大変迷惑しますので絶対に駐車しないで下さい。

違法駐車が発覚した場合，自動車・オートバイ通学禁止及び厳重処罰を下し圭す。

諸 届

I 住所変更届

本人・第一保証人•第二保証人の住所を変更したときは，所定の用紙がありますので記入のう

え，速やかに学生課に届け出てください。

II 保証人変更届

家庭の都合で保証人が変わるときは，所定の用紙がありますので記入のうえ，速やかに学生課

に届け出てください。

III 身上異動届

本籍地・姓名を変更するときは，所定の用紙がありますので記入のうえ，速やかに学生課に届

け出てください。

N 学生団体設立

学生が学内において団体を設立するときは，学生通則第 5条を参照のうえ学生課に届け出てく

ださい。

その他

I 大学への電話による問い合わせ（行事予定・休講•その他授業及び試験に関することなど）

には一切応じられません。必要のあるときは必ず登校のうえ，掲示により確認するか事務室窓

口に問い合わせてください。

II 大学の機関ではありませんが，学生の厚生援護を目的とする文部省の外郭団体に，〈内外学

生センター〉があり，アルバイト，住まい紹介のほか，奨学援助，保健診療，厚生会館の運営，
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管理及び外国人留学生の援助・内外学生の交流等の事業を行なっています。

（取扱時間） 平日 9 :00~12:30 13:00~16:00 

休 日 土曜，日曜，祝日，年末年始，創立記念日 (7月1日）

［東京学生生活相談所］ 茜161-0034 東京都新宿区上落合1-17-1（西武新宿線下落合駅前）

（アルバイト，特別相談，短期貸付等の業務） 合 03-3951-9101

：アルバイトの無料紹介 合 03-3951-9105

：特別 相談 云 03-3951-9105

：短期 貸付 云 03-3951-9105

：留学生相談コーナー 合 03-3951-9103

［東京学生住宅相談所］ ~160-0004 東京都新宿区四谷1-21(JR四ツ谷駅四ツ谷口 3分）

（宿舎の紹介，特別相談等住まいの業務） ffil3-3359-0633 

：宿舎の紹介 合03-3359-0631

：留学生相談コーナー 合03-3359-5997

諸願・届一覧

□ ---;-~□□[ --1 紙配布亡□巳ー出先

休 学 願事由が発生したとき，速やかに学部事務室 学部事務室 1 学部事務室

l復 学 願で相談の上，手続きすること ： 

---―- --—--- --—------―--------J_ -- 1 ---
学生課 学生課

---------------- -~----------L-~-----

で，授業料の納人がおくれ 経理課 経理課

1 ---------------------- --------—,——-------＿ 1 -

変わるとき 経理課 経理課＇
~---—←-------------—□-—----------＿ J 
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学生通則

第 1条 本学学生に関する規定は関連法令に記載されたもののほか，この通則に定めるところに

よる。

第 2条 学生は入学前に提出した個人調査票・学生個人別カードの記載事項に変更かあったとき

は，そのつと速やかに学生課に届け出なけれはならない。

第 3条 学生は学生証の交付を受け，必すこれを携帯し，本学教職員より提示を求められた場合

は，いつでもこれを提示しなければならない。

2 学生証は入学時に交付する。

3 学生証を紛失したときは，直ちに学生課に届け出て再発行を受けなければならない。

4 学生証の所持資格を失ったときは，直ちにこれを返納しなけれはならない。

第 4条 学生は，毎年 1回本学施行の健康診断を受けなけれはならない。

第 5条 学生はその本分を自覚し，社会的な規則・マナーを遵守すること。他の人に対する暴力

行為・セクシュアルハラスメントなどは決して許されない行為である。また，これらの

行為を目撃した際には速やかに学生部，学生課へ申し出ること。

第 6条 学生が学内で団体を結成しようとするときは，代表者と顧問教員（本学専任教員）を定

め，所定の様式に従い，代表者および顧問教員が連署・押印をもって学生部長を経て学

長の許可を得なけれはならない。

2 許可された団体は，毎年5月末日までに団体名簿を学生部長に提出しなけれはならない。

提出のないときは解散したものとみなす。

第7条 本学は，多様な文化的背景をもつ学生か世界各地から集まっている国際大学である。し

たかって，本学において，特定の政治的・思想的および宗教的活動をしてはならない。

また，政治的・思想的および宗教的団体と認められるものを組織してはならない。なお

かっ，学外においても，大学名を使用して同様の活動をしたり団体を組織してはならな

し)

゜
第 8条 学生団体か学外団体に参加しようとするとき，または学外において本学名を使用して団

体活動をしようとするときは，代表者および顧問教員の連署・押印をもって学生部長を

経て学長の許可を得なければならない。

第 9条 学生が学内において集会を開こうとするときは，代表者はその 7日前までに所定の様式

に従い，その日時・使用しようとする施設・その他必要事項を記載の上，学生部長に願

い出て許可を得なけれはならない。なお，集会の終了後その結果について学生部長に報

告するものとする。

2 前項の集会は，午前 9時から後 5時まての間とする。

第10条 学生が学内外において文書の配布及ひ掲示をするときは，その責任者氏名を記載した文

を提示し，所定の様式に従い学生部長の許H]を得なければならない。
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2 前項の掲示は，本学所定の掲示板に掲示するものとし，その掲示期間は 1週間以内とす

る。

第11条 学生か学内において世論調査，署名運動，投票及び寄付募集など，本学教職員，学生，

外来者等を対象とする行為をしようとするときは，あらかじめ学生部長を経て学長の許

可を得なければならない。

2 前項に定める行為の責任者は，その行為実施に関しては学生部長の指示に従うとともに

その結果を報告しなければならない。

第12条 学生が，学生通則あるいは学内諸規則に違背したと認められるときは，学則第68条に基

づき懲戒の対象となる。また，学生団体が学生通則あるいは学内諸規則に違背したと認

められるときは，活動停止または解散を命ずる。

付則

この規則は平成 6年 4月1日から施行する。

この改正は平成11年7月1日から施行する。



証明書センター

（学生課内）

1 証明恵芦)タ- | 
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証明書センター

証明書センターは，本部棟 1階事務室内の学生課に置き，各種証明書の受付念発行を取り扱っ

ています。発行する証明書の種類と手数料については，次頁の「証明書発行一覧（別表）」を参

照してください。

証明書の申し込みおよび発行について

1. 学生証を使用して証明書自動発行機て‘所定の操作をしてください。

2. 証明書は即時発行されます。

3. 証明書の種類によっては，窓口で申し込みをし，日数のかかる証明書もありますので注意

してください。

4. 証明書の有効期間は 3ヶ月です。

5. 電話および郵送による証明書の申込みは，原則として受け付けません。

6. 学生証は ICカードなので折り曲げたり，磁気の傍に近づけないでください。

学生旅客運賃割引証（学割証）についての注意

1. 学割証は，片道の区間内において， 101kmを超え，帰省等で利用する場合に使用すること

ができます。 (JR各社のみ）

なお， 8名以上の団体で旅行する場合は，団体割引が利用できます。

2. 学割証は， 1回の交付で2枚までとし，年間 10枚まで発行することができます。（国土交

通省規定）

3. 他人名義のものや記入事項を勝手に書き換えて使用すると，本人が処罰されることはもち

ろん，大学全体の学割証発行停止処分を受けてしまいますので，使用には注意して下さい。

通学定期について

電車の通学定期は，通学定期乗車券購入兼用証明書を学生証と一緒に交付しますので最寄の定

期券発売駅の窓口に学生証と一緒に提示し，購入して下さい。

その後，卒業まで自己管理となります。

ただし，バスの場合は，通学証明書（証明書センター発行）を添えて購入して下さい。

なお，住所変更をした場合，住所変更届と一緒に通学定期乗車券購入兼用証明書を提出して下

さい。
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証明書発行一覧（別表）

種 類 手数料 交付期間 受付および発行

在学証明書

―”-

成 績 証 明 書

200円 即時

”
 

II 
ー•·---―•一•- .＇ --•• - -―ー・

卒業見込証明書 " 

自動発行機

健康診断証明書 JI 

教職関係証明書
-~----------

福祉関係証明書

3日後

3日後

証明書センター

＂ ~．..'-- ＂ ＾ ←- --＂へ•・ ．．．．．．＂^ 一ー ー”—●● ● —••~ 

奨学金証明書 II 
3日後 I! ”

 推薦書（進学用）

＂ ”
 推薦書（就職用） II ”

 

就職課

---—-—- -、--•ー一 ロ―-----------~--- -、—-．---

調査書（進学用）

調査書（就職用）
----

英文証明書
、- -- - -- - - -- -

学生証（再発行） 1,500円

学 割 証

ll 

”
 

”
 

-- -----1 

即時
--

3日後

証明書センター

就職課

自動発行機
-- -

証明書センター

自動発行機

路線バス定期券購
入用通学証明書

ー一 ヽ— 、----、--- -----

通学定期乗車券講 ， 

入兼用証明書

”
 II 

2日後 証明書センター

2日後 ！］ 



将来のみちしるべ

（キャリア形成就職センター）

1 将来のみちしるべ I 
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将米のみちしるべ

諸君の人生に重要な意義をもつ「進路の選択」について，現実的および将来的な助言と指導を

行なうとともに，就職に強い各種資格の取得をサポートするのが「キャリア形成就職センター」

です。就職センター 2階には資格取得のために「キャリアアップルーム」が用意されております

のでおおいに活用して下さい。

1年生・ 2年生には遠い先のことのように思えるかもしれませんが，就職は決して卒業学年に

なってから考えればよいというものではありません。入学時から，将来の進路について真剣に考

える学生は，平素の授業でも好奇心をもって聞くことができるのではないかと思います。以下に

述べるような事柄を十分に注意をして，就職センターで行なう諸行事には積極的に参加するよう

心がけてください。

就職センターの活動は，就職委員会が中心になって年間の就職指導方針を立案し，全員に対し

て就職適性検査を実施することから始まります。 3年次の 7月から就職ガイダンス，就職試験・

公務員試験対策講座，個別面接指導などをスタートさせ，キメ細かい就職指導をおこないます。

さらに，就織希望者は，ィンターネットや就職図書コーナー，企業個別ファイル等を利用し，十

分な情報を手に人れることが出来るようになっています。

大学時代に何かひとつでもよいから，資格を取得したり特技を身につけることは大切なことで

す。 TOEIC, ワープロ検定，ポームヘルパーなどの資格に積極的に挑戦しよう。要は，よりよ

き社会人になるために 4年間を悔いのないように努力してほしいと思います。進路について相談

したいことがありましたら，就職センターに遠慮なく顔を見せて下さい。

主な行事予定

1. 就職ガイダンス （各学年 4月， 3年次 7月～ 1月）

2. 就職適性検査 (3年次 7月）

3. 進路登録カード提出 (3年次 10月）

4. 就職準備セミナー (3年次 10月～ 2月）

5. 就職試験・公務員試験対策講座 (3年次 9月～ 3月）

6. 面接リハーサル (3年次 2月）

7. 就職活動体験発表会 (3年次 2月）

8. 企業・福祉施設就職面談会 (3年次 2月）

※ 詳細は掲示により連絡します。



図 書 館

図書館 | 
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水田記念図書館

図書館は知識の宝庫です。図書や雑誌をはじめとして， CD-ROM, ビデオテープ等大学で

の学習，教育，研究に必要な資料を収集して利用に供しており，現在，約13Jj冊の蔵書を有して

います。

そして，それらの資料を利用する快適な環境と最新の設備を整えています。

昨年度開館した新図書館は，情報図書館的機能の充実を図るためメディア・ラウンジを設け，

インターネットによる情報収集や， CD-ROMデータベースの検索に対応するパソコンを多数

配置しています。また，ビデオテープ， DVD, CDなどを利用するための機器を多数配備した

視聴覚コーナーを設けるとともに学習や研究機能の一層の充実を図るためグループ学習室や閲覧

ブースを設けています。

1. 館の利用にあたって

(1) 利用資格学生，教職員，その他図書館長が許可した者

(2) 入館手続学生証を提示すること

(3) 開館時間 9:30~20 :00（土曜日 9:30~ 17 :00) 

(4) 休館 日 日曜日，国民の祝日に関する法律に定める休日，本学創立記念日 (4月28日），

毎月の第 1月曜日（館内整理日），春期・夏期・冬期休業中の一定期間。（そ

の他臨時に休館することがあります。）

2. 館外貸出

図書館の資料は，とくに定める資料（貴重図書，参考図書，視聴覚資料，特別指定図書，加除

式資料，新聞，雑誌の最新号，その他館長が指定するもの）を除き，貸出を受けて館外で利用す

ることができます。

(1) 貸出（図書）の冊数および期間

学部学生，研究生，科目等履修生…… 3冊， 1週間以内（貸出・返却日を含めて 8日間）

大学院学生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •10冊， 1か月以内

(2) 貸出の手続

貸出を希望する図書と学生証を受付カウンターヘ提出するか，自動貸出返却機で手続きを

行ってください

(3) 返却

貸出を受けた図書は，返却期限内に受付カウンターに返却するか，自動貸出返却機で手続

きを行ったあと所定の場所に置いてください。図書館の閉館または休館時にはブックポスト

に投函してください。
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(4) 貸出期間の延長

図書を引続き借りたいときは，返却期限内に受付カウンターヘ図書を持参し手続きをして

ください。貸出予約されている場合を除き， 1回に限り延長できます。

(5) 貸出に関する注意事項

①貸出を受けた図書を他人に転貸することはできません。

②図書を破損，紛失した場合は弁償していただきます。

③返却期限を過ぎても返却していない図書がある場合は，新たな貸出を受けることはできま

せん。

3. 図書の破損・紛失

図書館の利用については，職員の指示に従っていただきますが，特に次の事項については厳守

してください。

(1) 図書館の資料および機器は大切に扱ってください。

(2) 館内では静粛を保ち，また飲食はしないでください。喫煙は所定の場所で行ってください。

(3) 館内で，許可なく集会，印刷物の配布，貼紙等を行わないでください。

(4) 所持品の管理は各自で責任を持ち，貴重品は常に携帯してください。

(5) その他，他の利用者に迷惑をかける行為は絶対に慎んでください。
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44 

情報科学研究センター利用案内

情報科学研究センターでは，研究教育活動の情報化，ネットワーク化，国際化を積極的に推進

しています。すべての教室と研究室に情報コンセントを配置していますので，学生と教職員は

2000を超える情報コンセントから電子メール， WWW, データベースなどのサービスを自由に利

用することができます。また，センターでは国家試験に関する講座を企画するなど，学生のキャ

リア形成にも貢献しています。

1. 設備

(1) パソコン設置教室

パソコン教室 1 (A-204教室）……………自習室

パソコン教室 2 (A -205教室）……………セミナー室

パソコン教室 3 (A-211教室）……………セミナー室

パソコン教室 4 (B-206教室）……………演習室

パソコン教室 5 (B-207教室）……………演習室

(2) ノートパソコン対応教室

A-202教室 A-203教室 B-303教室 B-310教室 C II-105教室

Gl-101教室 G 1-102教室 Gl-302教室 G3-311教室

2. 主なソフトウェア

MS-Office, Visua!Basic, COBOL85, Photoshop, Illustrator, Director, 

PCA会計

3. 利用時間

9: 00~17: 00 

4. 利用上の注意

(1) パソコン教室は飲食（持ち込みも）厳禁です。

(2) 教室内のパソコンにはファイルを保存できませんので，フロッピーディスクを各自で用意

してください。

(3) 携帯電話の利用を禁止します。

(4) 連絡事項等はセンター前の掲示板で案内します。

(5) その他，他人に迷惑をかける行為を慎み，パソコン教室に関する秩序等については，セン

ター職員および学生管理人の指示に従ってください。
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5. インターネットの利用

教室内のパソコンはすべてインターネットに接続されていますので，ホームページの閲覧や

電子メールの利用が可能です。また，学生ホールや図書館，ネットラウンジには，情報コンセ

ントや電源コンセントが設置されていますので，ノートパソコンを接続して自由にインターネ

ットを利用することができます。利用規則やネチケットを守ることはもちろんですが， トラプ

ルに巻き込まれたときには，教職員またはセンターに届けてください。

6. 電子メールアドレスの取得

電子メールアドレスは「情報メディア演習 I」の授業の中で取得することができます。その

他の希望者は「電子メール利用講習会」を受講し，所定の手続きを経て取得してください。

7. 講習会

センターでは， 1人でも多くの学生にコンピュータの知識および利用技術を修得してもらう

ために講習会を開催しています。

8. 学生サポート制度

「情報メディア演習 I• II」,「プログラミング演習 I」等の演習授業において，教員の補助

をする学生サポート制度を導入しています。詳しくはセンターヘお問い合わせください。

9. ノートパソコンの修理について

東芝 DynaBookが不調のときには，本体をセンターまで持参してください。状況によって

はメーカー修理（有償もある）となります。修理期間中は代替機を貸し出しますが，それ以外

の貸し出しはできません。また， DynaBook以外の修理は取り扱っていません。
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10. 情報科学研究センター配置図

A棟

A206調整室

/2/＼言／7

で＼＼ i •こ］ A210
宰 2
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国際文化教育センター

学’校仏人城［｝り大学国際文化教育センターは， 11、<ll]際的な視野のドて物1iを衿え，行動ずるこ

と(})てきる人間り育成とししう，本'、J:：()）即念を具体化するため(})研究と教育を 1l的として， 1985年

4月に飢設されました，）

こ(})センターは，今日 (})|It界と 1l本と U)相ll1，忍識と罪解を深めるため，日本文化を中心に，ョ

ーロッハ。アメリカおよひアシア念アフリカ文化の個別性と閃連性を把握する学際的な比較文化

研究を打うこと，それを通して人権())平存の進展に冴りすること，また女性の社会的な平守の実

現(})ために必要な責料の収集・充実をはかることなとを目的としています。

これらの目的を達成するためにセンターては洞外の大学との提携による教員・研究名・学生(})

研修や，留学牛U)積極的な受人れなとを拡充していく機閃として広範な活動を行っていま

初代センターI叶長には，学校法人城［｝り）ぐ['.リ）常務Hil'liてあり、本字の学長てある人文学部の水

田ポ f教授か就仕しました。水田教授は1961年，束｝i(都立大学大学院英米文学科修＿1:諜程在学中，

フルフライト奨学生としてイエール大学大学院に留学',1970年1ll)ぐ化で博じけを取得，以後メリ

ーマウン）、大学，スクリプス）ぐら南カリフォルニア大学なとて比較文学の研究と教育にあたっ

てきました。そ0)20りにわたる在米経験から，日本に閃心0)ある語外国の人々か日本文化と社会

を理解するのに役立っために英文五も RE¥'IEWOF JAPANESE CULTURE AND SOCIETY 

0)発行を企画し，創刊りを 1986りに l:lj行しましに以ドかそ 0)内容（日本詣による卜］次）てす。

創刊号／特集・日本および日本人論

坂Ll 安片堕落論 (1946)

きたみのる 気違い部落周茄紀行 (1946)

加藤 周ー^ 日本文化0)雑種性 (1955)

梅枠 忠）こ ’l•^．態史観から見た日本 (1957)

作田将—恥の文化再若 (1964)

司馬遼太郎

米山俊直

J l: -t 忠[.i]

加藤秀俊

河合隼雄

鹿野政直

弘已

手堀り日本史 (1972)

日本人の仲間揺識 (1976)

「ttt間体」の構造 (1977)

習俗の社会学 (1977)

「占巾II山神請における中喉構造 0980)

戦前・「家」の思想 (1983)

畠
ユートヒアとしての［中恨「枝／日本タテ社会」論 (1985)

W・ スミス

谷川 健一 常枇論・日本人の魂U)ゆくえ (1983)

富岡多恵 f 短編小況「時間割J



第 2号／特集・日米経済摩擦

青木 保（大阪大学教授） 文化の否定性

二屯 野康（日本銀行副総裁） 国際化ずる経済と金融政策

大場 智満（国際金融情報センター理市長）通過問題の行灯

糖澤 ;I'll}こ（経団連常務理市） 日米経済摩擦の現在と将来
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黒澤 洋（日本興業銀行副頭取）

長岡 酋 (Jじ大蔵省1i務次‘音）

銀行家の IIから見た国際金融の諸間題

財政再建間題と経済摩擦

増田みす（• （作家） 一人暮らし

第 3 号／特集 •Women and the Family『女性と家族』

第三号ては日本の女性か現在変容されつつある日本の家族とどういう関係をもっているかを凋

べて，比較のためにアメリカての女性と家朕の状況を紹介する論文も掲載しています。本けに掲

載されたものは学校法人城西大学国際文化教育センターとスタンフォート大学女性・シェンダー

研究所か主催した第一l［巾環太平洋女性学会議［テーマ＝女性と家朕〕（1989年 3月28[lから30日ま

で）で発表された論文から選ばれました。

水田 宗子（城西大学国際文化教育センター/i斤長）／女性と家族の現在ー序にかえて

l：野千鶴f (}如都精華人学助教授）／変貌する資本制と家父長制

日本の女性，最近の20年一

シルウィア・ J・ヤナギサコ（スタンフォード大学準教授）／ジェンダーと家族の変容

日系——-t仕とご世家族をモデルに一

落合恵又f (Iii]志社大学講帥）／近代家族と日本の文化一日本的母f関係を解き l]に一

高橋 道―f（東卓学芸大学助教授）／働く母視と家朕 （イ共にとっての母視像一

星野澄f （国学院大学講師）／いま，なせ「火婦別姓」なのか

さまざまな生の選択に向けて一

芦沢茂澄f （高齢化社会をよくする女性の会）／闘齢化する社会と視子・）ミ婦関係

生き方の模索と変化

ミリアム •M・ションソン（オレコン大学教投）／アメリカの家放，愛・結婚・セックス

どう変わったか？

腺枝沿・「（以都柏華大学教授）／ll本における「'『l』l勺暴｝j」と離婚

—女性にたいする暴力とはなにか一

マリリン・ヤロム（スタンフォート大学女性研究/9ft任研究員）／近視姦—--—アメリカに

おける状況 被古者とセラピーの出録—

シンポシウム「女‘I生と家放：ホストファミリーの丈験J／富岡多恵「（作家）， ［野f•飢

（・,水Ill‘ぷ J’・， ミリアム •M・ションソン，マイラ•H・ストローバ（スタンフォード大

学助教授）
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第 4号／特集・ women'sSelf-Representation and Culture 

第四号では，父権社会の文化の中で，女性達が女性の自己表現について，葛藤し苦闘して，か

ち得た成果を確認すると共に，ポスト産業社会の背景の意味を再考し，女性の文化と表現の可能

性について論議した「第二回環太平洋女性学会議（テーマ＝女性の自己表現と文化〕」（1991年 3

月28日から30日まで）の内容を特集しました。原文のまま目次を掲げます。

Lillian S. Robinson 

Sneja Gunew 

Kazuko Saegusa 

Michelle Yeh 

Marilyn Yalom 

MarjoガeEvasco 

E. Ann Kaplan 

Yvonne Rainer 

Yukari Fujimoto 

Anna Leah Sarabia 

Noriko Mizuta 

E. Ann Kaplan 

Anna Ogino 

Anna Leah Sarabia 

Avita! Ronell 

Women on the Job: Work Life or 

Real Life? 

Authentic Self-Representation and 

the Temptations of Irony in Recent 

Australian Migrant (non Anglo-

Celtic) Women's Writing 

The Narcissism of Female 

Representation and the Professio-

nal Writer 

New Images of Women in Modern 

Chinese Poetry: The Feminist Poe-

tic of Xia Yu 

Female Lifewriting : A Western 

Perspective 

Coming on Her Own into Her 

Country 

Women and Film in International 

Perspective: Where Are We? 

Where Do We Go? 

Narrative in the (Dis) Service of 

Identity 

A Life-Size Mirror: Women's Self-

Representation in Girl's Comics 

W omanwatch: Pioneering Feminist 

Broadcasting in the Philippines 

Symposium-Women's Culture: 

Postmodern Expressions 

Fukuko Kobayashi (Facilitator) 

Poetry 

Kazuko Shiraishi 

Shirley Geok-lin-Lin 

Mieko Watanabe 

Marjorie Evasco 

Rumiko Kora 

Fiction 

Minako Oba 

Little Planet 

Pantoun for Chinese Women 

Bliss 

Dream weavers 

Sprouts 

Birdsong 
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第 5号／Natureand Selfhood in Japanese Literature 

1992年夏，カナダのプリティッシュ・コロンビア大学との共催によりカナダのバンクーバーで

開催された国際会議，「日本文学における自我と自然」における溝演内容から収録したものです。

占典から現代に令る日本文学の語作品を深く訛み解き，そこに流れる世界感を探りだし，自然

か日本文学において如何に大きな影響と感動を与えているかを考えるこの会議て‘は多くの成果が

ありました。

Susumu Nakanishi 

Joshua S. Mostow 

Ted Goossen 

Toshiko Kishida 

Susan J. Napier 

Noriko Mizuta 

Fiction 

Shiro Nakayama 

Taeko Tomioka 

Language and Nature 

Self and Landscape in Kagero Nikki 

Connecting Rhythms: Nature and Selfhood in 

Shiga Naoya's Reconcilation and A Dark's 

Night's Passing 

Nature and Self in Modern Japanese Poetry: 

Hagiwara Sakutaro, Ito Shizuo, and Miyoshi 

Tatsuji 

Marginal Arcadias: Oe Kenzaburo's Pastoral 

and Antipastoral 

Symbiosis and Renewal: Transformations of 

the Forest World of Oba Minako 

The Shore of Low Tide 

Hatsumukashi 

第 6号／Reexaminationof Modern Subjectivitr. i11. Japanese Fiction 
（近代日本文学における「私」の再考）

1992年にニューヨークて開催された学会における発表をもとに，言語とセルフ・イメージ，私

小説とモデル小訛，狂気などの検討や，女性作家の作品を‘li時の男性作家への批判的反応として

訛み直す試みなど，明治以降の日本近代文学の特徴的概念である「私」について再考を加えた論

文集。

客員編集長＝関根英二（米国パーデュー大学／比較文学）

Wakui Takashi 

Charlas S. Inouye 

Ann Sherzf 

Lewis Dibble 

Rebecca L. Copeland 

The Vernacular Movement （言文一致運動）

in Japan and the Formation of Selfhood 

In the Scopic Regime of Discovery : Ishikawa 

Takuboku's Romaji Nikki and the Gendered 

Premise of Self-Identity 

Salvation from a Barren Paternity: The 

Concept of Masculinity and Koda Rohan's 

Writings 

Mori Ogai: Subjectivity, Historical Change, 

and their Proper Language 

Shimizu Shikin's "The Broken Ring" : 

A Narative of Female Awakening 
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Sekine E板

Fiction 

Tsushima Yuko 

Modernity and Madness: Lu Xun, Soseki, and 

Irokawa Takehiro 

Water's Edge 

第 1号／PhilosophicalPerspectives from Japan and the West 

1994年 6月に城西大学にて開催された国際シンポジウム「多Jじ化する世界とコミュニケーショ

ン」における発表をもとに編集。国際化の時代において考え方か多几化されていくなかて，他者

との交流のあり方を西洋と日本の哲学的観点から考察した論文集。

Mizuta Noriko 

Tani Toru 

Richard]. Bernstein 

Takeda Sumio 

Mizutani Masahiko 

Takahashi Tetsuya 

Sato Y asukuni 

Fiction 

Mori Mari 

Foreword 

Introduction 

The Retrieval of the Democratic Ethos 

Orikuchi Shinobu and the Song of Life: 

The Ancient Japanese View of 

Communication 

The Possibility of Critique 

in a Multi-Cultural World 

Community and the Law of Return: 

Between Ethics and the Question of Being 

The Criticism of Science and its Assimilation 

in Modern Japanese Thought: 

Phenomenology and Science in the Work 

of W atsuji Tetsuro 

Thorn 

第 8号／特集・アジア女性をめぐる文化と社会の変容

1996年 9月に城西国際大学にて開催された「第 2回日中女性学会議：アジア女性をめぐる文化

と社会の変容～日本と中国を中心に若える～」で発表された論文を10編と，ラウンド・テーブル・

ディスカッションの記録などを収録しています。

Mizuta Noriko 

Wachi Yasuko 

Yamazaki Tomoko 

Chair: 

Yagi Kimiko 

Panelists: 

Mizuta Noriko, 

Wachi Yasuko 

Xue Keqiao, Zhang Yulan 

Foreword 

Introduction: We Come Together as Speak Out 

~ Deconstructing Sexism in Culture and in 

Social Institutions 

Keynote Speech: On the History of Asian 

Women Exchanges 

Round-Table Discussion: Asian Women Change 

Their Culture and Society 



Women and Culture 

Lu Li 

Xu Kun 

Kamimura Masako 

Xue Keqiao 

Kora Rumiko 

Women and Society 

Tian He 

UshりimaChihiro 

Chen Hui 

Wang Xiaodan 

Uozumi Akiyo 

Fiction 

Ozaki Midori 
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Nukata no Okimi: A Bright Star in the History 

of Waka-The Poems and the Poet 

Chinese Women's Literature Since 1995 

Japanese Film and Women: The Works of 

Mizoguchi Kenji and Naruse Mikio 

Women Disguised as Men: Longing for the 

Past in Chinese Cinema 

The Polarized World at the End of Fascism: An 

Examination of Hirabayashi Taiko's Blind 

Chinese Soldiers 

Migration of Labor Force from Rural Areas 

and Women in China 

Women's Working in Postwar Japan: The 

M-Pattern and the Gender Differentiation of 

Occupations and Labor Markets 

Reform and Liberalization Policies and the 

Reemployment of Urban Female Labor 

Female Education: A Comparative Study of 

India and China 

Working Women and Child-Rearing in the 

Village 

The Cricket Girl 

第 9号／ジェンダー，コロニアリズム，テクノロジーと“開発＂

1997年10月3日に城西国際大学にて開催された「国際公開シンポジウム：ジェンダー・開発・

テクノロジー」における発表論文をもとに編集されました。シェンダー，コロニアリズム，テク

ノロジーと“開発”について，国際的かつ学際的な視点から考察した論文集です。

Lisa Bloom Introduction 

Part I: International Symposium on'Gender, Technology, and "Development'" 

Josai International University, Japan, 3, October, 1997. 

Georgina Waylen Analysing Women in the Politics of the Third 

World 

Suresht R. Bald 

Wachi Yasuko 

Lisa Bloom 

Ibrahim M. Samater 

Women and Healthcare: A Critique of USAID 

Policies in India 

Swabalamban Bikas or Self-Reliant Develop-

ment: Nepalese Women Activists in Develop-

ment Today 

Gender, Popular Science and National Geogra-

phic in the Age of Multiculturalism 

Gender and Development: An Observer's Refle-

ctions on the JIU Symposium 

Part II: Japanese Feminism's Relationship to National, and Colonial Concerns 
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Hatta Midori 

Ueno Chizuko 

Fiction 

Tomioka Taeko 

Beyond Our Invisibility~ Diverse Feminisms 

and the Quest of Japanese Women for Self-

Defined Identity 

'Reproductive Rights/ Health'and Japanese 

Feminism 

Happy Birthday 

第10号／「日本映画」と「歴史」を歴史化する。

サンフランシスコ小卜I立大学教授（映像・文化比評論）のリヒット・水田・丸先生をケストエテ

イターに招いて，映像と歴史の関連性をテーマに編巣されました。文学，社会学，人類学，メテ

ィア学なとの分野て活躍する国内外の研究者かさまさまな視点から近代日本歴史を H本映画を歴

史化することで再考察した論文集てす。

Akira Mizuta Lippit 

Iwamoto Kenji 

Hase Masato 

Introduction 

From Rensageki to Kinodrama 

The Origins of Censorship: Police and Motion 

Pictures in the Taisho Period 

Mitsuyo Wada-Marciano Modernity, Cinema, and the Body: 

Mukudai Chiharu 

Ukai Satoshi 

Akira Mizuta Lippit 

Fiction 

Tani Kakimori 

第11, 12号／「暴力と現在」

Analysis of the Shochiku Kamata Film 

Wakamono yo naze naku ka? 

(Why Do the Youth Cry ? ; 1930) 

History in Film Style: On Absent Cause in 

Mizoguchi Films from the 1950s 

Postcolonial Conditions Explained to 

Japanese Children* 

Antigraphy: Notes on Atomic Writing and 

Postwar Japanese Cinema 

Oan monogatari (The Tale of an Old Nun) 

城西国際大学で開催された国際シンポシウム「暴力の現在」をもとに，シンホシウムの司会を

勤められた城西国際大学助教授（哲学）の谷徹先生をケストエデイターに招いて編集された論文

集です。第一部には，シンホシウムのパネリストの講演か収録され，第二部は現代社会で間題に

されている様々な形態の「暴力」を，国内外の専門家や研究者か鋭い視点から考察する事例集か

ら構成されています。

Tani Toru 

Part One 

Imamura Hitosbi 

Minoa Moallem 

Introduction 

The Violence Deeply Rooted in Society 

The Texualization of Violence in a Global 



Martin fay 

Part Two 

Bessbo Yosbimi 

Huzinaga Sigeru 

Hayasbi Yoko 

Takazato Suzuyo 

Maruyama Tokuji 

Fiction 

Hayasbz Kyoko 
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World: Gendered Citizenship and Discourses of 

Protection 

Walter Benjamin, Remembrance, and the First 

World War 

The Logic of Apologizing for War Crimes "as a 

Japanese" 

Nazi Holocaust and Atomic Holocaust: 

Transforming Spiritual Crisis into an Ideology 

of Humanity 

Issues Surrounding the Wartime "Comfort 

Women" 

The Base and the Military: Structural Violence 

Against Women 

Violence and Communication in History and 

Context of Minamata Disease 

Dear Friend 

センターでは，これまでの学術研究・交流の， ともすれば欧米に偏ったあり方をあらため，ア

ジア・アフリカなども含んだグローバルな，より広く多様な異文化間の相互交流・相互理解の視

点と関係を作りだしたいと考えています。その活動の要点を列記すると下記のようになります。

(1) 本学教員の国内外の研修，客員教授・研究員・留学生の積極的な交流・受入れ。

(2) 在学生の教育に貢献する語学セミナーはじめ各種課外活動。

(3) 国際交流，日本文化の紹介，国際シンポジウムの開催など。

(4) 比較女性文化研究のための資料・情報の収集・交換，研究会•寄付講座・シンポジウム

などの開催。

(5) 機関紙，研究刊行物，翻訳および英文刊行物の発行。

これらの内，皆さんに特に関連がある活動について説明します。

I.海外留学をはじめとする国際交流の推進

アメリカのカリフォルニア大学リバーサイド校 (UCR)とウェスタン・ミシガン大学 (WM

U)，カナダのカモーソン・カレッジ (CC)とセントメアリーズ大学 (SMU)台湾の淡江大学他，

計12大学との姉妹校提携および中国の吉林省延辺医学院との友好提携が結ばれ，学術交流，学

生・教職員の交流が盛んに行われています。

また， 1989年4月からは国際化時代に生きる感性と能力を持った若い人材を育成するための

本学校法人独自の海外留学制度 JEAP(Josai Education Abroad Program:城西国際大学海外

教育プログラム）も発足しています (58頁～62頁を必読）。

II.社会人・学生を対象としたエクステンション・プログラムの実施

「いつからでも，いつでも，だれでも学べる」開かれたもう一つの大学＝コミュニテイカレ
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ッジ（エクステンション・プログラム）。本学では，学生，社会人，女性，外国人留学生のため

に豊富なコースとプログラムを設けていきます。

まず開講を予定している講座の内，学生の資格取得や技能習得に関する内容のエクステンシ

ョン・プログラムの概略を紹介します。

◎ INTENSIVE ENGLISH講座

日常会話に必要な応用力をつける「英会話人門，中級， Discussions」コース， NGO/NPO

英語，英検準 1級， 2級準備講座を実施。 1級の合格をめざす「英検特訓コース」なとを予

定しています。

◎ TOUCH COMPUTER！講座

パソコン検定目標の「入門パソコン講座」，「人門ワープロ講座」，「ワープロ検定受験準備」

「MOUS検定」を実施。更に腕をあげたい方への各講座を予定しています。

◎ Webベース IT講座

自分の意欲や理解度に合わせて学習できる講座です。学内にあるすべてのPCから学べま

す。「システムアドミニストレータ」，「PowerPoint」,「HTML基礎講座」など。

◎ 簿記会計特別講座

日商簿記 1 級・ 2 級• 3級試験対策講座の実施。その他，公認会計士，の合格をめざす各

コースを予定しています。

◎社会福祉士受験対策講座

社会福祉七国家試験合格のための事前準備講座です。各学年毎の基礎編，関連知識編を実

施の予定です。

◎ 小売商検定試験（販売士）対策講座

小売業経営に密着し，百貨店や専門店などの販売業でのプロとしての証明となる資格取得

を目的とした講座です。

◎ 俳句講座

日本の伝統美にふれ，創作していく講座です。四季の自然や目に見える風景事物，あるい

は内面の感情を十七文字に託して表現する俳句の鑑賞と創造の楽しみを味わいます。

◎ 中国講座

ダイエットや美容・家庭医学に役立つ「中国気功」を実施しています。

また，学校法人城西大学国際文化教育センターのエクステンション・プログラムは，学生

のみならず，職場や地域で自立し新しい能力や技能を身につけようとする社会人や女性など

のためにも用意されています。地域の人々と本学学生が共に学べる，市民講座的なプログラ

ムとしては，英会話の講座，パソコン・ワープロの入門講座のほか「インターネットヘの招

待」など教養を高めるプログラム，パン焼き，刺繍，手話講座などを実施，予定しています。



JEAP（城西国際大学海外教育プログラム）

J EA P（城西国際大学海外教育プロクラム） I 
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JEAP（城西国際大学海外教育プログラム）

I.留学

JEAP= J osai (International) Education Abroad Program（城西国際大学海外教育プログラ

ム）は，国際化時代を生きる感性と能力を身につけるために設けられた本学独自の海外留学制度

です。

その基本方針は，休学せずに在学のままで，姉妹校であるカリフォルニア大学 (UCR)や特別な

提携校であるウエスタン・ミシガン大学 (WMU)，カモーソン大学 (CC)，セント・メアリーズ

大学 (SMU)および首都師範大学 (CNU)に留学（期間は， 6か月， 8か月， 1年）し，本学を

4年間で卒業できることです。とくに UCRでは，両大学間の協定にもとづいて本学の学生のた

めに特別のカリキュラムを組んでおり，さらに， JCR(Josai Center in Riverside)に常駐する

Resident Directorが一人ひとりの留学生の学習・研究と生活の両面についてアドヴァイスを行

い，皆さんの留学生活が円滑に送られるような体制を整えています。

また UCRと同様に本学と提携関係を結んでいるウエスタン・ミシガン大学 (WMU)，カナダ

のカモーソン・カレッジ (CC)との JEAP協定も， UCRと同じように整備されつつあります。

1. 留学に必要な条件

(1) 本学に 1年以上在学していること。つまり，留学は 2年次以降に行う。

(2) 単年次配当科目の単位を取得していること。例えば， 2年次で留学する場合には， 1年

次配当科目の単位を取得していること。

(3) 留学生活が可能な英語能力を修得していること。

留学生活を実り多いものにするには TOEFL400点以上の英語能力をもっていることが

望ましいので，必要に応じて国際文化教育センターのエクステンション講座を受講するな

どして能カアップに務めること。

【注】 TOEFL(Test of English as a Foreign Language)は，英語圏の大学へ留学するのに

必要な英語力をはかる世界共通の英語能力試験。

2. 留学中の授業等

(1) JCRのカリキュラム

・JCRの本学教員による講義・ゼミ等。

• UCRの IntensiveEnglish (UCR・エクステンション学部による「外国人のための語

学」プログラム）。

• UCR学部の授業の履修 (1, 2科目程度。英語力の条件あり）。

• UCRの教授スタッフによる特別カリキュラム。
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•本学学生のための特別語学クラスでの TOEFL500点を目標とした授業。

TOEFL500点に到達すると， UCRのカリキュラムを自由に受講できます。

(2) JCRの課外プログラム

・ UCRの図書館，テニスコートやプール，ゴルフコースなどの利用。

• UCRの多彩なエクステンション・プログラムの自由な選択・受講。

・企業・研究所・劇場・美術館・史跡などの見学。

・個人または小グループでの週末の小旅行やスポーツ観戦など。

・英語をマスターするためのテューター・システムの利用。

授業以外の時間帯に，一対一の英語の個人教授を，申請すれば受けられます。

3. 単位の取得と認定

JCRのカリキュラムおよび UCRなど留学先の大学のカリキュラムで履修した科目と単位

が，最高30単位まで認定されます。

4. ホームステイ

UCRならびに CCは，配慮の行き届いたホームステイ・システムを確立しています。そ

の斡旋によって留学生一人ひとりが適切な家庭に滞在し，家族の一員としてアメリカ，ある

いはカナダの人々の日常生活を体験するこができます。費用には，宿泊，食費が含まれて，

極めて安価です。

5. 寮

WMU SMU, CNUでは，大学寮での生活となります。

とくに UCRでは，最初の学期を終えたあと，大学の寮に入ることも可能です。

II.交換留学制度

JEAPプログラムとは別に，姉妹校での 6か月～ 1年を期間として交換留学生として派遣され

る制度があります。

くわしい内容は国際文化教育センターにお問い合せ下さい。

III.サマー・セミナー

留学までは考えていないけれども，英語研修と同時にアメリカやカナダの文化に触れたりアメ

リカの大地に立ってみたい人のために，夏期休暇中に CC・ UCRにおいてサマー・セミナーを開

きます。また，スペインのバルセロナ自治大学でのスペイン語研修，韓国の東西大学での韓国語

研修，北京の首都師範大学での中国語研修のコースがあります。セミナーの期間は， 2週間から

1か月間とコースによって異なります。

各コースとも，プログラムの内容に特徴があるので，自分の目的にかなうコースを選ぶことが
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重要てす。詳しくは．オリエンテーションに出席して聞いてくたさい。

どのコースに参加する場合も，研修効果を高めるために， JEAP関連科目から 1科目 (2単

位）を，サマー・セミナーに先立って股修しておくことが望ましい。

w．卒業後プログラム

4年て， JIUを卒業したあと， JEAPでの留学を希望する学生のためのプロクラムも用意され

ている。卒業後の人生設計に留学を組み人れたい学生は，国際センターに相談すること。

〔留学に向けての履修について〕

]EAPての留学効果をより高めるために，留学を希望する学生は特に次のことに注意して腹修

登録をすることか望ましい。

1. 1年次必修の英語 IA,英語 IBは必す 1年次中に履修し，合格しておくこと。

2. 英会話 Iを腹修しておくことか望ましい。

3. Reading & Writingおよひ Speaking& Listeningなどは，学科設定の必修科日なとの履

修に障害かないことを確かめてから履修すること。

注（1) 上の英会話， Reading& Writing, Speaking & Listeningなどの科目は留学のための絶対条件

ではありません。時間表て必修科目と重なる場合は必修科Hを最優先してくたさい。たたし，留

学効果をあけるためには履修しておくことか望ましい。あくまても時間表と照らし合わせて少な

くとも 1科目は履修しておくとよい。

(2) スペインおよび中国（北京）へのサマー・セミナーに関しては，特に参加条件はない。スペイ

ン語，中国語を履修している必要はない。
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JEAP参加への手順

ガイダンス 1 ←----.1 4月に、留学ガイダンスを行います。

申し込み←—→|

授業開始

TOEFL（第2回）
ミシガン・テスト

400点を目標に

学部申請・選考

――' 

~I 

――
 

TOEFL 500点

――
 

← 

/ 

留学希望者（未定者も可）は、まず事務室の

国際文化教育センターに申し込みます。

I TOEFLおよびミシガン・テストによる到達度

チェック。

TOEFL300点をクリアーした段階で各所属学

部へ留学の申請をし、許可を得ます。

学部や年次にしたかって、留学中に何を学ぷ

かという学習計画や、単位の取得や認定など

についての助言と指導を得てください。

前出「JCRのカリキュラム」の項を参照。同

行の本学教授スタッフによる講義・ゼミ・プ

ロゼミや、 UCの数授スタッフによるアメリカ

社会・文化についての講義を受講しなから、

UCRのIntensiveEnglishなど、 TOEFL500点

のレペルを目ざすレッスンを受けます。

500点を突破したら、 UCRの講義を自由に選択

して受講OK。

目ざせ、 TOEFL500点！

明るい南カリフォルニアの陽光があふれる

アメリカン・キャンパスの日々を

よく学ぴ、よく遊べ！

（他大学への留学も、これに従う）
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2002年度 (3月期出 UCR発） JEAP留学の流れを下記のスケジュールにそって出

発までの手続き関係を進めましたので参考にして下さい。

2001年 10/14 留学願書提出期限

（添付書類：語学能力証明書・健康診断書・留学についての作文）

12/14 第 1回オリエンテーション

※JEAP実施委員会代表者出席

※UCR入学願書＆ HOMESTAY申込書記入方法説明

※パスポート申請要領＆留学ヴィザ取得必要書類説明

12月中旬 第 2回オリエンテーション

※UCR人学願書＆ HOMESTAY申込書提出

2002年 2月上旬 父母および学生への説明会

※留学生活の意義等全般説明

※パスポート提出期限

※U.S.ヴィザ申請書類提出

※アメリカ生活事情・治安状態説明

※外貨購入・旅行用品説明

※質疑応答

3月上旬 出発前最終オリエンテーション

※出発日の集合時間・場所の確認

※日米出入国管理書類内容の確認及び署名

3 /27 出発

（以後の主な手続き）

UCRレジストレーション

授業開始



JIU未来講座

| J lu未来講座 I 
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JIU未米講座

急速に発展した科学とテクノロジーによって，世界ば情報ネットワークで瞬時に結ばれ，地球

を一つの生活圏とさえする交通と交流が"I能となった半面で，異文化間の不寛容と抗争もまた深

刻化していて，混沌とした不透明な現実は，新しい世紀となった今も解決していません。

21世紀が始まった現在，未来は未知な魅｝Jに満ちています。新しい経験と新しいモデルを志向

して，ここから新しく出発すること。知性と精神を眠り込ませていては「未来」は視えてこない

のです。

核の廃棄，紛争の国際的解決，経済発展と貧困の克服，性差からの解放，宇宙資源の探在，環

境破壊につながらないエネルギーの開発，都市の設計，遺伝fや生殖テクノロジーをふくむ生命

科学の発展とコントロールの必要性等々， 21世紀に私たちが直面するさまざまな問題と，変容す

る文化と人間をみつめて，私たちは，「JIUK来講座」を企画し，スタートしました。

開学以来，多くの成果をあげてきた「JIげ仔付講座」を，さらにひと回り大きく成長させた，

この「JIU末来講座」は，それぞれの分野の最先端で活躍されている先生方を招いて，若い人々

のいきいきとした知的関心を刺激し，自発的で主体的な探求心を目ざめさせる，フレッシュなテ

ーマを用意して，長期にわたって開設されます。

それと同時に，この講座を単に受講するだけはでなく，テーマの設定や講師の希望などに学生

諸君の声を反映させ，また，講座の運営などにも学生諸君の積極的な参加を求め，「末来講座」

を，教員，研究員，大学院生，学生のユニークな協働の場にしたいと考えています。

多様でバラエティに富んだ数多くのテーマを学ぶとともに，一つのテーマをさまざまな角度か

らより深く掘り下げ，理解したり，参加者の一人ひとりが知識と思索と想像力の豊かな可能性を

自分自身に発見する，私たちは，「未来講座」をそういうプロジェクトとして成功させようと呼

びかけます。

なお，本講座は単位制で，履修学生には所定の単位が認定されます。 2001年度の概要は次のと

おりです。

1. 2001年度未来講座の概要

未来講座は，本学学生がテーマごとに研究活動を行う「プロジェクト研究」とそれぞれの分

野で活躍されている研究者，技術者による「講演会」の 2つを柱として開講されます。

1. テーマ：「未来へのアクセス」

2. グループ研究テーマ及びコーディネーター：

「ビジネスのテクノロジーイノベーション」

（福田順子教授，熊倉広司講師，槃殿武研究員）

「車の未来・環境へのアクセスおよび，健康な未来の生活」 （深沢茂樹教授）

「未来志向の歴史認識」 （飯倉章助教授，姜竣研究員）



「未来の雑らしと生活習慣」

「児童・教育•福祉の未来」

「身体とメディアの未来」

3. 講演

未来講座 65 

（井上敏昭講師，加藤朋江講師）

（増子勝義助教授）

（野原仁講師）

第 1回 「日常生活にも役立つリスクマネージメント～航空事故の教訓から～」

講師：諸星廣夫氏（航空評論家）

第 2回 「ゲームニクスが未来を変える～使いやすさ・人間起点の菫要性～」

講師：サイトウアキヒロ氏（株式会社ダイス代表取締役／ディレクター）

第 3回 「恋するコンピューター～情緒を工学する手法～」

講師：黒川伊保子氏（システムインテグレーション株式会社／

ビジネス・プロデューサー）



JIU国際総合講座
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JIU国際総合講座趣意書

城西国際大学長水田家子

城西国際大学 (JIU)の建学の精神は［学ふことを通しての人間形成」にあり，教行理念は［国

隙社会・柏報化社会に生きる」 1i為の人材0)育成にある。

城西国際大学はこの精神と理念を掲けて，平成 4年 4月，千菓県束金巾に経営柏報学部経営情

報学科，人文学部国際文化学科をもって発足した。以後4年間を経て平成 8年3月には第 1回卒

業生を社会に送り出し，同年 4月には一層の発展を日指して人文学部に福祉文化学科，国際交流

学科の 2学科を新設した。同時に人文科学研究科修士課程国際文化専攻， I吋女性学専攻も新設。

とりわけ女性学専攻は日本て最初の専攻として注Hされている。

また，平成10年 4月には，人文科学研究科博士課程比較文化専攻（比較文化分野，比較シェン

ダー論分野），経営情報学研究科起業マネシメント専攻を新設，大学院の整備充実を図るととも

に，留学生別科日本文化専修課程， InJH本語専修課程を開設。平成11年 4月には経営情報学部に

国際経営学科，伽祉環境情報学科の 2学科を新設，平成12年 4月には経営情報学研究科起業マネ

ジメント専攻博士（後期）課程を開設。本年 4月には経営情報学部にサーヒス経営システム学科，

人文学部にメティア文化学科，留学生別科ヒシネス・情報専修課程を新設し，新時代の大学とし

て更なる発展へ向けて進んでいる。

JIU国際総合講座は，新学科およひ大学院の開設を契機として，本学の特色を表現するテーマ

に基ついて平成 8年度から開設された。国際性・学際性豊かな，比較文化の観点を活かした講座

で，学部学生，特に新人生に新しい環境で新しく学問の息吹に触れさせ，知的好奇心の開発と勉

学意欲の喚起のために計画された講座てある。講座 Iは福祉・情報・シェンター・国際交流を，

講座IIは日本文化をテーマとし，学外からそのテーマに造詣の深い特別講師を招いて訥義を受け

る。

学生は，講義の前後に Readingand Discussion 0)時間を設け，国際文化教育センター研究員

の指導によって討論等を行い，理解を深める。

本学は開学以来，立地する東金rhをはじめ，広く地域社会への貢献を目指してエクステンショ

ン講座，公開講座およひ県民カレッシを実施してきた。このJIU国際総合講附も地域社会に向け

て公開され，生涯教育の一環として一般巾民の米聴，討論等への参加を歓迎している。

なお，訥座は金曜日の13:35~16: 45に開かれる。
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JIU国際総合講座 I • II 

講座 I （前期：金曜日 III 限• W限）

講座 II （後期：金曜日 III 限• N限）

JIU国際総合講座は，平成 8年度から，経営情報学部経営情報学科，人文学部国際文化学科の

両学部に開講された。

本講座は，現代文化の構造を，歴史的なパースペクティブと比較の視点から分析することを通

して，今日の国際社会と文化の諸問題を，多角的かつ複合的にとらえ，理解する力を培うことを

目的とする。講座は IおよびIIで構成され， Iは，福祉，情報，ジェンダー，国際交流の各領域

における諸テーマを， IIは，日本文化の領域における諸テーマを，以下により学ぶこととする。

a) 学内の講師および学外から招聘した特別講師による講義

b) 資料・史料の読解 c) ディスカッション

「成績評価」は，前期末および後期末のレポート提出，講義出席およびディスカッション参加

等を評価して行う。

【講座担当者】

学長

副学長

経営情報学部長

人文学部長

教務部長

学生部長

経営情報学部経営情報学科長

II 国際経営学科長

II 福祉環境情報学科長

II サービス経営システム学科長

人文学部国際文化学科長

II 福祉文化学科長

II 国際交流学科長

II メディア文化学科長

【実施委員】

教務部副部長

教務部長補佐

助教授飯倉章

講師渡邊修朗

Reading & Discussion担当者については別に掲示する。
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平成13年度 JIU国際総合講座前期日程

講座 I（福祉・情報・ジェンダー・国際交流）

学習テーマ：「現代社会に生きる」

月 日
---]—- - ------ ----- --- ; 三 3限(l3:35~15:05)4限(15:15~16:45) I 
_ ___J 

4月27日 一1 1 4限目 オリエンテーション
！ （金） I 

| 

講座 1（国際交流） 一2 
: 5月11日 演題：ハンガリー・東欧•世界

（金） 講師：糠沢和夫人文学部客員教授

3 i 

4 

; ‘‘  （シドニーハフリンピック卑椅fバスケノト H本代衣選手）

5 1 ~ 9 9 9 ̂  -、― lReadingand Discussion I 
6
 

7 ~L演題：起業家の条件と成長戦略
I 講師：松田 修一（早稲田大学アジア太平洋研究センター教授）

8 I 
6月22日

（金）
Reading and Discussion 

6月29日 I
1講座4 （国際交流）

（金）
9 演題：開発途上世界の姿とこれからの世界

講師：藪田 仁一朗（国際開発センター理事長）

-7 
6月30日

特別講座

10 i 演題：プロ意識とは？
! （金）

講師：石毛 宏典（スポーツ解説者）

11 I 
7月6日 前期まとめ

（金） Readingand Discussion 1J 
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平成13年度 JIU国際総合講座後期日程

学習テーマ：「現代日本文化」
講座II （日本文化）

身の回りに無自覚的に存在するものを現代日本文化との枠組みで，文化の本質

に目を向けさせる。

月 日
3限(13:35~ 15 :05) 4限(15:15~16:45)（曜日）

I I 1 

9月28日 3限 オリエンテーション

（金） Reading and Discussion 

il 2 10月5日

講座 1 （映画）

演題：日本の映画文化
I ！ I （金） 講師：篠田正浩（映画監督）

3 I I I 10月12日
（金）

Reading and Discussion 

5 I I 1I 10月19日

（金）
Reading and Discussion 

： I 6 

10月26日
（金） J Reading and Discussion 

I 
1講座2 （アニメ）

7 
11月9日 演題：「もうひとつの世界」と少女マンガ

（金） 一双子・分身・表現の重層性をめぐって

講師：藤本 由香里（筑摩書房編集者，評論家）

11月30日
講座3 （人形劇）

8 
（金）

演題：房総の英雄を訪ねて

講師：伊東万里子（劇団「貝の火」主宰）

9 I 12月7日
（金）

Reading and Discussion 

I 12月14日

1I 10 （金） Reading and Discussion 

11 

1月11日 i I i講座4 （民話）

（金） 演題：方言のめぐみ，民話のぬくもり

講師：萩生田 千津子氏（車イス女優）



福祉教育センター
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福祉教育センター

福祉教育センターは，社会福祉教育を幅広く円滑に実施するための窓口となっています。社会

福祉に関する資格や実習についてはもちろん，福祉に関することでわからないことや疑問がある

ときには，気軽に当センター (A棟 1階）までお越しください。

1. 社会福祉士受験資格取得のために必修となっている「社会福祉援助技術現場実習」の実施

2. 上記の実習施設との連絡調整および教員による巡回訪問

3. 社会福祉援助技術現場実習に関する学生相談・情報の提供

4. 実習指導教材等の整備・管理

5. 社会福祉士受験に関する支援活動・情報の提供

6. 学科カリキュラムにない社会福祉関係科目および福祉文化関係科目の情報提供

7. その他社会福祉教育の充実に必要な活動

8. ボランティア活動支援

福祉教育センターでの主な活動予定

1. 「社会福祉士」受験資格取得の説明会 (1年次 4月上旬）

2. 「社会福祉士」模擬試験の実施 (4年次 6月上旬・ 12月中旬）

3. 「社会福祉士」国家試験対策講座 (4年次 6月上旬～12月中旬）

「社会福祉士」国家試験準備対策講座 (3年次 6月上旬～ 9月中旬）

4. 「社会福祉士」受験手続きの説明会 (4年次 7月中旬）

5. 模擬試験の解説講座の実施 (4年次 7月下旬～ 9月上旬）

6. 「社会福祉士」国家試験受験手続きの指導 (4年次 9月上旬）

7. 「介護技術講座3級相当」（「社会福祉援助技術現場実習」の事前準備） （9月上旬）

8. 「社会福祉援助技術現場実習」の説明会・事前勉強会 (3 • 4年次 7月下旬）

9. 「社会福祉援助技術現場実習」実施 (3• 4年次10月中旬～12月中旬）

10. 福祉フォーラム（秋期） →福祉セミナー（秋期）

11. 「社会福祉援助技術現場実習」実習終了後の学生へのふり返り（フィードバック）

(3 • 4年次12月～ 1月）

12. 「社会福祉援助技術現場実習」のオリエンテーション (1~4 年次 3 月下旬• 9月上旬）

13. 「社会福祉士」受験資格取得・「社会福祉援助技術現場実習」に関する相談（随時）

14. ホームヘルパー 2級資格講座（就職準備） （9月～ 3月予定）



学習支援室

I学習支援室 I 
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学習支援室

学習支援室では，在学生の学習上の問題点を解決し，学習効果を上げることを目的としていま

す。

学習支援室では，経験豊かな教授が相談に応じ，履修指導やレポート作成等について，一人ひ

とりに合った方法で問題解決ができるよう適切なアドヴァイスを行っています。

また，成績が伸び悩んでいる人は，科目担当・演習担当・アドヴァイザー教員などが直接相談

にのり，学習支援室で有効なサポートを受けることができます。また，留学生については，日本

語学習一般について幅広く相談に応じています。

授業の内容が理解できない，学習のコツがつかめないなど，学習に関する悩みを持つ学生諸君

は，気軽に学習支援室 (D棟中 2階）までお越しください。ちょつとした発想の転換，情報処理

の方法，ノートのとに方の工夫といった技術を習得することにより，学習上の悩みは解消しま

す。

また，学習支援室では，みなさんの効果的な学習のために，様々なプログラムを提供していま

す。

平成13年度実施講座

発想・図解の仕方（小向敦子研究員）

ノートのとり方 （高井葉子講師）

開室日時等の詳細については，掲示板に掲載されている指示に従ってください。

学習支援室に関する問い合わせ → 教務課
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履修の手引と き

I 授業科目について

における

門科Il群 I~Vl1, nil"］閃連科ll肝およ

なお，自由科日として教職に関する

II 授業科目の単位と認定

日は。

ら構成されている。

目か準備されている。

されている。巾位制とは，ひとつひとつの授業科目に—月定の基準によ

り定められ

をしたうえで，その

日に対して，

る制度てある。

もしく

目群 I 念 II，専門基礎科日群，専

その他の方法により学習評価

単位

0)とする。

A 念 B 魯 C3段階の評価により行い， D 硲 E • FO)評価は単位を詔定しないも

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位数は，次の表にポすとおりである。

たたし，自由科目は卒業に必要な単位数には含めない。

/-___..—- --- -- ----- -—•一•一―---- -ー------ ----------- -•—-_____ 

-．--～―-
------------ 学部愈学科 l 経営情報学部 経営情報学科

単位数 ， 

［ 系 列 ＼＿  ＿～ —-_ ―- 戦略マネンメント系［―情報マオシメント系 1

一—--- -----～一オ― -- --------

I学科共通科日群 I
（英語。その他の外国語怨日本語）

10 
----- ------------ --- ---------. ---- ---- --- ----―--- -----L -.  --- -- -------------- -- ----------------—-----

I学科共通科目群II （総合科日群） ！ 8 
I_ ＿＿ ＿＿＿ ＿_ •一• - - I ---------•-•- --•••- --_ --~―ーロ
，専門駐礎科目群 22 

------—→・―-

20 

16 

24 

I 16 

「----• t---—• •一----

8 

-- -------

6 

8 

124 

※ 外国人留学生愚帰国生は特設科目群ての修得単位を学科共通科目群IIおよび専門関連科目群
の単位に一部枷り替えることかできる（詳細は93貞参照のこと。）

12 
--- --

10 
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w 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

く戦略マネジメント系＞

< --．――•一—●0 ---- •-

単位数の目安

語・その他の外国語・日本語）

2科目 4単位

叩 L ベ - D • --・ • ・ • • • ·・・・・・•・ • • ・ • • • ・ •・・・・・・・・·・ •.．． 2 科目 4 単位

! （外国人留学生。帰国生必修

学科共通科目群II （総合科目群）……………… 2科目 8単位

専門基礎科目群

！ 情報メディア論

情報メディア演習 I

情報メディア演習II)．．．．．．・ • • ・ • ・ ・ ・ • • • • ・ ・ ・ ・ • 5科H14単位（必修）

：経営学総論

｝ 『 簿記原理

修得単位数 選 択 科 目・・・・・•・ ・ • ・ • •・・・・・・·・ • ·・・・・・•・ • ・ • ・ 3科目 6単位

i 34単位
[― 

2年次

専門科目群 I （経営学）

経営管理総論・・・・・・ • ・ • ・ • ・ ・ • • ・ ・ • ・ • ・ • ・ ・ • ・・・・・・・ • ・ ・ • • • • ・ • ・ l科目 4単位 （必修）

選択科目・・・・・・・·・・・・•・ • • ・・・・・・・・・・ •・・・・・・·・ • ·・・・•....... 1科目 4単位

専門科目群III （経営科学）， N （情報科学）， V （経営情報システム）

プログラミング演習 Il 
; • • ・ • ・ •・・・・・・··············· 2科目 4単位 （必修） ； 

情 報 処 理 論

修得単位数！

選 択 科 目・・ • •・・・• ・ • ・ • • • • ・ • • • ・ • ・・・・・・・ ・ • 1科目 4単位

専門科目群VI （企業経営） ・・・・・・・・・・ ・ • • ・ •・・・・· ・ ・ • • ・ ・ • 2科目 8単位

専門関連科目群・・・・ • • • • ・ • • ・ • • • 1科目 2単位

l ※指定された各科目群より修得した科目以外に，以,~．の科目群もしくは経営情，
36単位 報学部他学科および人文学部より 1科Ij4単位

―”→―- --------—上—- ----—へ—---- ------ ------ -------- ------ ---- W…-------- - - ---------- ---------j 



80 

^̂q ー
f
r
 

唸
J

ヽ 単位数の目安

3年次 学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語）

I 選 択 科 [ l・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・......1科目 2単位

I専門科Il群 I （経営学）．．．．．．“．．．．．．．．．．．．.....2科目 8単位

！ 

i 専門科II群II （経営戦略）

＇ 経営戦略論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4 単位 （必修）
I 
， 選択科日・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
| 

1科目 4単位

専門科［」群III （経営科学） ＼ 

専門科目群N （情報科学） ]………••• 2科目 8単位

専門科日群V （経営情報システム）

専門科[l群VII （実習怨演習）

I ゼミナール I

1 インターンシップ
i •・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•・ • ・・・・・・・・・ 2科目 6単位 （必修）

| 

I 

I 専「り伐l連科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位

1修得単位数 i I 

I 
※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情 I

38単位 ！ 報学部他学科および人文学部より 1科目 4単位 1 

[--—- --- -― -T- --- --- -―- -- --

4年次 I専門科目群 I （経 営 学） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

I 専門科目群II （経営戦略）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

I 
経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

・演習）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位（必修）

履修するには，ゼミナール Iの単位取得が条件となるので

I 
-――---――--- •- --—--—----—- ---- -—-~----—--_＿口

二
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く情報マネジメント系＞

~~----~-~---、-------- -~---- ， 
心ら

i 
f 年 単位 数の目安

---~-~-— 
1年次 学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語） I 

英 語 IA・ B.............................・・・・・・・・..2科目 4単位 （必修）

日本語 IA • B・・・・・・・・・・・・...........................2科目 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）

学科共通科目群II （総合科日）……・・ • ••………• 2科目 8単位

専門基礎科目群

情報メディア論

情報メディア演習 I

l 情報メディア演習IIf.............................. 5科目14単位（必修）

経営学総論

I 簿記 原理

， 修得単位数 i選択科目・・・・・・・・......・・・・・・・・・・・・・・・・・ • ・・・・・・・............3科目 6単位

34単位 ，専門関連科目群•.．．．．．．．.．.....．．．．．．．．．...．．．.．．．．．．．.． 1 科目 2 単位

三 ーロ― ―-2年次 学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語）

修得単位数

英 語IIA• B ・・・・・・・..・・・・・・・・•................... .. 2科目 4単位（必修）

9 日本語IIA• B...............・・・..........・・・・・・・・・・ • 2科目 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）

専門基礎科目群・・・..・・・・・・・・・・・・・・・・・.................1科目 2単位

専門科目群 I （経営学）， II （経営戦略）

経営管理総論・ • ・ ・ •・・・・・・................... 1科目 4単位（必修）

選 択 科 目・・・・・・・・・・・・・・・・・•..・・・・・・・·・ • 1科目 4単位

専門科目群III （経営科学）， N （情報科学）

プログラミング演習 Il 
情報処理論

・・・・・・・・・・・・・・•..・・・・・・・·・ • 2科目 4単位 （必修）

選 択 科 目・・・・・・・・・・・・..................1科目 4単位

専門科日群 V （経営情報システム）………… 1科目 4単位

I専 門 科 目 群 VI （企業経営）・・......................1科日 4単位

， 専門関連科i_1群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....・・・・・.........1科目 2単位

※指定された各科目群より修得した科[l以外に，以上の科日群もしくは経常‘I打
36単位 ， 報学部他学科および人文学部より 1科目 4単位

I --··~、---”^ --- -- --
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学 年 単位 数の「l 安

3年次 学科共通科目群 I （英語•その他の外国語。日本語）

選択科 H・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ l科日 2単位

I専門科目群 I （経営学）

I専門科日群lI （経営戦略） l ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 8単位

！専門科日群III （経営科学）， W (＇情報科学）

デ ー タ 通 信 論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..1科目 4単位 （必修）

， 選 択 科 LJ,............................. 1科目 4単位
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専門科日群V （経営情報システム） ・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

専Ii9]科目群VI (企業経営）。＇“........、,．．．．.．．．．．．．．． 1科ll4単位

I専門科目群Vil （実習・演習）

！ ゼミナール~\........................... 2科目 6単位（必修）
イ ン タ ー ン シ ッ プ

へ•一•••--• • 一••-----•• ーゴ
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＞
 
1. 

授業科目の学年配当と履修すべき単位数

学科共通科目群

学科共通科目群は，同 I（英語妙その他の外囚語。日本語），同II（総合科日群） の二系列に分

かれているか， それらの各系列のうちから「III卒業に必要な単位数について」にぷした所定の単

位以上を修得しなけれはならない。

(1) 学科共通科目群 I （英語。その他の外国語。日本語）
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外国人留学牛→・帰国
生は「日本語 IA。
IB, IIA・IIBJ 
を第一外国語として
必修科日を含み10単
位以上選択必修。

9] 
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照滲⑱
 

剛［
 

,
i
 

得

数
位

修低最

単

＇口」

□
19,1' 

□
/Iーロ

備 考

〔備考〕

(1) 学科共通科目群 Iでは，第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生は日本語）を

学ぶ。うち，英語 IA•IB·IIA·IIB （日本語は日本語 IA•IB•IIA·IIB)

は必修科目である。

(2) 英語 IA・ I B のどちらか 2 単位を修得しなければ，英語IIA•IIB を履修すること

はできない（日本語についても同様である）。

(3) 第 2外国語において， I Bを履修するには， IAを修得していなければならない。
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(2) 学科共通科目群II （総合科目群）

科 目

最低修得

」
4年 i単位数

年次および単位数

備 考

3年2年1年

4
 

（民俗と環境）
i 邑~I“二;倫とII]態系）

I 

科，; I J I U国際総合講座 I

，目 （情報・福祉・ジェンダー

l群

II 

総 i人間研究 I 4 

r 
t 

l 

f 

〔備考〕

学科共通科目群IIには，グローバルかつ国際的な文化のあり方を多様な切り口から学ぶ

ために，地球文化論． JI U国際総合講座を岡いている。また，人間研究は，学際的な視

点から現代における「人間」の諸問題を学ぶ科目である。

4
 

4
 

4
 

8単位

「学科共通科目群II

（総合科目群）」の中

より， 8単位以上選

択必修。
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2. 専門基礎科目群・専門科目群

専門科日群は，「経営学」「経営戦略」「経営科学」「1行報科学」 1 経訊市り報システム~＿i ［企業経営J

「実習・演習」「専門関連科目群」の 8つの分野から構成されており，それら(})8分野を学ぶ基

礎として「専門桔礎科目群」を設けている。学生は，各ltl(}）将来の進路に合わせ［戦略マネシメ

ント系」もしくは「情報マネジメント系」のいすれかを選択し，各日(})専門領域を深めるように

それぞれ 8つの系統の中から重、点的に科目を選択していくことか州ましい。

〔戦略マネジメント系を履修する学生〕

国際社会のなかで広い視野に立って企業の長期的な経営戦略のと案や実施に参圃てきるような令

創造性や企画性に富むリーダーシップを持った幹部要員になるのに必要な科日を中心に配附して

いる。

〔情報マネジメント系を履修する学生〕

経営分野での情報処理と情報通伍（システムネットワーク） I})コンピュータ業務に従1iてきる

実務能力を身につけるための情報関連の訊科Ilを配附している 0

(1) 専門基礎科日群の内容と教育目標

専門科日を学ふうえて基礎となる科ll群てある。専門科日を学ふにあたっての基礎知識と

能力を輻広く身につけてもらいたい。

(2) 専門科目群 I （経営学）の内容と教育目標

専門科ll群 Iは，経営学を中心として企業行動を科学的。合理的に杓えるための科Il群て‘

ある。経営学とは何かといった基本的な内容から，組織や管理，歴史的な視点など多様な角

度から経営能力を深める。

(3) 専門科目群II （経営戦略）の内容と教育目標

専門科目群IIは，経営戦略を学ぶ科l」群てある。経営戦略の概要を理解したうえて広報，

ビジネス・ゲーム，商品開発，金融事情に加えて，国際的な資源・開発・訛券rh場を学ひ国

際的な経営戦略の能力を増強することを目標とする。

(4) 専門科目群III （経営科学）， N （情報科学）， V （経営情報システム）の内容と教育目標

専門科目群III,N, Vは経営科学，情報科学，経営情報システムといっだ情報系の科目群

である。経営科学では，経営科学の概要を理解したうえでビジネスデータ分析を学ひ，情報

科学ては，情報科学と情報処理の理論を修得するとともに「プロクラミンク演習」［マルチ

メディア論」「データ通信論」などを通して実践的技術を深める。また，経営情報システム

では，「経営情報論」と「システム原論Jを中核としで情報セキュリティ，情報資源管理，

プロジェクト管理，システム監査，経済情報などの能力を裔める。

(5) 専門科目群VI （企業経営）の内容と教育日標

専門科目群VIは，会叶，マーケティング・流通，法律・経済といった企業活動にi貞結する

科H群である。会叶では，「会計学原理」を土台として財務品Ji,原価叶岱I:，税務会叶，管

理会計，国際会計，コンピュータ会計を学び，さらに経営分析・監在と企業経営に必要な科

目を全て設けている。マーケティング・流通では，［マーケティング論」と［流通産業論」
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に留まらず，サービス産業，交通経済，ロジスティクス，国際マーケティング，国際ロジス

ティクスと国際的な企業経営に挑戦するための科目が配置されている。

法律・経済では，商法，労働法，国際経済関係の科目を多く含んでいる。

(6) 専門科目群VII （実習・演習）の内容と教育目標

専門科目群VIIは，「ゼミナール I• II」「企業研究」「外国書講読 I• II」で構成されてい

る。「ゼミナール I• II」は， 3 年次• 4年次に各 4単位，計 8単位が必修となっている。

9ゼミナール I」の履修申請は毎年 2年次に仮登録の形で実施される。「ゼミナールII」を

履修するには，「ゼミナール I」の単位を修得していなければならない。インターンシップ

（企業研究）は， 3年次， 2単位の必修で企業に対する正しい認識と洞察を深めることを目

的とし，企業の組織と業務，各種の産業分野，地域企業の現状や未来戦略などを学ぶ。「外

国書講読 I」は， 3年次4単位，「同II」は 4年次 4単位の選択科目になっている。

(7) 専門関連科目群（起業マネジメント・ジェンダー）の内容と教育目標

専門関連科目群は，「起業マネジメント」と「ジェンダー」の分野から構成されている。

「起業マネジメント」では，環境問題，地域・文化，ベンチャービジネス，国際関係，国際

政治など起業マネジメントに必要な能力の開発を図り，「ジェンダー」では，ジェンダーの

視点から福祉，経営・情報，女性政策などを学ぶ。

(8) その他の選択科目

指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情報学部他学科

および人文学部より 8単位以上修得しなければならない。
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系

列

※単位数に〇印を付してある科日は必修を小す。
―-―----------――-- -- ----1 ● •- • --- --- - -----•-- •一•-- --• -^'—---•- -—•--—---- -----------

年次および単位数 ［最低修得
授業科目 1 | 

1年 2年 3年 4年単位数
•- | •• --•- ----•-•• -•一—- ------•-＾-----＾一、＿＿1•---．．-------」

現代の人間思想 i 2 「専門韮礎科目群」 1 

•-•--- ----t_ ....----•------•---- l..- --- の中より，必修科目！
i生命と倫理I本国憲法 2 [ 

―̂ -l--―- 2 7 闘誓単位以上選

社会工見竺互―~ -~ 
-一^------------------------------------―--- -

一＾一 I 
- --―＾ー

国家と政治 2 ! i 

1 国際政治入門 --r 2 ―--- -•---.1 

げ藷匂ーパーニズム —+- -- 2 ---l__＿＿＿．ロ

備 考

専

門

基

礎

科

目

国際経済事情

記号と数の世界

2
 

2
 

カ・熱・電磁気 2
 

物の動きと思考

生涯スポーツ概論

スポーツ科学 I

スポーツ科学II

情報メディア論 l 

群1情報メテ ィ バ 責 ［ ー ／ 口

1 情報メディア演習--

経営学総論

理

: 1 4 1 / ----

倫／ロー~ロ-I

簿

経

記原

営

2
 

2
 

22単位

C
ク

，産 業 概 1-Hiii 

経 済 原 論

情 報 産 業論
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【戦略マネジメント系】
※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

系 I 年次および単位数 i最低修得
授業科目 備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

経営 学 史 4 

置攣企 業 論 4 

日 本企業論 4 i 

>』
経営管理総論 ，④ 

l 
！ 

l 

I：人ロ事労務管理論 4 
20単位

ジスティクス管理論 4 

l 1 財務-管理論I 4 ＇ 

> 経営組織論
； 

4 I 
｝ 

！ 労使関係論 4 

：地域経営論 4 

国 際経営論 4 

， 国際経営比較論 4 

I NPOマネジメント論 ！ ； I 2 ！ 
＇経営戦略論 I 4 

五謡謡蝙。1,J．
I 広報戦略論

i 

4 I 

i 閃

： 

1□'商国際品戸開開 発 論

4 
［ 

・ゲーム
i 

2 
i 

発論
］ 

4 
, 12単位

II l 

ご＇｛日銀行□と同亙命融—） 

！ 

I 堅

4 

！玉金融事 情 2 | 

際資源論 4 

| NPOマーケティング論 I 2 

4 

I,  4 I 

II 4 

I 
I 

II 2 
16単位

4 
＇ 

4 ： I 

〉i1 情情9- 報報 処科 理学-論
② I 

4 □--------l—-•-- -~-~--
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戸系ロ- -7 年虹ょび単位数 最低修麗T--
＇ 授 業科目 「 「

列
_/-ーー］＿ ＿1 | 備

I------t----• 一 1 1年 2年， 3年 4年単位数[—+ -_＿＿---- l _＿． 
経営情 報論 1 4 I I 

，専 r.＿_ ＿＿ ------ -------- -l—+—- ---T -―l 

門＾ システム原論 I i 4 
し科経口— --- -— ---------;-----—-----—9-—------~ 9----7 , 

目営経済情報論 9 2 
群情 1 , | ---- - -―-------． j __  !... L_ __, ・--―---

, v報 1プロジェクト管理論 ， 2 ！ i 1 

ン・—--.．＾＾9 - -、,-—----- ----十-――--

ス ＇システム監査論 ' l 

！ i , 三
2 

，テ I ―-―-------- --------- ，――----- -―↓ -7 ↓ --- - ---------- --

ム 情報セキュリティ I 
1 

, 2 | - --- --- 9 9- - - •—---- 9- --—--9 --＋--― ーゴ―--- 、9--- -ロ情報資源管理 I 
2 

--―|―------

会計学 原理

管理会計論
-- -

1 ［ 原価計算論
会—----------. -------―--

会計監 究論

計

，専 コンピュータ会学[_ _＿ 9---------

門 財務 諸表論
I □__＿＿9- ---

科 1 税務 会計 論

目／／国際畜叶論
----- • -—-- ----， ---------i _t------―----- ---- --4, 12単位

群 流通 産業論 I ! 4 i 

l ---------ー-1--9--

VI iマ Iサービス産業論
I -- —• ----t-、ーロ

、 .4'
^ : l, -- - ----

企 ヶ 交 通 経済論
-------—-1-----——+ --- ----

テロ-- ---_ | ! --
, 2 [ 

ー一、一 ~ → 

業，ィ 1 マーケティング論 I 4 

経

営
ヽ

・労働法

経 □~―-----ー----- 4 l済国際 法ー 1 1 
1 1国 際経済学 □―/―--」/

＾ャ●●●ー•--•- • -• i 

考
i 

I 
ー•- l 

； 

4 
---- -•、し．．ヘ一←＿＿．．．ー・・ J

4 

'|'

[1~ 4
-
4
 

4
 

<

j

 

VI
中
上

群
の
以

目
J
位

）
単
゜

科
営
12
修

門
経
，
必

り
択

よ
選

頂

□（ 
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備 考

演 ゼミナール II i I 

翌！―` _＿_＿ i -_J＿ー'| ④ 

―-． 9-9---L 

lィンターンシップ（企五m--ロー ② □ 
---------―-'______ _'._-砂，し＿＿，

国際関係論
i I □--―----1 

4 
’―---__,'----------------＿、～―~---------

国際政治論 ~--: 
-- 9-• •9-...,...9•- L- ．，．，．9 9 

環境 心理 学
, t--l 

[ 9 ：市業域／［ヒ：~口／ 本論） ー;ー： I 
晶
ヘ
起．卜—-――-•一 • ー・

業 C A L S論 i -r―f 4 i 6単位
| ・マ ' |”― 9--99 9-- 9-- —••--···-·— ―•一•• -•• •9 --- - -----•一·-

！ネ i経営環境論！シーー―-~ i_．］-•一［ロ
1 メ i環境管理論 1 ！ン f—- --- -―-- •一9.9. -—•- | 4 l l 

ト 環 境情報論 4 i I I 

•, 9――-.... -9.，-、-9--9 9士—••-..．．．．-,＿＿ ＿＿..＿_ ！--・・ 

ジ 都市環境論 I | 4 
工 I -・ -~--rp -~ 1Jl ~-- --. . I . i ___ _ : _  --ーニ----9 --9 

ン ジェンダーと福祉社会 1 2 
ダ・-: : . . ・_- --~--—-.. . • -ヽ^ー••--• --• --— --------• .」---• -．．..! --------: I 
l. !女性起業家論 2 I 

ヽ ヽ，'，
ンヒ・—-- ．--―- ---—-•— : -•一―---•9-•·-●● ? ttt -．．．9● ●ー●●● ●●●ー• ---- -―-＇ 

iン ・
エ ジェンダーと経営・情報 2 L 
-----·----····--—←』へ 9 ? t. ．••一

ダ ジェンダーと国際分業 2 
i l L < ---••—-...... ••- -t ヘーー•-- - -••--........ < • --• -...j__ _ _ 、？ ~ -•—→ー•-- • ----• -•---• ••-- ••---」

1 グローバリゼーションと ！ 『 I 

女性政策 I I 2 
--^---------- -• •-- --• ----• I i —•—-•------—----`— --1 
テレワーク •SOHO論 2 

j 
”t •- - -．．... t....  -• -..-• • -•- •ー、”^t, ． t 』

「専門関連科目
群」（起業マネジ
メント・ジェンダ
ー）」の中より， 9 

6単位以上選択必 I
修。 I

I 
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【情報マネジメント系】 ※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。
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授業科目 ， —-一
, 1年： 2年！ 3年 '4年単位数 ， 

備 考7
l /--•-• / _＿ 

「専門科目群 V

心／テム原論 ーロ-__＿［―—-- 三冒
目営経済情報論 i ' 

:I I ― 
2 8単位以上選択必／闘 ·— --~ _j r---r3=_J 8 単位修。

シ
，ス，

・・・・-
J_ 

2 
！一

2 

[ 4 

：―-一

叶~：：：:-:-_]／j
専

門

科 I ！税務会計論 I ! 2 I I I 

1 目 国際 会 計 論 I 4 
, 12単位

群 流通産業論 I | 4 | 

VII,l ロ―ビス産業論 ー[/-4 i1I; 交通経済論—―-- - ―-2――／ー7 I I 
業ンマーケティング論 4 I 

経 ・1 国際マーケティング論

包 し ［ ； スティクス概論t-_----―-］ L____l_____! ___ J I I 

i. - ・-・ i□-- -―---―-- t- --- l /  

旦＿＿＿＿済ー一法----- !--+---: -—- | 

労働法 1-- i------~ □_ -―- -―---—-- ------- ---+——----~----1--, I 
国際法
[ --- -＿＿＿＿＿＿ -—---—•_ _＿ _t---~ --~ ・-・ 1 

口 際 経 済 学 4 
L-- --- ― - - -- l _ _し- I--―-----l ___――-----------------_J 

系

列

I 
I 

噂門科目群 VII 
（企業経営）」の中

I 

より， 12単位以上
選択必修。
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数

修

立

低
{
—

最
単
一

6

1
'
’

□,ゴ,'
年
―

-
4
-

薮
一
ー
！
！
＇^

4
-

位

□’―
-
3
 

箪．
i

び
．

1

＿

iー
・
↓
ー
＇

斤

よ「
一
お
一
c

」

＿
欠
―

＿、
J
・・

斤

年
[
'

一

噌

「

一
企

l
I
I
-
I
I
I
一

穴

論

論

一

学

一

（

一

化

論

一

s-

匹

読

一

ル

ル

ッ

l

係
一
治
二
埋
ロ
ー
＿
文

シ

論

一

叩
講
―
一
―

：
ン
一
関
政
一
心
―
化
一
と

L

ミ
ー
ミ
[
[
際
一
際
一
境
一
叡
域

A
-

戸

書

一

ナ

―

ナ

国
一
国
一

c
―
 

一

ゼ

イ

一

国
l

国

一

環

都

地

バ

外

ゼ

ロ
ー
ロ
ー
」
|
」
|
＇
1
寸

'
,
1

」
.
,
卜
|
|
＿
ー
ー
ー
1
|
|
＇
」
_

起
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
実
習
・
演
習
）
一
'

|

'

I

I

I

’

ー

・

9

1

1

,

1

,

1

1

'

I

I

専
門
関
連
科
目
群
（
起
業
マ

守
門
科
目
群
VII

~
一

起業マネジメント論
--------------—---- - -----―----「―

ンチャービジネス論
---

民 起 業 家 論

4
 

-

'

-

④
―
 

ー
，
＇
ナ

j
_

-

．

 

（② 

④
 

t

ー
＇

•~^ 

l 

l 

I 

三．—--- ! 
： 

備 考

10単位

「専門関連科目'

I 
群」（起業マネジ

1 メント・ジェンダ I
ー）」の中より，
6単位以上選択必 I 

修。

' 

9

,

9

.

9

,

．

，

 

位単
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3. 特設科目群



6

.

 

9

4

 
自由科目群

9

9

,

＇ 

系

列

I廿

授 業 科 目

● ●●ー・

ホランティア活動 IA 
．．． ．．．．．  

| ポランティア活動 IB 
L ---- ．．．．． -

ホランティア活動IIA
-- ----- -一

ホランティア活動IIB 
l...--••-• --•-•••• -•----

I外国史概
I―---- --• 

l 
日 本

r ----- -------

白，地即

備

----—---- i 

考

(/） 

嘉

歴 史

II 

| 

------- j ----
！ 

！ 

----------+ -―---... 

l 

ー• - --- • - ．...  • - 9 -• 

年次およひ単位数
.．  

, 2年
j,．．．．．--．] 

2 

2 

地理学
- -- -• ・・ 、 ---- ------ -

地 晶
^ •- •-...^—---

法律学概論
•--

倫 理 学概論
-̂- - ．^.. -

京 教 学概論
---- ----- ------ - ---- -------

職業指導
| 9------• - - --- --—•--- -•-•一•---- ----

科教育原理 I
l. • • 9--• -．．．---•---- • t - • -．．_＿_. -__.-•-• ---•一• --• 

教育原岬 II
（教育課程の意義及び編成0)Jj法を含む）

- • ---^.  -•一

＇教職吟
暉 i 2 

--•—• • • 9 --•ー・ ・,------- --

H 教育心罪学
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廿
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(1) 白Ill科目とは人作業に必要な単位数には加算されなし屯ヽ，白由に選択股修することのて

きる授業科日である。

(2) 本学科におしヽては，白山科目として，教職課程の科Ilか準備されている。これらの自

由科日ついては，後掲U) 「教職諜程履修」の況明を参照のこと。

2
 

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする投業科日は， 1!j了期の初めの指定された期[lに， I祈定の

方法（オリエンテーションで況明する）で1復修1|l,；｛iをしなけれはならない。 1復修屯直は，年

間の受溝，1|両をたて，単位を取得する怠息｝＜ぷをする予期初めの屯要な手続きである。この

履修lli,，青手続を間迎えたために，授業科日の履修かてきなくなり，その結果進級はもとより，

卒業かてきなくなる場合もある(})て，以ドに掲ける注直、'li珀を厳守して，誤りのないように

履修lll,II]をすること。

(l J ／復修lli,II1Jrl}提出後は，授業科llおよひjll‘り教員なとの変史，追加，取消しなとないよう，

提出する廿りに投業時間贋｝叶こ則してもう投確，忍するなと，細心(})ii：認を払うここなお，

股修照合lJか設けられているのて間違いなく登録されているかとうか必す雁，忍すること。

たたし， 1復修lli，北，りの返遠または照合には1心しなし）のて必す［字生控」をとっておくこと。

(2) 股修巾，IIりをしていなし寸受業科llは，、之滸してもりt位は，忍められないのて，投業科日の巾

山にあたっては進級や卒業に必波な叫りU)［'）正を1真屯（こりなし)，修得iit位放か不足しなし）

ようにJj令を期すことり

(3) |ld.、，J:：期のlIIl-11か限に 2つ以 1：の投業科11を1役修ずることはてきなし＼。もしこのような
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重複する授業科日を叫人した場合は，両科日とも登録無効になるのて注意すること。

(4) 一度単位を修得した授業科目は，再度履修することはてきない。

(5) 腹修申請甚には授業科日，コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること。記載

トの誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるのて卜分注意すること。

(6) コマ念コート番号とは，時間割表に授業科日と共に叫人されている番号で，その時限0)

授業科目に固打の番号てある。

(7) 股修巾嘉りは国修叫青内叫人例」を参照して，黒色ホールヘンで晶人すること。

(8) 指定された期日まてに履修巾晶を怠った場合は，学業の怠思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期llを厳守すること。

VlI 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

股修1れ油をして単位か取得てきなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び腹修することかてきる。

2. 規定外履修

該灯するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。たたし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VIII 諏突について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年木に

行い，臨時試験は担背教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の 1/3以t欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験てきなかった者に対し，原則と

して学期未または学年木に実施する。

(2) 追試験を希望する者は， I［当な事由を証明する書面もって速やかに授業担当教員に届

け出ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目にTの表ホがなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな
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らない。

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科目にFの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，当該授業科目の担当教員が再試験を行なう場合，受験すること

ができる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科目につき1,000円である。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は入室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。
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IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドウァイザーまたはゼミナール担督教員より本人に成績表を交付するの

て，学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位取得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追。再試験不合格）

A : 100~80点 F : 59点以卜~（再試験受験叩 D: 59点以F

B : 79~70点 T:追試験受験ロiJ E :非受験

C : 69~60点 Z:追・再試験の受験資格なし

(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲示の記人例を参考にして履修申請書を記入すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

経営情報学部国際経営学科における授業科目は，学科共通科目群 I• II,専門基礎科目群 I 多

II，専門科目群 I~VDI, 専門関連科日群および自由科目群から構成されている。

なお，自由科目においては，教職に関する専門科目が準備されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制が採用されている。単位制とは，ひとつひとつの授業科目に一定の基準によ

り定められた単位があり，履修授業科目に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価を

したうえで，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A·B•C3 段階の評価により行い， D·E•Fの評価は単位を認定しないも

のとする。

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位数は，次の表に示すとおりである。

ただし，自由科目は卒業に必要な単位数には含めない。

- 系列

経営情報学部 国際経営学科

単位数

学科共通科目群 I 14 
（英語・その他の外国語・日本語）

学科共通科目群II （総合科目群） 4 

専門基礎科目群 I （異文化交流） 6 

専門基礎科目群II （経済・情報） 14 

専門科目群 I （国際経営） I 20 ； 

専門科目群II （企業経営） 16 

専門科目群m（経営環境） 6 

専門科目群N （環境情報） 6 

専門科目群V （海外事情） 6 

専門科目群VI （海外企業事情） 4 

専門科目群vn（国際情勢） 4 

専門科目群vm（実習・演習） 10 

I 

i 

I 

専門関連科目群（ジェンダー）
I ！ 

6 I 

指定された各科目群より修得した科目以外
に，科以上の科目群もしくは経営情報学部他 8 
学 及び人文学部より選択必修

~~ 

計 124 

※ 外国人留学生・帰国生は特設科目群での修得単位を学科共通科目群IIおよび
各科目群および他学部•他学科の単位に一部振り替えることができる（詳し
くはP112を参照のこと。）
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N 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

／□ -単位数の目安

1 学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語）

英語IA・ B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 2単位（必修）

選 択 科 目・・・・・・• •.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 2 単位（必修）

日本語 IA • B ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．. 2科目 4単位 （必修）

（外国人留学生・帰国生必修）

学科共通科目群II （総合科目群）…••..…•…...……• 1科目 4単位

専門基礎科目群 I （異文化交流）……………•……•• 2科目 4単位

1年次 1 専門基礎科目群II （経済・情報）

多国籍企業論

国際経済事情
f ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4、

情報メディア論
科目 8単位（必修）

情報メディア演習 I

専門科目群 I （国際経営）

国際経営論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位 （必修）

専門科目群VII（国際情勢） ・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 4 単位

修得単位数 専門関連科目群（ジェンダー） • •…………·……•…•• 1科目 2単位

, 34単位
※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情

i 報学部他学科およひ人文学部より 1科目 4単位

学科共通科目群 I（英語・その他の外国語・日本語）… 2科目 4単位

日本語 IIA•B·············································2 科目 4 単位（必修）

（外国人留学生・帰国生必修）

専門基礎科目群 I （異文化交流） ·…………………•• 1科目 2単位

2年次 1 専門基礎科目群II （経済・情報）……....…•………• 2科目 6単位

専門科目群 I （国際経営）.................................I科日 4単位

専門科目群II （企業経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2科目 8単位

専門科目群III （経営環境）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

修得単位数 専門科H群N （環境情報）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

38単位 専門科H群V （海外事情）・・・• •.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 4 単位

専門科目群VI （海外企業事情）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単位
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口― ------ -—---- ＾"----•一ー•----~

Iー学年！ 単位数の目安
] 一^9---- - -- -―---

I学科共通科目群 I（英語・その他の外国語・日本語）・・・ 2科目 4単位

専門科目群 I （国際経営） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・ 2科ll 8単位

専門科目群II （企業経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科日 4単位

専門科目群III （経営環境）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単位

専門科目群N （環境情報）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..1科日 2単位

3年次 専門科H群V （海外事情）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単位

専門科目群VI （海外企業事情）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l科日 2単位

f!}門科目群Vlil（実習・演習）

ゼミナール I l ・ •・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科I1 6単位
＇ ィンターンシップ

I修得単位数 専門関連科目群 （ジェンダー） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..1科目 2単位

36単位 1 

-1 

，※指定された各科目群より修得した科日以外に，以Lの科目群もしくは経営情

／ 報学部他学科およひ人文学部より 1科目 4単位

l学禾］共通科目群 I（英語・その他の外国語・日本語）… 1科目 2単位

！ 専門科l1群 I （国際経営） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

4年次 専門科目群II （企業経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科H4単位

専門科目群Vlil （実習・演習）

ゼミナールII・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

（ゼミナールIIを履修するには，セミナール IO)単位取得か条件となるので注

I □4単位
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科目群は，同 I （英語・その他の外国語・日本語），同II （総合科目群）の二系列に

分かれているが，それらの各系列のうちから「III卒業に必要な単位数について」に示した所定の

単位以上を修得しなければならない。

|―  系
授業科目

列

| 

1英語 I A 

(1) 学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語）

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示］

マロ門よび 単 位 数 ー1最低修得 備 考

1 1年 1 2年 1 3年 1 4年単位数
.| | -

① 

目―--- i 
! •7 

群 1英語 II E 2 | l 
I 9------ -――----
＾ ！ 英語 III A | I 2 

英口—-------- ＿ ＿_ | 
語 英 語 III B 
.H I 

そ 1 英語 III C 
―--—-- --［_＿ーロ------"--~---

2 

D

E

A

 

I
I
I
I
I
I
N
 

語

語

語

英

英

英

；
 

の
他
の
外
国
語

日！英語 N B 
本—---．．------- ---~— 

2
 
2
 

2
 
2
 
2
 

i Reading: Case Studies. ! 2 
----------------------、-------- -

14単位

「学科共通科目群
I （英語・その他

，の外国語・日本
語）」において，
英語 IAから英語
NBの中より，必
修科目を含み14単
位以上選択必修。
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最低修得
備考

単位塁□-— - -

1 外国人留学生・帰 I
国生は「H本語 II 

'•II·III·N, ビ

ジネス日本語 I. I 
II, ビジネス英語＇

I • II」を第一外 I

国語として，必修！

1 科目を含み14単位
以上選択必修。

苔
叩‘

・ロシネス日本語II I | 2 , ＇ 

14単位 1そ『 ―^ ---—- 99̀  - -- l - -l-—, -—--
の ビジネス英語 I 2 
他'---―---―

閂［ビジ；；

国中国

臼［中国
日 ー

〔備考〕（4）参照

本スペ／

門□—-lスペノ

□[ 
--□_＿＿＿ 

：スペ

〔備考〕

(1) 学科共通科目群では，第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生は日本語）を学

ぶ。うち，英語 IA・ I B （日本語は日本語 IA・IB・IIA・IIB) は必修科目であ

る。

(2) 英語II以上の科目を履修するには，それそれ同系列のド位科目を修得していること。

(3) 日本語 IA・ I Bのどちらか 2単位を修得しなければ，日本語IIA・IIBを履修する

ことはできない。

(4) 第 2外国語において， IBを履修するには， IAを修得していなければならない。
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(2) 学科共通科目群II （総合科目群）

系 年次および単位数 最低修得
授 業 科 目

1年 12年 I3年 I4年

備 考
列 単位数

4 
「学科共通科目群

ェンダー） II （総合科目群）」

の中より， 4単位

以上選択必修。
4 

通

科 国際社会論III

目 （国際交流と危機管理 4 

群 ・ハイテクノロジー） 1 

II 4単位

地域地球化論 I
4 

＾ 総 （テクノロジー・技術移転）

合

科 地域地球化論II
4 

目 （経済社会システム・高齢社会）

群
ヽ

地域地球化論rn
（情報創造・情報共有 4 

・ネットワーク）

〔備考〕

学科共通科目群IIでは，国際ビジネスにとって必要なグローバルな情報ネットワーク社会，

高速度の技術進歩， H本と外国との協調・共生という鋭敏な国際情勢の中で適応できる基礎

知識・能カ・方法・仕様の取得と開発について学ぶ。
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2. 専門基礎科目群

専門枯礎科日群は，国際経常に関する幅広い店礎を形成するために 2つの群から構成されてい

る。「専門韮礎科H群 I」ては畏文化交流一般に関する知識，

に関する罪解との相l［関連の爪要性について学ぶ。

すなわち外国に対する理解と H本

「専門拮礎科目群IIjては，広く 1cJ.摂する閃連領域を網羅的に配iiりして， 国際社会への参加能

力と情報処理能力を怖化するために国際経営に閃連する経済・情報分野を学ふ。

iJ?. 
＇示

Iダll
I 
I 且:j.i 地域

I l"l 
枯比較文明論
礎，．．ー••-．．． .． 

科人類文化交流論

i I、.l;
！群日本国憑法
I I し，．•-一．．．．．．．．．．．．．．．・•-．-•• -

ヘ！生涯スポーツ概高
涅—••
’‘ 

文 ll米比較文化
化--.••—●●●●—●●●●ー

交涅文化適／心韮

流 ・-

- 国際摩掠とコミ ニケーミI 、ュ ／ヨン
．．ー・・~ ー・ ・ .． ．一 ~ `  -.．．...． 

多国籍企業扁 ② 
＇一ー．． .. 

i |1.l際経済1叶青
専'. ---. ．、

門 ＇情報メディア論
梢 9---••-...-... 

礎！ •I青報メティア演習 I
I科 i-

日i情報メディア演習II
, t罪i •-•一• • 一●●ー・・・

II 経済似論

~! 

経国際経済学
済 I --••--•—• -•--• -•• 

・公共財政論
情；．•-一●●●●一●●ー＾ー•--•● -----

報企業倫理論
._, ! 

I --—--． ----- ----- ------ー・ t-------．．: i .. -•一••--- ---- - - ---••• ―― -•••---

交通経済論 2 
.. • -•—・・・ ー^ー・・・～・・ ・・：． ． ．ォ • -• • ••-. ..． ..．..．．． ．． 、

| 

i金 融事伯
ヽ

|'2  
＿＿ ．． → ー・ ~ ー •9- - - ~ 

授 ‘I妬ォ 科 ll 

※単位数に口印を付してある科日は必修をぷず。
ー・

最低修得年次およひ単位数
- -- -- ---- ----. ----------i 

1年 2年． 3年 4年単位数
-- ---- ----

備 若

レ 文化 ー

ッ]

ッ]

2
 

ー 6 

［専門駐礎科[l群
I I （異文化交流）」
の中より， 6iii位

！以t選択必修。

単位

2
 

② 
''  

------- 、̂-―---• - -—-•ヽ•- ＾ -―・プ ― 

＇ 

’ ②  
＇ ―---- - -

② 
-,--~-- -----

9l 

ツl

------; 

J
 

ー

-
l
 

i 

l ―..  .．．,  

「専門基礎科日群
I II （経済・情報）」

の中より，必修科

| t」を含み14単位以
' |：選択必修。 • 

I 

2
 

14単位，

ー

4
 



経営情報学部 履修の手引と手続き 109 

3・ 専門科目群

専門科目群は，「国際経営」「企業経営」「経営環境」「環境情報」「海外事情」「海外企業事情」

「国際情勢」「演習・実習」の 8分野と専門関連科目群に分かれている。学生は 2年次に「国際

マネジメント系コース」と「国際アカウンティング系コース」のいずれかを選択して分かれる。

卒業要件を満たすためには，一人ひとりが学びたい専門分野の科目を， 1年次から系統だてて履

修し，必要単位を修得することが望ましい。

く国際マネジメント系コースを履修する学生〉

国際マネジメント系コースにおいては，国際取引業務全般を実行できるスペシャリストを養成

することを目標としている。民間企業の営業・企画・総務などの部署において企業の海外取引を

遂行し，また企業の海外進出に関連する諸手続を実行し，企業内の業務分担において民族特性を

活かした人事配置を創案し，海外の経済事情に即した商品開発能力をもって広く国際貢献を実行

できる人材を育成していく。

コース必修科目として「国際人事労務管理論」「国際マーケティング論」「国際企業法務」「国

際財務論」「海外投資情報論」の 5科目14単位があるが，その他「国際経営比較論」「経営戦略

論」「企業形態論」「ビジネスリサーチ」「フロンティア産業論」を履修することが望ましい。

く国際アカウンティング系コースを履修する学生〉

国際アカウンティング系コースにおいては，国際会計制度に精通した会計情報の構成員を育成

し，広く国際商取引を適正化するとともに，国際金融を実行して日本の金融秩序の安定と拡大に

貢献できるスペシャリストを養成することを目標としている。また，為替業務や国際資金フロー

をコントロールできる能力をもった国際金融アナリスト，企業業績のアナリスト，企業改革のコ

ーディネイタの蓑成も図れる。

コース必修科目として「国際会計論」「会計学原理」「財務会計論」「国際税制論」の 4科目14

単位があるが，その他「サイバー・コマース論」「管理会計論」「税務会計論」「比較公共政策論」

「金融事情」の科目を履修することが望ましい。

(1) 専門科目群 I （国際経営）

専門科目群 Iは，国際経営学関連の中心領域科目群である。近年，重要性を増しつつある

国際デリバティブ取引やサイバー空間に広がる第 3の取引である電f商取引・軍fマネー・

屯子決済等を包含する「サイバー・コマース論」も配置している。

(2) 専門科目群II （企業経営）

専門科目群IIは，企業経営一般に係わる科目群である。現代社会で活躍する一線の経営者

を招聘しての「トップマネジメント講義」は，現実の経営見地からの臨場感に満ちた着眼と

発想の原点を学ぶ科目である。

(3) 専門科目群III （経営環境）

専門科目群IIIは，経営環境関連分野の科目群である。経営上の諸環境について都市や文明，

法律等の側面から広範に捉えらていく。「市民起業家論」「地域振興論」ではベンチャー関係

の環境分野を学び，「企業法務」では実務に関する巾例を研究していく。
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(4) 専門科目群N （環境情報）

専門科目群Nは，環境情報一般に関する科日群てある。この分野は，闘度伯報化している

世界の経済状態や労働環境，租税環境などの国際企業戦略や国際マーケティングにとって極

めて重要てある。情報系の最先瑞技術として0) 「CALS論」や［データヘース念情報ネッ

トワーク］により情報リテラシーを闘めるとともに，シミュレーシコンに，J｝えて息名,{Ill練を

していく。

専門科日群v

専門科目群Vは，国際経営に影栂する海外事情についての科日 ある。［専門桔礎科目

群 I多II」と連携しなから，ヒシネス冬フェアに関する理解を深めるために海外の政治悠経

済・文化を学んでいく。

(6) 専門科日群VI （海外企業事情）

専門科目群VIは，企業活動を取り巻く諸々の海外企業巾情に閃する科目群てある。各国の

文化，宗教，慣習，思考法なとについての比較系科目も多く準備されている。さらに，国際

商品についての「グローバル念スタンダード論］ては，国際標準についての理解を深めてい

(7) 専門科l1群VIl （国際情勢）

専門科H群VIIは，国際情勢一般に関する科I_l群てある。国家間の権利義務関係に対する鋭

敏な問題意識をもって，当面する国際政治課題を研究していく。［国際機構論」「国際社会公

正論」では，国際人に必須の専門知識を学んでいく。

(8) 専門科目群VlII （演習。実習）

専門科目群VlIIは，演習と実習および外国書講訛の科目群てある。必修科目として「ゼミナ

ール I」]セミナールII」，そして洞外0)企業，国内り外責系企業てインターンシッフを行う

「インターンシップ（洵外企業研究）」か配i筐さ几ている。

「セミナール I」を履修するには，『III卒業に必要な修得単位の目安」にホした単位を 1.

2年次に修得していることか望ましい。履修巾晶は， 2打．次後期において仮登録の形実施さ

れる。その方法・期日等は掲示する。

「ゼミナールII」を履修するには，［ゼミナール I」の単位を修得していなけれはならない。

なお，「ゼミナール I 稔 II」は，同し担廿教員を継続して履修申請しなけれはならない。

(9) 専門関連科目群（ジェンダー）

専門関連科目群は，シェンダー系の科目群てある。将来必ず重要になってくる女性起業の

観点から，社会文化の変容についての理解と女性ベンチャーの担い手を育成するために「女

性起業家論」「ジェンダーと経営多情報J［ジェンダーと国際分業」「グローハリゼーション

と女性政策J「テレワーク命 SOHO論Jなどの科目がある。

(10) その他の選択科H

指定された各科目群より修得した科H以外に，
- - -

以卜の科目群も しくは経営情報学部他学科

および人文学部より 8単位以上修得しなければならない。
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※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

M印は国際マネジメント系必修科目

A印は国際アカウンティング系必修科目

1: 授業科目 1二二：／麗ー一□二:④1~~~~ ~.uL ~ Ir~誓
＾ 国

1胃 -

包ご二易： I ： I 

1 [ 

＾ ， 

l! 
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「― ----, .．．．．．-----• ―̀--••- • •一—-- • -—--- ----• •-----•---—------• -•-......- ----．．．～-- -．．．．． ．．. .. ．—・・ ヘ••-• --•- • ^ --―---• ● •ー・・ ＾ ●●●●一ー• -... ．. 、-------,

1系！ I 年次およひ単位数 i最低修得 I
I ;11; 授 業科目 ——-- 1 ——--7 備

i 
列 1年 l2年 3年 14年単位数， 考
•---- ---•一•―---- --------------—- -- -―-l ----•」--- -----—•-—• --•--心--―- --• --t -•一—- -- 1 -—• ---

I I情報産 業論 2 1 「専門科目群N
ー• ー・---- ----------. -—• •-• -． ----•-• •ーー・ 、一•-' ---t -- ____, 

| （環境情報）」の中
1専環境情報論 i 4 , ' より 6単位以上 j

I 門[.—- t--•一• ---―--．-•一•-- ---- 4 - --- --—- -'-----ニ------ 9 ！選択必修。
1 科 Iプロジェクト管理論 i 1 2 | 
目 i-•..”__-- ---•• • ---—• ^ --•- -- ------」

群形態情報史I | 2 6単位 I

I N ロ------ --+ -----—+—• ---- -——• 

ヘ ：データベース・ ・ 4 
I環 I 情報ネットワーク
境 i--. -
I 

＾ 一一 -----、----• • • ----I ------ _____, ---.-•一

情！ビジネスリサーチ

i報＇-• ------——---―---•-- ＾_＿＿_＿．•一―--̂ --•- • -―---―丁―--―-̂ ’?-—• -．―--• - --―-^  ----• ••-• 1~ !ビジネス・ゲーム ； 2 
I I――- -- --―-―------ ------ -―-- --- --- ---, ___—•- ------ -----,------ --- ------→ 

I C A L S 込． 暉「--+•-—- ---- -―--------- ----- 9 __ー--I―_＿ ＿--］ -―•一—- -+------―----ト_＿_＿—- -_＿＿ ------
7 

専 環太平洋圏の社会と文化 4 
I門 ］＇

'「専門科目群 V
- ----- - --^-—- -T―-----―--―→---- ---- | （海外事情）」の中

l科国際関係論 I | 4 より， 6単位以上 i

目l J -- ---—- ---- -- - ----- ^ ---- - - - -- - - ---- -- - --~-- -- --- 7 ゴ 選択必修。
群 i国際関係論 II 4 
V ←- --―--—--- -------—-- •—--- ------ ---_＿ 7―- ＿＿9------―-----! 6単位

祠1国際開発論 4 | 
1外―-―-- -- -- l -1―-- 1 | 

事 Iフロンアイア産業論

I凹海外経詞事、1’青―—- -—- i ―- - -2- I 

l ! 2 | 

i ! 

—+--- -------• --—--—•--—--- ----- ----------- ---- +---__＿_＿_～-―-----―--•プ――― —• 9―丁 —-----• 一丁

比較公共政策論
専l ’ !2 i 

••—-•--- --------- ---------------^ ———+ •--- ---＿＿＿_ ^•一ー• ---- ---T 

I門！起業マネジメント論 1 2 | 
科'---- -- -•——--—-——----•--— -----t --—• _＿-9―-- --L  -

I目［海外投資情報論 M 
群 l-• ------—-—• ----- ----- •---- ---］ ! 2 

I VI 1 海外商」：誘導論 ！ 

•• ~-―----- -------- ----------—い—--

＾ 
---:-—---1 - -------—- --

海，国際企業法務 M, 1 外 I ―—-—- ----―--―-―--- --―- -二--]----．＿＿! - -—•2 __―-

企 グローバル・スタンダート論 I i l 4 
I ，業 r- --•—- --- --- --—- ----- ---•-• ---------; -―----—三•一• •—--9 _＿＿ ------—- ---- 1 

事！国際税制論情ヒ A 2 

I 
------＿＿＿_＿＿.. ----------- --～ - ---^  ------_ __＿＿＿ ＿ ---1 • 9---_＿ ~-----L ̂ --—••—-- -~ ----―---------9---•- -----1 

- 金融システム論
I （日本銀行と内外金融） ！ i 

2 
, 1 

/~- - -- -—- -―-千-- --•一—•——-―•→- j 
専 1国際法 i 4 

I i l 
（国際情勢）」の中
より， 4単位以上

4単位 1選択必修。 l 

I 

2
 

•••—• • ---．. i 
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系

列
・ヽ

授業科 ll

__ J ___-•—--- ----------------------- ---- L 

年次およひ単位放 I最低修得

1り 2 1[ i 3り： 4 ｛ | iii f立委父

専外国，If溝訛 I
l"J ：―--．＿＿＿＿．．ー・・・・ ••-- ．．．．．．-•••-•一•

科 外国菖講訛 II
ll'― ―  

群＾ゼミナール I
!VIII 実―•-

習ゼミナール II. ---- ------------------.  

演インターンシップ([Fl際企業研究）
習',ー・～ー••一ー ・ ー•- -．..．．------- --•- ·----•一••, ____ _ 

-プロジェクト研究

i
4
 

④
 

価 苔

LII-
', 単

゜
ー

., 

．．
 

④
 

②
 

ツ
]

専 1 シェンターと福祉社会
i I1 F1 ：＿ ＿．．ー一 ---•一一ー， • •一―-••• •ー・•- -―・・•• --••• 

閃 女性起業 家論
＇・連！―•ー●●＾一•一 一←＿＿＿．＿＿．？ー•----•••

：几ジェンダーと経営・情報
目ジ,--------―-t-―•••••―-- ？ヽ—• ----•••—----•- ~＾ー•• -- -• 

群ェジェンダーと国際分業

9
]
 ••-----―------•一ーし＿＿．．ー・

2
 

2
-
2
l
 

「専門閃連科日群
（ジェンダー）」の

中より， 6単位以
ト選択必修。

6単位

ン・-----．~―•-------—一 9• ―-- --•----~•—●●ー．．

グローバリゼーションと女性政策 2 

9] 
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4. 特設科目群

外ltil人情学生及ひ帰ll l'「O)ためい））役修科日てあり，

解を深めさせる科Ilてある。

企業活動全般にわたる日 4ヽ的な枠組みの刑

系

列

.

,

 

業 H 
最低修得

I l 
り次およひf1i位数

ー・

1年 2年 3年 4り 1ii ｛り数
----------'- -------• ----．．→・•-----．..．- --••ヽ

備 衿

11本'liIhl 

11本1叶青II

（日本U)政治）

(11本U)経済）

I特

! I 

i i日本文化史人
！ 
設

| 

1 l本＇．h|責llI （日本U)経将）

i、斗

11本の直｛＼文学

日本とアシアの出版文化

II~ とアシアの経済協力

I! 

f
 

I
I
 

＇ 

＇ 

＇ 

11本日［以咽，，倫 I
（，誦罪的表現）

日本[1{｝又収直II
（文学的衣況）

り

/

]

2

2

9] 

4
 

ツ
l

-

2

2

2

ッl

••--——1 

外lF]人留＇／：生及び帰
囚生のための版修科
t l 
(l)「日本情情 I 。II
・III」「日本文化史人

! 119l 」「 •I訂報メティア
1 実習」において，修

1 得した単位の内， 4 
単位を「学科共通科

i 日群II （総合科目
群）」に枷り替える

＇ことができる。

I (2)『日本の近代文学」

［日本とアジアの出
版文化」「日本とア
ジアの経済協力J
「日本晶｝文章論 I.
II]において，修得

した単位の内， 8単

位を「各科IH罪J及
ひ［他学部•他学科」
に振り替えることが
てきる。付i報メティア実習

・• - - •ヘー 9~•

--~--‘----------ヽ・~ ＾ ー・
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5. 自由科目群
”~ 

系 年次および単位数
科 目 備 考

i 1年 2 年
-—• ~' :  ＿ 

史 概説

の歴史

足子 I 2 

学 II i 2 
~ ～ 

＇地 誌
.~-~ 

律学概論 I 2 

理学概論
--------＿＿＿ヤ

教学概論

育原理 I 
.，.  

教 育原理 II
由 （教育課程の意義及び編成 1 ! 2 

の方法を含む）

職 論

科教育心理学

年心理学
~ ~ ~ ~ 

制 度 | 2 
目 l - -

覚教育

群

活動
-~--- ----~--

生徒指導
（進路指導の理論及び方法
を含む）

教育相談
（カウンセリングを含む）

------ ----- ------ -------

2
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［系「 ＿＿＿ l 附欠およひ“`

授業科 [l i -―]―--丁---「―---］ 
1年 '2年 3年 4年

2 

, _____ --~--

育実習 II

〔備考J
(1) 自由科目とは卒業に必要な単位数には加算されないが，自由に選択履修することので

きる授業科目てある。

(2) 本学科においては、自由科目として，教職課程の科目が準備されている。これらの自

由科目ついては，後掲の「教職課程履修」の説明を参照のこと。

l 
+....--•—• -―寸

i 
------ -] 

I 
——-•- ----―-- --...、-—-•••_＿□

備 考

3
 

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の

方法（オリエンテーションで説明する）て腹修申請をしなければならない。履修申請は，年

間の受講計画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この

履修申請手続を間違えたために，授業科目の履修ができなくなり，その結果進級はもとより，

卒業ができなくなる場合もあるのて‘，以ドに掲ける注意事項を厳守して，誤りのないように

履修申請をすること。

(1) 履修申請書提出後は，授業科目および担当教員などの変更，追加，取消しなどないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。なお，

履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認すること。

ただし，腹修申請書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとっておくこと。

(2) 履修申請をしていない授業科目は，受講しても単位は認められないのて‘，授業科目の申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数が不足しない

ように万全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以上の授業科目を履修することはできない。もしこのような

重複する授業科目を記人した場合は，両科目とも登録無効になるので注意すること。

(4) 一度単位を修得した授業科目は，再度履修することはできない。

(5) 履修申請書には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること。記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に記入されている番号で，その時限の

授業科目に固有の番号である。

(7) 履修申請書は「履修申請因記入例」を参照して，黒色ホールペンで記人すること。

(8) 指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。



VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修
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履修申請をして単位が取得できなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2. 規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VIlI 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の 1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面もって速やかに授業担当教員に届

け出ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，追試験の受験料は， 1科Hにつき200円である

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科目にFの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，当該授業科目の担当教員が再試験を行なう場合，受験すること

ができる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。
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(3) 再試験の受験を許nJされた者は，「再試験受験願」を

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科目につき 1,000円である。

出しなけれはな

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内では，すへて監督者の指ぷに従わなけれはならない。なお，

に従わない者には，退場を命することかある。

(2) 試験場内では，筆記用具。持込みを許された

定する場所におかなけれはならない。

(3) 受験者ば学生証およひ受験詳

に提ホしておかなければならないc

(4) 試験開始から20分を経過した後は

(5) 試験開始から25分を経過するまて

場合はこの限りではない。

もの

を，机のじの見やすい場所

なし'o

を命する

(6) 受験者は，試験中監督者の許njを得ないて試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料木納0)者呑授業時数の 1/3以 l̂．欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書姿巾故証明そ

の他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担門教員に届出なけれはなら

ない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，吏に年度における廿該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたはセミナール担冴教員より本人に成績表を交付するの

で，学部事務室の指ホに従って必す交付を受けること。その際，学生1正を提ぷすること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位取得（合格）とする。

（合格）

A: 100~80点

B : 79~70点

C : 69~60点

（正規試験イf合格）

F : 59点以ド（再試験受験ic!J)

T ：追試験受験wJ

Z:追・再試験0)受験資格なし

（追。再試験不合格）

D: 59点以卜

E ：非受験
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(3) 成績についての疑間，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲示の記入例を参考にして履修申請書を記入すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

経営情報学部福祉環境情報学科における授業科目は，学科共通科目群 I• II, 専門基礎科目群，

専門科H群 I~VI, 専門関連科目群および自由科目群から構成されている。

なお，自由科目においては，教職に関する専門科目が準備されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制が採用されている。単位制とは，ひとつひとつの授業科目に一定の基準によ

り定められた単位があり，履修授業科目に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価を

したうえで，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A·B•C3 段階の評価により行い， D·E·F の評価は単位を認定しないも

のとする。

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位数は，次の表に示すとおりである。

ただし，自由科日は卒業に必要な単位数には含めない。

口
―
―
 

専門科目群 I （福祉理論）

専門科目群II （福祉実践）

専門科目群III （福祉環境）

専門科目群N （福祉情報）

専門科目群V （福祉経営）

専門科目群VI （プロジェクト）

専門関連科目群（ジェンダー）

指定された各科目群より修得した科目以
外に，以上の科目群もしくは経営情報学
部他学科及び人文学部より選択必修

計

口
8

2

 

1

1

 

!::---=--~ 
※ 外国人留学生・帰国生は特設科目群での修得単位を学科共通科目群II単位に一
部振り替えることができる（詳細は130頁参照のこと。）
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w 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

| 学年 単位数の目安
1 ---

学科共通科目群 I （英語・日本語）
英語 IA・ B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 2単位（必修）

胃塁闊り＼．；•五：： ： •.: : ： : ： •・・．： ： ：．．： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：．．： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ｝ ［］且］虚悶（必修）

（外国人留学生・帰国生必修）
学科共通科目群II （総合科目群）………………… l科目 4単位

1年次 l 専門基礎科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..8科目16単位
福祉社会と経営情報
情報メディア論情報メティア演習~l ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4科目 8単位（必修）を含む

情報メディア演習II
専門科目群III （福祉環境）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

：専門科目群V （福祉経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

専門関連科目群（ジェンダー） ••……………••…•• 1科目 2単位
修得単位数 ※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情
36単位 1 報学部他学科および人文学部より 1科目 2単位

学科共通科目群 I （英語・日本語）……………… 2科目 4単位
専門基礎科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位

2年次 専門科日群 I （福祉理論） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 3科目10単位
専門科目群II （福祉実践）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..2科目 8単位
専門科目群N （福祉情報）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..3科目 8単位

福祉情報論！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 4単位（必修）を含む

福祉情報演習I
i 専門関連科目群 （ジェンダー） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位
修得単位数 ※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情
36単位 報学部他学科および人文学部より 1科目 2単位

f-------------------―□―--
！専門科目群 I （福祉理論）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2科目 8単位
専門科目群II （福祉実践）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

専門科目群III （福祉環境） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位
専門科目群N （福祉情報）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

3年次 専門科目群V （福祉経営）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位
専門科目群VI （プロジェクト）
福祉環境プロジェクト研究 I …………………••• 1科目 4単位（必修）

専門関連科目群（ジェンダー）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単位

※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情
報学部他学科および人文学部より 2科目 5単位

専門科目群III （福祉環境） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位
専門科目群V （福祉経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

4年次 専門科目群VI （プロジェクト）
福祉環境プロジェクト研究 II. ………………••… l 科目 4 単位（必修）

＇ （プロジェクト研究IIを履修するには，プロジェクト研究 Iの単位取得が条件
＇ となるので注意すること。）
［修得単位数 ※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情

17単位 ［ 報学部他学科および人文学部より 2科日 5単位
----------~~----

I 卒業

＇修得単位数

124単位
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＞
 
1. 

授業科目の学年配当と履修すべき単位数

学科共通科目群

学科共通科目群は，同 I （英語・日本語），同II （総合科目群）の二系列に分かれているが，

それらの各系列のうちから「III卒業に必要な単位数について」に示した所定の単位以上を修得し

なければならない。
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Reading: Case Studies 
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系 年次および単位数 最低修得
授 業科目 備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

日本語 IA ② 外国人留学生・帰
邑子 国生は「日本語 I
科 日本語 I B ② •II•III•N, ビ
北/‘ ジネス日本語 I.
通 日本語 IIA 2 II' ビジネス英語
科 I • II」を第一外

目 日本語 IIB 2 国語として，必修
群 科目を含み 8単位
I 日本語 III 2 以上選択必修。

＾ 英 日本語 W 2 
語
． ビジネス日本語 I 2 
日

本 ビジネス日本語II 2 
語
ヽ

ビジネス英語 I 2 

ビジネス英語II 2 

〔備考〕

(1) 学科共通科目群では，第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生は日本語）を学

ぶ。うち，英語 IA• I B （日本語は日本語 IA・ I B) は必修科目である。

(2) 英語II以上の科目を履修するには，それぞれ同系列の下位科目を修得していること。

(3) 日本語 IA・ I Bのどちらか 2単位を修得しなければ，日本語IIA・IIBを履修する

ことはできない。
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(2) 学科共通科目群II （総合科H群）

授 業科目

.• -•．．．．、

年次および単位数
•-..- -T •^—-

, 1年 l2年
i --------- -―—・・ ・・

国際社会論 I

（現代思想・ジェンダー）
'‘;f, 
f l―--

科 1 国際社会論II

共 I（文化摩擦・文化変容魯福祉）

通

科 1 国際社会論III

11 I （国際交流と危機管理

群 1 ・ハイテクノロジー）
II' 

-，地域地球化論 I

総 （テクノロジ一魯技術移転）

合'--- ---- ----- ------ ----- ------―-—テ＿＿

f 斗！地域地球化論II

リ！ （経済社会システム・高齢社会）

4
 

4
 

4
 

4
 

ー•- ~•--―•一ー• _＿＿i 

ー^ 1― 

最低修得

単位数

4単位

- -------- ------

考 I

I 
--~----

| 

I 
「学科共通科日群

! II （総合科目群）J'
の中より， 4単位

j以 t選択必修c l 

備

4
 

I地域地球化論III

| （情報創造・情報共有 I 4 

1 ・ネットワーク） ： 
| 

● ーヽ ••- - • ～ヽ ー •^ ~ -----~ -- ＾・ '-----

I 

： 

! 

i 

I 

I 

-•—._ ＿＿----1 

〔備考^ 〕

学科共通科H群IIでは，グローバルなネットワーク社会の確立，急速な技術進歩0)進展の中

て，福祉社会のあり方に人文科学，社会科学，自然科学の多様なアプローチで迫り，国際社会

の一員として活動するための基礎知識と方法を論し，福祉0)もつ意義の社会的変容を考察しな

から，新しい福祉理念の醸成に資する学際的知識を修得していく c
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2. 専門基礎科目群

専門基礎科目群は，社会福祉士受験資格取得に必要な指定科目のうち「関連領域」の諸科目と

情報関連の基礎科目で構成されている。福祉，人間，社会，経営，国際交流等の関連分野を広範

に学び，基本的な情報処理能力の修得とネットワーク型社会についての理解を深めていく。

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

i三授業科 H

祉社会と経営情報

情報メディア論

情報メディア演習 I
専

： 
情報メディア演習II

病 と 医療 I 

門 I病 と 医療 II

人 間 と 集団

現代社 会論

基
人間心理 I （人間理解）

社会生活と法

礎 1 日本 国憲法

企業倫理論

国 際 貢献論
科

簿 記 原 理

生涯スポーツ概論

年次および単位数

1年 1 2年 1 3年 1 4年 1 単位数

②’  

I ② ② 

② 1 
2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

4 

2 

最低修得
備考

「専門基礎科目
群」の中より，必
修科目を含み18単
位以上選択必修。

i
1
:
l
 

18単位

一

一
，
＇

9
,
＇

ー

1
9
9
;
9
:

目心理的援助 I I 
（発達・カウンセリング） i I 

介護概論

群

~~~----j ' 

［：／／：［／ロ
国際 政治論 1 : 

L -S I 

2
 

4
 

4
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3. 専門科目群

専門科目群は，「福祉理論：「福祉実践J［福祉環境」［福祉情報J［面祉経営」「プロシェクト」

の6分野と専門関連科目群（シェンダー）に分かれている。

本学科には，特にコースを設けていないか，専門科t1の選択によって 2種類の履修モテルかあ

る。

く福祉環境マネジメント系＞

福祉に関する専門知識，＇、り門技術とともに福祉環境のマネシメントを重点的に学ひ，経営感

宜に優れた社会福祉士を目指す。

く福祉情報マネシメント系＞

福祉に関する専門知識，専門技術と福祉ネ J トワーク，福祉情報を直点的に学ひ，福祉シス

テムの構築，運用技術に優れた社会福祉上を日指す。

これらのI復修モテルおよひ各年次における修得単位の目安は，オリエンテーション時に説明

する。

(1) 専門科Il群 I （福祉理論）

専門科ll群 Iは，社会福祉について0)珪礎体系を構成する科l]群てあり，社会福祉上の受

験責格の前提となる科日か配附されている。

(2) 専門科目群II （福祉実践）

叩＂］科目群 IIは，社会福祉lー：受験資格取得のための社会福祉援助技術に関する演習・実習

科目群てある。

(3) 専門科日群III （福祉環境）

専門科t1群II［は，福祉を環境の視、r奴から検討する科目群てある。効率主義と競争理念に貫

かれたすべての社会環境を， 21世紀型共生社会の環境に再構築するための多様なアプローチ

によって，［生活者中心の豊かて持続可能な福祉社会」の環境を創造していく課題と方法を

学んでいく。

(4) 専門科日群w（福祉情報）

専門科日群Nは，地域の情報化を推進し，福祉インフラストラクチャーとして機能させる

専門知識を学ふ科日群てある。情報通信革命の急進展によって福祉システムの中心および遠

隔医療の普及や在宅ケアは福祉情報ネットワークになろうとしている。

「統計解析念社会調査法」「データベース。情報ネットワーク」の科目により最先端の情

報教育を学ひ，「生体情報論」などの科目より，人間工学的な視点から福祉機器・用具に対

する理解を深めていく。

(5) 専門科目群V （福祉経営）

専門科目群Vは，福祉の純粋理論的考察の領域をより拡大して，社会全体の産業考察の枠

組みについて考察していく科目群である。

「生活経常扁」「thi祉ヒシネス論」 1NPOマネシメント論」なとの科日により，ホランテ

ィア活動およひNPO活動に必嬰な要索てあるマネシメント視，点を投っていく。
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(6) 専門科目群VI （プロジェクト）

専門科目群VIは，システム的な思考能力，システムとネットワークの実践的な構築能力を

養成するとともに地域社会との連携を深めて協働・協創の怠識を涵蓑する科目群である。

「福祉環境プロジェクト研究 I• II」は， 3 • 4年次必修てあり，ホランティアの活動と

いう色彩を帯びながら，地域の福祉現場の間題に挑戦していく。

この必修科目の履修登録方法については， 2年次においてガイダンスを行う。

(7) 専門関連科目群（ジェンダー）

専門関連科目群は，本学大学院に蓄積されているジェンダー論における知識・情報・ノウ

ハウを応用した科目群である。小子超高齢時代，男女共同参画型の新しい社会を迎えて福祉

システムにおけるジェンダーによる役割分担の重要性について学ぶ。

(8) その他選択科目

指定された各科目群より修得した科目以外に， 以上の科目群も しくは経営情報学部他学科

および人文学部より 14単位以上修1サしなけれはならない。

なお，本学科と関連深い経営情報学科，国際経営学科，福祉文化学科の次の科目を履修す

ることが望ましい。

・経営情報学科

経営情報論，企業論，日本企業論，広報戦略論，サービス産業論，商品開発論，

管理会計論，原価計算論，会計監査論，マルチメディア論

•国際経営学科

公共財政論，比較公共政策論，起業マネジメント論，経営組織論，地域振興論，

国際経営比較論，フロンティア産業論

•福祉文化学科

福祉研究人門，女性福祉論，地域研究入門，ジェンダーと文化，女性学，障害者と文化，

女性と社会 I • II, 障害者福祉論，社会福祉制度論

特に，公的・非営利的・市場的な福祉システムの仕事に携わりたい学生，またジェンダー

論に関心を持つ学生は積極的に履修することが望ましい。
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※単位数に〇印を付した科目は必修を示す。
- ------------- -------,---- ----------―'-------- ---------

年次および単位数 ！最低修得 l

~-1-•一•――- --］-- --T 

1年 2年！ 3年 4年：単位数 i

..• ^  ^---．．. •--— l ---•＿・•-一• ----1 _____ _;__ --------

専 社会福祉原論（職業指導を含む）門 l----• ---•一• ----- --―-- --• --•一ヤ 4 

科高齢者福 祉論
目 r -•-•―-—ヽ―- ---- ------―--------- --------一―7 --7 -- -~- : -1 
群障害者福 祉論 4 
I i ------ --- ー・・

へ［児童福 祉 論 4 18単位 i
福 9•-... __7---------, -----

祉社会保障論
理 i _＿＿＿＿- ----• -．1 -----T -- 4 
論＇公的扶 助論 ' ~I 2 

^―― ------ -------- -

地域福祉論 4 
------------- ---- ------- ------c ----.;---- -----

1社会福祉援助技術論 I | 1 4 
．． へ —..^ ＾ -- ． .． ． -- ．． ． -．． ．．ー・・

社会福祉援助技術論II 1 4 
- -- -- -

社会福祉援助技術演習 I '2 
――---- ---• •- .． .. 99----—... ---•--••—•- -----••--．．マ＿＿＿＿．．． ．．．．—ーーヤ・ ・ ・--- ---, 

専社会福祉援助技術演習IIrり1'―----- -――- -：ー•-- --• -［＿ - 2 」 i

科社会福祉援助技術現場実習 I i 3 , ！12単位
目 i -~--~---~ ---- -~ -----j-- ----~ -•一

群 社会福祉援助技術現場実習II ! 1 3 
II f - -- - - ---- --- ---—•---... 

＾ 社会福祉援助技術現場実習 | | 2 i'  

福 i指導 I （事前・指導を含む）
祉！ ―-- --ロ一 丁―—-•1 ん一［一］
実 i社会福祉援助技術現場実習 1 2 , I 
践指導II （事前・指導を含む）
ヽ ..- ---•-..._ ＿＿＿ー•------- ＾ ^-__＿．．．．．-―... ---- ---• • ----•寸•.．．—-•→ -----—•-- ----．．．．-----l ．̂．．．---•_... ~― 

介 護演習 2 
- ．---— -- ー^ 一丁― ---+ --— -9___J ， | 

介護技術現場実習 l l I 
トー― ----- 、 ---- --- ----- --------- - - --~ - ------------I Iレクリエーション論 7 一寸 ， 寸 I 

_ ＿__三 _______j--［―□-------+．！ 
「専門科目
福祉環境）」の中
：り， 12単位以上 1

ー』択必修。
，門生態環 境論 4 
科[ ^-- 9 --

目 都市環境論 4 
群， 9

．．  ―---------•- --------..... --------.．-----ー--• --..．．．ー-～ ------．．．．-―「――.....---.．．．,_------―--i i 

II] 国際資源論 4 
^ I― -- -•一―-- ----—- J-—-.— --!-—- ---— •i 12単位 i

福 エネルギー資源論 4 祉ロ •-.”~ 

環福祉まちづくり論 i 

境 9-―------• _＿＿＿．------- •----―丁――
-国際福祉論 4 

--• ~------- - -- --- ---- --•ー•―1 --―- i--• 一—-—千”――—-- ~--

，戸境管理論
! 1 ,  
! 4 l ; 

． ～・ ．．．．．^ ー・・＿ ＿ ••一 ・ヘ ・・̂- -- --

三ーケティング ーニ／口—/4 □ -______j_. - -

授 業 科 目 備 考

I 

------1 

l――-------- ---------,----------- ------------―ヘ l

i 「専門科目群II
（福祉実践）」の中！
より， 12単位以上

！選択必修。 ！ 

9
9
9
7
,
 

＾心―--

「専門科目群 I
（福祉理論）」の中
より， 18単位以上 1

選択必修。
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---------------------------------------------- - ------------------- ---- -—•- - ---- --

， マ ．！
I 示 {1次およひ単位放 最低修得 i

i 授 業科目 ！ー•- ---••--- ---―＿＿ー―----: !_備 号
，，ダlJ 1年! 2年 3年 4り単位数

．．． •—・・•----．．. ' --- •-------- I ----

福祉柏報論 ② 
.•—--.• ----.．．．...．-．-----'-----------------•- ------------ -------. ------

専福祉栢恨演甘
I l t.l i 

② 
---------- . - -

科 i環境情報論 4 
t—_I f- -------- -. -- -----

群i知識社 会 論 4 
wi_＿＿＿＿•一——• -―•一•-―--．．．．．．．．-----• -------. ..l____----•---—--•• -•--• • -----•••-
,...__ i地域情報，iii • 福 i ——---•------ ---―------- L .＿＿_＿ー← •-----: 
祉 C A L S 扁
、I`青 i- ．．． 

・報 テータベース・伯報ネットワーク
‘ ---- ---- -

生体情報，誦
- ----- -・・•-． -

統ロー「解析・社会調在法
•------ ---------- -------------- -----

経営学総論
•F、I/ ----- ------ -------

門福祉ビジ ネ ス 菰
科 ，ーー• •--—- -• --•- --•---

目福祉経営韮
群 —-••--...-• ―-..... ．．----•一・・・ •• -—••--••• 
v 生活経 営 蘊

---- -------- ----
ヘ

福！地域 経営扁
祉 iI―- ------- ------ -• ---

経＇流通産業，誦
9m. 
Iェ9, ——•---- -- ----------―------ -―------••- • --L. I 

- |-li民起業家直
-- ---- - ---

N P Oマネジメント論
．．．． ．．． 

［サj.ヘ
プ

門 i福祉環塩プロシェクト研究 I
！科、，'

ロ

日
ン

、エ
群ク
VI 福祉環境プロシェクト研究II

卜
-、i

1・-;-

屯 ジェンダーと糾祉社会

f"J 
関女性起業 家蘊
連 r

科ヘシェンターと経常・ 91'訂報
日シ
群ェシェンダーと国際分業

ン

ダクローバリセーションと女性政策

l1 

-テレワーク •SOHO論

4 
---

4 
••—• ● ̂―- --- --•-- | 

l | 

-1 
------—-•• ------•--•••--- •-••;---•-

4.  
---・--c- ------------

2 
L. ___________—--—---

4 
i_＿ _―→-・--------

l 

4 . 12単位
•------- -----. ---i --- --- -------

4 

」

2 

2 

2
 
9l 

4
L
 

¥― 
'ーi

 

、
-
,9. 2

 
ー

.

,

'

 ＇ 

.

-

．

．

 

-

．

 

④
 

④
 

,＇ 

9l 

------------~- ----------- --

『専門科目群 N
（福祉情報）」の中
より必修科日を含
み12単位以卜選択
必修。

------ - ----.  ---

「rヽ り門科目群 v
（福祉経営）」の中
より， 12単位以上

選択必修。

立,1
 

単8
 

＇ 

「専門1月連科ll群
（ジェンター）」の
中より， 6単位以

［選択必修。

2
 

LIL 

,’ ,1q 

、ヽ［、
）（
 

ツl

ッ]
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4. 特設科目群

外国人留学生及び帰国生のための履修科目であり，企業活動全般にわたる日本的な枠組みの理

解を深めさせる科目である。

I [ ----―---+-——---ャ---- - 一ー］ ！るこ．とができる。

H i 日本とアジアの出版文化 1 2 ’ ! 

群 1 日本とアジアの経済協力 l 2 

I I日本語文章論 I（論理的表現）

9 9 日本語文章論II（文学的表現）

情報メディア実習
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5. 自由科目群

系 年次および単位数 I 
授 業 科 目

3年，I I 4年
備 考

列 1年 2年

法律学概論
I 

2 

経 済 原 論 4 

倫理学概論 2 

宗教学概論 2 
I ， 

房総の 福祉
i 4 

地域ボランテア論 4 

I 高 齢 社会論
i 

I 4 ， 
I 

自 教育原理 I 2 

教育原理 II
（教育課程の意義及び編成 2 
の方法を含む） i 

由
教 職 論 2 

教 育 心理学 2 I 

科 青年心理学 2 

教 育 制 度 2 I 
i 

視聴覚教育 2 
目

公民科教育法 I 2 

公民科教育法 II 2 

群 福祉科教育法 I 2 

福祉科教育法 II 2 
I 

直 徳 教 育 2 

特 別 活 動 2 

生 徒 指 導

（進路指導の理論及び方法 2 
を含む）

教 育 相 談
I 

2 （カウンセリングを含む）
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授 業 科

•I 

ーLL
l
 

年次およひ巾位数
一．．．

1年 2年
ー・• - • -• - ' - - - - ---- -

総 合 油
日！．．．

由総合演習 II
I 科，•一――-------．．．．．．．．•-．．．．--•------•-．． 
|「l教育実習 I
！群 （事前及ひ＇れ後指舜含む）

：●
d
 什3

 「；

q

一
~
~
．
 

II~ 

l
.
 

9
-

サ
用ー ¥J 

習 2 

2 
・―-- -• 

•---1 

実 o
l
1
 

A
>い

II 

3

2

 

〔備考〕

(1) 自由科日とは卒業に必要な単位数には加算されないか，自由に選択履修することのて

きる授業科目である。

(2) 本学科においては，自由科日として，教職課程の科目か準備されている。

由科日ついては，後掲の「教職課程履修」の説明を参照のこと。

これらの日

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の

方法（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない。履修申請は，年

間の受講計画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この

履修申請手続を間違えたために，授業科目の履修かできなくなり，その結果進級はもとより，

卒業ができなくなる場合もあるので，以ドに掲げる注意事項を厳守して，誤りのないように

(1) 

履修申請をすること。

履修申請書提出後は，授業科目および担当教員などの変更，追加，取消しなどないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。 なお，

履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認すること。

(2) 

ただし，履修申請書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとっておくこと。

履修申請をしていない授業科目は，受講しても単位は認められないので，授業科目の申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数が不足しない

ように万全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以上の授業科日を履修することはできない。もしこのような

重複する授業科目を記入した場合は，両科目とも登録無効になるので注意すること。

(4) 

(5) 

一度単位を修得した授業科目は，再度履修することはできない。

履修申請書には授業科目， コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること。記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科Hと共に記入されている番号で， その時限0)

授業科目に固有の番号である。

(7) 

(8) 

履修申請書は「履修申請書記入例」を参照して，黒色ホールペンで記入すること。

指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処



分となるので提出期日を厳守すること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修
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履修申請をして単位が取得できなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2. 規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VIl[ 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の 1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面もって速やかに授業担当教員に届

け出ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

‘る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，追試験の受験料は， l科目につき200円である

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科目にFの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，当該授業科目の担当教員が再試験を行なう場合，受験すること

ができる。
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なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科目につき1,000円である。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなけれはならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は入室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたは福祉環境プロジェクト研究担当教員より本人に成績

表を交付するので，学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を

提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位取得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A: 100~80点 F: 59点以下（再試験受験可） D: 59点以下

B : 79~70点 T:追試験受験可 E:非受験

C : 69~60点 z ：追・再試験の受験資格なし
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(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲示の記入例を参考にして履修申請書を記入すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

経営情報学部サービス経営システム学科における授業科目は，学科共通科目群 I• II,専門基

礎科目群 I• II,専門科目群 I~VI,専門関連科目群および自由科目群から構成されている。

なお，自由科目においては，教職に関する専門科目が準備されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制が採用されている。単位制とは，ひとつひとつの授業科目に一定の基準によ

り定められた単位があり，履修授業科目に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価を

したうえで，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A•B•C3 段階の評価により行い， D•E•F の評価は単位を認定しないも

のとする。

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位数は，次の表に示すとおりである。

ただし，自由科目は卒業に必要な単位数には含めない。

～ 系列 --—--ー- -----学--部・学-科--• 

経営情報学部サービス経営システム学科

単位数

学科共通科目群 I （英語・日本語） 12 

学科共通科目群II （総合科目群） 4 

専門基礎科目群 I 8 

専門基礎科目群II 24 

専門科目群 I （サービス・マネジメント） 8 

専門科目群II （サービス・システム） 8 

専門科目群III （サービス・ディベロップメント） 10 

専門科目群N （国際サービス） 8 

専門科目群V （実習・演習） 10 

専門科目群VI （地域サービス研究） 4 

専門関連科目群 4 

指定された各科目群よりよ修経得営した科目以外
に，以上の科目群もしく t 情報学部他学 24 
科及び人文学部より選択必修

計 124 
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N 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

学年 単位数の目安

学科共通科目群 I （英語・日本語）

Listening & Speaking 

Reading & SKills l ....................................... 2科目 4単位（必修）

日本語基礎文法｝ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、
日本語基礎表現

2科目 4単位
（外国人留学生・帰国生必修）

学科共通科目群II （総合科目群）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2科目 4単位

1年次 ［専門基礎科目群 I

情報メディア論

情報メディア演習 I

情報メディア演習II} 

.......................................... 3科目 6単位（必修）

専門基礎科目群II

経営学総論｝

経済原論
.......................................... 2科目 8単位（必修）

選択科目．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2科目 8単位

専門関連科目群 （ジェンダー） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•…••..・・・・ 1 科目 2 単位

修得単位数 ※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情

36単位 報学部他学科および人文学部より 1科目 4単位

2年次

学科共通科目群 I （英語・日本語）

Reading & Discussion 

Note Taking Skills & Listening Comprehension 
l…2科目 4単位（必修）

日本語文章作成
日本語コミュニケーションl·······················;~,·~·;·~科目 4 単位

（外国人留学生・帰国生必修）

専門基礎科目群II

溢玉品言竺／り□：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：［：［］］累認（必修）
専門科目群 I （サービス・マネジメント）

ホスピタリティマネジメント論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位 （必修）

選択科目・・・・・.......................................................1科目 4単位

専門科目群II （サービス・システム）
サービスシステム吟．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 、

暉 l科目 2単位（必修）

1 選択科目・・・・・・・・・・・・・・・・・..·•·•·••··•····••·····•·•········••······· l科目 4単位

専門科目群III（サービス・ディベロップメント）……… 1科目 4単位

三指定された 各 科 目 群 よ り 修 得 し た 科 目以外に，以上の科目群もしくは経営情

I 34単位 報学部他学科およひ人文学部より 2科目 6単位
L_＿＿_＿ ----
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--

学年丁 単位数の H 安
-—-—-7 -----------—--- -- ＿＿_- ---- ---- ---—--

学科共通科目群 I （英語・日本語）・・・・• •……•………• •… 2 科 H 4単位

！ ビジネス日本語 I¥................................... :・:::・:・:・ 
ビジネス英語 I

2科目 4単位
（外国人留学生R帰国生必修）

専門基礎科H群 I

マルチメディアコミュニケーション演習・・ 0• ……••…… 1 科目 2 単位（必修）

I専門科目群 I （サービス紛マネジメント）

3年次 コンスーマーサティスファクション論・・..………•……• 1科目 2単位（必修）

専門科目群II （サービス・システム）

データヘース・情報ネットワーク論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位 （必修）

専門科目群III （サービス。ディベロップメント）…••…• 2科目 6単位

専門科目群N （国際サービス） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

専門科目群V （実習・演習）

ゼミナール I l 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2科目 6単位（必修）

ィンターンシップ 1

修得単位数 ※指定された各科目群より修得した科目以外に，以卜の科目群もしくは経営I‘青 l

38単位 ！ 報学部他学科および人文学部より 3科目12単位 ' 

[--
専門科目群w（国際サービス） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

--7 

1専門科目群 V （実習・演習）

ゼミナールII・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位（必修） l 

4年次 （ゼミナールIIを履修するには，ゼミナール Iの単位取得が条件となるので 1

注意すること。）

専門科目群VI（地域サービス研究） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 4単位 I 

l 専門関連科目群・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 2 単位 l 

修得単位数 ※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情

16単位 報学部他学科および人文学部より 1科目 2単位

！卒業

1修1イニ数 1 
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科目群は，同 I （英語・日本語），同II （総合科目群）の二系列に分かれているが，

それらの各系列のうちから「III卒業に必要な単位数について」に示した所定の単位以上を修得し

なければならない。

□Ri':,I~:：イニ゜数□オ最［氏て作：／口／／一
□1:：：k:ls^ ＾ □□I~；~:［；•三

~ ~ 

I Listening Comprehension I I - I ! ! 

「 |
学 ExpOSltory叫こ―□- ----
科 ！~~::4~h—--/-----+-— 2 科 BusinessEnglish • ~ ~::::二 h゚n\VV□□/--/→ーロー：ー 1 

:r：-fortheInte:netー／ーー： 2 ＿-12単位
-------~-----—-+----—•--- -- ------——--| 

• T O E I C英語 i / | 2 | I 

日—---- -—•----- +--------'-------1 
本観 光 英 語 l 2 外国人留学生・帰
語~- ―”- ---—--,------~--------------------------

| 
i 国生は「日本語基！

-へ → 辛 英 語 I I 2 礎文法，日本語基

礎表現，日本語文

章作成，日本語コ
ミュニケーショ

ン，日本語文章表

現，日本語表現技
法， ビジネス日本

語 I• II, ビジネ

ス英語 I• II」を 1

第一外国語とし
iて，必修科Hを含

み12単位以 1：選択

必修。
__________________________ ] 

口 基礎 表ー現―-

日本語文章作成

日本語コミュニケーション

本語文章表現
----- -------------------

日本語表現方法

2
 ．一

2 
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l •-•••• 

系

［列
ビジネス日本語 I

l 
i 

i 

| 

[_--•—--—-- •--

授 業 科 目

---

年次および単位数 最低修得

1年 2年 3年 4年単位数
ー••--! ．ー••••-1

／＼ , g 

1 ビ ジネス日本語II

ビジネス英語 I

ビジネス英語II

②
 

備 考

---------•ー一ヽ―•-- -•- -^―----- --•-] 

2
 

2
 

〔備考〕

(1) 学科共通科目群 Iては，第一外国語として英語（外国人留学生。帰国生は日本語）を

学ぶ。うち， Listening& Speaking, Reading Skills, Reading & Discussion, Note 

Taking Skill & Listening Comprehensin（日本語は日本語基礎文法，日本語基礎表現，

日本語文章作成， 日本語コミュニケーション、 ビジネス日本語 I' ビジネス英語 I) は

必修科日である。

(2) Listening & Speaking, Reading Skills())とちらか 2単位を修得しなけれは，

Reading & Discussion, K ote Taking Skill & Listening Comprehensinを履修するこ

とはできない。

(3) 日本語基礎文法， H本語基礎表現のどちらか 2単位を修得しなければ， 日本語文章作

成， 日本語コミュニケーションを履修することはできない。

(2) 学科共通科目群II （総合科目群）

．系

1列

世界メティア文化論 I
I学 (1廿界メディア文化史）

i. i 
通世界メティア文化論II

＇科
i l （日際コミュニケーションとインターネソト）
群—

土世界メディア文化論III
（メアイアと国際政治）

科 i
H' 

肛 世界メディア文化論N

l （メディアと国際経済）

〔備考〕

学科共通科目群IIでは，学際的かつ広い知識の習得を目的とした総合科目であり，「世界

メディアの文化史」「国際コミュニケーションとインターネット」「メディアと国際政治」「メ

ディアと国際経済」の 4領域て，現代起業を取り巻く社会環境の変化を学ぶ。

授 業 科 ー
ー

・
―― 

年次および単位数
.. 

1年 2年 3年 4年単位数
．＿＿．．．→  ●●一●●●ー•』.．．...．．1. ．．．．． 9 -1.．．... -

最低修得
備 考

2
 

2
 

位単4
 

T
'
 

,r 

| 「学科共通科目群
II （総合科H群）」 I

| 

！の中より， 4単位

以上選択必修。 i 

| 

2
 

--+ 

2
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2. 専門基礎科目群

専門基礎科目群では，サービス経営システムに関する幅広い基礎知識を形成するために 2つの

群から構成されている。「専門基礎科目群 I」では，情報基礎科目を配置し情報化社会に対応す

べく情報処理能力の強化を目的としている。「専門基礎科目群II」では，サービス経営に関連す

る経済・経営分野を広く包摂する関連領域を網羅し，企業活動全般にとって，菫要な経済・経営

理論上のバックホーンについて明確な理解と形成を目的としている。

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

9 年次および単位数 最低修得
|―----̀--

備考
1年 I 2年， 3年 4年犀位数

② -—+ 上＿ ＿—-ーロ／某礎科目群I
I I の， 8単位

② i 五。
→ 8単位

② 

② 

9-- --- ------―---
I系

， 授業科目
列 I

―--V~l _ 
-----

専情報メディア論
門 I—- --——-

基情報メディア演習 I
礎 □―-------- -- --——------

科情報メディア演習II

［ マルチメディア

コミュニケーション演習

経営学総論

経 済 原

サービス産業論
専←

人事労務管理論門口 ~-----------

消費行動論基[----――-- -
簿記 原理

礎|---
会計学 原論

科一— - - -

小売経営 論

4
 

④
 

+--- 1 | -----
| 「専門基礎科目群

II」の中より，必

修科目を含み24単
位以上選択必修。---[---: 

--j 
， 

i : 
ー••--+―-----•-—---•一●●ツ t l 

I 

!24単位
ー•一

4 I 
i l 

目
ービジネス論

--

ーケティング論 s 
—・・• - •- --．．．．． - ----

ビジネス

プランニング S 
ヽ• - -

市 場調究論
トー• - - --------- --- - -- - - -- ---

商 法
- ------

群

＇ ーー

l 

」．ー•一

4
-
4
-
4
 

| 

一 1

l 

4

4
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3. 専門科目群

専門科目群は，「専門科目群 I~VI （演習⑬実習を含む）」と「専門関連科目群」によって構

成されている。学生は 2年次に，「サービス戦略マネジメント系コース」と「サービス情報マネジ

メント系コース」のいずれかを選択して分かれる。それぞれのコースにはコース指定科目があり，

4科目16単位の中から 3科目12単位を修得しなけれはならない。

ピス戦略マネジメント指定科日〕（授業科Il一覧表に Sと表示）

専門基礎科目群II

サービスマーケティング論 4単位

サービスビジネスプランニング 4単位

専門基礎科目群 I

サービス開発論 4単位

サービス経営分析論 4単位

［サーヒス情報マネシメント系コース指定科 HJ （授業科目—一覧表に J と表ぷ）

専門科H群II （サービス，システ

事業ネットワーク論 4単位

プログラミング論 4単位

サイバー，コマース論 4単位

ビジネスモデル，経営戦略論 4単位

卒業要件を満たすためには，一人ひとりが学びたい専門分野の科目を， 1年次から系統だてて

履修し，コース指定科目を含めて，必要単位を修得することが望ましい。

(1) 専門科目群 I （サービス・マネジメント）

専門科目群 Iはサービス産業におけるマネジメント問題を扱う科目群であり，サービスマ

ネジメント関連の中心領域である。近年，重要性を増しつつある「顧客満足」のマネジメン

トや情報化に伴うサービス経営の方向転換を考えていく。

(2) 専門科目群II （サービス・システム）

専門科目群IIは企業経営システム一般に係わる科目群である。「サービスシステム論」「事

業ネットワーク論」「プログラミング論」を学ぶことにより，急速に情報化社会へと移行す

る現代において，その社会構築に参加するために必要な知識を学ぶ。

(3) 専門科目群III （サービス，ディベロップメント）

専門科目群IIIはサーヒスディベロップメントの科目群である。経営上の諸環境を分析し新

たな市場創造を研究模索するとともに，実務に関する一連の事例研究「事業論」を学ぶこと

により21世紀型「企業形態」の動向について学ぶ。

(4) 専門科目群N （国際サービス）

専門科目群Nは国際的なサービス産業の動向について研究する科目群である。サービス産

業も情報化の進展に伴い，国を越えて経済活動をおこなうことも少なくはなく，世界経済状

態や労働環境，多国籍企業の行動やアジア地域での経済活動について学ぶことは，極めて菫
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要である。「海外サービス事情 I• II」は，特に北米及び欧朴lを中心に，世界各国， 自由貿

易圏のサーヒス業に関連する最新情報を提示して国際感覚を身につけることを目的とする。

(5) 専門科目群V （実習・演習）

専門科目群Vは演習と実習および外国書購読の科目群である。「インターンシップ」では，

国内のサービス産業て実習を実施する。

(6) 専門科日群VI （地域サービス研究）

専門科H群VIは地域サービス産業に関する科目群てある。「観光開発」「景観開発」「海洋

リゾート開発Jは，大学の在る千葉県外房地域の重要な研究テーマである。また，「商店街

経営」は，人口増加に伴う市町村における大型店舗との競合における地域の活性化を担う重

要なテーマである。「エアポート・エアライン論」は首都圏の海外への玄関「成田空港」を

持つ千葉県の地域性およびその役割を考える。

(7) 専門関連科目群

専門関連科目群は本学の独創的な研究集積を背景とするジェンダー系の科目群である。将

来重要となる女性起業の観点から，社会文化の変容について学ぶ。

(8) その他選択科目

指定された各杜旦闘より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情報学部他学科

および人文学部より 24単位以上修得しなければならない。
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※単位数に0印を付した科目は必修を示す。
――---- , -9----—- 9-----― —--• •一，9-一・1-------—--• ,_--―--•• ---• 9----―-―-「 9一^ l 

系 年次および単位数＇最低修得
授業科目 ―-----,-―---,------ ， 備 考 l

列 i 1年 2年！ 3年 I4年単位数 I .... ~ i 

② 1 ]「専門科目群口

-．． ―' , ―ー・・ ----~-------—— -9 99 9 - - - 9 • -9-- i -• 99 - - -一丁, 1 ,  
1 ホスピタリティ

専 l マネジメント論 I ! （サービス・マネ
I F 1 --- - ----、----•---._ ＿-----+ - 一^9, ジメント）」の中＇91- -•----,..^ -7...-•-—--

科：コンスーマー ！ ’ ② '  1 より，必修科目を

目 サティスファクシ 込ョン0冊' , 含み 8単位以上選

i群 F
"―  -----~ ------r• • -----:---—------•-- ---`•-•、 I 択必修。 l 

I f起業マネジメント論 2 
ー•,----------- -----~' 

＾ 
―[ /--→ 

サ Iサービス実践論 I 2 
I 1 I ---------------t-．．．．、一→一----.，---

ビ 1サービス経営管理論 4 ! : 8単位 I
ス I一 '--．．^ •ー・”`―- --.:  -- ---1 '''•一 、^， ． 

i. 社会心理学 i i 4 

業心理

ス組織躍

発論

分析込
暉 S 4| 

- ~ -~~、~

専，サービスシステム論 I ② | I 「専門科目群 II門 I— ―- ---~---l—• ---t--十-• 一三 （サービス・シス

8単位

口

テム）」の中より，

！必修科目を含み 8
I単位以上選択必
！修。



経営情報学部 履修の手弓lと手続き 149 

系 ， 年次および単位数 最低修得
授業科目 l 

備 考
列 1年 2年 3年 4年 単位数

専 宿泊・観光サービス事業論 4 「専門科目群 III
門

I 
（サービス・ディ

科 情報・メディアサービス事業論 4 i 

I 
ベロップメント）」

目 I 妥

の中より， 10単位！ 

I I 4 ! i 群 交通サービス事業論 以上選択必修。
III 

＾ 
公共サービス論 2 

I サ

l 広報・広告論 2 
ビ

＇ 10単位
ス ブランド・マネジメント論

＜ 

2 i 
i i i ． 

デ キャラクタービジネス論 ！ 1 I 2 
イ l 

ベ フードサービス事業論 4 
ロ
ツ 金融サービス事業論 4 
プ
メ エンタテイメント

I 
4 

ン サービス事業論 ， 

I 卜 l 

、__,,
医療福祉サービス事業論 4 

I専 l国国際サービス事業論 4 「専門科目群 w
門 （国際サービス）」
科 際経営論

I 
4 の中より， 8単位

目

I 

I 
以上選択必修。

群 国際マーケティング論 4 
I w 

| 
' 

＾ 
国際観光論

I 4 : 8単位

I 
国

」I 際 アジアの経営 4 
サ

l 海外サービス事情 I 2 
I ： 1 ビ （北米）

「専門科目群 v

中より，必修科目

位選択必修

-～ 
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------,------------ -------- ------- ------- ---, -―― 

年次および単位数 ！最低修得
―-l t-～ -- -―--------- --

i 1年 2年 i3年 4年 I単位数
’―--- ---

I「専門科目群 VI
（地域サービス研

I究）」の中より，
4単位以上選択必

I修。

! 
ー•- -• -•• ! 

科 1 景観開 発論
目
群
VI 海洋リゾート開発

I... -::-. :. =:..,・_:_ :_ --
地域と文化事業育成

- -----

商店街経営
．．．ー―—^-- ------ -

ショッピングセンター論
• ̂＿ _ __ ＿- --~ 

゜エアホート

1 ・エアラインサービス'
- -ヽ--

［ジェンダーと消費文化 2 
-------~------- ------------ -----------------1--- -----—-—-- -- --------------

ジェンダーと福祉文化 2 
専 I＾一—------------------ -- ---------------^  ------------- ------------ ----------- ------• ↓ _＿＿__ ＿ 

門女性起業家論関—- -- --- -—----―丁――□2---—-- -L_--

連 1ジェンダーと経営。情報 2 
科「―-----～---- -'―---―---------^ ----------- -—i-—----------7--.. -------- -―-----」,---

目 1 ジェンダーと国際分業 ！ I | 

群し ――- -- -—-- -lー・—:_ l __] 

グローバリゼーション

[ •一― -—ーと碍立策l 一］一—- | 

2 

テレワーク •SOHO論 2 
□ --～ i | --

備 考

-|＇’ 

―
 -

2
 

2
 

1 

4 単位 1

2
 

_[_ _____ -----

| 

4単位

- ----―--- ------ ^ l 

「専門関連科目 l

群」の中より， 4 | 

！単位以卜選択必 I

修。
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4. 特設科目群

外国人留学生及び帰国生のための履修科目であり，

解を深めさせる科目である。

□1

|

|
！9
9
~
,
I
t
'
,
1
9
,
l
_
|
T
Iー

1
ー

ー

‘‘,／ 慣

I
-
I
I
I
I
I

企業活動全般にわたる日本的な枠組みの理

2
 
2
 
2
 

(1) 「時事研究 I
•II·III」におい
て，修得した単位
の内， 4単位を
「学科共通科目群
II （総合科目群）」
に振り替えるこ
とができる。

(2) 「国際理解 I

• II • III, 日本の
経済事情，日本の
経営事情，日本の
サービス事情，日
本の文化と現代文 1

学，世界のサービ I
スビジネス，日本
のメディア事情」

1 において，修得し
た単位の内， 8単
位を「各科目群」
および「他学部・
他学科」に振り替
えることができる。
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次および単位数

2年 1 3_印
I 2 

+t2 

禾目｀含9□氾7~1 
総合演習 I

群:̀一ー演 齊 II I : 

教育実習 I 3 
（事前及び事後指導含む）

備 考

育実習 2
 

〔備考〕

(1) 自由科目とは卒業に必要な単位数には加算されないが，自由に選択履修することので

きる授業科目である。

(2) 本学科においては．自由科目として，教職課程の科目が準備されている。これらの自

由科目ついては，後掲の「教職課程履修」の説明を参照のこと。

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の

方法（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない。履修申請は，年

間の受講計画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この

履修申請手続を間違えたために，授業科目の履修ができなくなり．その結果進級はもとより，

卒業ができなくなる場合もあるので．以下に掲げる注意事項を厳守して，誤りのないように

履修申請をすること。

(1) 履修申請書提出後は，授業科目および担当教員などの変更．追加，取消しなどないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。なお，

履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認すること。

ただし，履修申請書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとっておくこと。

(2) 履修申請をしていない授業科目は，受講しても単位は認められないので，授業科目の申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数が不足しない

ようにガ全を期すこと。
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(3) 同一学期の同一時限に 2つ以上の授業科日を履修することはできない。もしこのような

重複する授業科目を記入した場合は，両科日とも登録無効になるので注意すること。

(4) 一度単位を修得した授業科目は，再度履修することはできない。

(5) 履修申請書には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること。記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に記入されている番号で，その時限の

授業科目に固有の番号である。

(7) 履修申請書は 9履修巾請書記人例」を参照して，黒色ボールペンで記人すること。

(8) 指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるのて提出期Hを厳守すること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

履修申請をして単位が取得できなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2. 規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VIlI 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期未あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の 1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科H

の受験賓格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追 試 験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面もって速やかに授業担当教員に届

け出ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。
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(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である。

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科目に Fの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，当該授業科目の担当教員が再試験を行なう場合，受験すること

ができる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， l科目につき1,000円である。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は入室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。
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IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたはゼミナール担当教員より本人に成績表を交付するの

で，学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位取得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A: 100~80点 F: 59点以下（再試験受験叩 D: 59点以―卜

B : 79~70点 T:追試験受験可 E:非受験

C : 69~60点 Z:追・再試験の受験資格なし

(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲示の記入例を参考にして履修申請書を記入すること。
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引と手続き

I 授業科目について

人文学部国際文化学科におけ 目

語，専門科目群 I~ VIll,専門関連科目群，

なお，自由科目においては，教職課程，

ているc

目群 I~ !Il, 専門韮礎科目群，専門言

目が準備され

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制か採用されている。単位制とは＂ひとつひとつの授業科目に一定の基準によ

り定められた単位があり，履修した授業科目に対して出試験もしくはその他の方法により学習

評価をしたうえで，その単位を認定する

単位の認定は， A 含 B・C3段階の評価により行い， D 毎 E 索 FO)評価 しないも

のとする。

III 卒業に必要な単位つ

卒業に必要な単位数は，次の表にホすとおりである。

ただし，自由科目は卒業に必要な単位数には含めない。

学部答学科

系 列
人文学部 国際文化学科

比較文化研究 地域文化研究

生活文化観光文化ーぐ
日本 e 東

ア文
アメリカ

分野 分野 ！ ／ 

化研究
文化分野

1学科共通科目群 I（日本語念英語）-------- ----- ----

学科共通科目群II（情報科学科目群）
-む---------------------- ----------- ----―←----

学科共通科H群III（総合科目群）,------------------------------------------------------

専門基礎科目群--―む一-- ------- ------ -
専門言 語

------ --- ---- -- --- - ----------

，専門科目群I（方法と文化）-------------- - - ---- -------- -

専門科目群II（比較文化）
----―-----------------------------一ヽ—---← -------------------------
専門科目群iII （比較文化研究〗生活文化分野）
-------------- ---------------------------← ------ -------- --ー

専門科目群N（比較文化研究借観光文化分野）
---―→ ---------------------------、------------------------------I専門科目群V（地域文化研究・日本・東アシア文化分野） ！ 
-----------ー--------------------------・----------
，専門科目群N（地域文化研究をアメリカ文化分野）
--------------—-----------------、-
専門科目群VII（基礎言語）

------―←--― 

----------------―→---------------------------
，専門科目群VIII（演習）
-̀---------------------

専門関連科目群
---------------------------------------

指定された各科目群より修得した科目以外
に，以上の科目群もしくは人文学部他学科及
び経営t青報学部の科目より選択必修
l-------―ーー 計

6 
り

よ
I-

群
且斗―工↑―

通
訊f 

-818-000g子-88』てこ一ll;＇ 
一立一＇ 

皐一
了4ニ

圃奎口
t1-r} 

専
｀ ょi3 

た一
まi

30 4 
4 4 

4 
し』~”- -3--0 -" --

4 4 

____, 

6 

126単位
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N 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

----------------、、--- --- -、--------------

単位数の H 安
-------------------------------- ----~-------------- - ------- ----------

1年次 学科共通科目群 I （英語・日本語）

英語 IA・B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・2科目 4単位（必修）

日本語 IA・B・・・・...................................z科目 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）

学科共通科目群II （情報科学科目群）………… 2科目 4単位

学科共通科目群III（総合科目群）……………… 2科目 8単位

専門基礎科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 4単位

専 門 言 語・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 4単位

修得単位数専門科目群 l （方法と文化）……………… 2科目 8単位

I 36単位 専 門 科 目 群III~VI・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・選択する分野から 4単位
L--------~ --------―- ------ ---------―-―- -- --- t w - - - - - - - -- -

2年次 学科共通科目群 I （英語・日本語）

修得単位数

40単位

4年次

修得単位数

12単位

卒業

修得単位数

126単位

英語IIA•B·······································2 科目 4 単位（必修）
日本語IIA・ B....................................... 2科目 4単位

（外国人留学生・掃国生必修）
i 専門基礎科目群•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 3 科目 6 単位

専 門 言 語・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位

専 門 科 目 群 II（比較文化） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 8単位

専 門 科 目 群III~VI・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..選択する分野
または他の分野から10単位

専門 科目 群VII（基礎言語）………………… 2科目 4単位

専門関連科目群・・・・・・・・・・・・・・・`・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位

※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは人文学

部他学科および経営情報学部より 1科目 2単位
-----------、- ---- ------、 -̂- -- ^―--

I 専 門 言 語・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位

， 専 門 科 目 群 III~VI・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一選択する分野
または他の分野から20単位

専門 科目 群VII（基礎言語）………………… 2科目 4単位

専門 科目 群VIII（演 習）………………… 1科目 2単位

専門関連科目群・・・・・..................................... 8単位

※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは人文学

部他学科および経営情報学部より 1科目 4単位
- ------- --------- ―̂ ^、- ----- -^’ヽ ―-- ---̀  - -

専 門 言 語・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位

専 門 科 目 群 III~VI・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..選択する分野
または他の分野から 4単位

専門科目群VIII（演 習）……••…………• 1科目 6単位
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V 

1. 

授業科目の学年配当と履修すべき単位数

学科共通科目群

学科共通科目群は， 同 I（英語舷日本語）， 同II（情報科学科目群） および同III（総合科目

群）の・：系列に分かれているか，それらの各系列のうちから「III卒業に必要な単位について」

にポした所定の単位以上を修得しなけれはならない。

(1) 学科共通科ll群 l （英語始 il

英

英

英

1

1

・

系

列

9

.

,

．
 

英

英

授

語

業

I

I

 

I

I

 

I

I

 

禾斗

A

B

A

B

 

A

B

 

I

I

 

I

I

 

語

語

語

本

本

本

H

日

日

日

,

9

 

学

科

共

通

科

目

群

,

'

,

'

,

＇

,

＇

’

'

,

'

 

日

※単位数に〇印を付してある科目は必修をポす。
• • - ． ．,..．...  -• 9. ．....．．．．．.  ^--• -.....．．-• -．．．． 

年次および単位数 ，最低修得

1年 2年 3年 4年

② 

備 考

語 ②
 

＇ ,＇ 

単位数

， 

語

語

②
―
②
 

語 III 2
 

英 肴三’
"t~’ 

N 2
 

日本語 ー

ー

A
-
B
 

②

心
9

②

②

 

8 単位，外国人留学牛。帰国＇
生は「日本語 lA. 
I B, IIA。IIB」
を第—夕外国語として

1 必修。
| 

i -------

本 語 III 2
 

本 語 w 2
 

会 話 ー

会 古
1
-
1
i
"
 

II 

2

2

2

2

 

! 

専門言語の履修方法
により， 3科目 6単
位まで選択必修。

| l [］^ 
日央
本．英
弓五 ． 
ロロ

・英会話 III
英―-•-.
語 Reading& Writing - ー

Reading & Writing 

Reading & Writing III 

Speaking & Lis~enin~ I 

Speaking & Listening II 

l_ • Spea~ing & Listening.. III 

〔備考〕
(1) 学科共通科目群 lでは，第一外国語として英語（外国人留学生＄帰国生は日本語）を

学ぶ。うち，英語 IA・IB・IIA・IIB （日本語は日本語 IA・ IB • IIA• IIB) 
は必修科目である。

(2) 英語 IA・ I Bのどちらか 2単位を修得しなければ，英語IIA・IIBを履修すること

はできない（日本語についても同様てある）。

II 2
 
2

2

 
2
 
2
 

可

--•••----•一•一•-•-•--•-1
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(2) 学科共通科目群II （情報科学科目群）

系

列 授

-•- • --• -•一 、ヽ t .． -•一•- ---•ヽ ・ •—• ●●ーー・•---- --•••- - ＾ん・・• -- -•— l 

年次および単位数 ＇最低修得
| 

•ー・ • -• •-.....• 

1年 2年 3年 4年単位数
—・ ・・•--• •-- ... •-• • --•- - --- 9 • ----．--. L...．． t ． ●ーー・・・・・ャ ・・

業 科 目 備 考

情 報 メ デ ィ ア 倫＝
1-日

②
 

イデメ報吉
目

＇ 

9

,

 

学
科
共
通
科
目
群
II
（
情
報
科
学
科
目
群
）

9

,

．
 

ア演習 I

情報メディ ア演習 II I 

| 

マルチメディア表現演習

②
 

2
 

」---

！ 

- 4 

------ --- I 
「学科共通科目群II
（情報科学科目群）」

の中より，必修科目

iを含み 4単位以上選

択必修。

| 「情報メディア演習
: II」を履修するには，

「情報メディア論」

「情報メディア演習

I」を修得している，
単位こと。

「マルチメディア表

現演習」を履修する

＇には， 「情報メディ

ア演習II」を修得し

ていること。

2
 

-- - - ---- ------- ----

〔備考〕

学科共通科目群IIでは，これからの情報社会で必要とされる，パソコン・インターネット

等についての知識と技能を修得し，実務能力を養う。

| 

-----—---- -----------------」
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(3) 学科共通科日群III （総合科目群）

＇ 

系

列

＇ 

年次および単位数 最低修得，

授業科目

地球文化論 I

，（日本と世界の文学）

1 地 球文化論 II

（民俗と環境）

学，

科地球文化論 III

1 共 （環境汚染と生態系）

通

科

目
群，

III 

J I U国際総合講座 I

（情報＄福祉⇔ジェンダー娑

国際交流）

J Iじ国際総合講座II

（日本文化）

ヘ

総人間研究 I

合 （人間と自然）

科

目人間研究 II

群 （人間とハイテクノロジー）
ヽ

人 間研究 III

（人間と文化摩擦）

備

1年 2年 3年 4年単位数

考

4
 

4
 

4
 

4
 

4
 

4
 

4
 

4
 

I 
8単位

「学科共通科目群III

| （総合科目群）」の中

より， 8単位以上選

択必修。

| 

人間研究 N ! 4 

'（人間と年齢）

〔備考〕

学科共通科目群IIIには，クローバルかつ国際的な文化のあり方を多様な切り口から学ぶ

ために，地球文化論。 JIじ国際総合講座を置いている。また，人間研究は，学際的な視

点から現代における［人間」の諸問題を学ぶ科日である。
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2. 専門基礎科目群

専門基礎科目群は，相互依存と摩擦とが進む国際的な政治。経済忍法的事情の基礎を知り，

た文化史的観点から世界史を学ぶ科目を配置している。

ま

系
授

・列
し ＿＿

1 現代の人間思想
―--．．．．.． t 

生命と倫
．．．ヘ―`、-.．-

言 語と論理
----

日本の歴史と文化
......• • -- .．．.  

世界の歴史と文化（東洋）
l___ __ --••ー・ ヽ・・・・ • -..．．． ．．-••一• -• -

世界の歴史と文化（西洋）
．．．．．  

日 本

業 科

． 専

理

史

H
 

史

年次および単位数

1年 2年 3年
------

2 

-
2
 

2
 

ー・ ・・• - -

最低修得
考

人間心理
i科 i --••-••----•----• 

l国家と政
ー・

目国際政治入門
-—-.._..........- - - •一

経済のメカニズム
群―--••••

！ 国 際経済事情
I ・一ヽ・ー・・・••- -•- • --• - ． ．． ．．． ． - -------••- -• 

人間と集団

4年単位数＇
-~-- -------------------

「専門基礎科目群」
より， 10単位以上選

択必修。

備

2
 
-
2
-
2
 

i 

:. • -------• -•—•• 

芙術
ー• -

西 洋美術
i | •-• --• ----• --

門 i法の精神と役割
'—-．、．---．．．．

日本国憲法
：基，．．．”＾ー•- --..•--•---•------•-

社会生活と法
! L________ ------ --- ------

礎 人 間 心理 I（人間理解）

II（行動心理） 2 
ー・ ・・・・ ・・ ．．． 

治 2 

「

i

I
 

！
 

現

i社

生涯スポ ーツ概論

スポー ツ科学 I

代 社 会 論

会 統 計 ’’立f 

スポ ツ科学 II

2
 
2
-
2
 

r
 -

2
 

2
 

2
 

2
-
2
 

ヽ・・• -- ． • --

2 

|..  

l __ 

10単位
..．•—』

I 

2

2

2

2

 

2
 

9] 
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3. 専門言語

専門科目群のそれそれの分野で学ぶ基礎としての言語能力を旋う科目を配置している。

ド

＇ 

系

列 授

イ ツ 語

ド

lド

ド

ドイツ語演習
（表記合文法唸 LLを含む）

--- ---

フランス語 l A 

I 
フランス語

ィ ッ 語 I B 2
 

イ ツ 語 II -
2
 

T

.

9

,

 

―

―

 

イ ツ

業

五
口

'11lt” 

科

IA 

III 

目

-----------, 

年次および単位数 ！最低修得
,------- - -

I 

1年 2年 3年|4年皐位数
へ 4 -----―1 -----t ` ］ ------------- -----・ 

'(1)第二外国語として
1か国語4単位以

上選択必修。

2
 

2
 

2
 

I B 

2

2

 
フランス語

フランス語

備 考

専

フランス語演習
（表記魯文法 ・LLを含む）

ス ペ イ ン 語

スペイン韮nロ
’^  

スペ イ ン 韮nロ

スペイン語

II 

III 

IA 
＋
 

-
2
 

I B 2 
ー・・・ ~- ----------, 

II 

III 

--------- ] 

2

2

 

ー・••---「― -------• -• : 

2
 

—•— l 
！ 

T
 

-
2
-
2
 

(2)1::l本・東アジア文 I

化文野において中＇
国文化を研究する
者は「中国語」を，
アメリカ文化分野
においてラテンア
メリカ文化を研究
するものは「スペ
イン語」を選択し，
演習まで修得する
ことが望ましい。

10単位

(3)アメリカ文化分野
を選択する者は，
第二外国語 4単位
と「学科共通科目
群 I」に示す英語
科目を 3科目 6単
位修得することが
望ましい。

五
ロ

1-△

-n 

スペイン語演習
（表記・文法． LLを含む）

中

2
 

国 語 IA 
--------7 ●ー・•- •-

中
一
中

国 語 I B 
T
'
 

2
-
2
 国 語

中

II 

III 国

中国語演習
（表記・文法。 LLを含む）

韓

語

韓

国

国

語

五
口1111n 

IA 

I B 

国

国語 III

韓 国 語演習
（表記・文法 •LL を含む）

2
-
2
 

2

2

,
＇ 

9
9
9
9
,
9
 

「

'
9
9
9
,
J

•• 

―

―

 

．

．

 

2
 

＇
~
＇
一

----------' 

i 

-
2
 

-

．

 

2
i
2
「,．

-＇ 

(4)その他の分野を選
択する者は，「専
門言語」から最低
4単位選択必修と
し，他の 6単位は
「専門言語」また
は「学科共通科目
群 l」より選択し，
合計10単位選択必
修。

i 

※全ての言語におい
て， I Bを履修す
るには， IAを修
得していかなけれ
ばならない。
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~ ;ーーロ：ァロ／
□/  

□-~ 
二／

〔備考〕

---l 
備考 iI―- -—- -]  

i (5)外国人留学生は， I 
「基礎英語 I• II I 

I を加え，母国語
外の科目より，し
ずれか 1か国語 4
単位を含み選択

｝修。

中国語II, 韓国語II, スペイン語II, フランス語II, ドイツ語II, マレー・インドネシ

ア語IIを履修するためには，それぞれ IA・ I Bを修得していなければならない。同様に，

同IIIを履修するためには同IIを，同演習を履修するには同IIIを修得していなければならな

しと。

外国人留学生で「学科共通科目群 I」の英語科目の履修を許可された場合，当該科目 4

単位を第二外国語として振り替えることができる。
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4. 専門科目群

国際文化学科の専門科日は，『比較文化研究」と「地域文化研究」の 2つの専攻に分かれ

ている。これらの専攻には，以下に詳述するようにさらに二つずつの分野に分かれている。

また，それそれの分野を学ぶ基礎として，同語能力とそれぞれの方法論多比較研究とが重

視される。そのため「専門昌語」かあり，専門科H群 l （方法と文化），専門科目群II （比

較文化）が置かれている。

いずれかの専攻の，いずれかの分野を卒業まで各自の専門として履修して, 4年次には各

自の典味や研究を「卒業論文」としてまとめていく。そのためには，人学時より自

を見越したかたちで，系統だてた履修計画が必要となる。

〔比較文化研究〕

この専攻では，悦なる文化を比較検討して研究するが，さまさまな形ての文化摩擦や

文化交流などを， とくに学際的に研究していく領域であり，「生活文化分野」と「観光

文化分野」の二分野に分かれている c

(1) 生活文化分野

専門科目群lIIの［生活文化分野」では，人間生活の営みを文化として捉えていくが，

特に女性の生活や女性の歴史なと，各文化での女性の在り／jを中心として研究する。こ

の分野には，生活文化に関し，食文化，染織文化，｛i：：，服飾，経済，環境なと多彩な科

目が準備されている。

この分野を選択する者は， 1。2年次において「ジェンダーと文化」「生活文化論」を

履修することが望ましい。

(2) 観光文化分野

専門科目群Nの「観光文化分野」では，国際化の道を歩み海外との交流がますます盛

んになる日本の中で，改めて文化比較という視点から観光を再検討し研究することを目

的とし，各国の文化を比較検討していくという学際的な研究分野である。 1• 2年では，

ジェンダーの視点から観光文化を考え，文化遺産や芙術，建築を通じて基礎知識を高め

ていく。観光とは，自国の文化を他者へ紹介する一つの方法であり，その観光を文化と

捉え，日本の観光を見据えるとともに，アジア，アメリカの国々との比較も試みていく。

この分野を選択する者は， 1 • 2年次において「観光文化論」を履修することが望ま

しし％

〔地域文化研究〕

地域文化研究とは，特定地域の歴史，政治，社会，文学，言語，そして風俗や習慣な

ど，その地域の文化的な特色を学び，より深くその地域を理解することを目的としてい

る領域であり，「日本・東アジア文化分野」と「アメリカ文化分野」の二分野に分かれ

ている。地域文化研究では，その学習・研究のアプローチとして従来の学問分野にとら

われず，より学際的な方法を駆使していけるように準備されている。

(1) 日本・東アジア文化分野

専門科目群Vの「日本・東アジア文化分野」では，日本や中国をはじめとする東アジ

アの国々の文化を，ひとつの国，または複数の国々の文化を比較魯対象していく。例え

ば，日本研究では，個別にタテ割りにした日本ではなく，世界とアシアの中の日本とし
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て相対化する視、点と方法によって，「日本」を捉えていく。そのためには，日本以外の

それぞれの地域文化の中に住む人間が，自分の世界をどのように認識しているかという

ことも併せて学んでいく。また，中国研究のための科目も配置されており，アジア諸国

との国際関係，文化関係を対比させ，日本との関係を探りながら学習していく。

この分野を選択する者は， 1年次において「日本文化概論」を， 2年次において「日

本の歴史」を， 3年次において「近代中国論」を履修することが望ましい。

なお，中国研究を選択する場合は，「専門言語」において中国語関連科目を演習まで学

習することが望ましい。また，韓国語についても基礎から応用まで学習できるコースを

準備している。

(2) アメリカ文化分野

専門科目群VIの「アメリカ文化分野」では，アメリカ合衆国，カナダ，ラテンアメリ

力を対象として，広い意味でのアメリカを全体として捉え，一つの国あるいは地域全体

を総合的に学習対象としていく。例えばラテンアメリカという国を研究対象として挙げ

られるが，ラテンアメリカはアメリカと密接な関係がある地域であり，その社会と文化

のあり方を知ることにより，アメリカ文化との差異を学ぶことができる。また，アメリ

力とヨーロッパの関係を探ることも学習の方法の一つである。

この分野を選択する者は， 1年次において「アメリカ文化概論」を， 2年次において

「アメリカの歴史」を履修することが望ましい。

なお，ラテンアメリカ研究を選択する場合は，「専門言語」においてスペイン語関連

科目を演習まで学習することが望ましい。また，ヨーロッパ文化との比較を試みる場合

には， ドイツ語関連科目，フランス語関連科目がその基礎から応用まで準備されている。

カナダおよびアメリカ合衆国を研究する者は，「専門言語」として英語科目を学習する

ことが望ましい。

(3) 国際文化演習

「国際文化演習 I」は 3年次必修，「同II」は 4年次に必修となっている。ただし，

「国際文化演習II」を履習するためには「同 I」の単位を修得したものと同じ教員の演

習を継続して履修しなければならない。「国際文化演習II」では，担当教員の指導の下

で，卒業論文を仕上げていく。

(4) 地域文化研修

地域文化研究は， 2 • 3 • 4 年次選択であり，本学科独自の国内•海外研修プログラ

ムである。「日本」「アジア」および「アメリカ・カナダ・ラテンアメリカ」の地域文化

を現地において身をもって体験し，新たな知識と視野を獲得することを目的としている。

2年次における履修は，「国際文化演習」を選択するに当たり，特に有意義な視点を持

つことを可能にし， 3年次以上の履修では，演習との並行履修によって，より効果的な

学習が可能になる。

なお，この地域文化研修はキャリア形成プログラムの一環でもあり，他学部•他学科

からの履修も可能である。

(5) その他の選択科目

指定された科目より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは人文学部他学科また

は経営情報学部より 6単位以上修得しなければならない。
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授 業 科 目
l' 
--―寸―-------- ------- ------------

比較文化研究の方法
---- -

地域文化研究の方法
--- - --------- -------------

i専 言語文化研究の方法, r 1 i ------------------------—-------------9 -―-------

科歴史文化研究の方法
目，――--------- ------―------ --- - ----- -

群 i異文化間コミュニケーション論
I L_ ＿＿_- --—--------- -------- ． ＿  ＿ 

ヘ，
方［
法文化人類学 II
と i ―—---- - ------------

文言語学概論
化 L_-- ----------------

- ！比較文化 概論
i -. -. -
現代詩

．．．．．．．．． 

［比較表現論
．＿ ＿ ＿ ＿ 

専 文化交流史 I （日本：アジア）
rり'—- --- ----------------------

科文化交流史II （日本：欧米）
目 □---------------•--------- --------------------------------- --•一―--- --•-----

群日中比較文化 I ’ 

II 「 ―- --- ---• ヤー —-- -- ~--------- ------~ 

1へ H米比較文化
比「―--- --—• ------ ---------- -1- -11--
較，日欧比較文化

1文□―--- ----- -•- --- ----------——--- 4 --—• 
化先史文化論 ! 4 
ヽ l . ----・ ...... 

i ！比較文学論 ！ 4 
-------~--- ----------．――---- ----- - ---- -- --- --

，ジェンダーと文化「-—•---- -----―-- --―-―--」--- 4 -—--

専！女性学 4 r 1三---------------―- - - -- ----------------―1― -- -----------

科，アジアの女性論目[―---—---------―- --L--2~ 
群，女性文化史 I （日本）m,-------------------＿_ ＿i. _＿＿＿ ＿l__＿_ 2 - --・ 

へ 1女性文化 史 II （世界） 2 (4単位） 観光文化分野を

比 ―----- - -------------- - ----- ------ -----------•- ---- -↓•一—-- --- ---- - -------- ----•... ------ 選択する者は， 9 

歌

, ．t- •••- . ．． -•・・

年次および単位数

: 1年 9 2年 3年 4年
ー ・・•--.  - • •• --• 

4 

4
-
4
 

4
-
4
 

i

＿
 

.

-

,．-
．

．

 ＇↓＇ 

」_
| 

2
 
2
 
4
 
4
-
2
 

： 2 
; •--——-- ------

-
4
 
4
 

．1 

最低修得

8
 1

,
 

--1  
： 

----1 

！ 

9--―7 

単位数

比較文化研究

| 
＇ 「専門科Il群 I
（方法と文化）」
より，「比較文
化研究の方法」

！を含み 8単位以
上選択必修。

単位，地域文化研究
「専門科目群 l
（方法と文化）」

1 より，「地域文
化研究の方法」
を含み 8単位以

，上選択必修。

I 

「専門科目群II
（比較文化）」よ
り， 8単位以t,
選択必修。

9,'’ 
立，ー単8

 

備 考

！
 
＇ 

生活文化分野を
選択する者は，
30単位以上選択 I
必修。

30単位
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---

阿［民族文化論 2 選択必修。

観光ジャーナリズム込
•一ー•-―-•一―- - --j_______/----2 | 

嘩 し

●● ---—- - -------•-------_ | _.．．_; __-———----------....--• -—-... 
暉 :--------1----・・--2
--- --- -- ・-- L !---―--____;__＿＿＿＿ ＿ ＿_ ＿ _ --I 

観光論 L -I ______ : ~ J i 

, __________ ------―--------―--------—-----ヽ------ --ゥ—------ --------_ 1-------•---------------—----------
教育と観光 i--!------i ~ 1 

地域観光文化論II （アジア） I 

地域観光文化論III（アメリカ）
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［ 

［＿＿—-日ぷ文化概論
9 一ー・ ・ ．．．．．． ＾ 

専日本文学 概 論
rり 1. ．．，.．-•—--•、,.．．．．．．．

科
日 本の歴史

＇目 の田租

群
日本 心心

, v 日本の社会 l （政治と経済）

地：ヘ 日本の社会II （女性と家族）
-．．．,．.. 一、 ---------

域 i 日
文 I

本文化史

化！日本の文学 I （古典）研！ •—------- -••• ．．．．．．．．． 

ク
九

日本の文学 II （近代）
I ---- --一•-- .̂....．．. 

日・
1 • I日本・日本人論

本，東洋思想受容史
． 
東｛ 近代中国論

．．．．．．一9 .- -： 近代日本とアシア

ァ，中国と日本 I（古代）
文「．．．．．．．．••---------•••―-.,．．．．．．．．．．------

＇化
中国と日本II （近・現代）

，．．，．  

分 東南アジアの社会と文化
野 i_＿＿_．ー• - --•- 9---- -- -----

1~ 環太平洋圏の社会と文化
|.．．．．.. -. •--- ---——- -^--------•---. -- ------

［ アジア国際関係論
. - ------

iアメリカ文化概論
-- -------- -------

！アメリカ文学概論
I専 1- ---__--——- --

門・ アメリカの歴史
．．ー・ -

科！アメリカの田相
目 l

じヽ‘‘ ‘e、、
-- --- -

群 アメリカの社会 l（政治と経済）
VI □--.----------------••--

アメリカの社会II（女
^ /--• ＇地

．^^ 

域 I
多民族社会の文化

，＿  

，文 1 北米先住民社会と文化
化 L --—---•• ------• •一••--..

研 i
iカナダの社会と文化

究
ー．．．-------,---

カナダの歴史
• f - ー9- ----.  9^--- -..  

ァ Iラテンアメリカの社会と文
メ――• ----••-•• 9-•-----•••....--—-••-• --• 9-•••一

リ lラテンアメリカの歴史
--- ------------

ヵ 1近代アメリカ文学
文 I9------- -•——• ---—---—------
化，ョーロッパ世界とアメリカ ， 
分 ←ー・・‘”---... ．̂ ．＿ ＿ 

ー^ ••--•--•ャ・

，野 ラテンアメリカとアメリカ l , 
^ -- --—---•••ー•• • ----—•--------．̂^--- -•• • -------—• --.．」--•

I - 1 アジアとアメリカ

授 業 科
！ 年次および単位数 最低修得
l --------—• - -------C -----

1年！ 2年 i3年 4年単位数
----~---—---+• -- -—·----- - ---- -----~-------------- --

4,  I 日本・東アジア
．．．．1 I文化分野を選択

4 する者は， 30単
］ 位以上選択必

I修。

目 備 考

—--•: 
， 

~' 

| 

！ 
”―1 

＇ 

4 

I 

-----•—•-.^ -------l 

• 7.. 

l 

4
 

4

4

4

;

4

 

-
4
 

4

4

 

4
4
-
4
-
4
 

9

・4

(4単位） アメリカ文化分
野を選択する者
は， 4単位以上
選択必修。

(4単位），生活文化分野ま，
I たは観光文化分 1

野を選択する者
は， 「専門科目

，群V •VIi の中 i
から 4単立以上

i選択必修。

4 
---c-------- ----- ---

! 4 

； 
i 4 ＇ 

I ------------------ ---, 

4 

4' >
----- L -----------•-•__＿＿-.．一●ー•·----- ------

4 30単位
-------.-----------,・

4 

-

i

 

↑
’
ー
↑

'
r
,
4

―― 

―

―

ー

4

1

1

4

4

-

4

4

4

L

 

-

―

-

,
a

「
ー
'
’
i
-
~

―
-

j_ 

(4単位）

4
4
-

-「

30単位

-------

アメリカ文化分
！野を選択する者，
は， 30単位以上
選択必修。 1 

----1 (4単位）

日本・東アジア
文化分野を選択
する者は， 4単
位以 t選 択 必
修。

•一ー．．．．．．．i

ま
分
者
目
中
上

野
化
る
科
の
以

分
文
す
門
J
位
。

化
光
択
専
VI
単
修

文
観
選
ー
・

4
必

活
は
を
＇
＞
ら
択

生
た
野
は
群
か
選

4 I 
ー・・ ・-7'  4 ! ! 

i 
-- --------, I 

i 4 
： 

三＿＿＿＿＿—-一 l -＇＿  1 
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日本語表現法 I ! 2 | 

（表記・文法 •LL を含む） ただし，日本・＇―-—-一—- -～ - -----，_ ______…----•—+ -L-：--/ ！東アジア文化分

専 1 日本語表現法II （文章） 2 1 野を選択する者
門し ＇ -------------------•---—-.------ -•一•--. ----lツt-•- - -」-- 9--—--,--- | ，は日本語系を，
科 i日本語表現法III（論文作成法） 1I 

L '  , 2 1 アメリカ文化分
目， ―`--------•一ー・，． ぃ―- -- •一 9, ．．- --• •七—- ．，口 9 9 ，ツ、• •- --- ．-; --+---1 8 単位野を選択する者
群 1 日本語表現法w（討論法）

I 
2 ， は英語系を選択

VII 」 l 
| 

ー•---、----· --------------- ------ --------..  >----~~-----.'— □ ，すること。

^ i英語学概論 4 i 
基 1-- ”9 99 - - t - - - ----．--L-~ ---+-------~ ; 
胃ア―/リカ社会(J)-文化と英叫ー ロ---」.2_J_• L ,1 

語 英語表現法 I （発音）
ヽ

•— 9 9 

, 2 !, Ii 1 
ー•--― l.,、-------l---• --9• --- • - - t w ，ツ、，

語表現法II （文法） 1 2 □ I , 1 
------------------- - --- •- - 9 ↓ - -.  - -- -＇ 

韮圭f目辻 TTT （辛寸作曲論）
I 

' ,  2,  
, --+---I 

2 [—----/_ 
| 

8単位
教員の科目を選 i
択すること。

L____J 

ヽ
~む含

I
を

習
成

演
作文

ヒ
論
ィ文

業
際
卒

国
（

＇ 

専
門
科
目
群

vm
（
演
習
）

国際文化演習 I ②
 

⑥
 

jー••--―-•---
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授 業科目

---- --

地域文化研修 I
、- -

地域文化研修 II 2 位以上選択必，
I— 

I都市文化論 l （日本）
——• 4 三―ー修。 I

---------

i社会心理学特論

発達心理学
＾ー---

近代化 論

文 化論 4,  
一^ー9- ----------------̂^ --a 

地域と文 化 ＇ 

------ ------ ------

4 
~--i----—----•---• 9 

l i 

近代イギリス文学
専[_ _＿^＿＿^-- ＿_＿＿＿＿＿ -― ----
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国 際法
r 1 | ------------ -―--- ＿＿＿＿＿_＿＿_＿_ _ ［ 

1 国 際関係論

4 10単位
、．

4 
関ー——---ー-- ------- ---」

国際政治論 4 
連 I-～- --------- ＾ → 

国 際経済学 ！ 4 
科 一＿＿~一

ロ 際経営論
目―-- -—--—------———--j--- l 

国際経営比較論
群！-------------~-----------~-—• 

----------- --• 
＇ 

4 | 

国際開 発論 4 

-―----- --------+—--------L------—----9-- 」
，環境心理学 ！ ， 4 

―--- ----------―,--―→----------L----------- ----, 

国際資源論 4 

翻戸＿り・基礎（英日） I : I : 

翻見の技 法 I
（央日・実務翻訳）

---［---••一一

l 

I 
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5. 特設科目群
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る

国

の

設

し

を

え

外

生

特

得

位

替

:[I 
ローロ

ロ
設

日本の近代文学

科 1 日本とアジアの出版文化

日本とアジアの経済協力
目ト

11 日本語文章論 I 
1 （論理的表現）

2
 
2
 
2
 
2
 

日本語文章論 II 
（文学的表現）

情報メディィア実習

2
 

2
 

4単位は，「学科共通
科目群 III （総合科目
群）」へ振り替え。

I 
6単位は「専門言語」 l 

へ振り替え。

8単位は「各科目群」
及び「他学部•他学科」
に振り替え。

I 

— "----J 
〔備考〕

特設科目群は，外国人留学生・帰国生が，それぞれ日本語と日本の文化・歴史・経済・

政治等の基礎知識を修得する科目として置いている。
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自由科目群
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系

列 17 • t.....--- • ----• --•• - 9 --•- 9 ---•一
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日本語教授法 I
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| 考

-

叩 叙授法 II
| （語彙）

^ ^  ^ ー^・ • --

| 
l日本語教授法 III

（文法）
I・ --•—----•----• - ---•------------------•---

！日本語教授法 N
| （教材・教具）
f- ---―-．-------.^--------—-- ^----• 

自 日本 語教授法 v
（評価）

！● ＾ -------------- -—•----•--.^ ------

日本語 教授法 VI
（教授法）

.. V —- -- -•• 

日本語教授
（演習）

一・•----------• •--•-• ----------- _______ _ l .-—• --• -

ホランティア活動 IA由—•一•-- -—•-.___ _-—-• -—---—• 9----- -—~ ~2 ___―--

ランティア活動 IB , 2 
------------- ------------- -----~--

ランティア活動IIA I 

--- ------'-

ランティア活動IIB l 
-—-- --̂ -—'-— l 

-物館概論 I 2 
9. ~•- •- -••--...,.—-•—-•-- •-------—•---. --•••--．--•__ _•—• -• •----l —•---•• 

科 1 博物館学各論 l 4 
'―-―-．- •---- -- ------- ---- ------------

I 
1視聴覚教育 ！ ， 

トー・ ヘ •ー＾ 一---------------------'一

i 博物館実習 I
I __--- --- l. ．7 --•—•-—+ 

，I 博 物館実習 II l | | | ! i 1 
I —-—--- -------+--— ------i.•——-__)__ ＿—-•一•一

占文土学亘 l, I 4 ! 
| 

i ------ ------------------------------ _______,---•• _＿．．．.....．、＿＿ ＿. ---̂ -----—•...--•-••••- -一寸ー

日 教育原理 I ! 2 | I I I I 1 . ．！  

!
'
ー
・
一
．
＇
；

4 

4
 

------ - —ャー

！ ！ 

， 

----―丁

4 

-、-- ^ 

9 日本語教授法N・V尋 VI
1 を履修するには，日本語教
I. II. IIIの内，いずれか
目を修得していること。

4
 

i ， 

i 

----•一

！ 

-------- -―---- -! 

4 

4
 ！ 

---1 

. ＿ ^---2 
I 

ー．．ー一 ＾ ・・ ・

2 ! 

i
 



人文＇＇化＇， 1; 履修の Tり1と「続き 175 

備考 7
-I 

I 

I 

I 

—-—•--------j 



176 

系

列 業科 11

合油習 II

年次およひ単｛立数
•-•「 ．一．．．→

1年 2什:: 3り 4年

2 

備 ¥J 
i ----

3
 を合

『ふ↓
,‘
 ニ

ー 2
 

［備

(l) 「1由科日とは卒業に必要な単位数には加りされなし)か， 1]由に選択囮修することかて

きる投業科i!てある c.

(2) ［一囁祭文化汀斗におし＼ては， 11本n{｝教授払，＇芹； 9員資格0)ため0)科llおよひ教職課程(})

科1lか準備されてし)る。日本nii教投仏に1見lする科li,＇i:：凶員資格0)ため(})科Ilおよひ教

職諜程(})科日については後掲(}) [ l l本晶教投i人間連科Il」「オエ員資格」［教職課程科Il」

(}），況明を参附(})こと c,

VI 授業科目の単位と認定

各り次におし;て）復修しようとする投業科目は， 1／j•‘‘f’期 0)初め U)指定された期日に所定のカ

iム（オリエンテーションて，況明する）て）復修叶lti1,iをしなけれはならない。膨修巾晶は，年間

0)受，；伽十圃をたて，単位を取得する息思｝く小をする学期初めの爪要な手紐きてある。この股

修叶囁手続きを間迎えたために，授業科日 0)厨修かてきなくなり，その糾果進級はもとより，

卒業かてきなくなる場合もある 0) て，以 lくに掲ける註瓜いli.J•いを厳守して，誤りのないように

版 修車itiをすること。

(1) 股修叶｛，泊，．I［捉出後は，授業科11およひ担‘り教員なとの変悲追加，取泊しなとはないよ

ぅ，捉出する廿りに授業時間割人に即してもう一度雁，忍するなと，細心0)ii:．怠を払うこと。

なお，｝復修照合日か設けられているのて間過いなく登録されているかとうか必す確認する

こと。たたし， I役修叶ば'1，り0）返遠または照合には！心しない0)て必す［学生控＿］をとってお

くこと。

(2) ）復修巾晶をしていない投業科Ilは，受謡しても単位は認められないのて，授業科l10)申

晶にあたっては進級や卒業に必要な単位0)算応を伯屯に行ない，修得単位数か小足しない

ように）j全を期すこと。

(3) Ilー，Jー学期U)|l，J一時限に 2つ以l-0)授業科llを！復修することはてきない。もしこ 0)ような

~'ti役する投業科日を叫人した場合は，両科 Il とも登録無効となるのて注息すること。

(4) 一度単位を取得した投菜科日は，再度脱修することはてきない。

(5) 版修車泊内には投業科目，コマ・コート番りなと必要巾項を止しく記人すること。記載

上の誤りやイ道明瞭なものは申請白体か無効となる 0)て十分注意すること。

(6) コマ・コート番りとは， II.、『間割表に授業科日と共に叫人されている番号て，その時限の

授業科日に固行の番号てある。

(7) 展修中晶書は !X腹修申請因叫人例」を参照して，黒色ホールヘンて記人すること。

(8) 指定された期日まてに脱修叶I~打を怠った場合は，学業0)怠思なしとみなされて，退学処

分となる 0)て提出期LJを厳‘、『すること。
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1. 再股修
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腹修中晶をして単位か取得てきなかった授業科目については，次年度において再ひ腹修

することかてきる。

2. 規定外版修

該当するクラスの投業時間以外のクラスて受講せさるを得ない場合は，必す学部巾務室

に相談すること。たたし 1年次生の規走外脱修は掠則として認めない。

VIlI 試験について

1． 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験かあり，定期試験は原則として学期末または学年木に行

ぃ，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いすれの授業科目も授業時数の 1/3以上欠席した場合には，肱則として当該投業科日

の受験資格を失う。たたし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることかある。

(3) 試験の時間割は掲ぷにより連絡する。

(4) 授業科目によって論文（レホート）提出によって試験に代える場合かある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事伯によって定期試験を受験てきなかった者に対し，原則と

して学期木またば学年末に実施する。

(2) 追試験を希祖する者は，止当な串由を祉明する心向をもって速やかに授業担‘り教員に

届け出ること。

(3) 追試験は，成粕表の胄該科日に1‘の表ぷかなされた場合に限って受験することかてき

る。

なお，追試験は，囮修（再版修を含む）した年度に限り受験することかてきる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部巾務室に提出しなけれはな

らなし％

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円てある。

3. 再試験

(1) 再試験は，伯則として学期木または学什木に実施する。たたし，投業科l-1によっては

再試験を行なわない場合もある。

(2) 定期試験の結果， 1ゞ 合格（この場合成紺げ豆）1五亥科l1にFの衣がかなされる）となっ

た投業科日のある者は，ヽ1lii亥投業科日の担門i教員か再品験をf」なう場合，受験すること

がてきる。

なお，再試験は，囮修 (fり［復修を含む）した年度に限り受験することかてきる。

(3) 叫式験の受験を叶刈された行は，［内試験受験願Jを学部巾務室に提出しなけれはな

らなし'o

なお，再試験の受験料は， l科llにつき l,OOOPJてある。
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4. 試験に関する注意

1. 辿則

(l) 品験場1人」ては，すへて協腎名の指がに従わなけれはならなし％なお，監督者の指；J~

に従わない行には，退場を命することかある。

(2) ,i:r＼験場1)『こは，干叫／ij旦令り込みを，］］された責料以外U）も U）は，すへて監甘名U)指

¥

）

'

)

 

4

5

 

~
_
し
/
‘

しはならなしバ

,¥11（追参

しておかなげれはならなしい

ら20分を

ら25分を

机リ）い）見やすい場所

を認めない。

るまては退場を認めないC なお，＼監督者か退場を命する

(6） 受験れは，試験中監甘省())』n」を得なし＼て品験場を出てはならない。

(7) 訊験())行われる予：期の投業料木納())名。投業時数の 1/3以．L欠席したれは，試験を

けることかてきなし iし

(8) j内気 .'M故そ U)他旧りな'}t山によって

0)他＿11こ‘りな'-li由を，¥11：明する占血を沿えてら

ると共に＇、［内にこれを

きなかった名は，診断』｝ ⇔ 9れ故訓明そ

遅滞なく授業担‘Ii教員に［』出なけれはなら

なし、ら

2ヽ ，ぶ験における 1ヽ1H」為U)懲成に〇し｝て

(l） 小止り給をした行については，学則弟68条により訓せられ，史に年度における ‘Ji該

l J) i.ii位())几釣しを打なわなし l。

(2) 小［日［為のあった名())懲成処分については，教投公において審，，義のうえ決応する。

（ふ 教投会())決定により処分か雁定したときは，＇］とにはその旨保 9址人を什喚して追知す

る。

IX 成績発表

（l) 成粕発人は，アトウァイサーまたは演習担背教員より本人に成粕衣を父付する(})て， r,f

部事務室の指小に従って必す父付を受けること。そ(})〖祭，学生』Lを捉小すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号て表わし， 60点以 tをもって単位修得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追。再試験不合格）

A : 100~80}り、 F: 59、1ば以卜-（i廿試験受験 11]) D : 59、1訳以ト

B : 79~70』il、 T:追試験受験可 E:非受験

C : 69~60、1]』 Z:追。再試験(})受験資格なし

（3) 成粕につし::(}）疑liil，質間呼は成紺以と交付日(})み受け付ける(})て学部4げ務室に間合わせ

ること。

(4) 事故，柄気笠により指定 l」に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること（，その場合は学生訛およひ委任状をり参すること。

x 履修申請書記入例

掲小(}),3じ人例を参ぢにして囮修l.iiut]占を叫人すること。
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履修の手引と手続き

1 授業科目について

人文学部福祉文化学科における授業科目は，「福祉」をキイワードとして幅広く「文化」を捉え

ることができるように，学科共通科目群 I~ III, 専門基礎科H群，専門科目群 I~VI, 特設科目

群および，自由科目群から構成されている。学生が「社会一憚祉土」受験資格や「社会福祉主事」

任里資格（児童福祉iij等も同様）を取得できるように科Hを配置している。

なお， t＇：J由科日においては，教職に関する専門科目が準備されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制を採用している。単位制とは，ひとつひとつの授業科目に一定の基準により

定められた単位があり，履修した授業科日に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価

をしたうえで，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A・B・C3段階の評価により行い， D・E・Fの評価は単位を認定しないも

のとする。

III 卒業に必要な単位ついて

卒業に必要な単位数は，次の表に示すとおりである。

ただし，自由科目は卒業に必要な単位数には含めない。

□ /  
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N 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。ロ年/-- ---□-- 単位数の目安

；学科共通科目群 I （英語・日本語）

［ 

1年次

、 英語 IA・B.......................................z科目 4単位（必修）

日本語 IA•B···..・・・・・・・........................... z科目 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）

学科共通科目群II （情報科学科目群）………… 2科目 4単位

学科共通科目群III （総合科目群）………•……•• 2科目 8単位

専門基礎科目群（方法と入門）……·………•• 2科目 4単位

福祉文化概論•福祉文化研究の方法（必修）
のどちらか 2単位を含む

専門科目群 I （人間）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 3科目 6単位

専門科 目群 II （現代文化） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..3科目 6単位

修得単位数 i

36単位＇※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは人文学

部他学科および経営情報学部より 1科目 4単位
| - …—• --…-…~ `  

＇学科共通科目群 I （英語・日本語）

英語IIA・B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2科目 4単位（必修）

日本語IIA・B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2科目 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）

学科共通科目群 III （総合科目群）……••………• 1科目 4単位

2年次 専門基礎科目群（方法と入門）……………… 2科目 4単位

修得単位数

福祉文化概論•福祉文化研究の方法（必修）
のどちらか 2単位を含む

専門科目群 I（人間）・・・・・・.....................2科目 4単位

専門科 目群 II （現代文化） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

専門科目群 III （社会・地域）…•………•..．． 2 科目 4 単位

専門科目群 N （福祉 1)・......... ・............ ・ 2科目 8単位

専 門科 目 群 V （福祉 2).・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...2科目 6単位

42単位！※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは人文学

部他学科および経営情報学部より 1科目 4単位
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学年 単位数の目安

専門科目群 I （人間）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..1科目 2単位

i専門科目群 III（社会・地域） ・・・・・・・・・・・・・・・・..2科目 8単位

3年次 専門科目群 N （福祉 l)........................2科目 8単位

専門科目群 V （福祉 2)........................2科目 8単位

専門科目群 VI （演習・実習）…...…•……•• 2科目 5単位

修得単位数

37単位 ※指定された各科目群より修得した科目以外に，以 l-^の科目群もしくは人文学

部他学科および経営情報学部より 2科目 6単位

4年次

専門科 H 群 III （社会・地域） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

糾門科目群 VI （演習・実習）．．．響●● ●ヽ..……•• 3科H7単位

修得単位数

11単位

―

―

 

―

-

[
 ↑

,
．
9

・

一

数

位
位
単
一

―
業

一

単

26[

一

得

ー

―

修
l

一
卒

！

ー

＿
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＞
 
1. 

授業科目の学年配当と履修すべき単位数

学科共通科目群

学科共通科目群は， InjI （日本語・英語）， J'i]II （情報科学科日群）および同III（総合科11

群）の三系列に分かれているが，それらの各系列0)うちから「III卒業に必要な単位について」

に示した所定の単位以上を修得しなければならない。

(1) 学科共通科日群 I （日本語・英語）

＇ 系

授 業 科 [ l 

※単位数に〇印を付してある科目ば必修を示す。
-----------ウ---― - | 

年次およひ弔位数 最低修/-----口

備考

列 I
！ 

-----~--------------------

英

．9 9 -

．央；

1•41 
f
C
 

.111H 
ー ②

 

五
口
•
"
'
ー

，
 

,---

！ 

ー

A

-

B

 }
f
 

ヽ
―ヽ

II 

科•---------- -• ------

英 五
口

•
一1
•
H

II 

A 

B
 一廿こ ーヽ―̂---^● ヽ•-―-----•一•ヽ••••--•-•ノ‘

英語 III _ , 
i 

通ー一＿ ＿＿ ＿＿ ＿＿＿＿＿＿9 -ーし＿•―—+-―-- --—+--------
| i 

英 m N 叩・ 2

---------—-----——- __;__ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ! 科[―‘-----------------
＇ 

日 本語 I

日'_...”-------＿•一-------------

A
 

1年 2年 3年

②
 

... 

4年 単位数

i 日 本語 I
群し＿．．—-一 ’--- ~ ~ ＿ W 

H本語 II A 
i 

,——--------- 9 戸―
| 

＾日本語 II B ② ／ーロ
i 11 l ______________ ---―- •—-—-- - ［ __ I ―→ •--,------

本日本，ilt III . i 2 

]．/i i...．．--• ---．、• -•• -------．．．．-----•... t ---•一―--’`
i 

．！日本，i｛iw ’ 

英

u{} 
ヽ

B
 

②
 

8
 

iii位 外国人留学生・帰

国生は「日本語 IA

• I B, IIA・IIB」
を第一外国語として

必修。

ー

2
 '---••-•-•一．．．．←

英 会 F
!
 

ー

こ：

I ー 2
 

＇ 英 会 請 II 2
 

会 ;f 
"n III 9] 
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-―------- --------------—-------------------^[―-―------

I 

I 
-- - ---_,  ---- - --,  ---^-—•.___ ＿-----------------—,___ ----------------------

I I 
! II I 2 I i 
9 : ; 

！ ＿ 

~---
I I 

ヨI .

n 

2
 

備 考

［備考〕

(1) 学科共通科目群 Iでは，第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生は日本語）を

学ぶ。うち，英語 IA・IB・IIA・IIB （日本語は日本語 IA・IB・IIA・IIB)

は必修科目である。

(2) 英語 IA• I Bのどちらか 2単位を修得しなければ，英語IIA・IIBを履修すること

はできない（日本語についても同様である）。

(2) 学科共通科目群II（情報科学科目群）

ロー ロ

［ ：／／／ーさ／情報科学 コ／ヒュータ iつ
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(3) 学科共通科目群III （総合科目群）

| 

1 系l 7 年次および単位数 最低修得

-------j 

9 人 間 研 究 W 4 

| （人間と年齢）

- --—- - --［備若〕

12単位

備考

「学科共通科目群

III （総合科目群）」の

中より， 12単位以上

選択必修。

学科共通科目群IIIには，グローバルかつ国際的な文化のあり方を多様な切り口から学ぶ

ために，地球文化論を置いている。また，人間研究は，学際的な視点から現代における

「人間」の諸問題を学ぶ科目である。
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2. 専門基礎科目群・専門科目群

専門科tl群は，「人間」「現代文化」「地域・社会」「福祉 1」「福祉 2」「演苦」の 6分野に

分かれているが，それらの 6分野の諸科目群を学ぶ集礎として「専門枯礎科目群」を設けて

いる。さらに，仕 1：けとしての油習科目は，「人間」「現代文化」［地域・社会」「福祉］とい

う分野に分かれてし)る。したかって，卒業要件を満たす際には， 一人ひとりか予ひた t}専門

分野の科l」を， 1年次から系統たてて脱修し，必要単位を修得することか惰ましい。

(l) 専門科tl群 I （人間）り）内容と教fi|l標

専門科l1群 Iは，「人間」をテーマとし，人間U)牛を心身両面から学ひ，また人間の視

、点から人間と社会・文化の関係や人間の•^It を通しての文化的な牛活のあり方を学ふ。

(2) 専門科目群II （現代文化）の内容と教育Il椋

専門科日群IIは，「現代文化JO)特徴か集約している「都lli，メティア」をテーマとす

る科日群てある。現代都市は，，着々の機能か複雑に絡み合った多fl的空間てあり， l［大化

したトポスであって，福祉に関わる布間としても見逃すことはてきないテーマてある。

(3) 専門科目群III （社会・地域）の内容と教育ll標

専門科ll群IIIは，福祉文化を学ふ際に， t「｛要な役割を果たす社会と地域0)間題を扱う科

| l群てある。地域社会のあり Jjは，翡齢名・児咽・障古者なと0)牛活に直接U)影腎を及ほ

す、［ばなとを追求する。

(4) 専門科目群N （福祉 1)• |riv （福祉 2) の内容と教育l1椋

専門科目群w.［n]Vは，社会福祉の間組を中心に扱う，極めて屯要な二つの科ll群てあ

る。福祉文化を学ふ学生にとっては，出発点にもなれは，到着、点にもなる科目群てある。

社会福祉閃係科tl，すなわち「社会福祉卜」受験資格取得のための科日の多くもこ 0)二つ

の科目群に設けられている c

(5) 専門科目群VI （演習。実習）の内容と教育目標

専門科日群VIは，演習・実習科目群てある。「福祉文化演習 I • II J「社会福祉援助技術

油習 I・ II」［社会福祉援助技術現場実習 I・ II」と「伽祉文化環境研修］ ［卒業論文Jて

構成する。「福祉文化演習」は専門科日群の構成に対応して，「人間」［現代文化」／社会・

地域」 「伽祉」の四つのテーマに分かれている。「似祉文化環境研修」は日内・国外にわ

たって福祉問題についての実地研修を行う科目てある。

(6) その他の選択科目

指定された各科目群より修得した科目以外に，以l:0)科[l群もしくは人文学部他学科，
--- ------- ----- -

経営情報学部より 12単位以上修得しなければならない。
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※単位数に〇印を付してある科日は必修を示す。

l̀受 業科日 ［竺[-
列 1年 I 2年

~ ---- - -

8単位

12単位

の方法」を含み， 8' 
単位以上選択必修。

I ' ,,  

---------------、-•-•----• -•--• -- --- -------------j'-----__——---• - -------~---L__ 」
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l ―--^ .．---—• •---、-9---―---• -

年次および単位数
^^ -• -T 

3年
＿＿＿丁

| 
...,  • ? t,.. • -．.. 

異文化間コミュニケーション論 l 4 
I - ---、,—―-•―廿—- -• ----•- •------

， ＇女性と表現 2 
[ ------• -- -----•一、―-----•... ^ - -••••―-•一寸—•----―-•'―--•--•

I専／いh文 化
| ---•—••• - - -------—+-/-- --―-

門出版文

［ 
化論

---------- ----------

科映像文仕吟
、ピ—

目 都

群 I•----^—-——--• -------•--都市文化論 II

I II I （アジア

＇へ

現

代
1 文

1 ヒ~---------―- -—-•-- --.~-------.-----••-—-

I "-' 」t：言語コミュニケーション論
----――ヽー ^̂'` ～ ••- i 

マスコミュニケーション論，

大

最低修得
備 考

j __ 

I 「専門科日群II（現

代文化）」の中より，

10単位以上選択必 I

！修。

ー•[ ------•—・・』
4
 ，

 I
 

2
 

4
 ヘ-

iti文

（日

ー

j -----------, 
4
 

化論 III

米）

I 

ー• -••-----i•- ---—-;•一•--•-••ー・

2
 

•,. 

立r1
 

単

゜
ー

•
9
,
.

「
I
~

一
,
-
2
 

2
「

~
 

tム
躙 , 1 2 ! 

←.^”~̂ - .-、一～ ．．―^- -••-.— | ＇ ---• 土ー一9-― --•--1 

都市情 報網論 4 
| 

I . ----- ・--

福祉情報論 I I I 

衆

i
 

l
 '
 

4
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I冨］

□/ 

域 L --—-———--------r- -_I_--l __ 
- i福祉まちづくり論 I 1 4 1 

三ー一 — - ―― □―--^---—--`------~ 
／総の福祉 I | 4 | 

=---:_-_ _ _:___:_ ~--+——+____ [------—---] 
房総文化史 I | 2 

-- --̂ 

房総地誌と遺跡

福祉行政概説
” ー"-一ー •-•" -—-. l- --． i--—-••--. 」"＂ --•一—•- -•-. ！ 



190 

企
皿;"
 

概
．

ッ―.-＿ 
一
ポ
―

i

ス
―t

 
il 

-

]

生

-

．

 

T.,

.~ 

系

列 授 業 科 目

-
.
I
i
'
 

9] 

専 1 生

門

科 I
l-l 
群：社
w , •ー・・・・

＇児

涯 習 念
皿111.n 

福祉制度論

.. ～． .....1 

年次およひ単位数 最低修得
------ ---, ----- -•マ．．．．．i -一・： ！備 考！
1年 '!2年 l3年 i4年皐位数 ， 

●●●●●●―I.....．^ •- - ---- . ・・・ •—• - • --- -- --I 
: ! 「専門科目群N（福

祉 1)」0)中より，

16単位以上選択必

修。 I

I 

，
 
！
 

2
 

4
 

?l 

福 祉 企
叩̂{(ぶ＂

l 

-—• 

i 

へ，

福岡内者福祉嘩
り1:' —•• • • ー・

l 似j齢者福祉＾論-
・女

4

4

-

4

 

i 16単位，

î-4
 

＇ 福 祉 企
皿

4•1^n 

レクリエーショ

「
．
ー
~

↓_ ＿_ _ 

| 

4

.

2

 
社会福祉援助技術論 I

専',---------------------

門 社会福祉援助技術論11
f : t ! 

I 
目心理的援助 I

I群！ （発達念カウンセリンク）

V i •-.... --•一• --•••—・ ・・・—・ ・ →． ． • -•- • 9--

心理的援助 ll | 2 

へ （フェミニスト。セラピー）

福，I •一 ・'--．ー・l 」

，ネll:；身体とテクノロジ一 ， • ！ 4 
2, •-9 4 --• •• -• - ： I 

l_~, 白己表現心調 4. / 

---—-• --̂__-•- - -—--_ _L_~____J__,-- -—- -- I 

一ー＇

4
 

i
I
一．．． 
ー＇

! 4
 

2
 

「専門科日群N（福

1 祉2)」の中より， 14

1 単位以L選択必修。

| 14単位

--- i 
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．――- - -

系 年次および単位数 最低修得
授業科目 '1------—- -----―---,--------.. 備 考

1年 2年 3年 4年単位数
L ______ c_ _____ ; ___-------+—- - ---- ----- -_[__ - ------―----- -

2 (1)「福祉文化演習 I1 
。II （人間），（現

代文化）。（社会，

地域），（福祉）」の

中より， 4単位選

択必修。

-―----7 
列

社会福祉援助技術演習 I

！社会福祉援助技術演習 II
•- ^ -----、

社会福祉援助

技術現場実習 I
ー・ ・

I社会福祉援助

＇ 技術現場実習II
- -• •—-- --—- •- -l 

社会福祉援助技術現場実習

指導 I（事前・指導を含む）
------------- -

i専社会福祉援助技術現場実習

指導 II（事前・指導を含む）
門 □—-～- -—-•____.^ —-- ---——-•r ＾ヘ一—----

介護演 習
•- •—へ•、-- • -.• -- -

介 護技術 現場実習
-＾ー一． ．へ —ー ・

扉 祉文化演習 I
群 （人間）

I 
it-----―-••一•-•--―---

2 

--~—— 
！ 

+ 

科

目

3
 

＇
ー

'

-

2

2
 

L- -

i 

-
2
 

一

3
 

2
 

9

9

.

,

 

．．
 

＇：一

I 
'
,
1
 

(2)「福祉文化演習 I

• II」以外の諸科

目については，卒

業要件を満たすた，

めに（最低単位数

ではなく）十分に

余裕のもてる単位
” ー一

数を，「専門科目群

I 愈 II·III•N•

V • VI」の中より，

3 • 4年次に取得

すること。

ツ、＿．．●ー•-.. ～ -•一？ヽ------•

VI i福祉文化演習 I
i （現代文化）
ー•-- ------- ---- ----

ヘ

演福祉文化演習 I
習 （社会・地域）

• 'e tv～ ヽ— -一••ヽ• -• • -•-.._.... -• ・・

実 i福祉文化演習 I
習 （福祉）
ヽ

． w ．．•ーー・・ ・ ・

福 祉文化演習 II
（人間）

--•• • ---..．．-..... 

福祉文化演習 II
（現代文化）

-~ 

し

1福祉文化演習 II
（社会・地域）

， 福 祉 文化演習 II
' （福祉）

1 福祉文化環境研修（日本），

福祉文化環境研修（海外）

卒業論文 ！ 

2
 

..L_ ＿．．． 

l_ ＿..ヽ--••一，

i 

I 

••L ―

-
2

2

 ~ ー2 単 位

(3)「卒業論文」につ

いては， 3年次前

期までに指導教員

の許可を得て 4年

次に履修申請をす

ること。

但し，福祉文化環

境研修（日本）は，

2年次において修，

得した場合 8単位

に含める。 I 

, 2 

2
 

2
 

2
 , _______ _ ー

2

2
 

8
 ' 
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3. 特設科目群
↑------- --------

！授業科日

--------------

日本巾情 I

1 （日本の政治）
! _____________••一―-•

日本事情 II

! （日本の経済）
特:-- -•--• -- ------•----—--

1 日 本事情 III
（日本の経営）

2
 

2
 

2
 

よ几 ！ 
以 I.. -·,--•一•-．．--•ー••-••--

日本文化史人 門
---------- ”’—•••• --． t -..--••--• • ↓.  --

科 日本の近代文学 2 
9. ．^ 9 -•一•--．．．．．. ．．．． ”..  

9 日本とアジアの出版文化 2 
目 「 '-•-----—•• ●―•-—-―ー・・”----—-..--―-..,．-- -••---

日本とアジアの経済協力 2 
，． ．．．．．．^ヘ--------- -- --------・ 、オ ・・ ~ 

群 Il□1本語文章論 I 
（論理的表現）

―̂1 

4
 

2
 

！ 

！ 

-------

最低修得 I

4年単位数
——- -—•—--- ---------i --------- ------------

外国人留学生及び帰国

！生のための履修科目 I 

（］） 「日本事情 I。II

咎 II]」 「日本文化史，

人門J「日本の近代

文学」 「日本とアシ

アの出版文化」 「日

本とアジアの経済協

カ」 「日本語文章論 I

Iを II」において，

修得した単位の内，

8単位を「学科共通！

科目群III （総合科tl!
群）」に振り替える

ことができる。 ＇ 

•--•--• ^---•••:---•-•^^---

――-．．．．．．．．----•••-----．．---―------! ------• •------ T -- -__ C ___ _ 

日本語文 章論 II • I ! 2 
（文学的表現）

-.． - --------~-- ------- ---------------- -

情報メディア実習 2 ! 

---- ー•--'-••----------••一一

備 考

〔備考〕

特設科目群は，外国人留学生。帰国生か，それそれ日本語と日本の文化・歴史・経済・

政治等の基礎知識を修得する科目として置かれている。
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4. 自由科目群

「！系 年次および単位数 ll授業科目 ロロ[-3年］［
--—--- -- ---―-----| | ---• t.-1 • - ----

| | l 

法 律学概論 | 2'  
| 

丁―炒—'

：ー，勺、法 4 

l 

呂

I I ---＿」

’←,/』ヽ，＇ュ．ヽ n 子 i 4 
I i --_ ＿ ＿／--• ↓ 

I自

，由

［科

| - - ― ” -W、 l

［ 青年心理学 I '2 I 

[—•—- -------—-• ロ一•―------1
i 2 

目十―--• I 
i 

--------------- -------j ――I 

群/教育 I去：／ 2 

「
---•—--- -~----

—--—-f--;—-__~ 

公民科教育法 II

道 徳 教

特 別 活

育

動

---------------一•一• --~----~-一

生徒指導

（進路指導の理論及び方法を含む）
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系

列
，
 

業科 II

教 ff tll 
l （カウンセリ

｛l -次およひii叶り数
.... 

l什 2年 3年 1年

2 

価 苔

合

合 ーー

ー
斗
F

o

j

l

c
J
I
4
>
 

ツ
1

ツl

教訂丈習 I
(1叫j及ひ1}後指導を

り
3

合
i 料 II ↓/

j
 

［備号］

日由科Ilとは卒業に必嬰な

11てある

には加算されないか，自由に選択履修すること(})て

ヽ

J

2
 

ヽ

＼

山料1i，こマ．）し＼て
日山月I!として，教職晶程の日Ilか準備されてしヽる。これらの白

1教職，，果fり）復修Jり況叫を参！屈(j)こと(,

VI 授業科目の単位と認定

各什次において履修しようとする投業科日は， 1／ĵ、［間の糾めの指定された期llに， 1叶定の

)ji人（オリエンテーションて虚1リ］する）て）復修叶1lli]をしなけれはならない。 I復修1|ln1りは，年

間のえ晶)1,l1jをたて，叫立を取得する怠息表ぷをするii'：期初めの＇［［要な「：紐きてある。こ U)

履修叶1叶if命しを間迎えたために，投業科日の履修かてきなくなり，そ U)帖果進級はもとより，

業かてきなくなる場合もあるりて，以ドに掲ける註怠'iげ目を厳守して，晶りのなし)ように

脱修lll，叶をすること t

(1) ）復修Ill［山内捉出後 llおよひ担灯教員なとの変史，追加，取泊しなとないよう，

捉出する廿りに授業時間聞表に則してもう・＾度確認するなと，細心の注認を払うこと。なお，

脱修照合11か設けられているのて間迎いなく登録されているかとうか必す確認すること。

たたし，履修巾泊書0)返還または照合には応じないのて必す「学生控」をとっておくこと。

(2) ／復修l1%1]をしていない投業科目は，受，溝しても巾位は認められないので，投業科目の中

HI]にあたっては進級や卒業に必要な iii位の算定を慎屯に打なし,,修得iii位数かが足しない

ように）j令を期すこと。

(3) |illム ‘‘j:：期のInjÎl、}限に 2'）以い）投業HIlを！復修することはてきなし'o もしこのような

重複する投業科Ilを晶人した場合は，向科日とも存録無効になるのて注怠すること。

(4) 一度単位を修得した授業科日は，再度履修することはてきない。

(5) 脱修Ill,Ir『，りには授菜科ll，コマ。コート番号なと必要!.h項を正し＜叫人すること。五且載

I.→0)晶りや不明瞭なも 0)は1|1，山自体か無効になるのて卜分注怠すること＾

(6) コマ念コート番号とは，時間割人に授業科[Jと共に口し入されている番号て，その時限の

授業科日に固打の番号てある。
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(7) 履修車清万は 9履修11丘青内品人例」を参照して，黒色ホールペンて記人すること。

(8) 指定された期日まてに履修llii行を怠った場合は，学業の怠思なしとみなされて，退学処

分となるのて提出期llを厳守すること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

履修中請をして単位が取得できなかった投業科目については，次年度または次学期にお

いて再ひ履修することかできる。

2. 規定外履修

該背するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VIII 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試険は原則として学期未あるいは学年末に

行い，臨時試験は担＿廿教員の判断により適宜行われる。

(2) いすれの投業科目も授業時数の 1/3以 1ご欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気または正‘りな理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲ぷにより連絡する。

(4) 授業科[lによっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない1叶青によって定期試験を受験てきなかった者に対し，原則と

して学期木またぱ＇；：年木に実施する。

(2) 追試験を希嗜する者は， lE‘りな1i由を証明する，l｝面もって速やかに授業担‘l1教員に届

け出ること。

(3) 追試験は，成績表の‘11該科日にTの表ぷがなされた場合に限って受験することができ

る。

なお、追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することがてきる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，［追ぶ験受験厠 を字部'li務窄に提出しなけれはな

らない。

なお，追試験の受験料は， 1科日につき200円てある

3. 再試験

(1) 再試験は， I爪則として学期木またば芹年末に実施ずる。ただし，授業科日によってぱ

叫式験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の糾果，不合格（この場合成紺［表の‘［和亥科11にFU)人ぷかなされる）となっ
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た授業科ti0)ある行は， ‘J_i該授業科tl0)担‘li教員か再試験を行なう場合，受験すること

かてきる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することがてきる。

(3) 再試験の受験を叶IIIされた者は，「再試験受験願」を字部巾務室に提出しなけれはな

らなし'o

なお，再試験0)受験料は， 1科fjにつき1,000円てある c

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内ては，すへて監督名の指小に従わなけれはならない。なお，監督者の指ホ

に従わない者には，退場を命することかある。

(2) 試験場内ては，惰叫用具・持込みを謹された資料以外のものは，すへて監督者の指

定する場所におかなけれはならない

(3) 受験者ば‘;9ft,J［および乏験許nJllll・（追・再試験0)場合）を，机0)卜の見やすい場所

に提ぷしておかなけれはならないc

(4) 試験聞始から20分を経過した後は人室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまては退場を認めない。なお，監督者か退場を命ずる

場合はこの限りてはない。

(6) 受験行は，試験中監督者0)，i午u]を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験0)行われる学期の授業料木納0)者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができなし'o

(8) 病気・事故その他正‘りな'li由によって受験てきなかった者は，診断渇・事故証明そ

の他ji:→ヽliな'li由を証明する，l｝面を添えて，遅滞なく授業担打教員に届出なけれはなら

なしヽ。

2. 試験における1渾行為の懲成について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における冴該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行偽0)あった者の懲成処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分か確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

IX 成績発表

(1) 成績発表は，アトヴァイサーまたは演習担当教員より本人に成績表を交付するので，学

部事務室の指ぷに従って必す交付を受けること。その際，学生証を提ぷすること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績0)評価は次の記号で表わし， 60、'は以上をもって単位修得（合格）とする。



（合格）

A : 100~80点

B : 79~70点

C : 69~60点
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（正規試験不合格）

F : 59点以下（再試験受験可）

T ：追試験受験可

z ：追・再試験の受験資格なし

（追・再試験不合格）

D: 59点以下

E ：非受験

(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲示の記入例を参考にして履修申請書を記入すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

人文学部国際交流学科における授業科目は，学科共通科目群 I~III, 専門韮礎科目群，専門科

目群 I~VI, 特設科目群および自由科日群から構成されている。適切な行動}J, interactionの

能力を身につけ，実際に国際的な環境で活躍できるように科日を配憤している。

なお，自由科目においては，教職に関する専門科目が準備されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制を採用している。単位制とは，ひとつひとつの授業科目に—＾定の基準により

定められた単位があり，履修した授業科目に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価

をしたうえで，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A・B・C3段階の評価により行い， D・E・Fの評価は単位を認定しないも

のとする。

III 卒業に必要な単位ついて

卒業に必要な単位数は，次の表に示すとおりである。

ただし，自由科目は卒業に必要な単位数には含めない。

-----i ―---』』--- -----^̂ ＾^ - ．  

学部・学科 ＇ 人文学部 国際交流学科
. ---・-・ --・- ・----

系列 ---------------- i 単位数

(* 1) いずれか 1コースを選択すること。なお42単位のうち主コースより26単位以
上，他コースから 8単位以上修得すること。

※ 卒業論文を修得しない学生は専門科目群 I~VIの内より， 8単位を選択必修。
※ 外国人留学生・帰国生は特設科H群での修得単位を学科共通科l]群Illおよび専門

科目群VIの単位に一部振り替えることができる（詳細は194貞参照のこと。）
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N 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。これは

国際交流・協カコースを選択する場合である。

~---------------—--- -

1 学 年 単 位数の目安
- - ot ~ - -、

へ—- - - ～ 

1年次

学科共通科目群 I （英語・日本語）

英語 IA・ B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 2単位（必修）
英語選択科目.......................................1科目 2単位

日本語 IA• B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）

学科共通科目群II （情報科学科目群）………… 2科目 4単位

学科共通科目群III （総合科目群）……………… 1科目 4単位

専門基礎科目群（国際文化と現代）………… 3科目 6単位（必修 2科目含む）

専門科目群 I （国際世界の文化と言語）… 4科目 8単位

専門科目群 II （国際交流基礎論）………… 2科目 4単位

専門 科 目 群 III （国際交流・協カコース）

1 国際交流・協力実践の方法…………………•• 1科目 2単位 国際交流・協力lコースを選択す修得単位数 I

36単位 l専門 科 目 群 N （国際コミュニケーションコース）・・・ 1科目 4単位 る場合。
---~-------------------------

2年次

修得単位数

38単位

- ←-

学科共通科目群 I （英語・日本語）

英語選択科目.......................................2科目 4単位

日本語 IIA•B....................................... z科目 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）

専門韮礎科目群（国際文化と現代）………••• 2科目 4単位

専門科目群 I （国際世界の文化と言語）… 1科目 2単位

専門科目群 II （国際交流基礎論）………… 2科目 4単位

専門科目群 III （国際交流・協カコース） 2科目 8単位］国際交流・協力
コースを選択す

専門科目群 N （国際コミュニケーションコース）… 1科目 4単位 る場合。

専門科目群 VI（専門関連科H) ·…………•• 2科目 8単位

※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは人文学

部他学科および経営情報学部より 1科目 4単位
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3年次

単位数 の目安

学科共通科目群 I （英語・日本語）
英語選択科 g.......................................2科H4単位

日本語選択科目（ビジネス英語含む）…•…•• 2科H4単位

（外国人留学生・帰国生）

専門科目群 III（国際交流・協カコース）… 6科目24単位
国際交流。協力

専門科目群 V （演習）
コースを選択す

国際交流・協力演習 I. 1科目 2単位］る場合。

専門科目群 VI (専門関連科目）・・・・・・•…••••• 2科目 6単位

修得単位数 ※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは人文学

42単位 部他学科および経営情報学部より 2科目 6単位

4年次 専門科目群 V （演習）

国際交流・協力演習II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位

卒業論文・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..1科目 8単位

（卒業論文を履修しない者は「専門科目群 I~VI」の中から 8単位を選択必

修。）

i 卒業

修得単位数

I 126単位
l - - -
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＞
 
1. 

授業科目の学年配当と履修すべき単位数

学科共通科目群

学科共通科目群は， 同 I（日本語・英語），同II（情報科学科目群） および同III（総合科目

群の三系列に分かれているが， それらの各系列のうちから 「III卒業に必要な単位について」

に示した所定の単位以上を修得しなければならない。

(1) 学科共通科目群 I （日本語・英語）

※単位数に0印を付してある科目は必修を示す。

備考7
ロ…五酬暉＿i
| I （日本語・英語）」

において，英語 IA
から英語NBの中よ

り，必修科目を含み

逍英語 II E l 2 L』／ 修。

12単位以上選択必

禾斗 語
----―-- --―--

I 目！英語 III B 
-- ------- -----------------

群英語 III C 2
 一 ．．．．．．------------ - ● ●—ー●●ー ・一

［ I,英語 III D 
,＇  ， ： 

： ・ー・ • - -------------- ―~-＿●＾●＾・・＾一● 一

ロ！ 英 •一ー語 III --• E 2 
本 '.99ム 苔五

＇央 nロ
語：—．．．--•---•

。 英 声
ロロ

9 9 
央と●●●●ー••---••

i語 英会
I ~1—• ----

英会

2
 

N 

N 

A 

B
 

汀．^
[l i I 

-・---・ 

i r-
r1 [ ］ 

ー

II 
ー ー・・ー・・

英会話
ヘ•- ---- -- ---- ・--- -- ------

i Reading & Writing 

i Reading & Writing 

III 

ー

I

I

 

2
 
2
 .
2
 -

2

2

 

12単位 外国人留学生・帰

国生は「日本語 I•, 
II •IIl·N, ビジネス i
日本語 I• II, ビジ

ネス英語 I• II」を

第一外国語として，

必修科目を含み12単
位以上選択必修。
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．．＿ ＿ ~ •ー•

系

i列 l

[-1• E-e-ading & Writing III 
I,.----•—•• ● ^^’”- -•—+• 

Speaking & Listening I 
!, + - -----••-•---—----.--―--- -- l 
/ Speaking & Listening II 
! -- —• ● •一．．．・・ • --••--•-•——• ● ●ー・・ ＾ヘ・”••------.．．．．．．． I 

Speaking & Listening III 
... 

授 業 科

Business English Writing 
---- - -- - --

学 ISpoken Business English 
科 L-------
共 IEnglish for the Internet 
通— 9 9--―----― -9  ------ - --

‘学:iPublic Speaking 

科 i----•一
群• |Reading: Case Studies 
I,——-- -----------------------

~I I＿ー］本語 I
日~- ----^---—-—---- ------―--

1 本日本語 I
I 刃五

91 9, 1 9 - - ---- `——----—--

・1日本語 II A 
央し—- -----

語 日 本 語 II B 

i,  ll 

ビジネス英語 I
I—- ----- ----------- ------ ---~- ---------―-- --—--- -

ビジネス英語II | | | 2 , 
--二.-―------~---__J―------ 9 ――-------」、- --—---•- -9一

〔備考〕

(1) 学科共通科目群では，第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生は日本語）を学

ぶ。うち，英語 IA・ I B （日本語は日本語 IA•IB•IIA•IIB) は必修科目であ
る。

A
 

B 

目

．．
 
↑
 

.~•一

年次およひ単位数 最低修得 I

．、一~ ● ~ 

3年 4年単位数
．．．→・・^”^ -

2

-

2

 
2
 

i 

----•••一--~·----

t 

， 

I `--•-••ー・

----------! 

..~ ～ ̂—~..9 

l 

＇ 

備 考

本 五
口

↓
で
"

III 

^ •一••一］

ビジネス日本語 I

ー→・

l ② i 
---------~----．--•一

： ② 

②
 

② 
上＿．ー一ー•-•--•-•一トー
:,  
i i 

—-;--•—-.-

2
 

2
 --------― l 

9] 

2
 

2
 

| 

9・・ ~ 

I 2
 

2
 

i 

—-----—--—--;＿＿＿＿ l --—-----
2
 

2
 

2
 

(2) 英語II以上の科目を履修するには，それぞれ同系列の下位科目を修得していること。

(3) 日本語 IA• I B のどちらか 2 単位を修得しなければ，日本語IIA•IIB を履修する
ことはできない。
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(2) 学科共通科目群II （情報科学科目群）

い

、`
—
列/-— -I□□□/〗［ロニ
学情報メディア論

'>

報

［ニアイア演習 I ② 4 単位言忙り
＇科情報メデ イア演習 II,1 2 

演習 I」を修得して

学
I いること。

科：
晶,------------

「マルチメディア表
現演習」を履修する

1 、
I マルチメディア表現演習 2 

には，「情報メディ

I l ア演習II」を修得し i

Iていること。-I_ -____l_ ______j_ 1 

授 業 科 目

〔備考〕

学科共通科目群IIでは，これからの社会で必要とされる，情報科学・コンピュータにつ

いての知識と技能を修得し，実務能力を養う。

(3) 学科共通科目群III（総合科目群）

1系 i 栂 業科口 し／門戸び単位数 最低修得

3年1 4年単位数 I ,m 

□---
[ I -- --9 - - I 

~-.-+-
I -; -t-7 ! 

n人間研究 II
• [ 
l （人間とハイテクノロジー）
f I 

雪夏贔擦） l -
人間研究 w
（人間と年齢） 一L_ 

〔備考〕

学科共通科目群IIIには，グローバルかつ国際的な文化のあり方を多様な切り口から学ぶ

ために，地球文化論を置いている。また，人間研究は，学際的な視点から現代における

「人間」の諸問題を学ぶ科目である。
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2, 専門基礎科目群袋専門科目群

［専門枯礎科11/tYJは， ！りI1 t} 1 1行Nil群 貼礎となる科！甘刊てある [ ！］J ! i rJ f1 1 l lifー（よ`

「ll]際llt界U) とふ］！ビ］囁祭文流•占士礎論ー［ 念協）］コースー［国際コミュニケー

ションコ スj -• :iii;J?J i 
_ 1/、11」

交流 e 協）］コース］

れる。

rlj『]［州連科 1甘廿 ．は 2り次に [[El際

てて

(1) 

(2) 

(3) 

し， 必嬰

もしくは 1 

tこずには，

専門且礎科ll

fl月際文化と現代」

I、り1i t] {: } I l l『「 I

rヽリ["J 科I l Wi I 

,；；＼ 

化にかかわる日1l, 

ま

悶コミュニケーシ

1ヽリl"JH l l llf II 

tり：l"JHIllffII 

規模U)

かてきる c,

をテーマ

ゞ
‘
ふヵ

知，！哉姿りも））を身にダ）けてもらし )tこし）

の 6分野に分かれてし)る c

ーケーションコース」 U)しS

ましい〈

曲
ふ

.，. 

あるこ 内門科tI 

科1]を、

し力、

うえての駐礎となる

て；入科Il, 

I • II I 

ン能力の増怖を図る

) u)内容と

コミ

をテ

ふ科ll l罪てある C

およ

＼てし)る e」 |[I'

t l 

して分か

1年次から系統た

よひ地域の文

-外llしれリ）日Ilを設けてし＼る。

文化と， i を 国

1 l椋

マとする科Il群てある。現代における地恥

ニケーションの屯嬰性を多様な角度から予ふこと

＇ 
ー

9

¥

 リ州］科1甘抒III (lt]際交流唸協）Jコース）

-tり：［ l tl tll l li『Ill

法」をコース必修科ll 

U)内

し，次U)ような科llを

，こ

。協）］コース](})科I!

l l標

あるし l国1；，祭交流。協力実践のカ

けている,,

1) 「ll 」
]

アメリカ

-1 14＼と中 l l本とヨーロッハJ-l l 

アとヨーロッハ」は， 1_1 4こと［囁祭地域，

と束南アシア」「アシアと

あるいは地域相 l［間の政治

なとにおける交流U)間題を｝鴨I（するためU)科Ilてある。

2) 「I[]際機構箪」 N(;()，誦ー［国際社公公叫倫」 ―間発と女1̀il-[I吋際技術協）］論j~且l

腔開発，，血i-'「I

際的な問題へのIlil解

」は， 11]際的なfr動を することに役立ち， なおかつ国

めるため U)科llてある

3) 「協力政策評価論」：国際観光開発論」「国際関係論」［アシア国際関係論」「アメリカ

国際関係論J 国際関係を理解するための科日てある。

，
 

5
 

ヽ

＼ 専門科Il群 IV の内容と教育日標

専門科日群Wは「国際コミュニケーションコース」の科目群である。「国際コミュニケ

（国際コミュニケーションコース）

ーション実践0)方法」をコース必修科日とし， 次のような科日を設けている。

1) 「言語学概論」「社会言語学」「非言語コミュニケーション論」「翻成の基礎（英H)」

「通訳の基礎（英日）」「日中翻訳技法」「日中通訳技法」「日韓翻訳技法」「日韓通訳技

法」は， は語及ひば語コミュニケーションを学ぶ科目である。
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2) 「異文化間コミュニケーション論」「異文化適応論」「日本・ II本人論J［国際人間閃

係論」「移民の文学」は，異文化間コミュニケーションに関する科目てある。

3) 「現代コミュニケーション概論」「国際摩擦とコミュニケーション」「国際コミュニケ

ーションとメディア」「組織コミュニケーション論」は，国際関係におけるコミュニケ

ーションに関して学ぶ科目である。

4) その他，観光およびジャーナリズムについて実践的に学ぶ科目を置いている。

(6) 専門科目群V （演習）の内容と教育目標

専門科目群Vは，「国際交流・協力演習 I• II」「国際コミュニケーション演習 I• II」

「国際交流研修Jて構成されている。「国際交流・協力演習」「国際コミュニケーション演

習」は，所属するコースによっていずれかを必修とする。「国際交流研修」は，国内外で

実施し，大学で実践的知識として学んだことを，実地で体験し学習する。

1) 必修科目である「国際交流・協力演習 I• II」もしくは「国際コミュニケーション演

習 I• II 」は， 3 年次• 4年次に各 2単位，計 4単位が必修となっている。「国際交流・

協力演習 I」「国際コミュニケーション演習 I」のそれそれの履修申請にあたっては，

2年次に仮登録を実施する。その方法・期日等は掲示する。仮登録を認められた者は履

修申請書に必要事項を記入し提出する。ただし「国際交流・協力演習 I• II」「国際コ

ミュニケーション演習 I• II」を履修するには，「III卒業に必要な修得単位の目安」に

示した単位を 1• 2年次に修得していることが望ましい。

また，それぞれ演習IIを履修するには，演習 Iの単位を修得していなければならない。

(7) 専門科目群VI （専門関連科目群）の内容と教育目標

専門科目群VIは，「国際社会と文化」「国際政治経済」「観光文化」の関連科目群と「日

本語教授法・英語学・第二外国語」の語学専門関連科目からなっている。

(8) その他の選択科目

捐定塁れた各科目群より修得した科目以外に，以上の科日群もしくは人文学部他学科，

経営情報笠部よりl0車位以上修得しなければならない＿0
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1系

列
I -•一

i去の村i糾lと役割

i lEl際 政治人門

因際経済事情

打

門

ー

．
 政

経

授

治

済

業

学

科

人

入

Il'］ 

1"1 

一j 

1年

年次および単位数

2年 3年 4年単位数
- ----- --. - ．．．．．．． ー・

,「専門桔礎科目群
ー・ ・ •一•---1 i（国際文化と現代）」

の中より、必修科日
を含むl(）単位以上選 i

択必修。

③
 

最低修得
備 考

2
 
2
 
2
 

②
 

韮

礎

科
＇ 

社会科学人門

近代 思想

日本の歴史と文化

本芙術史

洋芙術史

代詩歌

較表現論

本国憲法

間

西

現

比

目
群
臼
囮
支
化
と
現
代
）

9

.

,

'

,

'

,

 

～
 ー

＿
．
 

ll 

集

世界の歴史と文化
（束洋）

人 と 団

世界の歴史と文化
（西洋）

地球社会の人間観

世界女性の自己表現

国際ボランティア論

東南アジアのば語と文化
.•—-.................... 

東北アジアの占語と文化

2
 

2
 

-
2
2
 

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

,

 

I
化
よ
A
ス
ス
ー
．

A
イ
A
ム
ア
ー
・
ず
単
位

群
文
中
ー
／
，
．AI
.
l

ナ

•
A
い
4

単

1

語
ラ

B
A
I
語
一
語
卜

B
A
I
'語
10
修

ッ
フ
ー

I
語
イ
レ
ア
ヘ

I
l
語

内

国

必

ー
の
の

9

‘

 

J
イ
＇
．
語
国
タ
マ
シ
＇
．
語
国
の
か
み
択

科
界

1
世
）

F
際
語
卜

B
A
ン
中
，
＇
ネ

B
A
ア
韓
j
1
含
選

一
直

i
'
~

l1
国
ば
、
I
I
イ
、
B
B
ド
I
I
ビ
，
B
か
を

t

（
と
り
・
語
ぺ

B
I
I
ン
・
語
ラ

B
I
れ
位
以

ヽ
~

ー

＇専
， ！文化人類学
門

：科：
1 仏 教 文 化の間界

キリスト教文化の世界

ー

-

2

2

2

 

お
修
を
れ

に
囮
A
け

。

語
を

I
な

{1-ri"B'
い
い

の
I
は
て
な

て
＇
に
し
ら

全
て
る
得
な

い
す
修
は

）
 

2
 

9

,

 

9
,
 

！目
i イスラム文化の恨界
；群 ・一ー•

1 儒 教文化の世界
! I'．．．........ 

； へ ドイツ茸
i国 口口

！際ドイツ三五
世

nロ

I界フランス語 IA ! 0), ．．．．．．．-...．．-- •-•- •-

文フランス語 I B 
i化：―
！と スペイン語
-^̀ ロ

I ⑲ iスペイン語
ト• ---..• --• ••- - -• -• - ---

中 国語
-- .．.  

＇ 中国語 IB 
------ -----

;

2

2

2

2

 

T
 

IA 

10単位

10単位
」

I B 

IA 

B
-
A
 

I
-
I
 

2

2

2

2

2

2

2

2

 

------ -------- c__ -----------
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-- -

系， 9 年次および単位数
： 授 業科目 ，――-----..- -----•-------•- •-----------------• 

列 1年 2年 3年 4年
．一．．．．，~

タイ 語 IA 2 
：ー・・ ・・＿＿＿＿．． ー・ • ----- ---• -•-•---•一ー••ー・マ ．．．．．．．．．．．． ー•一

iタイ語 IB 
i 専，一―-―—- ---—•-—---- ---- -—••--- --2 
i門．マレー・
1 科 インドネシア語 IA 2 

目←—--••--•一—--- ---------•---- -------

群 iマレー・
I イン｀‘ト不シア語 IB 

．・•---- --,... 

国ベトナム韮 IA叩 2 I 
際・「••----- -•ーー―--—•-9--―――----- ．．．ー••-- -—-• --• 9 ---•--•一ー・・

世ベトナム語 IB 界 i_＿＿．-•一• _＿ ＿.---- --―-］  

のアラビア語 IA文．一—―---•―- -—- ------•-2 __ 
！化アラビア語 IB 2 
と三-―--•-•――---- •--•-—-

〗 ,1 韓国語 IA 2 
nロ ー•---•- -. ---------- --—・・ ・• -• -•- ----• ------

-韓国語 IB 2 
．・--------------- -----

基礎 英語 I 2 
-------------- --- _, •ー・・ 一—ー．．

基礎英語 II 2 
l -̀ -•-．ー• -̀ •-------- -•---... t --．... 

i, 1 国際交流・協力概説A 2 
（世界）

専-- -- ------•—-••--•---門 国際交流・協力概説B 2 
科 i (H 本）

，目いー••---• ．＿  ＿ ＿ ＿ 

群 国際交流・協力概説c
i II I （アジア）

, _______ ---- - -- ------- ----- ---- ------

国 国際コミュニケーション概説
炉←• •-—--- ----------•• ---• ---？＿＿＿＿＿＿・-------------

I ホ ．

！交比較社 会論概説
流！ ー●● ？＾ー•- -•-.-•·------

基文化交流史 I
礎 （日本：アジア）
吟！011B •—•-- --•-•--•• t - ------- ---- t...... t• 一•- ---

- 文化交流史 II
（日本：欧米）

--- 一 •—・・・ ヤー ．．． ．． 

i国際交流・協力と法 , 4 ,  
． ． ．． ． ． ．．． ．．ー••---•--- •ー・・ し．．ー•-- -．． ．． ... - --- -• ---- -- ．．- . ．．．．． .．．． 

※ 外国人留学生で「学科共通科目群 I」の英語科目の履修を許可された者は， ‘li該科日 4

単位を「専門科日群 I」のいずれか 1か国語4単位へ賑り替えることができる。

-
2
 

---- --- -— ヽ~

最低修得
備 考 ］

と—------- ----

i 

' ..~ ヤ・ •-• 

j_＿＿ 

「
'
,
＇
,→ ...9 ---•-

i 

-
2
 

'----

一

2 
――-----------、•- --------:― 

' 2  
L -------------~---

4 

4
 

弔位数 i
-- ------ --------

(2) 外国人留学生は
母国語以外の言語
科目（基礎英語 I
•II を含む）より，
いずれか 1か国語
4単位を含み， 10
単位以上選択必
修。

(3) 「基礎英語 I.
II」は外国人留学
生のみが履修可能
である。

＾ ～ 

「専門科目群II （国
際交流基礎論）」の

1中より， 8単位以上
i選択必修。

l 

8単位
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系

列
~
 

．．
 し
9

り

叶

斗

ー

f
"
i

t
、

H
—

f

ー
甘
ー

年次およひ単位数

1年 2年 3年

1 国際交流・協）j実践(})}j法 I 2 

日本と北米

l l 4こと

業

中

科

南米

ll本とヨーロッハ

日本と束南アシア

アシアとアメリカ

アシアとヨ

国 祭

国際

機

ロッ J¥‘ 

構 命
血；^＂ 

倫,．,＂ し^
ム
JI
‘、
l
i

交凶

1 l 
最低修得

l 

4年単位数

(1) 国際交流・協力
コースを履修する
者は，「国際交流も
協力実践の方法」
を含み， 「専門科
目群III」より， 26
単位以卜選択必
修。26~34単

位以上
（国際交

流参協力
コース）

l 

備 ¥J 

ー

4
 

z
 

匡

屈

（
国
際
，
父
流
・
協
カ
コ
ー
ス
）

、J（
 

lli] |；祭 4支｛府協力論

際

際

間

関

。
発

係

合
川

{^

11" 

4n" 
/＂＂ 
c
9

ニ
ー

ム
冊1{

｛

T
"
 

協力政策評価論

1 国際観光 開発扁
, __ -- - --- -- ---- ---- --

アシア国際関係論

1

t

4

4

4

 
i

、4

4

4

4

4

4

-

2

2

-

4

8 ~16りi
位以 I:
（国際コ
ミュニケ

・→ーション
コース）

(2) 国際コミュニケ
ーションコースを
囮修する者は，「専
門科日群III」の中
より， 8単位以上
選択必修。

'7  
| 

J メリカ国際関係論

1 国 際社会 公止論 4 
-------—--- ---

| 

1 開 発と女性 4 
L-------• -------- ------ -—---• ------. ＿＿_ __ ＿＿ _＿___＿;_ __--—• ----•_ _:_-—--—--—-—-------'- ＿―-‘  

4
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＇一--•- •-------- •• 
履修する者は，「国：現代コミュニケーション概論 2 I 

; -—-――-•-,．ヽ---―------―-•l --- ー•---••--.. • ---•+-••-••-------—••--•---•-----i l 

！ 際コミュニケーシ，
異文化間コミ ＇ 、ュニケーション論 i 4 ， ョン実践の方法」 i 

I を含み， 26単位以りー一•--~---― -•• •------- ------------. .. . ---. __.L_ _____________ ~----------一

言語学概論 4 26~34単 卜選択必修。

非言語コミュニケーシ

異文化適応論

専 国際コミュニケーションとメ
-- ---

門 i 組織コミュニケーション—

位以上
（国際コ
ミュニケ
ーション
コース）

□ --—• ----—•—--
科翻訳の基礎（英日） i : 2 '8  ~16単『□-ー- - -―-―-|——----•-— -―—ー一位以上 ＇ 
！ 目翻訳の技法 I 2 （国際交，

流・協力
--

群9 --• -• --• -• ^•• --------••-•-----—←-•一•--•--―丁-—------••-- -lコース）
翻沢の技法 II

N | （英日・上級翻訳技法）

□ 
- -•-9-- •一9 _ ＿ __.9―-------• --上＾ 通訳の基礎（英日）i国し --- -- -----1 2 

際 1 通訳の技法 I
コ！ （英日・実務通訳）
ミ l -• -—-•- -― 9 •一•一••--
‘ 
ュ通訳の技法 II
二 i （英日・上級通訳技法）
ヶ'--------- - -

l i日中翻訳技法
i シ--．-•一—-—----•―--

ョ日韓翻訳技法
ン ＿＿＿ ＿＿ _——•----• --- ---• 一•9- -• -l_ ＿・・—―---- •一→

コ日中通訳技法 i 

lし― -- - ------———+ •-------•- --•-•--•-_;__---—-]---•------! 
ス日韓通訳技法

9 • 4 i 

□--：言語学＿＿＿／—-一•―-］- 4 

!---- -- ----―-------―---•-....----..．-----•—・ ・・ •--1 , - ,_____ -- _ ___ ; 

/:祭/［; : : : ： 
国際摩擦とコミ ニケ、ュ ーンョン ， 4 

国際観光論 4 
I •一• •一•--- -- •---•---•一•-• -- ＿ i•--------- -
ジャーナリズム論 i 2 | 

‘`— t-—-••• •----．．．．↓＿＿．．．．．．．．．．．． i 2 - I マスコミュニケーシ ‘.:̂  ョ／，illll
,------- - -----ーヘ•-.．．．．． ..........• ----......•-- ---•• 

化込 ' ,illll 2 

-- --------.．↓ • -- i • 
ーーリズム論 1 、2

(2) 国際交流・協力
コースを履修する
者は， 「専門科目
群N」の中より，
8単位以上選択必
修。
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授 業 科
ーi 

ヽ―--. • -- •ー＾・

年次および単位数
] 

| 
最低修得 I

|•--^-——-• マ．＿＿＿● ＾--＿ ＿＿．ー ・タ・一 ――---］ | 
| 

1年 I2年 3年！ 4年単位数
備 考

国際交流命協力演習 I

専 l

国際コミュニケーション演習 I
門 I

-- -- -----

l 科
！国際交流・協力演習II

目
I ~ ~-----• ----• -—--

群 国駆→ミっーケー

！ 

| 
^- ．、一丁 ^’•-----

！ 

， 

9l 

Vi国際交流 研 修 （ 海 外 ）
|.．．．．ヽ•-- -•-—-^ 

ヘ
演国際交流研修（日本）
習 I•-....----- ．．．＾------•••、--•----．＾-----~-------••―ゴ
ヽ Iコミュニケーション ＇ 

ィンターンシップ！
ヽー•--.  --•- 9 -…• • - ~ 

1 国際交流インターンシップ，
,—-•- •--- • -•• ----…- -.• ----------—• ● ̂----

卒業 論文
-、̂-^ -.  ^--

環太平洋圏の社会と文化 I 

-------------------・・^ ．． t -

ヨーロッパ世界とアメリカ i
ー・ ・

ラテンアメリカとアメ

l 

i 
---•--_;__—-• -l 

＇ 

2
 

協
修
際

I
を

•
履
国
習
位
。

流
を
ー
演
単
と

交
J
’
力

4
こ

際
ス
は
協
の
る

国
一
者
．

J
す

ー
コ
る
流

II
得

カ
す
交
・
修

‘

’

 
ー＼
 

9

,

＇ 

I _____, ______ _:__ 

I 3 
—-- -_＿-:-- -----

I 

(2) 「国際コミュニ I
i ケーションコース」！
＇ を履修する者は，

「国際コミュニケ
ーション演習 I.
II」の 4単位を修
得すること。

て
l
.
j位
振
て

ぃ―
I
V
I
単
を
が

お
群
・
た
位
と

に
目
N
し
単
こ

次
科
・
得
8
る

年
門
田
修
，
ぇ
゜

4
専
・
り
内
替
る

I
I
I
よ
の
り
き

9

,

 3
 

‘

’

 

9

,

＇

,

＇

 

位単2
 

ー

|
|
|
「
＇
,
'
ー
「

'9,

一
_
＇
[
|
'

2

う
l

l

9
-．

i_
＇ 

9

,

 

2

-

2

3

 

「専門科目群VI （専
門関連科目群）」の中

| 
1 より， 14単位以上選
択必修。

I 

I 

際

際

経 済

経 営

際資源論
----

本語学概論

本語教授法VI （教授法）

本語教授法VII（演習）

14単位

日本語教授法N・
V•VI·VII を履修す
るには，日本語教授
法 I・II・IIIの内い

，ずれか 2科目を修得
Iしていること。

I 
4
 
4
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I＇ 系列 授 業 科 目
年次および単位数 i最低修得

備 考
1年 2年 1 3年 4年単位数

i I 

英 語学 概論 I 4 

英語表現法 I 2 
I （発 音）

英語表 現法 II 2 

専： （文 法）

門 英語表現 法 III 2 
（論文作成法）

科 i

！ 
ド イ ツ 語 II ！ 

！ 2 
目

I I 
ド イ ツ 語 III 2 

群＇

フランス語 II 2 
VI i 

フ ラ ン ス語 III
{ 

2 

＾ 専

I 
門 スペイン語 II 2 
関

連 スペイン語 III 2 
科

I 
目 中 国 語 II 2 
群
ヽ

中 国 語 III 2 
l 

マレー・インドネシア語II 2 

1 マレー・インドネシア語IIIi 
I 

2 
I 

韓 国 語 II 2 

韓 国 語 III I 2 
I 

生 涯 ス ポーツ概論 2 
I 

I 
i 

＇ 観光地理学 I 2 

観光人類学
； 2 

I 

民族文化論 I 2 

' 

I観光美術論 I 2 
し
＇ 生 涯教育と観光

I 
2 

I 
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3. 特設科目群

系

| 
＇授業科目

列
-------

日本事情 I
（日本の政治）

- --•—• ● ●ー・・ ヘー・ ・・ ＾ー•• • - -•. 9 

年次および単位数 ！最低修得
----------------~,-

1年 i2年 i3年 4年単位数 1

．．――----- --1 -'―--• --• -ー-----••.....-

2 i外囚人留学生及び帰ltl
生のための履修科日

”• 

(l) 『日本事情 I 図 II

• IIIJ ←日本文化史

人門」 「情報メティ

ア実習」において，

修得した単位の内，

4単位を「学科共通，

科日群III（総合科日
群）」に， 6単位を

「専門基礎科目群J
に賑り替えることが

I てきる 0

i (2)「日本の近代文学」

「日本とアシアの出

版文化」 「日本とア

ジアの経済協力J[Il ! 

本語文章論 I,Il」

において，修得した

単位の内， 8単位を

「各科 tl群J及び

け也学部•他学科」
に振り替えることが

できる。
」

.. 

l 

備 考

I 
日本事情 II

（日本の経済）
特 ［一—•- -• •—• ••—••••—-—--- •-•-• --•-----••—•• • →・・

日 本事情 III
（日本の経営）

設 i—--．．—●―......”―.．．．．----

日本文化史 人 門

2
 

」

2
 

4
 ヽ・ 一

科 日 本 の 近代文学

9 日本とアジアの出版文化
＇ 目 I_•-•ー・ ・・ - - - -----------

9 日本とアジアの経済協力
| .．．． ． ．．．． ．．．．． t..．--••-- -.. ．＿..．.．．．． - • --• -•—•• ●ー・・・↑

：群 i日本語文章論 I
（論理的表現）

1 日本語文章論 II

| （文学的表現）

[ -1伍報メティア実習 ! -；―-―寸―_＿＿

ー・・ヘへへ ●ー・・ 一• ^ ―^-------'-----

〔備考〕

特設科H群は，外国人留学生・帰国生が，それそれ日本語と日本の文化・歴史参経済・

政治等の基礎知識を修得する科目として置かれている。

91 

2
 l 

2
 

2
 

2
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4. 自由科目群

系 年次および単位数
[ -- ---•一＿＿＿＿ ＿＿ ： 備2_ 1 授 業 科目

L—--L- —-〗［一 2 年 □正 4 年
外国史概況

列

-

日 本 の歴史
--~_＿＿」---

, 4 i 

ヒー• --•——--------------------― i---― 

：ー ：ーー： I I L/[ ［ -口~

廿Ii近代イキリスいを一ー『ー~ I 

科し--•- —-- —+- ; ー•—--- ［ -—+------__J___-~-
| 
教育心理学 2 I 

／青年心理学口—-□-- •ロー［

／三｛去／／口／

考

I 

公民科教育法 I I 、)~. 

Ili[／遺バ敦育i*--II_＿．-— t •一―-「 ―I : I~ I 

I 

．．t ～、～．．~t. - .．．---• • ^C - - •一夕，．． ．一•一
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系：
＇ 

列，| 
授 業科目

i道徳教育
-------

特別活 動
―---

自生徒指導
（進路指導の罪論及ひJj法を含む）

由i

年次およひ単位数
--― I --------,-- -一• --• -• -

i 1年 2年 3年 4年
-------- -- - -------．^ 一-, -------

2 
'--．ヽ••-- ---•! 

2
.
2
 

↓.... --• --

教 育 相談
科 （カウンセリングを含む）

i..．．-------•-....- -，．．．．．．．-----.... ---―--．-．．．.．．.. -. 

日 総合油習 I

群総合演 習 II
-、..．．- --

i教育実 習 I
'（1i前及び1i後指導を含む）
．．．．．．．．．．ん・・•---．．．-

1 教 育実 習 II
•-• -•- - --.. 

〔備考〕

(1) 白由科ilとは卒業に必要な単位数には加算されないか，自由に選択履修することのて

きる授業科目てある。

(2) 本学科においては，印ll科llとして，教職課程の科日か準備されている。これらの自

由科目ついては，後掲の「教職課程履修」の説明を参照のこと。

-
2
 ！ 

---------

2 

2 
へ―-..．- -• 

備 ¥J 
--------------! 

i 

3
 

?
l
i
 

.

-

．

．

 

-

．

 

↑
,
＇
-

VI 授業科目の単位と認定

各年次において腹修しようとする授業科日は，毎学期の籾めの指定された期llに，所定の

方法（オリエンテーションて説明する）て服修中晶をしなけれはならない。）役修III91̂1,iは，年

間の受講計画をたて，単位を取得する怠思表ポをする学期初めの重要な手続きてある。この

脱修申請手続を間違えたために，授業科目の履修かできなくなり，その結果進級はもとより，

卒業かてきなくなる場合もあるのて，以Fに掲ける注怠＇れ項を厳守して，誤りのないように

履修申請をすること。

(1) 履修申請書提出後は，授業科目およひ担‘Ji教員なとの変更，追加，取消しなとないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなと，細心の注訟を払うこと。なお，

履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必す確認すること。

ただし，脱修1加青内の返還または照合には応じないので必す「学生控」をとっておくこと。

(2) 腹修申晶をしていない授業科日は，受講しても単位は認められないのて，授業科l!O)申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数か不足しない

ようにガ全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以上の授業科日を腹修することはできない。もしこのような

菫複する授業科目を記入した場合は，両科目とも登録無効になるので注意すること。

(4) 一度単位を修得した授業科日は，再度腹修することはできない。
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(5) 履修巾請内には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること。記載

tの誤りや不明瞭なものは中請自体が無効になるので十分注意すること。

(6) 英語必修科目および選択科目の履修申請手続は，他の科目と異なる場合があるので，ォ

リエンテーションで十分説明を受けること。

(7) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に記入されている番号で，その時限の

授業科目に固有の番号である。

(8) 履修申請書は「履修申請書記入例」を参照して，黒色ボールペンで記入すること。

(9) 指定された期日までに履修巾請を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。

VlI 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

履修巾請をして単位が取得できなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2. 規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VllI 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の 1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科Hによっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験てきなかった者に対し，原則と

しで芹期末またば学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な＇ド由を証明する ll}面もって速やかに授業担当教員に届

け出ること。

(3) 追試験は，成紹表の背該科目にTの表ボがなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな
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らなし％

なお，追試験の受験料は， 1科日につき200円である

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期木または学年末に実施する。たたし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成絹表の打該科目に Fの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，‘り該授業科目の担‘li教員か再試験を行なう場合，受験すること

かできる。

なお，再試験は，履修（再囮修を含む）した年度に限り受験することがてきる。

(3) 再試験の受験を謹11Jされた者は，「再試験受験願」を学噂Wli務室に提出しなけれはな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科日につき 1,000円てある。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内ては，すべて監督者の指ボに従わなけれはならない。なお，監督者の指小

に従わない者には，退場を命ずることかある c

(2) 試験場内ては，筆』用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者ば芦生』［または受験謹nJ,1]［を，机0)上の見やすい場所に提ぷしておかなけれ

ばならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は人室・受験を認めないc

(5) 試験開始から25分を経過するまては退場を認めない。なお，監督者が退場を命する

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の謹n]を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納0)者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気． i凡故その他正当な1i由によって受験できなかった者は，診断書・＇柘故証明そ

の他正当な事由を証明する内面を添えて，遅滞なく授業担‘月教員に届出なけれはなら

ない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における：li該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲成処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。



人文学部履修の手引と手続き 219 

IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたは演習担当教員より本人に成績表を交付するので，学

部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位修得（合格）とする。

（合格）

A : 100~80点

B : 79~70点

（正規試験不合格）

F : 59点以下（再試験受験可）

T ：追試験受験可

C : 69~60点 Z:追・再試験の受験資格なし

（追・再試験不合格）

D: 59点以下

E ：非受験

(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲示の記入例を参考にして履修申請書を記入すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

人文学部メティア文化学科における授業科tlは，学科共通科日群 I蕊 II' 専門基礎科目群 I.

II，専門科日群 I~VIおよび日由科tl群から構成されている。

なお，自由科日においては，教職に閃する専門科日か準備されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部ては単位制か採用されている。単位制とは，ひとつひとつの授業科目に一定の基準によ

り定められたり叶立があり，履修授業科目に対して，試験もしくはその他のJj法により学習評価を

したうえて，その単位を る制度てある。

単位の認定は， A・B・C3段階の謹価により行い， D 崇 E • FO)謹価は単位を認定しないも

のとする。

Ill 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位数は，次の表にぷすとおりてある c

たたし，自由科Ilは卒業に必要な単位数には含めない。

＂リ夕系

ー•- •,．＿＿·-·、一• -•--.. • -•--•一7 9 •一••• _＿＿．--・ -... 

学部念学科 人文学部 メディア文化学科
-―へ•• -•-- -

単 位数

学科共通科目群 I （メティア英語も日本語）
10 

（外国人留学生・帰国生は12単位）I -．．．．． -• -• ?．．へ•• .．．.． ---... .... ．．．-• ー.. ••ー・ 9-..... .．．．． . . ．.. ..．． -•- .．． -.． ．... •-- •• t-•--• -••--•• ----• ----• ヽ•--••• --•-• • -

学科共通科目群II （総合科目群） 6 
- - 、.... -•- • 9-• -.．... ． ．． ．．． ．．． ．一 ●ー・・・ ・••- .． 

20 

専門科目群II （テジタル表現咎ネソトワーク）

専門科日群III （映像文化）

専門科目群N （文化情報）
--

専門科目群V （キャリア形成） -
4
 

4
 

4
-
4
4
-
l

l

 

1

1

-

-I 

I —•-- ^•- - ---•- -•-- ---，•一•一• --｀ー•一•- --• ?―... -.. -- --• -—• •- •一-•一・ー•一•- 9-—: —---• --- ---• ----- -•一 •-....--•-- -' 

し専門科目群VI （演習・インターンシップ） ＇ 

l 
• 10 

- - ．^ --- ＾ .. ．．: •一・ 一•一ーー・ •-.. ． t -- • -- t ••-• •- ,．．．．． ---••ヽ• 、― , . , t - --• ••• 

I指定された各科目群より修得した科日以外
Iに，以上の科目群もしくは人文学部他学科及

20 

1び経営情報学部の科目より選択必修
（外国人留学生・帰国生は18単位） I 

I -—• ~—-••-• ---- 9--- --- --• •- --• -- -• •一•一•一．，寸―-―- --• - - - •一 9――• ---- --• 9--—-—· •“―•ニ

L 
".l- 126 

—-—--—- -—•一――••---—- --• -―•、-—-• --••‘—-^ •―•――•-—•一•---- -•—--—-— l 
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N 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

／□E〗［口I；上英語数日本語： 目 安2 科目 4単い（鱈）

―---口

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 4単位 ； 
1 日本語基礎表現

（外国人留学生・帰国生必修）

学科共通科H群II （総合科目群） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..2科日 4単位

1年次 専門基礎科目群

メディア文化基礎論

二□□）□□三；｝ 4 科目12単位（必修）

専門科目群 I （文化・社会とメディア） ••………••……•• 1科目 2単位

専門科目群III（映像文化）

映像制作概説
映 画 史｝ ·・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2 科目 4 単位（必修）

専門科目群N （文化情報）

情報メディア論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ l科目 2単位（必修） と

l~i;::q玉科共通科目群 I （メティア英間・日本語〗 ― --／ 

修得単位数 ※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは人文学

32単位 1 部他学科および経営情報学部より 2科目 4単位

English for Information Literacy I 
｝ ・・・・・・・・・・・・・・・・..2科目 4単位 （必修）

I English for Information Literacy II 

！日本語文章作成
日本語コミュニケーション ｝ •．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2 科目 4 単位

（外国人留学生・帰国生必修） ， 

学科共通科目群II （総合科目群） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.. 1科目 2単位

専門基礎科目群

情報メディアリテラシー II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位（必修）

選択科目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位

2年次 1専門科目群 I（文化・社会とメディア） ••………………• 2科目 4単位

専門科目群II （デジタル表現・ネットワーク）

インターネット基礎論 ....................................... 2科目 6単位（必修）
＇ 画像処理論 ｝ 

選択科目・・.........·•··•·········••.•....•••.•..•.•.......•.••.•.•.• 1科目 2単位

1 専門科目群III （映像文化）

掌冒青貨．：・ •/..:../../‘• □ : ： : : : ： ： : : : ： : : ： ： : : : : ： : : ： : ： : : : : : : ： : : : : ： ： : : ： ：| :]け苔靡認（必修）

，専門科目群N （文化情報）

情報セキュリ ティ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位 （必修）

選択科目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位

専門科目群V (キャリア形成） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位

※指定された各科[l群より修得した科H以外に，以tの科目群もしくは人文学

部他学科および経営情報学部より 3科目 6単位
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学年 単位数の目安
... •ー・・ ，．．．．． ．・•---........• --．- - ^ - - 、 . . .--- -

学科共通科目群 I (メティア英語唸日本語）・・・・...…•・・・・ 1 科目 2 単位

ビジネス日本語 Il ............................................. 
ヒシネス英晶 I

2科目 4単位

（外国人留学生。帰国生必修）

専門腿礎科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・• 2科日 4単位

専門科目群 I (文化R社会とメティア）．．．．．．．．．............2科目 4単位

専門科目群II (テシタル表現姿ネ、ソトワーク）．．．．．．．．．．..2科Il6単位

専門科目群Ill（映像文化）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..2科日 4単位

；専Fり科目群IV (文化情報）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 2科l.．l4単位

！専門科ll群V (キャリア形成） ・・・・•..．.．．．．．.．．．．．．．...．.．．．.．． 1 科日 2 単位

l専門和tll群VI （演習念インターシソプ）

メディア文化演習 I.............................................1科I.12単位

メディア文化インターシップ・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・ 1科目 2単位（必修） 1 

※指定された各科日群より修得した科目以外に，以 l̂．の科目群もしくは人文学

部他学科およひ経営情報学部より 2科ll4 iii位（外国人留学生魯帰［月牛は 1

科目 5単位）
-- --- - --- -- - --- -- --- -- ---- --- -- - - -- - - ----- -- - -- - ---- --- - - --

専門科［］群 I (文化参社会とメティア） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..2科目 4単位

専門科ll群Ill(映｛象文化）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単位

専l1[]科ll群IV(文ィヒ柏報） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.. 2科日 4単｛立

専門科日群VI （演習各インターシップ）

メディ ア文化演習 II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..1科日 6単位 ！ 

| （メティア文化演習 IIを囮習するには，メティア文化演習 Iの単位取得が条件！

となるのて注意すること。）

※指定された各科日群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは人文学

部他学科およひ経常情報学部より 3科目 6単位
ー•-．．-• • ----•...--- -• -----.. -•—... ＾ •--- --- ------- -― 

3
 

4年次

数

if 

9

1

 

＿
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1
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単

得
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業

修得単位数

126単位
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＞
 
1. 

授業科目の学年配当と履修すべき単位数

学科共通科目群

学科共通科目群は， 同 I （メディア英語・日本語）， 同II （総合科目群） の二系列に分かれて

いるが， それらの各系列のうちから「III卒業に必要な単位について」に示した所定の単位以上を

修得しなければならない。

(1) 学科共通科目群 I （メディア英語・日本語）

-- ---- 、 一・

系

，列
-- 、• •ー ・ヘ—- • --- -•• - -- - - •- -- .. - ．． 

1 Basic Media English I 
'--- - -- - -----、..．--• -•一•• --―--

Basic Media English II 
．． t t・・• - - ヽ ヘヘー・ 一

English for 
Information Literacy I 

----------—• -•ー＾・

!、,,_,..English for 

1 科［
~ I Information Literacy II 

．――--..．．、--- ----

共 1_ English for 
通 DigitalPublishing 
科 ←・・一—--- -- --•---• ••------••--- --

i目 Englishfor Broadcasting 
I 群三―---—-- ----•--、＿_＿＿＿＿＿_ ^•--•------ --. 

1'I English for Film Making 
---------------- --------------- ---- -----------

；日本語基礎文法 ② 
- --- --------- -- ------------ -- ----------

：一旦本語基礎表現 ②＿ 
ァ日本語文章作成
英 l...----•---•t-•---•-- ．-•- •--•一•--.＾•一•--•-、---

語 日本語コミュニケーション
- - ------ 、-- - ． ．． ．—・・． 

9 日： 日本語文章表現

本
I ------- 一^―._＿.-------ヽー•- --••-• - - - -

舌五 ： 
日 本語表現技法

日ロ ーー•--- - - ．ー•、̀ -- ---------、-------•――- -• 

-ビジネス 日 本 語 I
L ー・ ------ ----

ビジネス日本語II
.............• - -••• -• • -

ビ ジネス英語 I

授 業 科 目

ビジネ ス英語II

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。
- ------ - -

年次および単位数 最低修得
----------

1年 2年 3年 4年
ッ••--- ••---•-.... i —••• --•- ---•........- --•-•-

② 

② 
．．．．．．  

② 

• •• 

② 

i ____, 

'--------• 

-
2
 

2 ! 

- - -

2 
-―.. 

②

②

 

し＿＿――---•- ?
]
2
-

＇

-
2
 

.

-

-

．

 

G

②
 

単位数
↓ _＿__ ＿＿ 

「学科共通科目群
I （メディア英語
・日本語）」の中
より，必修科目を
含み10単位以上選
択必修。

•---•••---10 単位

備 考

②
 

外国人留外国人留学生。帰
学生・帰国生は「日本語基

| 
国生 礎文法，日本語基，
(12単位） 礎表現，日本語文

章作成，日本語コ
‘ ミュニケーショ
ン， 日本語文章表
現， 日本語表現技
法， ビジネス日本

＇語 I.II，ビジネ
ス英語 I• II」を
第一外国語とし
て，必修科目を含
み12単位以上選択 I

必修。

2
 

（備考〕
(1) 学科共通科目群 Iでは，第一外国語としてメディア英語（外国人留学生・帰国生は日本

語）を学ぶ。 上記の科Hのうち， Basic Media English I • II, English for Information 
Literacy I • II （日本語は日本語基礎文法・日本語基礎表現・日本語文章作成・日本語

コミュニケーション・ビジネス日本語 I・ビジネス英語 I) は必修科目である。

(2) Basic Media English I, Basic Media English IIのどちらか 2単位を修得しなけれ

ば， Englishfor Information Literacy I, English for Information Literacy IIを履修

することはできない。

(3) 日本語基礎文法，日本語基礎表現のどちらか 2単位を修得しなければ，

成，日本語コミュニケーションを履修することはできない。

日本語文章作
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(2) 学科共通科ill罪II

系

合科1-li罪）

ダIJ'

tit界メティア文化蘊 I

(iサ界メティア文化史）

業科目
ー

-

．

 
L
 

ー、、 - ------- -, ---- --- ----—•---·-·--—-- -,__-—••--l 

年次およひ単位数 最低修得
-. -------,-- -- ---.—•• • ••--. ・備 考',
2年 3年 4年単位数！

． ．ーー・• --•- -••I ------ --------- --------------•—’ 

2 ! 「学科共通科H群

i II （総合科目群）」＇

の中より， 6単位

以卜選択必修。 l 
! | 

科 lit界メティア文化［！倫II

）し llt-］閃祭コミュニケーンョンとインター名、 J[‘) 

通

1 科但界メティア文化論IIl

！目 （メティアと国際政治）
| 1罪！＿
| ll ll［界メティア文化論N
i~, （メディアと
総＇

合日本天術史

[「i
現

メ

［備考ー］

学科共通科日開IIは，学際的かつ広い知識の習得を目的とした総合科日群であり，「世界

メティアの文化史」「国際コミュニケーションとインタ ‘ 不ット」『メディアと国際政治」 1メ

ティアと国際経済J (j） 4領域て‘，メティアを取り巻く文化的・社会的な環境を学ぶ。

?l 

2
 

2
 

2
 

天術史 2
 

想 2
 
?] 

6単位
''  
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2. 専門基礎科目群

専門科目基礎群は，メディア文化の知識と実践能力双方の基礎を修得するため，メディアと人

間・文化。社会との関係，とくに論理と法の問題，人間の生理的条件の関係，ジェンダーとの関

係，コミュニケーションのあり方を考察するとともに， メディアに関する技法舎技術の基礎を学

ぶ科目を配償している。

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。
一ー一

＇て 1

示
, 1 授 業科目
iダlj

口I•一―--
iメディア文化基礎論 ！ : 

！ -----— ー一 群」より，必修科 I
メディア倫理と法 I, ④ i1 目を含み20単位以！

---•Iーし---- ---L_----土-------＿＿＿ ＿ 上選択必修。 i 
専 コミュニケーシ ン概論 '=  : • ! I I - I 

門〗直//ィアリーデ□
基＇情報メディアリテラシー II-1 '1 ② 

!―- ------ ---- ------ ------- l L I 20単位
礎！マスコ：：： ニケーショ‘ニムヽユ 信 ！ 2 i,  I □__ ＿――------i―---＿＿＿＿＿＿1 

科！表現基礎論 I 2 i 
I I,--―--

H Iメディアとジェンダー I 2 

群 メディアと人間（視覚・聴覚） i 2 
-- -- -------•←-——+----•一—ー―□―------］

メディアと社会 I（歴史） 2 
-1―- -------;・  ---------------—~ ------- -

II（社食馴向） 2 1 
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3. 専門科目群

専門科目群は， Iから VIO)6領域に構成されていて，初級レヘルの知識と実践能力から 1→̂

級レヘルの知識と実践能力を体系的に習得てきるように科日を配置している。

専門科目群II~VIにおいては，［テジタル表現・ネットワーク」，「映像文化J,「文化情報」

の3本柱の領域をフロック化されている。

卒業要件を満たすためにも， 一人ひとりか学ひたい専門分野の科目を， 1年次から系統11:

てて履修し，必要単位を修得することか州ましい。

(1) 専門科ll群 I （文化。社会とメティア）

専門科目群 Iは文化愁社会とメディアの関係を扱う科日群てある。現代社会の文化情報

と国際化，大衆化の観点からメティアとの関係を考察したり，消費社会とメディアの関係，

メティア関連産業の現状，社会貞献とメティアの関係を考察する。

(2) 専門科ll群II （テシタル表現全ネットワーク）

叫＂］科 ll群IIは祈しいメティアとしてのテシタル表現と情報ネットワークに関する科tl

群てある。様々な情報のテジタル表現，テータヘース，情報ネットワークに関する専門知

識を芹習すると詞時に， ド級年次より技法。技術の実習を行う。

(3) 叩"l科日群III （映像文化）

専門科目群Illは映画やヒデオなとの映像文化に関する科目群である。映画史や映像批評，

映｛象文化とシェンダーなとについて幅広い知識を習得し， ドキュメンタリーやアニメーシ

ョンの分野について，比較文化の視点から考察すると同時に，「映画制作概説」「映像技法

の基礎］「映画制作とシナリオ」「音楽・音響表現論」「アナウンス技術論J「比較映像文化

論 l岱 II」「映像文化実習」などを学んで映像文化制作を行う。

(4) 専門科日群w（文化情報）

専門科目群Nぱ情報に関するメティアと文化の科目群である。とくに次世代の出版，商

取り1に必要な知識を習得じ情報0)あり力を考察した上で，「文化情報」の実際を学ぶ。

(5) 専門科目群 V （キャリア形成）

専門科目群 Vは将来の進路選択に役立つような専門知識に関する科目群である。メディ

ア関連産業界て活躍するには，「ネットワーク・スペシャリスト」「CG検定」「マルチメ

ティア検定」「画像処理検定」といった資格を取得しておくことが必要であり，この科目

群ては，資格取得に不可欠0)専門知識を提供できるような科目を配憤している。

(6) 専門科目群VI （演習忍ィンターンシップ）

専門科日群VIは，演習・インターンシップの科H群である。「メディア文化演習 I• II」

は，「デジタル表現・ネットワーク」「映像文化」「文化情報」の 3領域に分かれている。

いずれにおいても，卒業論文あるいは卒業制作によって，学習の成果を集大成する。

3年次には「メディア文化インターンシップ」を配置し，実際の現場において実習を行

う。
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(7) その他選択科目

指定差れた科目群より修得した科目以外に，以上の科目群も」乙くは人文学部他学科および

経営情報学部より 20単位以上（外国人留学生・帰国生は18単位）修得しなければならない。

※爪位数に〇印を付した科目は必修を示す。

｀ 
列 l 授業科目 l1~f:f~I 年次およぴ単位数 1最低修得

備 考
］ 

I I文化環境とメティア 1 2 1 l ______) 
I 1年 2年 3年 4年 単 位 数 '

門｀□t夏流とメ□／ロロ_/-口— 1 万·□[〗〗:
I 大齋立1いメディア 2 

／口□ 広14単位以上選
1択必修。

位 I

/14単i〗 J



230 

目
i 1年 i2 

ー• ^^ r. ----—--
！ ② ！ 

...—•—•••—••- ．.. —• ●ー・T.. -

l映画史 ② 
.．^‘̂―- --

! i• 映像文化とシェンダー
映 像技法の基礎

専[
門 ＇ 映 像 文 化批評
科[--- --—•—- ----

目 i映像制作とシナリオ
群 □ 一•--．^＾----•-•ー••--.....

III I音楽・音響表現論

ヘ

i □ 
文比較映像文化 論 I

化 （ドキュメンタリー）
ヽ

1 比較映像文化論 II

（アニメーション）
ト—―------ ------- -

報道映像論
1-. ----------―-----^--- ------

: 象表現論

i 映像文化実習
i | --

アナウンス技術論

年次およひ単位数

ー・ ・・

最低修得 I

7
,
．
 

~
＇
ー
・
「
：
＇

②
 

2
 [ __  _ 

2 

2 

-
2
 

14単位

i 

備 考

「専門科目群 III
（映像文化））」の

1．．ドより，必修科日

を含み］4単位以 Iご
選択必修。

2
 

•----•ゴ―--- --_'_• ----•-•——-•-

2 

2 

2 l 
| 

ー：

2
 

2
 

---—-'~9 -―へ -̀i
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授業科目 1 1年 1 2年 1 3年 l ―| I 備

＿：ア論 1 ② I I 
_- | 1 ロ

専 Iデジタルア― -hイブズ論 I I ?  ~ 
門

> テン／音楽基礎論 1 1 2 | ＿1 

悶［口□ー館論 + 
＾，文化情報とジェンダー

文 I
化 社 会 情 報処理論

情 □
報電子商取引論~~;出版論 I I I : I □ M 制作論 I 1ロ

文化情報実習 I 2 

考

「専門科目群 N
（文化情報）」の中
より，必修科目を
含み14単位以上選

択必修。

i | 1 | 1 ，ロ
「専門科目群 v
（キャリア形成）」
の中より， 4単位

以上選択必修。

□+-14単位

- → -
」
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—----~-----~~------------- --------------------~-------- - -------------
艮T---:---~--=-:----i=五次およひ単位数 最低修得i--~ --=---1 

碑幽むI 口 ＿＿ー一—-—-----―-•-------------------ー， 碑 立：
' 

--VI, 

>

I 

i 

I 
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4. 特設科目群

外国人留学生及び帰国生のための履修科目であり，現代日本の社会状況と日本の文化を理解し，

日本と国際社会の関係について，認識を深めると同時に，上級の日本語能力を習得するための科

目である。

I 

年次および単位数 簸低修得

I 
授業科 目

I 1年 12年 3年 4年
備 考

単位数

I 

l 
I 

時 事研究 I 2 外国人留学生及び
（日本の生活と習慣） 帰国生のための履

修科目。

：時事研究 II 2 

（日本の文化） ： 

(1) 「時事研究 I
・II・III」におい

時事研究 III 2 
て，修得した単位
の内， 4単位を

特！ （日本の社会） ＇ 

「学科共通科目群）」
II （総合科目群

設 理解 I 2 に振り替えるこ
とができる。

科 理解 II 2 l 

； 

目 理解 III
I 

2 (2) 「国際理解 I
• II • III, 日本の

I 
！ 

2 
経済事情，日本の
経営事情事， 日本の
サービス情，日

経営事情 I 2 本の文化と現代文
学，世界のサービ

し日—本のサービス事情
スビジネス事，日本

2 のメディア情」
' I において，修得し

| 

た単位の内， 8単
日本の文化と現代文学 2 位を「各科目群」l 

| ,- および「他学部・
’ 他学科」に振り替世界のサービスビジネス 2 

えることができる。
： 

日本のメディア事情
I 

2 
~一
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5. 自由科目群

ロ授業一禾［ーロニロ／備 考
日本国憲法 2 

/―- -----― □ ----- ----+-
生拝スポーツ概論 2 

! ----j 

ロト国史］概虚 →一—---- 2 1 ----1 ,1 

ロ の歴史
--- -- ---ロ---1 __;--- ：_＿---」

4 i I 

i地 理学 I ---r 
I --――---- --- ---------l-----------~---------

地理学 II

[ー-- - -----+—+---•—- -地 誌 I 2 1 7 
1 _--

自 門一律学概論
t----t--+――-----」

・ 2 ! 

1経 済原 論7----r4 

「一—--- --~--~---ヤ- -—--------—--
i国際法 I I i 4 I――- -―-—--l~l_•一―~---

由国際経済学 4 7 直+—++/
ロ教学一概論9 -1 -1 2_______l__ 

口ー：,],-□-三

I 

！目］

群

｀聴覚教育一~
!:十今科痴齊辻T7-

l 

□|2 

法 II I I/2!___L__ 
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系／――--- 1 年次およひ単位数 1 

列 授業科目口正□五― 3年 4年 備n麗一一徳教育一

特別活動-—" 2t-自 □—~
生徒 指溝
（進路指導の理論及び方法

由 を含む）| 

科：／□□グをぃ） 2 
-9-―- 1,  l 

総合演習 I

目[:冨:—-［-―□―- ： 
群教育実習 I

! I I 
I 3 

I （事前及び事後指導含む） ' 

1教育実習 II

〔［言；言；;ーニ三三：直れすて尺::ロニ

2

2

 

i

l

_

 

考

口
ー
，
~

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の

方法（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない。履修申請は，年

間の受講計画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この

履修申請手続を間違えたために，授業科目の履修ができなくなり，その結果進級はもとより，

卒業ができなくなる場合もあるので，以下に掲げる注意事項を厳守して，誤りのないように

履修申請をすること。

(1) 履修申請書提出後は，授業科目および担当教員などの変更，追加，取消しなどないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。なお，

履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認すること。

ただし，履修申請書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとっておくこと。

(2) 履修申請をしていない授業科目は，受講しても単位は認められないので，授業科目の申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎菫に行ない，修得単位数が不足しない

ように万全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以tの授業科目を履修することはできない。もしこのような

爪複する授業科Hを記入した場合は，両科目とも登録無効になるので注意すること。
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(4) 一度単位を修得した授業科目は，再度履修することはできない。

(5) 履修申請書には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく叫人すること。記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので卜分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に記入されている番号で，その時限の

授業科目に固有の番号である。

(7) 履修申請書は「履修申請書記入例」を参照して，黒色ホールペンて記人すること。

(8) 指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

履修申請をして単位が取得てきなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2. 規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VIII 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の 1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面もって速やかに授業担当教員に届

け出ること。

(4) 追試験は，成績表の当該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(5) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。
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なお，追試験の受験料は， l科目につき200円である。

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科目に Fの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，当該授業科目の担当教員が再試験を行なう場合，受験すること

ができる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科目につき 1,000円である。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は入室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。
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IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたはメティア文化演習担当教員より本人に成績表を交付

するので，学部事務室の指示に従って必す交付を受けること。その際，学生証を提示する

こと。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以 l：をもって単位修得（合格）とする。

（合格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A : 100~80点 F : 59点以下（再試験受験叩 D : 59点以下

B : 79~70、r!j、 T:追試験受験uJ E :非受験

C : 69~60点 Z:追・再試験の受験資格なし

(3) 成績についての疑問，質間等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲示の記入例を参考にして履修申請書を記人すること。



女性学副専攻

女性学副専攻 I 
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女性学は，人間に対する新視点によって20川紀後半に成立した研究領域てす。学際的，比較文

化的な「女性学］という学間はアメリカで牛まれ，その後，各国の大学に新しい教育と研究のカ

リキュラムかでき，女性差別の存在する社会制度の考察と分析，差別を正当化し維持する思想と

文化の構造，また差別の原因や要因の研究に関する多くの業績を積んできました。本学は，その先

進的な学問にいち『＜注llし，平成 8年 4月， l1本で初めて女性学専攻修t課程を開設しました。

経営情報学部ならひに人文学部においても，戸戸1か女性学の視点を確立して「人間」『文化J
「社会」への深い洞察力を深めて，超高齢化と少f化という制約の中で男女共生社会を構築して

いき、 21t廿紀の社会の担い手となる人材を蓑成するために，女性学副攻を置いています。 4年間

の中て；女性学関連科日を副専攻として学習することにより，一人ひとりかキャリア形成を目指

していけますc

1. 女性学関連科目と修得認定単位について

本学には，女性学関連科目

4年間て所定の単位以 t修得し

学副専攻修得認定祉」を授与しま

i l 名
ー

iアジアの女性論

iジェンダーと文化

，女性と表現

染織文化 I (H 

1人間研究入門（生魯シェンター）

iジェンダーと福祉社会

女性起業家論
1 ジェンダーと消費文化

，染織文化II （アジア） 

＇ジェンダーと観光文化

！メディアとジェンダー

I映像文化とジェンダー←

i文化情報とジェンダー

i女 性学
i女性文化史 I （日本）
| 

女性文化史II （世界）

世界女性の自己表現

Iジェンダーと経営姿情報
--

ジェンダーと国際分業

H本の社会 II（女性と家族）

アメリカの社会 II （女性と家族）

女性と社会 I（家族癌仕事）
女性と社会 II （地域俗余暇）

女性福祉論
―--- --

心理的援助II（フェミニスいセラピー）

開発と女性
＾ー

Iグローバリゼーションと女性政策
テレワーク •SOHO 論

あり' 1年次から履修叶画をり：てていきます。

知識毯見識を修得したことを認め，「女性

ト
6

3
 

1•1 

り2
 2

2
2
2
2
2
2
2
 

4
 

備 考

2

2

 2

2

4

 

2
 

メディア文化学科必修

福祉文化学科は2年次以上
-

2
2
2
2
2
4
4
2
2
 

一
↓
 

4
2
4
2
2
-

------- - ------＿ー：

--―- --•一•-- -------; 
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2. 女性学副専攻の登録から修得認定証授与まで

4月入学生

学年
L_•---••—•• 

手 続 関 係

1年次 4月 オリエンテーション

模擬エントリーカードの提出

2年次 4月 オリエンテーション

副専攻登録カードの提出

登録料： 50,000円
`―上—-- ----- ------- -------- -----

3年次 4月 オリエンテーション

- -- - - ----- ------------ --- ------------------

4年次 ! 4月 オリエンテーション

I 10月 修得認定証の交付願いの提出

認定申請料： 30,000円
--~--- - - ----------------------

------ --- - -------- - - -- - -------------------------

卒業時 3月 女性学副専攻修得認定証の交付

9月入学生

●●―------------—-——7 

修得単位の目安

4単位 l 

i 10単位以上

学年
L----------~------

手続関係 修得単位の目安

1年次 ， 9月 オリエンテーション 4単位

模擬エントリーカードの提出

2年次 9月 オリエンテーション

副専攻登録カードの提出

1 登録料： 50,000円
---------- -

3年次 9月 オリエンテーション

4年次 9月

I 4月

8単位

10単位以上

卒業時

オリエンテーション

修得認定証の交付願いの提出

認定申請料： 30,000円
ヽ―-- - - - - - -

------------- ---------------------

女性学副専攻修得認定証の交付

10単位以上

32~40単位

女性学副専攻登録者は，本学で開催されるジェンダー・女性学研究所主催の国際会議，ワーク

ショップ，各種フォーラム等に優先的に参加することができます。また，国内外の研究者とも交

流を深めることができ，国際的感覚を韮うことができます。

将来の進路として就職を希望する学生は，公的機関，女性団体および福祉団体等が要求してい

る能力を身につけることができるので，就職活動時において有利になります。さらに，女性学副

専攻において蓑った女性学の視点は，大学院修t課程女性学専攻の研究領域につながり，大学院

進学後の研究がスムーズに進みます。

※女性学副専攻科目に関する問い合わせ先 → ジェンダー笞女性学研究所

履修，登録に関する問い合わせ先 → 学部事務室
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 人文学部における女性学関連科目について

i 

［ 科
アジアの女性論
ジェンダーと文化
女性学
染織文化 l （日本）
染織文化 II （アジア）
女 性 文 化史 I （日本）
女 性 文 化 史 II （世界）
女性と表 現
女 性 と 社 会 I （家族，仕事）

i女 性 と 社 会 II （地域啜余暇）・
1日本の社会 II （女性と家族）
1 アメリカの社会II （女性と家族）
ジェンダーと福祉社会

！女性起業家論
1 ジェンダーと経営多情報
iクローバリゼーションと女性政策
テレワーク ・SOHO論
ジェンダーと観光文化

次年ー当コ
し酉

,
9
 

ー
数f
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―
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2
4
4
2
2
2
2
2
2
2
4
4
2
2
2
2
2
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目
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＇ー

科
単

設一開
・
科

i

学ヒ，ー文際国

. -...• -．．．．．．-

他学部•他学科
．．  ^ •ー・ ． ．．．． 

目 名

2
2
2
2
3
3
3
2
3
3
3
3
2
2
3
4
4
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念

傘

0

0

俗

o

.

.

 

＠

魯

e
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.

 

0

＆

⑮

磁

一

1
1
1
1
2
2
2
1
2
2
2
2
1
1
2
3
3
2
 

他学部•他学科の
女性学関連科目を
自由に選択。

合 計 40単位

------- - - ----- - --- ------

福 祉 文 化 学 科 開 設 科 目 他学部•他学科
- ----- ．＿＿ ＿ ＿ ．＿＿ ＿ ＿ 

単 位数配当年次
一—- -------. --

4 ! 1 • 2 
4 • 2 • 3 
2.  1 • 2 
2 ・ 1 • 2 
2 2 • 3 
2 • 2 • 3 
4.  3 • 4 
2 3 • 4 
-------, ____ - -------

22単位

目

ジェンダーと文化
女性学
人間研究入門（生・ジェンダー）
女性と表 現
女 性 と 社 会 I （家族・仕事）

I女性と社会 II （地域＠余暇）
女性福祉論
心理的援助II（フェミニスト・セラビー）

計

科 名

： 
L ---

合

他学部。他学科の
女性学関連科目を
自由に選択。

．ヘ―..

10~18単位以上
ー・・ --------- ------------

1 ~9 - - -．．--• --•• • - ----- --• --- ---̂  -- - ••----•-- - --•一三一

国際交流学科開設科目 他学部•他学科
- ---------- ---- - ーヽ― ---------,-------― 

科 目 名 単位数 配 当 年 次
- - ----, ---------- -↑  ---.  ＾ • --• • • -•--. 

2.  2 • 3 
4 3 • 4 

6単位 i 

世界女性の自己表現
開 発 と女性

合計

..• -

1 メディア文化学科開設科目
＾夕•--•..^ - • -• --・・・----------

科 目名
----- -

メディアとジェンダー
映像文化とジェンダー
文化情報とジェンダー
[ ----•へ＿＿＿＿＿

ロ
~----- --------

他学部•他学科の
女性学関連科目を
自由に選択。

26~34単位以上

-i l̂ 
--- -

-- ----- --

他学部•他学科
・^ ・・

単位数 I配当年次，

2 I 2 • 3 
②,  2 
2 2 • 3 

、t ．ヽ- -------

6単位 26~34単位以上

他学部•他学科の
女性学関連科目を
自由に選択。

， 
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4. 経営情報学部における女性学関連科目について

ジェンダーと経営・情報 2 I 2 • 3 i 自由に選択。
ジェンダーと国際分業 1 2 2. 3 

，グローバリゼーションと女性政策 2 ! 3 • 4 //―ク・ SOHO論 2 3. 4 
―•一•--― -----―-― ーロ―-___L______—--

合 計 12単位 ］20~28単位以上
9 9 

~--------- ------------------------------•一…•• -• 

サービス経営システム学科開設科目 他学部•他学科
-----—- -• •-- -——- -―丁―•- L-9__＿ 

--］ 

科 日名 単位数，配当年次 i

---—-------- ----- -—- •---- ---- --—上—- ---• 1 ] 

ジェンダーと消費文化 2 ' 1 • 2 
ジェンダーと福祉社会 2 I 1 • 2 

i女性起業に→吟合＼暉， 2 I 1 • 2,  
ジェンダーと経営・情報 2 I 2 • 3 

1ジェンダーと国際分業 2 ! 2. 3 l 

グローバリゼーションと女性政策 2 i 3 • 4 
テレワーク •SOHO 論 2 I 3 • 4 

------------------------•-•—- ．． •一・・・••-.. . - ---•----- - -- ----- ------~- --- •山—― --- --

他学部•他学科の
他学部•他学科の
女性学関連科目を
自由に選択。

合 叶 18~26単位以上



H本研究副専攻

日本研究副専攻 I 
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日本研究副専攻

21世紀は国際化の時代といわれ，そうした新但紀構築に寄与できる慨かな感性と知性を持つ人

材が求められています。その中ても特に，異文化理解に対する確かな知識を持つことは，クロー

バリゼーションの時代では不可欠と思われます。 1廿界の文化を理解するためには，日本の文化や

社会についての知識也理解か前提であり，また，外国人の場合は， H本を研究することにより，

自分の世界への認識を深めていくことができます。本学ては，各学科に基づくそれそれの学問領

域での知識の形成とともに，こうした視点から日本についてより一層の知識を修得するための学

問領域として，日本研究副専攻を設置しています。

人文学部国際文化学科ては，日本について高度な学習が可能なように，地域文化研究の学間領

域として「H本念束アジア文化分野」を学習する科目が配i置されており，日本研究を重点的に進

めることができます。日本研究副専攻はその学間領域をさらに広けて，令学部念全学科の学生を

対象として，日本研究を副専攻として学習し，地域研究の視点零方法を会得し，日本の「文化J

「歴史」「文学」「苫語」「社会」への深い理解の形成をはかるように配眉されています。

日本研究副専攻は，国際文化学科における日本研究関連科目を中心として，その他の学科にお

ける関連科目，外国人留学生・帰国生を対象とした特設科目，日本語教育のための日本語関連科

目，日本研究センターが提供する特別レクチャーや日本研究セミナーで構成されています。

日本研究関連科目を副専攻として学習することにより，学生は 4年間の中で，他国の文化・社

会などへの深い洞察力を養い，国際人として幅広い教養と応用能力に富む資質の基盤を築くこと

ができ，そして一人ひとりが未来に向かってキャリア形成を育むことができます。

なお，従来のアドバイザー制度とともに，副専攻のアトバイザーとして，日本研究センターの

スタッフが，勉学について指導に当たります。

1. 日本研究関連科目と修得認定単位について

本学には，日本研究関連として，別表 1, 2のとおり経営情報学部ならびに人文学部に開設さ

れており， 1年次から履修計画を立てていきます。 4年間を通して32単位以上修得すると，日本

研究の知識・見識を修得したことを認め，「日本研究副専攻修得認定証」を授与します。

2. 日本研究副専攻関連科目の修得認定単位について

(1) 当該学科に開設されている関連科目を含み，人文学部の学生は別表 1, 経営情報学部の学

生は別表 2に掲げられている科目から32単位以上を修得してください。

(2) 所属する学科以外の学科において開講されている日本研究関連科目の履修は，他学科履修

単位として卒業単位数に含みます。

(3) 外国人留学生・帰国生については，別表 3-1, 2に掲げられている特設科目より修得し

た単位の内 8単位が，日本研究副専攻科目修得単位数として認定されます。
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(4) 日本語関連科目については，別表 4に掲げられている科目より 8単位が，日本研究副専攻

科目修得単位数として認定されます。

(5) 日本研究センターが提供するサマースクール講座を履修した場合は，副専攻科目として単

位振替が可能です。

3. 日本研究副専攻の登録から修得認定証授与まで

4月入学生
一―----

学年 手続関係
- --- -- - ------------+---- ---

1 年次 4月 オリエンテーション

模擬エントリーカードの提出
---

4月 オリエンテーション

副専攻登録カードの提出

登録料： 50,000円
--[———---—- -—- ---- ---- --—- -—--- --------―----------―--

3 年次 4月 オリエンテーション
-----------~-、_ _ ＿ ＿ ＿ ＿ _ _ _ 

4 年次 ， 4月 オリエンテーション

10月 修得認定証の交付願いの提出

申請料： 30,000円

2 年次

1 修得単屈mぃ---~~-------, 
4単位 t 

▲ • • --- 、

＇ 

10単
.. --.,~ 

10単

卒 業時
~~‘’”‘ヘ―-．．

3月 日本研究副専攻修得認定証の交付
-----------------------――一＾ー、』

9月入学生
-

学 年
←.―--•ー・••-．．．．．．．-、 --••--•••-•一•-- --- •--• --

1 年次 9月

2 年次

---

3 年次
一一

4 年次

時

-．
 

業卒

手続関係
-- ----

オリエンテーション

模擬エントリーカードの提出
i ------------------—----------- --―----------- --------―――----

! 9月 オリエンテーション

副専攻登録カードの提出

登録料： 50,000円

9月 オリエンテーション

, 9月 オリエンテーション

4月 修得認定証の交付穎いの提出

申請料： 30,000円

9月 日本研究副専攻修得認定証の交付

32単位
----

修得単位の目安
---

4単位

i 
[ ------------．_ _------
| 

8単位

32単位

H本研究副専攻登録者は，日本研究センター主催の特別講油会，ワークショップ，各種フォー

ラム等に優先的に参加することができ，また，日本研究のための特別レクチャーやセミナーを無

料で受講することができます。
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将来の進路として，教育職（日本語教員含む）・研究職等を目指す学生は，日本の文化，歴史，

社会について必要な知識を身につけることができます。海外において企業および行政機関の仕事

に従事する際には，日本研究から得た知識は，よりよい人間関係を築いていくために必要なコミ

ュニケーション能力の基礎になります。さらに，日本研究副専攻において養われた日本研究の視

点は，大学院修士課程国際文化専攻の研究領域につながり，大学院進学後の研究かスムーズに進

みます。

詳細については，オリエンテーション時に説明をします。

※日本研究関連科目に関する問い合わせ先 → 日本研究センター

履修および登録手続きに関する問い合わせ先 → 学部事務室
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4. 人文学部における日本研究関連科目について
別表 1

：文

， 

化

歴

史
ピー

r 房総地誌と遺跡

文口主文笈概論一

l学
日本の文学 I （古典）

I 日本の文学II （近代〗
! ~--

＇言

評

ー~
単位 I配当 各学科における開設状況

I ］ 授 業科目

I 
数 年次 国際文化 福祉文化！国際交流 1文メ化ディア

i 

J I U（日国本際文総化合）講座II I 4 1•2·3 

゜日本の歴史と文化 2 1・2 

゜ ゜日本美術史 2 ! 1・2 

゜ ゜1 • 2 • 3 i | 
I 

゜ロ女比性較巾柱文文較文化

4 2 • 3l 

゜
i 

化学論 4 ， 2 • 3 I 

゜
i 

化史 I （日本） 2 2・3 

゜染織文化 I （日本） '2 1 • 2 I 

゜地域観光文化論 I （日本） 4 3・4 

゜
！ 

日本文化概論 4 1 

゜雪！ （日本）
4 4 

2・3 

゜
i 

； ゜゜
2・3 

i 

本） 2 2 
2•3 

゜＇ 1•2 

゜4 2 

゜
I ！ 

2・3 〇自由科目 〇自由科目
---」-

I 4 3・4 

゜4 2・3 

゜
I 

4 

4 i I 

I日本語学概論 4 ！ 

日本語と文化 ゜2 ！ 

日本の思想 4 l 

日本の社会 I（政治と経済） 4 
>-----------・--心 ： 
日本の社会II（女性と家族） I 4 2・3 

゜日本・日本人論 4 § : i 
゜ ゜- 1 I゚80／ロ-•阿□豆

東洋思想受容史 4 , 3・4 

国際交流・協力概説B（日文） 2 1・2

各学科に配置している科目の単位数合計 6 

科学る△ヽしてし講

科
＿
科

開

学
―
学

報
一
報／
 

経

経

-
3
-
3
-

.~. -
2
-
2
 

当
次

．
 

配
年

口`
科るきで修履ら、J力部学報情営経



250 

5. 経営情報学部における日本研究関連科目について
別表 2

授業科目
単位 配背＇ 各学科における開設状況

数 年次
------ - 、-パ

経営情報 国際経営ぃ土戸止環境 サービ科経
I - ― ャ位贔-―--―ー→営シスアム

C>JIU国際総合講座II（日本文化） 4 
-

一—

i化都市文化論 I （日本）

歴―

皮，――-----

1 日本の歴史

社，
経営史

！ぢ
I /:,. 日本企業論

4
 
4
 

1 • 2命 3

3忌 4

2・3 0日由科目 〇自由科目

4 l • 2 • 3 

〇自由科目

4
 

3
4
 

．．
 2

3
 ゜各学科に配置している科目の単位数合計 20 

O
'
8
 ゜

4
 

人文学部から履修できる科日

！ 
授業科目 車位 配当

数 年次
開講している学科

日本の歴史と文化 2 l ・ 2 国際文化学科，国際交流学科
．．．．．一 t. ．． • -• -．. t.  ．．--． 9 —• ..•--•-.... 9 ●ー．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．^．ー・ ・

！日本美術史 2 1・2 国際文化学科，国際交流学科，メディア文化学科

l i ll中比較文化----- ---------- ------

I 
文比較文学論

＾ ー一

i女性文化史 I （日本）

染織文化 I （日本）

4 2 • 3 国際文化学科

4 . 2 • 3 国際文化学科
l __•—- --•----- ~-

2 2・3 国際文化学科
--------... "······-------,~ ----. 

2 1・2 国際文化学科

化地域観光文化論 I （日本） 4 3・4 国際文化学科

H本文化概論 4 1 国際文化学科
------

日本文化史 4 2 • 3 国際文化学科
←・・ ・ • --••• •----- -• •-•• • ----•---••••- -••- -•-• • --• --• ••- ..-••-- ' → ー・

房総文化史 2 2•3 福祉文化学科
[ i_- - ------- -～ -- --T-―- --—• ••—- --• ---- •--

開遺跡と文化遺産 I（日本） 2 1・2 国際文化学科
-- - ―へ• ・・

• - -

房総地誌と遺跡 4 3・4 福祉文化学科
―.  ---

］文 1 日本文学概論 4 
――•·-··--··-•ゴ•------．_＿..．→一•----- ----

2・3 国際文化学科
• ~. .  ^―- - -——••• ● ●<------ ------- ----. --------`――― 

i日本の文学 I （古典） 4 3・ 
学！

3・4 国際文化学科
-- -- ------. -----―--- 、--- .-•- ••ー一 ヽ• •—+•・・ ＾ ー• ........^—•--•• ••-, --•------ -----・ 

1 日本の文学II （近代） 4 3•4 国際文化学科
^ ＿．三＾ヽ•一••---- •9-- --••一 ． ，． ．， ・^→ ••ー・-----------------

：口十そか叶既論 4 1・2 国際交流学科
-- ------ ------ ---~- --- ． ＾ ヽ ー・

2 2 国際文化学科
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6. 特設科目（外国人留学生・帰国生）における日本研究関連科目について

(1) 6学科共通科目 別表 3-1

（国際文化学科，福祉文化学科，国際交流学科，経営情報学科，国際経営学科，福祉環境情学科）

i日本とアジアの経済協力
|”  

‘.~ 
科

'
2
-
4
4
一
ー
・41|

ぃ

昇

口

か

か

ィ

・

―

文

-

―

―

ア
・
！
し
・
・
ー
！
」
・
一
・
ー
十

•
9
9
-

•• 

i

-

．
 

-

2

2

 

2
i
2
2
-

ィ

t

}

 

デ

―

―

―

.

-

＾

 

メ

ー

，

＋

．．
． 

，．，＇―一＇’十'’'.{

i

-

．

-

•
一
・
・

-

．

 

"

-

.

 

9

-

.

 

l

一

{— 
i

-

―
 

-

―

 

科

．

―

-

―

―

i
 

i.-

— 

学

.

-

-

.

-

• 

••• 

．

．

 ―

―

 

ヘ

・

ム

．

．

 

-

．

 

•  ̂

テ

目

）

＇

一

~. 

＿

会

i

{

ス

．

．

 

一
~
~
一

．

．

．

 

．

．

 

一
斗

i
.

シ
一
序
ネ
—

i

の

＿

＿

情

情

一
一
事
[
手

営

一

―

経

一

業

本

一

―

―

-

一

日

＿

情

―

情

一

ス

ア

ス

一

、

'

ビ

授

（

事

ー

事

ビ

ィ

-

I

I

I

済

一

営

一

ー

デ

サ

一

究

経

＿

経

―

サ

―

メ

（
—
-
研
の
一
の
ー
の

事
本
本
―
•
本

目

一

科

時

―

日

―

日

I

日

通
一
し
；
・
ー

'
l
'＇|
l
'
]

」
．
,
＇
い
．
！

士

会

共

一

ネ

科

一

ー

・

・

！

，

＇

．

」

ー

ー

，

学2
 

ヽ
~

2
 

，
~
~
、 別表 3-2 
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7. 日本語関連科目における日本研究関連科目について

別表 4

授業科目 単位『配当 I
；数 ＇年次

開講している学科
［―-•——- - ---—-- -- --—-- --- l - →- --- -—--、――-- -~-」

日本語表現法 I（表記・文法・LLを含む） 2 ! 2 ! 国際文化学科

基「―—--
日本語表現法II （文章） 2 1 2 ！ 国際文化学科

--、- --＾ -- - -、----- 一―

日本語表現法III（論文作成法） 2 1 3 ， 国際文化学科

日本語表現法N （討論法） i 2 

本語教授法 I （音声） I 

1日本語教授法II （語彙） 4 ! 2 • 3 国際文化学科，国際交流学科 ' 
日ピ—--^一

本 i日本語教授法III（文法） ＇ ’ ＇ 1 , ! 4 : 2•3 i 国際文化学科，国際交流学科
圭，
n口， -- ^ - - ^＾―^ -——-----—--------—--'- ---+ --_＿_ | 

教 I日本語教授法N （教材・教具） ! 4 ! 3 • 4 国際文化学科，国際交流学科
：授 i-—-----—- --------^一

日本語教授法V （評価） 4 : 3 • 4 国際文化学科，国際交流学科

1日本語教授法VI （教授法） 4 i 3 • 4 国際文化学科，国際交流学科
一＾一――^--------――-l___ -•—-9―---̂＿ l -- - --------

＊国際文化学科においては，日本語教授法 I~VIは自由科目となっています。

8． 日本研究センター提供の特別レクチャーおよび日本研究セミナー

各年度に開講する特別レクチャーおよび日本研究セミナーの講座内容は，学期初めのオリ

エンテーション時または定期的なガイダンスの中で説明します。
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1 教職課程 I 
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教 職 課程

I.教職課程の履修について

教職課程は，中学・高等学校教員の免許状（教育職員免許状）を取得する課程である。本学に

おいては，以下で述べる教科の課程がある。免許状取得のためには，卒業に必要な科目に加えて

「教職に関する科目」など，相当斌の自由科目を履修しなければならない。

教職課程は，将来教員になる意欲のある者の履修を原則とする。学生諸君には，充実した学業

を修め大学を卒業すること，その上でさらに，教職をめさす熱意を持って最後まで努力する意志

が求められる。最近の教員採用は数において少なく，質においてもきわめて高度なものが要求さ

れており，これらの状況を充分踏まえたうえで履修すること。

II.教育職員免許状について

1. 免許状の種類および教科

本学で取得できる教育職員免許状は，第 1表のとおりである。

（第 1表）
．＾’ー• •-.., 

免許状の種類
． ．． ＿．．．．．．． ー・

中学校教諭 高等学校教諭
一種免許状 ・ 一種免許状

•--•—•• •—• ----．．．． ．一●ー一．．．． ． r-一— ー・—●—●●● ••••••—•• ● -.．．一●ー•—●● ＾ ● ●一ー・・ ----• ,.•—•• ● -―--- 9•••—•-- • • ^ --• 一●●●●●—- -•• 9..-• ← --•• ヽ ＾ ● ^  •一—● •----• .i 

経 営情 報学部，経営情報学科 社 会 公 民

商業
・—- •べ••-.• -•• 9 

会 公 民
ー・・ ヽー●ー•」

福祉

公民
ート ー・ • 9 

会 ＇公民

商業
千• •----... ••---. --

至五
叩 国 語

会 地理歴史

・公民
，英韮 韮叩英 n口！

- -------- -- ・ - - - ----- -, - .． 

＇ 

福 祉文化学科 ， 福 祉 i

I 

公民
:― ー●●ー・ ・・ ^^——• • ~ --—-• . ．．．:--:-- -r - . : ---- 一●●ー•-•- -•一ー→ • -.. .,-------• ----- ．．-

I 

！ 国際交流学科
| 

社 会＇公民

英語 英語！

一 ．寸・・～ 、・ ・~ 9→.」,

メディア文化学科 社 会 公 民 ］ 
l _．．_  •一~----i___ ---^―—へ●ー・

学部 学 科

----- ---- --- -----, --- ---

国際経営学科 社
...．. -•--.... 4.... 

福祉環境情報学科

--~------- ----、- -

サービス経営 社

1 システム学科
．．． ---- -

人文学 部 国際文化学科 国

社
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2. 基礎資格と最低修得単位数

教育職員免許状を取得するためには，学士の称号を有し，さらに免許法に定める単位（第 2表）

を修得しなければならない。また，中学校一種免許状を取得する際は，平成10年 4月から施行さ

れた免許法の特例に定める「介護等の体験」も必要である。

（第 2表）

： 
免許状取得に必要な

＇ 最低修得単位数
中学校教論一種免許状 高等学校教論一種免許状

| 

教科に関する科目 20単位 20単位

教職に関する科目 31単位 23単位

教科又は教職に関する科目 8単位 16単位
I 

教科に関する科目は，免許教科ごとに定められた科目である。第5表から第27表に学科および

教科ごとにその内容が示されている。

教職に関する科目は， どの教科にも共通に設定された科目である。第 4表にその内容が示され

ている。

教科および教職に関する科目の単位には，上記の科目から最低修得単位を超えて履修したもの

が含まれる。
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lIl。単位の修得及び履修方法

1) 学士の称号を得る

教育職員免謹状を取得するには，学i:0)称号を得ること（卒業）か前提となる。まず学科ごと

に指定された卒業に必要な科目を修得しなけれはならない。さらに，その中には免＂午法で第 3表

の科日を含むという制限かある。注意して履修すること。

（第 3表）

|ズ̂ 分 履 修 方 法
i 

I II 国憲法 (2単位）

Iti)tスポーツ概論 (2単位）

，スポーツ科学 I (2単位）

1 スポーツ科学 Il (2iii位）

: Business English Writing (2単位）

Spoken Business English (2単位）

English for Internet (2単位）

1 Public Speaking (2単位）

'Reading: Case Studies (2単位）

English for Broadcastion (2単｛立）

Reading & Discussion (2単位）

Presentation in English (2単位）

Business English Conversation (2単位）

情報メティア演習 I (2単位）

情報メディア演背II (2単位）

1情報メディアリテラシー I (2単位）

|‘情報メディアリテラシー II (2単位）

必ず修得すること。

3科Il0)内より，いすれか 1科ll(2単位）を修

得すること。

なお，廿該学科において開設されていない場合

には他学科からの履修か必要になります。

9科日の内より，いすれか l科目 (2単位）を

修得すること。

なお，甘該学科において開設されていない場合

には他学科からの履修か必要になります。

6科l1の内より，いすれか 1科l」(2単位）を

修得すること。

なお，当該学科において開設されていない場合

には他学科からの履修が必要になります。
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2) 教職に関する科目

「教職に関する科目」（第 4表）は，免許状を取得するうえで，一部の科目を除き必修となる。

また，これらの科目は，学則 t, 自由科目群に区分され卒業に必要な単位数には算人されない。

（第 4表）

履修年次

科 目 1 単位

経情人文
--．．．上••- -•••一

食教 職 論 2 1 

教育原理 I
＊教育原理 II

（教育課程の意義及，

び編成の方法を含 I

む）

唸教科教育法 I
玄教科教育法 II
教科教育法 III

食道徳教育
ヘー

女特別活動

2

2

 

女教育心理 学 2 
青年心理学 2 

L __—-- ---—--- -

責教育制度 2 

2

2

 

2

2

 

3

3

2

-

3

3

4

 

科

食視聴覚教育

責生徒指導

（進路指導の理論及

び方法を含む）

食教育相談

（カウンセリングを

含む）
----------

※ 総 合 演 習 I
|※総合演習 II

※いずれか 1科目
2単位選択必修

---

賣教育実習 I
（事前及び事後指導
を含む）

教育実習 II

目

履修年次

単 位一ーー・--ー・→

経情人文
l-----• 

2
 

， 2 

2
 

2

2

 

2~3 

2 

2
 

4

4

 

～
～
 

1

1

 

3 4 

2 I 4 

L 
食印の付してある科Hは，免許状の資格を得ようとする者は必修。また，※印の付してある

科目は，いずれか l科目 2単位を選択必修。ただし，高等学校の免許状のみ取得の場合は，

「道徳教育」を「教科又は教職に関する科目」に配当する。

①「教科教育法 I• II」は，授与を受けようとする免許状の教科に関するものを，履修するこ

と。中学校の免許状を取得する場合には，「教科教育法III」を併せて履修すること。

国 語・・・・・・・・・・・•国語科教育法 I·II·III

社 会...・・・・・・..•社会科教育法 I·II·III

英 語・・・・・・・・・・・・英語科教育法 I・II・III 

地理歴史…………地理歴史科教育法 I・ II 

公 民・・・・・・・・...公民科教育法 I• II 

商 業・・・・・・・・・・・•商業科教育法 I • II 

福 祉・・・・・・・・・・・•福祉科教育法 I • II 
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②「教育実習 I• II」の履修は，第 4表の女印を付してある必修科目のうち，「教育実習 I.

II」を除く全ての単位の修得を前提とする。ただし，高等学校の免許状のみの場合は「道徳

教育」を除く。

なお，中学校の免許状を取得する場合には，「教育実習 II」は必修。

3) 教科に関する科目

「教科に関する科目」は，免許状の教科別に定められた科目で，各学科の各科目群の一部及び

自由科目からなっている。本学では，中学・高校両免許状取得をめざす教科コース別に授業科目

を開設している。当該科目は第 5表～第27表のとおりである。同一教科でも学科が異なれば指定

されている授業科目は異なっているので，所属学部学科の表を確認すること。指定された科目の

中から，女印の付してある教職必修科目を含み20単位以上修得すること。

なお，第 5表から第27表の単位数に〇印を付してある科目は，各学部・学科の卒業必修科目，

△印を付してある科目は自由科目，無印は各学部・学科の選択科目を示す。

4) 教科又は教職に関する科目

「教科に関する科目」および「教職に関する科目」の中から，最低修得単位数を超えて，中学

校一種免許状では 8単位，高等学校一種免許状では16単位以上を選択して修得すること。
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経営情報学部 経営情報学科

社会コース （社会・公民）

以下の表より， 女印の付してある科目を含み，中学， 高校それぞれ最低20単位以上修得しな

ければならない。

第 5表〔経営情報学科社会科開設科目
,―|  --

i 教育職員免許法施行規則に
免許 定める教科に関する専門教 I 
状の＇育科目 本
種類―-― ―- -— ------T--------- —---------- ----— --,------r---

----「―-----―—--
口 科 目 開設科目，単位 i履修年次~:-I 中 t → 9ヽ L•『—+ 1 玄 外国史概説 1 △ 2 2 _＿＿＿＿ロ― -- --— 

女日本の歴史 1 △ 4 2. 3 9 

------1-------

。） 唸地理学 I △2 | 2 
女 地理学 II △2 2 

し i*地誌； △ 2, 3 
~---------------------------------------—-------

中 法 律学・政治学 女法律学概論
＇唸 国際法

I-}閏［社会学 ・経済学 食国 際経済学

！貨 経済原論

i 経営管理総論
経営学史
経営史

経営科学

国際経営比較論

国際開発論

都市文化論 I

I I （日本）
i 地域と文化

経済のメカニズム
国際経済事情

社会統計学
「~- --- -- -- - ------- - -- -------—•- -

哲学・倫理学・宗教学 倫理学概論 1 △2 
宗教学概論△2

中学〕
~. ~ t - -

学

学

校

種

開 設 科 目
備 考

4
4
@
4
4
4
4
4
4
 

2 
3 • 4 
2 • 3 
2 • 3 
2 • 3 

3 • 4 
3 • 4 
1・2・3 
1・2・3 
1•2·3 

3 • 4 
2 • 3 
2 

2 • 3 
1・2・3 
2 • 3 
3 • 4 
3 • 4 

3 • 4 

4
2
2
2
 

3
3
3
 

4
 

．．． 

•222 

．．． 

1
1
1
 

3
 

3

3

 

いずれか 1科
目2単位以上
選択必修。
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第 6表〔経営情報学科 公民科開設科目 高校〕

9

,

 

許
の
類

免

状

種

一

・

ー

一

高

等

- 9t -

教育職員免許法施行規則に
定める教科に関する専門教
育科目

’̂‘’̂”-------1 ― 
··-·--~-.. 

科 目 単位，開設科目 1 単位 1 履修年次
～̂~―---- ^ ＾ _、～ -— ^i-~ --- ---I 

法律学（国際法を含む。）・ ＊法律学概論△ 2 ! 

政治学（国際政治を含む。） ＊国 際 法 4 
商法 4

＇ 経済法 4
労働法 4
国際 関 係 論 4 
国際政治論 I 4 
社会生活と法！ 2' 
国家と政治 2 
国際政治入門 1 2 

学

-- ------------------

社会学・経済学（国際経済
を含む。）

校

本 学 開 設 科 目

3
3
3
 

4
3
3
3
4
4
 ．．． 

2
 .
.
.
.
.
.
 2
2
2
 

．．． 

l
l
1
 

3
2
2
2
3
3
 

4
3
4
:
3
4
4
4
 

.

.
 2
.
2
 .
.
.
.
 

．
 

3

2

3

2

3

3

3

 

ー

： 
T ― l 

! '  

I 

備
！ 

l ^̂ -•t-• 9 

考

種
.. -•....^‘’”• -

哲学・倫理学・宗教学・
心理学

責印は，教職必修科目。

唸国際経済学
責経済原論
経営管理総論
経営学史
経営史 l

経営科学'
国際経営比較論
国際 開 発 論
都市文化論 I l 

（日本） ！ 
地 域と文化 I 4 ! 3 • 4 
経済のメカニズム i 2 1・2・3
国際経済事情 i 2 | 1 ・ 2•3
社会統計学, 2 1・2・3 i —-- -—-- -—- --7 ―- - 1 --- --］ 
倫理 学概論△ 2 ! 3 いずれか 1科
宗教学概論 1△2 i 3 目2単位以上―- 1選択必修。 1 
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商業コース （商業）

以下の表より， ＊印の付してある科目を含み，最低20単位以上修得しなければならない。

第 7表〔経営情報学科 商業科開設科目 高校〕

教育職員免許法施行規則に
免許 1 定める教科に関する専門教
状の 1 育科目
種類口—-□／ー科 目一

商業の関係科目

高

等

学

校

種

本 学 開 設 科 目
ーロ―-

開設科 目

斉会計学原理
女マーケティング論

経営学総論
経 営 情 報 論
プログラミング

演習 I
プログラミング

演習II
簿記原理
管理会計論
産業概論

人事労務管理論
ロジスティクス

管理論
経営 戦 略 論
経営 組 織 論
経営 環 境 論
労使関係論
データ通信論

システム原論

原価計算論
会計 監 査 論

経営分析論
コンピュータ

会計学
流通産業論

サービス産業論

次年修履
~:' 

位

4

4
④

4

単

②
 

2
@
4
4
4
 
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
 

4

4

:

4

4

3

3

4

3

4

4

3

 

2

.

1

.

2

 .

.

 3
 .
.
.
 3
 .
.
.
.
 

．
 

3

3

3

3

2

2

3

2

3

3

2

 

ー

I 
i 
I I 

i I 

△［二／／□／―j
4
4
4
 

2

3

3

 

•• 

l
.
 

1

2

2

 

4
3
4
 

．．． 

3
2
3
 

備 考

職 業指 導 食職 業 指 導
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経営情報学部 国際経営学科

以下の表より，

ければならない。

食印の付してある科目を含み，中学，高校それぞれ最低20単位以上修得しな

第 8表〔国際経営学科社会科開設科目
-.  -- -- -

教育職員免許法施行規則に
免許 定める教科に関する専門教
状の 育科目

i種類 I ---― --～---

［ 
”―--------------

科 目 開設 科 目 単 位 履
~一

9 1 日 本史及び外国史 i ＊外国史概説△ 2
＊日本の歴史△ 4 2 
比較 文明論 2 1・

i ------—--- -―----、---―------ i --—- ～ -

， 地理学（地誌を含む。） ＊ 地理学 I △2 
＊ 地理学 II △2
＊地誌△2

l i ------ ------—,- ----- -------- - - - - , ^  - ---―- ^ ---—- ----+ -

法 律学・政治学 i食法律学概論△ 2
，玄国際法 4. 1 

国際摩擦とコミ
ュニケーション 4 3 
国際関係論 I 4 1 
国際 関 係 論II | 4 1 1 

国際開発論 4 I 3 
国際企業法務 2 3 
国 際 政 治 論 ' 4 I 1 

食国際経済学 I 4 1・
＊経済原論 4 1・

1 多 国 籍企業論 ② 

I 

国際経済事情 ② 
公共財政論， 2 1・
企 業倫理論 2, 1・
異文化適応論[ 4 i 2 
国際経営論 1 ④ 

1 国際ファイナンス論， 4 2. 
サイバー・コマース論 4 ' 2 • 
国際経営比較論！ 4 3 
経営管理総論 4, 2 • 
経 営環境論 4 2 

，都 市環境論 l 4 2 
市民 起業家論 I 2 2 
地 域振興論 2, 
海外経済事情！ 2 ： 3 
比較公共政策論 2 1 

------ I ---------------------

倫理学概論△2
宗教 学 概 論 I△2 

---~--

中学〕

本 学 開 設 科 目
備 考

中

学

校

種

. 

i 社会学 ・経 済学

| 

！ 

学教宗

．
 

学
一
理倫-． 学II 

--j 
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第 9表〔国際経営学科 公民科開設科目 高校〕

科 目
備 考

高

等

学

2
 

2
.
 

ー

校

種

設

9 | T単位丁履修］改

ロ学概論△2
政治学（国際政治を含む。） 女国 際 法 4 

！ 国際摩擦とコ
ュニケーション I 4 I 3 • 4 
国際関係論 I 4 I 1 • 2 
国際関係論IIi 4i 1・2 
国際開発論 4 I 3 • 4 ［ 国際企業法務 2 I 3 • 4 

社会学・経済学（国際経
を含む。）

企業倫理論！ 2 I 1・2・3 
I 異文化適応論 4 I 2 • 3 

国際経営論 ④， 1 
国際ファイナンス論 4 : 2 • 3 • 4 
サイバー・コマース論 4 I 2・3・4 
国際経営比較論 4 I 3 • 4 
経営管理総論 4 I 2·3•4 
経 営環境論 4 I 2 • 3 
都 市環境論 4 I 2 • 3 
市民起業家論 2 2 • 3 
地域振興論! 2 4 

2 I 3 • 4 
2 I 1 • 2 

| -

哲学・倫理学・宗教：直学 悶□青
j 

3

3

 

いずれか 1科
目2単位以上
選択必修。

女印は．教職必修科目。
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経営情報学部 福祉環境情報学科

福祉コース（福祉）

以Fの表より， 女印の付してある科目を含み，最低20単位以卜修得しなけれはならない。

第10表〔福祉環境情報学科福祉科開設科目 高校J
,---------~--------------—’—- -----------、一-------

！ 教育職員免許法施行規
免許 則に定める教科に関す ＇ 

状の る専門教育科目
種類,----

科 目
------- -----

社会 福祉
（職業指導を含む。）

高

等

3

3

3

2

2

4

 

次

•••• 

-. 

年

2

2

2

1

1

3

 

修履

-

4

4

4

4

4

-

4

4

4

2

4

2

2

2

2

-

1

 

＇ー単

△

△

△

論

）

論

論

論

論

論

論

会

論

論

論

論

I
I
I
論

祉

論

論

論

習

I

I

I

I

I

I

＿

習

習

習

論

論

ア

ン

ト

t
-

ャ
↑
＿

/
止

fl
祉

tl
会

術

術

ィ

福

ョ

祉

療

療

一

実

演

演

目
薗
心
む
り
ス

一
概
演

含

v
助

障

営

、

ネ

ネ

メ

福

福

福

―

助

技

助

技

テ

シ

一

場

助

術

助

術

f

扶

保

ジ

経

和

一

福

社

援

援

ン

の

一

福

医

医

現

援

技

援

技

＿
斗
―
祉
を
づ

一

術

祉

祉

と

と

技

福

福

一

福

闘

ち

ヒ

マ

ダ

者

者

祉

祉

ラ

エ

一

護

護

鳳

才

ま

的

会

祉

〇

ン

ニ

齢

童

害

齢

＿

福

福

ボ

総

リ

域

t
l
p
ェ

会

会

域

ク

護

会

会

会

業

±
 

凛
祉

社

福

公

社

福

福

N
ジ

高

児

障

高

社

社

地

房

レ

地

＿

介

介

病

病

介

社

f

女

食

女

女

食

食

一

女

女

女

女

学

び

術

＿

習

社

護

及

技

び

介

祉

実

及

る

—
合
習
け

一
護

福

介

＿

実

お

一
総
助
に

童児
び

＿

及

祉

援

等

J

祉

設

む

福

福

施

含

論

会

会

祉

を

理

社

福

習

社

（

会

実

|
9
 

-

高齢者福祉，

障害者福祉

学 社会福祉援助技術

4
 

校

種

ー，ー」

本 学 開 几
又――1-n 

科 目

4
2
4
2
4
2
2
 

4

3

3

3

4

4

2

3

3

3

4

 

●

懇

．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

3
2
2
2
3
3
1
-
2
2
2
3
 

2 • 3 

備 若

2
 

3
 

2
 

4
 

！
 I
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公民コース（公民）

以下の表より，古印の付してある科目を含み，最低20単位以上修得しなければならない。

第11表〔福祉環境情報学科公民科開設科目 高校〕

本学開設科目

開設科目

＊法律学概論△2 I 2 
唸国 際 法 4 3 • 4 

＇社会生活と法， 2 I 1 • 2 
国際摩擦とコミュ

:l"~~.~~;;;;v-I 囀：ー：〗］｀｀
社会学・経済学（国際経済＊国際経済学' 4 I 3 • 4 
を含む。） ＇，女 経済原論△ 4I 1 ・ 2•3

人間と集団 2 ! 1 • 2 
1 現 代社会論 I 2 1. 2 
＇企業倫 理 論 2 I 1 • 2 

国際貢献論 I 2 I 1 • 2 
都市環境論 4 I 2 • 3 
国際資源論 1 4 I 3 • 4 
知識 社会論 4 I 2 • 3 
統計解析・

社会調査法 4 i 3 • 4 
生活経営論 4 I 3 • 4 
地域経営論 4 I 3 • 4 
流通産業論

市民起業三:: ］： 1 
「-- ― i I 

か 1
位以

学

校

種

単位履修年次］

備 考
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経営情報学部 サービス経営システム学科

以下の表より，食印の付してある科目を含み，中学，高校それぞれ最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第12表〔サービス経営システム学科 社会科開設科目

i 教育職員免許法施行規
免許 則に定める教科に関す
状の る専門教育科目
種類 I--

科目
-^— 9 - -

日 本史 及 び 外 国 史

| 

中地 理
（地誌を含む。）

中学〕
-．．．一

一—- -- ----- -、--

開設科目 単位履修年次
- - -

| ＊ 外国史概説 I△2 2 ' 
日本の歴史△4'2 • 3 
世界メディア文化論 I 2 -1・2・3 

-7―――- ----―----------------------―→ --------—• - --------

学 ＇＊地理学 I △2'2  
食地理 学 III△2 i 2 

！ ＊ 地誌匹、△ 2: 3 
I•---------~----------- -

学！法律学（国際法を含む。）食法律学概論△ 2 2 | | 
・政治学（国際政治を含，食国 際 法 l△4. 1 • 2 

！む。） i 商 法 4 2. 3 
1 世界メディア文化論III 1 2 ! 1・2・3 

校＇
一が

I 
（メァィアと国際政治）

---- ------―----------------- --—丁―- ----------- --------1------—• ----

社 会学・経済学，玄国際経済学 i△4 ・ 1 • 2 • 3 
| （国際経済を含む。） ＊経 済 原 論 ④ l 

世界メディア文化論III) 2. 1•2·3 

本学開設科目

4

3

4

 

.

.
 3
3
.
l
3
3
 

3

2

3

 

備 考

．． J 

I 
~••••一1

一^^

いずれか l科 i
I 

I 

目2単位以上

，選択必修。
＇ 
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第13表〔サービス経営システム学科 科開設科目

目ロロ
高校〕

-
A
 

学 開 設 科 目

科 目 単位 履修年次

高

等

法律学（国際法を含む。）

・政治学（国際政治を含
む。）

学教

一

宗

｛
済
~む

•o 

目

経

含

科

学

二

を

修

．
済経

学
際国

会
（

哲

、,

nu. 

ヽ

-
E
 

,I 

i
*
 

一

種

学

校

備 考

合法律 学概論

女国 際 法

商 法
世界メディア文化論III
（メディアと国際政治）

2
4
4
2
 

△
△
 

3
 

2
3
.
 

2
 .
.
 2
 ．

 

1

2

 
ー

学 女国際経済学

古 経済原論

世界メディア文化論III
（メディアと国際経済） i 

サイバー・コマース論
サービス経営管理論
公共サ ー ビ ス 論
広報・広告論

国際経営論：

倫
宗

理

教
学
学

概
概

論
論

△ 4 
④ 
2 

4
4
2
2
4
 

△ 2 
△ 2 

●

●

4

3

4

 

2
1
2
 
.
.
 3

3

 .
 

.

.

 

3

2

3

 

1

1

 

3

3

 

いずれか 1科

目2単位以上

選択必修。



268 

商業コース（廂業）
以下の表より，女印の付してある科目を含み，最低20単位以上修得しなければならない。

第14表〔サービス経営システム学科商業科開設科目 高校〕

本学開設科目

l'八ツ！ ▼ツ寸 I Jが口 '1―,1--l 

種類戸～～ ー，---+—-- -- --- ~ 

［ 科 目＇開設科目 1単位履修年次

1商業に関する科目 i女会計学原理 4 • 1 • 2 
： ［女国際マーケティング論: 4 I 3 • 4 

経営学総論’④ l 
サービス産業論 4, 2 

! : i 人事労務管理論! 4 I 1 • 2 
中' 小売経営論 '4 2. 3 

ベンチャービジネス論 4 : 2 • 3 
サービスマーケ

四 9

子 ティング論 2
簿 記原理 i 4 
コンスーマー・サティ' 1 

校 スファクション論 ② ！ 3 
サービス組織論 I 4 2 • 3 
サービス 開 発 論 ， 4 2 • 3 
サービス経営分析論 4 1 2 • 3 

I I サービスシステム論！ ② 2 ! 

I データベース・ ！ 1 9 ! 
，種］ 情報ネットワーク論 1 ② 3 

4 | 2. 3 
4 : 2 • 3 
4 I 3 • 4 

4 I 3ー □9ーゴ

l ー

3

2

 

．． 
2

1

 

考
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人文学部 国際文化学科

国語コース（国語）

以下の表より， ＊印の付してある科目を含み，中学，高校それぞれ最低20単位以上修得しな

ければならない。

第15表〔国際文化学科 国語科開設科目 中学〕

許
の
類

ロ
ー
免
状
種

教育職員免許法施行規則に
定める教科に関する専門教
育科目

科 目

国語学（音声言語及び文章
表現に関するものを含む。）

中

学

日本語表現法IIIi 2 I 3 
（論文作成法）
日本語と文化 2 2 
言語学概論 4 1. 2 
日本語教授法 I △ 4. 2 • 3 I 

（音声）
日本語教授法II △ 4 I 2・3・ 4 

（語彙）
日本語教授法III △ 4 
（文法）

日本語教授法N △ 4 
（教材・教具）
日本語教授法v

（評価）
日本語教授法VI I 

（教授法）
i 日本語教授法VII
， （演習）

国文学（国文学史を含む。）

／一 日本麟礎表現法

戸□―- ［一日喜噂学 II

学／＊漢畠刃良 I

］ 

食漢文講読 II △ 2 
（散文）

---―--t -、- --

書道（書写を中心とする。） i女書
（書写中心）

食書 道 I 
（書写中心）

2•3·4 

2•3·4 

校

種

△ 4 2・3・4 

2
 

一

-
3
 

3
 

3
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第16表〔国際文化学科国語科開設科目 高校〕

章
~

に
教

則

門

―

文

む
目

び

含

一
規
専

一

行

る

―

及

を
語
の

施
す

法

関

―

言

も

一

許

に

声

る

免

科

―

音

す

＿

員

教

一

（

関

l

職

る

目

科

学

に

育

め

科

―

語

現国
表

教
定
育

ー

ー

ー

'l,＇’
f

許

の

類

―

免
状
種

．
 

2
 

高

等

学

校

-・・・-, 
開設 科 目 単位履修年次

斉日本語学概論， 4 2 
玄日本語表現法 I, 2, 2 

（表記・文法・
LLを含む）

日本語表現法II
（文章） 2 

日本語表現法III
（論文作成法） 2 3 
日本語と文化 2 2 
言語学概論， 4 1 • 2 
日本語教授法 I △ 4 : 2 • 3 

（音声） ， 

日本語教授法II △ 4 2 • 3 • 4 
（語彙）

日本語教授法III △ 4. 2 • 3・ 4 
（文法）

日本語教授法N △ 4, 2・3・4 
（教材・教具）
日本語教授法v △ 4 2 • 3 • 4 
（評価）

日本語教授法VIl △ 4 2・3・ 4 
（教授法） ＇ ， 

日本語教授法VII △ 4 2・ 3・ 4 
（演習）

日本語基礎表現法

種

本学開設科目

国文学（国文学史を含む。） I食日本文学概論
日本の文学 I
（古典）

日本の文学 II
（近代）

備考

2
-
3
4
 

••• 
1

2

3

 

一

'

,

2

4

4

 

—-••...-•____.. --] 

| 

4
 

3 • 4 

-- ---- -- -- - ー 一 ----

漢 文 学 1 女漢文講読 I △ 2. 2 
（韻文）

＊漢文講読 II △ 2 3 l 

＇ （散文）
- ----- ------- -- - -

玄印は，教職必修科目。
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社会コース （社会・地理歴史・公民）

以下の表より，

ければならない。

唸印の付してある科目を含み，中学，高校それぞれ最低20単位以上修得しな

第17表〔国際文化学科

ー
ー

1
/
,
t
〗

次

]
 

3

2

3

3

3

4

3

4
、

4
4
2
2
2
-
4
3
3
4
4
4
4
2
2
2

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

年

2
 .
.
.
.
.
.
.
 .
 

3
3
1
1
1
3
2
2
3
3
3
3
1
1
1
 

9

|

＼

ー

ー

ー

'

|

'

一

目

一

麟

＿

2
1
2
2
2
3
2
3
c

2
4
4
4
4
4
4
4
4
、

4
4
2
2
2
-
4
4
4
4
4
4
4
2
2
,

科

＿

位
単

△

ロ

設

論

論

法

治

学

論

化

論

論

ム

情

歩

説
史
法
I
)
I
I
)
論
論
史
ア

F

ジ

i

治
庫
と
政
蕊5

特
文
暉
発
・
〖
事
ヰ

と

[

政

際

'

経

ね

幻

と

営

開

力

済

i

開

一

目

概

歴

詞

史

ァ

史

米

翡

悲

国

生

メ

経

学

科

史

の

麟

流

五

流

欧

文

文

本

属

国

本

言

い

勾

覧

本

[

[

際

汀

会

家

際

由

恥

域

呻

際

翫

際

〈

開

外

日

歴

文

日

文

日

先

近

日

近

｛

国

ア

社

国

[

国

社

地

国

国

経

国

斉

玄

―

貨

ー
―学

i

済又
土条

ご

□
社

．
 

一
学

―会

中学〕

種
社

I --•-• 9- ---—---• •--- •--- --• ---------.----

3
3
 

倫理学概論△ 2
宗教学概論△ 2

l 

- .  -----
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第18表〔国際文化学科 地理歴史科開設科日 闘校〕

許
の
類

免
状
種

1

,

＇
_
'
,
 古

司

等

外
学

校

- - 9 -

教育職員免許法施行規則に
定める教科に関する専門教
育科目

日

科

本

国

日

一
史

史

本 分

子^ 開 設 科 目

開設 科 目 単位履修年次

i玄日 本の歴史 4, 2 • 3 
1 歴史文化研究の 4 1。2

)j法

！ 文化交流史 I
（日本：アジア）

文 化交流史 II
（日本：欧米）

先 史文化論 4 
近代化論 4 
日 本文化史 4 

- --

i食外国史概説△ 2
近代日本とアジア 4 
中 国と日本 I 4 

（古代）

中 国と日本 II
（近・現代）

4

4

 

4
 

2 • 3 

2 • 3 

3
4
3
 

••• 
2
3
2
 

4

4

 

2
.

磐

3

3

 
3 • 4 

備 考

7
 
•• 

|
 

人文地理学及び自然地理学 2

2

 

△
△
 

↑

'

 2

2

 
4
2
2
 

4
2
2
 

••• 
3
1
1
 

種

＇食地理学 I
！食 地理学 II

環太平洋圏の

社会と文化

I 
文 化人類学 I
文化人類学 II
カナダの社会と

文化

ラテンアメリカ

の社会と文化 4. 2 • 3 
------- --------- ------------ --、---—- --—• - - -- - → 

誌 ！食地 誌△2 3 
一 、一ー ～ ---------~-~----

4
 

2 • 3 

1
 ：
 l
 ：
 

，
 

よ,9,
 

］
 

r
に
~

i

玄

~
 

---- ----

地

教職必修科目。
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第19表〔国際文化学科 公民科開設科目 高校〕
-_ ＿ ＿ ＿ ？ヽ―- - --、-

教育職員免許法施行規則に
定める教科に関する専門教
育科目

本 学 開 設 科 目
備 考

| 

..．.．.  t 

I 

高

等

学

校

種

目 単位！開 設科目 単位履修年次
- - ---------~”ツ[―- -- --: 

法律学（国際法を含む。）・ ＊法律学概論 I△2 I 2 
政治学（国際政治を含む。） ＊国 際 法 4 1 3 • 4 

国際関係論 4. 3 • 4 
国際政治論 4 3 • 4 
アジア国際関係論 j 4 3 • 4 

！ 社会生活と法 i 2 1. 2 
！ 国 家と政治, 2 I 1 • 2 

国際政治入門 2 ! 1 • 2 
I ＿ヘ ー一？ ,——•—- ----- ----

社会学・経済学（国際経済 ＊国際経済学 4 3 • 4 
を含む。） ＊経 済原論△4 I 2 • 3 

市文化論 I 4 ! 2 • 3 
（日本）

会心理学特論 4 • 3 • 4 
域と文化' 4 i 3 • 4 
際経営比較論 4 I 3 • 4 
際開発論 4 I 3 • 4 

済のメカニズム！ 2 1 • 2 
際経済事情| 2. 1 • 2 

2 1 • 2 
----------、い―--- --- l -、、.,_ ----

哲学・倫理学・宗教学・ ！ 倫 理 学 概 論 1 △2 I 3 
心理学 宗教学概論△ 2 ! 3 

^~ 9 •- -•---.... 9 -- • --•ーヽ—-- -•__ L ______.. ___ -----
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英語コース （英語）

以下の表より， 責印の付してある科目を含み，最低20単位以上修得しなければならない。

第20表〔国際文化学科 英語科開設科目〕
'―- ------,---—---- --------------------------------, -------

教育職員免許法施行規則に
免許 定める教科に関する専門教
状の， 育科目
種類 9,------

科
------ ------- --- -----

英語

本

ー・ ,--- ___, -- -,  ____, ___ ----- ----' 

, I 

| 

l 、i_'9ヂ:+ 開 設 科 目
備 考

・・--・--― l -，―-―---

目 開設科日 単位履修年次
・- --・ --- tt - - -—•——^ ----- - T---、---- ----- --- -―-i 

学 l食 英 語学概論↑ 4 2 ' 
アメリカ社会

の文化と英語 ― 

英語 表現法 I
（音声）

英語 表現法 II
（文法）

英語 表現法 III
, （論文作成法）

学 ，玄アメリカ文学概論
近代アメリカ文学

責近代イギリス文学

1 食英会話

l 英会話
1 英会話
: Reading & 

Writing I 
I Reading & 
1 WritingII 

Reading & 
Writing Ill 

Speaking & 
Listening I 

Speaking & 
Listening II 

Speaking & 
Listening III 

翻訳の方法（英日）
翻訳 の技法 I
（英日・実務翻訳）
通訳の基礎（英日） 2' 
通訳 の技法 I| 2 
（英日・実務通訳）， 3 • 4 

^～--―、-—--- --- t^ - ---- 9―→ -—, ---··—• -―＾い—＾·--·-

異 文 化 理 解 女異文化間コミュ 4 ; 1 • 2 
i ニケーション論 ， 

1 比 較 文化概論 4 i 1 o 2 I 

日 米比較文化 4 1 2 • 3 ! 
！ アメリカ文化概論， 4 1 
I アメリカの歴史， 4， 2. 3 l 

アメリカの思想' 4 • 2 • 3 
ヨーロッパ世界：

とアメリカ 1 4 ! 3 • 4 I 

ラテンアメリカ' | I I 
とアメリカ 4 1 3 • 4 I 

アジアとアメリカ 1 4 3. 4 '1 

アメリカ I ’ ! I 
現代文化論! 4 J 3 • 4 I I 

～タ

2
2
 2

 
2
 

2
 

3
 

一
英

~' ．．．，．  

米
―
文

中

学

校

種

高

等

学

校

種

l 
'・ ・•-. ----• • 9-••••ー•ー・

.."→至五
央 nロコミュニケーション

', 

ーー

ーI

I

 

ー

「：
・
一
'-

3
3
3
 

-
．．． 

3
3
4
 

-
．．． 

2
2
2
 

．．． 

-

―

 

-
1
1
1
 

2
2
3
 

-

：

「

,

．．
 

-
4
4
4
}
2
2
2
 
2
 
2 ! 

i 

2
 
2
 
2
 
2
2
2
 

1・2・3 

1・2・3 

1・2・3 

1・2・3 

1・2・3 

1・2・3 
3 • 4 

4
4
 

．． 
3

3

 

！ 
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人文学部 福祉文化学科

福祉コース（福祉）

以下の表より， 貨印の付してある科目を含み，最低20単位以上修得しなければならない。

第21表〔福祉文化学科 福祉科開設科目 高校〕

教育職員免許法施行規
-7 

免許 則に定める教科に関す I 

状のlる専門教育科目
1 本 学開設科目

種類
備考

科i- _＿ 

一｀―| 開設 科 目 一 ，単位履修年次
| - I _ ＿＿ t--

社会 福 祉 学 唸 社 会 福祉原論 4 2. 3]--
, （職業指導を含む。） （職業指導を含む。） I i I 

社会福祉制度論' 2 I 2 • 3 
＇ 福祉まちづくり論 4 i 3 • 4 
，福祉文化概論 ② 1 • 2 

公的扶助論 2 ! 2 • 3 
社会保障論 4 i 3 • 4 

口一性 福祉論 4 [ 3.4, 

児童福祉及び 女高齢 一者福祉｀ー4乙~-l
食児童福祉論 1 4 I 2 • 3 
女障害 者福祉論 4 I 2 • 3 
高齢社会論 4 I 3 • 4 

1 障害者と文化 4 i 2 • 3 

尺ネ：言[I-
I女 介護概論 2 
玄介護 演 習 2 
＇病と医療 I, 2 | 
1 病と医療 II| 2 

-----I - ---- -------
社会福祉総合実習＇食介護技術現場実叶[― ]-3.4 I 

| （社会福祉援助実習及び社，女社会福祉援助 ， ， ＇ 

会福祉施設等における介護 技術演習 I | 2 3 
実習を含む。） 社会福祉援助 1 

j --- ---- -----―ーし 認厨演習II-- 2 | 4 l------ ---——--] 

高

等

学

校

種

高齢者福祉，
障害者福祉

／ー福祉援助技一術

□--
介護理論及び介護技術
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社会コース （公民）

以下の表より， 玄印の付してある科目を含み，最低20単位以上修得しなければならない。

第22表［福祉文化学科 公民科開設科目 高校〕

I ..... i 教育職員免許法施行規

1免許 1 則に定める教科に関す
状の る専門教育科目
種類，ー―------- ，一

科 目 開設 科目 単位，履修年次I, ----------9 - - -,  - -

法律学（国際法を含む。） 玄法 律学概論△2 i 2 
1 ・政治学（国際政治を含 i女国 際 法△4 | 3 • 4 

Iむ。） 社会生活と法 2. 1 • 2 

！ 社会学・経済学 責国際経済学△4 3 • 4 1 

I （国際経済を含む。） ：食経 済 原 論△4,1 • 2 • 3 

I 福祉文化研究の方法 ② ！ 1 • 2 
［高 地域研究入門 2, 1 • 2 

| （生活・構造）
！ 現代コミュニ

ケーション概論

1 等 l 都市文化環境論
1 出版 文 化論

像文化論
市 文化論 I i 

日本）

市 文化論 II
ア ジ ア）
市文 化 論 III| 

欧州）
際 関係

スコミュニ
ケーション論 2 

市情報網論 I 4 
間と集団， 2

性と社 会 I 2 
家族・仕事） ， 

性 と社会 II ! 2 
地域・余暇） ， : 

代地方都市論， 4 I 2 • 3 
総の産業と開発 1 4 3 • 4 

生涯学習論 2 ! 2 • 3 I 

I 1 社 会 統計学△2 1.2.3 
一^ ー一寸ー 、-----・-

哲学・倫理学・ ，倫理学概論，△ 2 3 ！いずれか 1科

I 
i 宗教学・心理学＇宗教学概論 I△2 i 3 目2単位以上

三一
i選択必修。

本 学 開 設 科 目

----------------り---］

！ 

i 
備 考

学

校

種

2
4
2
4
4
 
4
 
4
 

論△4

2
3
3
3
3
 

••••• 
1
2
2
2
2
 
2 • 3 

2 • 3 

3 • 4 

4
4
2
3
 

．．．． 

3
3
1
2
 
2 • 3 
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人文学部 国際交流学科

社会コース （社会・公民）

以下の表より，

ければならない。

女印の付してある科目を含み，中学，高校それぞれ最低20単位以上修得しな

第23表〔国際交流学科 社会科開設科目 中学〕

9―ャー教育職員免許法施行規則に
免許！ 定める教科に関する専門教

1は篇 1ー育科手： 目
—~ 

日本史及び外国史

／理学（地誌を-五

→ ~”” 

1 法 律学・政治学 i食法律学概論
貨国際法

法の精神と役割
国際政治入門
政治学入門
国際交流・協力
概説A（世界）

国際交流・協力
概説B（日本）

国際交流・協力
概説C（アジア）
国際交流・

協力と法
国際交流・協力

実践の方法
国際 開 発 論
国際 関 係 論
アジア国際関係論
国際摩擦とコミュ

ニケーション
国際政治論

中

学

校

種

開設科目 1単位履修年次’

本 学 開 設 科 目
備

女外国史概説△ 2
古日本の歴史 1 △4 

i 日本の歴史と文化， 2 
世界の歴史と文化 2 

， （東洋）
世界の歴史と文化

（西洋）
文化交流史 I
（日本：アジア）
文 化交流史 II
（日本：欧米）
中 国と日本 II
（近・現代） 1 

理

理

学
学

I
I
I
誌

2
 
4
 
4
 
4
 

t
,
‘
 

2
2
2
 

△

△

△

 

＇ 

2

4

2

2

2

2

2

2

4

2

4

4

4

4

4

 

△
 

3

2

2

2

3

3

3

 

2
 .

.

.

.

.

.

 

.
 

2

l

l

l

2

2

2

 

2
2
3
 

4

2

2

2

2

2

2

3

2

4

4

4

4

4

 

2
 .

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.
 

3

1

1

1

1

1

1

2

1

3

3

3

3

3

 

考

続く



278 

1 教育職員免許法施行規則に
免許， 定める教科に関する専門教
状の 育科目
種類卜”--------------

科

社会学

中

学

校

種

目
ーー一

経 済学

本学開設科目
備考

i 

し＿＿ 1 •一•一—--

，＾・---

哲学・倫理学・宗教学

開 設科目 単位履修年次

1 責国際経済学 4 3. 4 
，女経 済 原 論 △ 4 I 2 • 3 

政治学入門 2 1 
国際経済事情 2. 1 • 2 
人間と集団 i 2 1. 2 
地球社会の人間観 2 , 1 • 2 
比較社会論概説 2 ! 2 • 3 
日本とヨーロッパ 4 2 • 3 
日本と東南アジア 4 ・ 2 • 3 
アジアと

ヨーロッパ 4, 2 • 3 
N G 0 論 '4 3. 4 
国際技術協力論 4 3 • 4 
現代コミュニ
ケーション概論 2. 1 • 2 
異文化適応論 4 ! 2 • 3 
国際コミュニケー

ションとメディア 4 , 2. 3 
組織コミュニ

ケーション論 4 3 • 4 
国際経営論 4 i 3 • 4 
国際資源論 I 4 3'4 

---____, 

倫理学概論△ 2' 3 いずれか 1科
宗教学概論△ 2. 3 目2単位以上

i選択必修。
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第24表〔国際交流学科 公民科開設科目 高校〕

高

等

学

校

種

9 ~‘ 

哲学・倫理学・宗教学・

心理学

-..  --7 

本学開設科目
備考

含む。）

会学 [ /  7 
1責 経済原論△4 I 2 • 3 I I 

治 学 入 門 ' 4 I 1 
際経済事情 1 2 I 1 • 2 
間と集団 2 I 1 • 2 

地球社会の人間観 2. 1 • 2 
較社会論概説 2 I 2 • 3 
本とヨーロッパ 4 I 2 • 3 
本と東南アジア 4 2 • 3 
ジアとヨーロッパ 4 I 2 • 3 

G 0 論 4 I 3 • 4 
際技術協力論 4 I 3 • 4 
代コミュニ 『

ーション概論 2 I 1 • 2 
文化適応論 4 I 2 • 3 
際コミュニケー
ョンとメディア 4 I 2. 3 II 

織コミュニ I 

ケーション論 4 3. 4 
際経営論 i 4, 3 • 4 
際資源論 4 I 3 • 4 

--------------ヽ 9 -----L----、̂ ------ t̂一^ t - -- - -

理学概論△ 2: 3 いずれか l科

教学概論△ 2 3 ／闊贔誓は：人上］
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英語コース （英語）

以下の表より， 貨印の付してある科目を含み，最低20単位以上修得しなければならない。

第25表〔国際交流学科 英語科開設科目〕

／—-教育職員免許法施行ー規則し —-——---- ----

＇免許 1 定める教科に関する専門教 ， 本学
状の 育科目

1種類―------^ 

- 、～” 9̂ - - - - - --

科 目 開設科目単位 i履修年次
--- ---

！英 語 学 1食英語学概論， 4 2 
英 語表現法 I 2 | 2 

| （発音）
， 英語表現法 II'

（文法） I 

英語表現法 III
（論文作成法）

上ー ---- ------------ -

英 米 文 学 ＊アメリカ文学概論△ 4 2 • 3 
＊近代イギリス文学 △4' 3 • 4 

i 移民の 文 学 4 3 • 4 
，＿  ＿ ＿ ＿ 

英語コミュニケーション 1食英会話 I I 2 : 1・2・3
英会話 II 2 1・2・3

！ 英会話 lIl, 2 1・2・3 
Reading & : 

Writing I | 2 | 

Reading & 
WritingIIi 

Reading & 
Writing III 

Speaking & 
Listening I l 

Speaking & 
Listening II 

Speaking & 
Listening III i 2 

翻訳の方法（英日）＇ 2 
翻訳の技法 I| 2 
（英日・実務翻訳） 3 • 4 
通訳の基礎（英日）! 2 3 • 4 
通 訳の技法 I I 2 
（英日・実務通訳） 1 ! 3 • 4 

ー一 ----~ 一

l 

開

2
2
 

2
3
 

中

学

校

種

高

設 科 目

等

学

校 異 文 化

---

理解

2
 
2
 
2
 
2
 

2
4
4
4
 4 ! 

1・2・3 

1・2・3 

l 。 2•3

1・2・3 

1・2・3 

1·2•3 
3 • 4 

備 考

----------. : 

貨異文化間コミー l

ニケーション論 4 i 

比較文化概論！△ 4 i 

国際コミュニ
ケーション概
日本と北
アジアとアメリ
国際学芸交流
アメリカ

国際関係
国際コミュニケ
ション実践の方法！ 2 I 

ヨーロッパ世界
とアメリカ 4 3 

ラテンア
とア

2
2
 

．． 
1
1
 2

3
3
4
 

．．．． 

1
2
2
3
 3 • 4 

1 • 2 
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人文学部 メデイア文化学科

以下の表より，食印の付してある科目を含み，中学，高校それぞれ最低20単位以上修得しな

目 l 
単位 I履修年次］

ければならない。

第26表〔メディア文化学科社会科開設科目

戸 ー

教育職員免許法施行規

襄喜 叫譴認鰐に関口

種類 I
科 | 目 1 開設科目

口 史 及 び外国史＊外国史概説△2
日本の歴史 1△ 4 
世界メディア文化論 I I 2 
（世界メディア文化史）'

理学-]]△2
匹乙口い。） ＊地 理 学 II I △ 2 

女地 誌△2

i i法律学（国際法を含む。） I 

中学〕

開設科本 学
備 考

中

3
 ．

 

3
 

2
.
2
 

．
 

2
 ー

~,1 

2
2
3
 



282 

第27表〔メディア文化学科公民科開設科目 高校〕

□ —---- -• ---—•- ------ -—•-- ----- ---•一• --- -•------• •—--,.-- -

！ 教育職員免許法施行規 1 

免許！則に定める教科に関す 本学開設科目
状の る専門教育科目 ， ・備 考
種類し＿．、一• -- --•—----- •一―--- ---—•-- ］ ---•--- ＿＿＿_＿ ＿--―--- --- ------ -9-—-- --—--•- ----•-----•---i 

l 科 目 開設科目 単位履修年次
．＾へ—- --I ------- --------------------~ ---- ------ ---- ----- ------ナ•- 9 - --• • -—•・・＿ ＿．．．． 

沈律学（国際辻を会ね）合沈律学概論 lI¥? ？ 

高

等

学

---1 

i 

法律学（国際法を含む。） 食払 ，ナ
＇’グ" """ - -'-

！・政治学（国際政治を含食国 際 法△4 1 • 2 
iむ。） 世界メディア文化論 III• 2, 1•2·3 

（メディアと国際政治）
ヽ—- -- -- ----~-- ----―- i 

社 会学・経済学食国際経済学△ 4 I 1 • 2 • 3 

（国際経済を含む。） 女経 済 原 論 I△4 • 2 • 3 
世界メディア文化論ml 2'1•2•31 
（メディアと国際経済）
コミュニケーション概論 ② 1 
マスコミュニケーション論 2 2 
メディアと社会 II 2 2. 3 
（社会動向）

大衆文化とメディア 2 2. 3 
ジャーナリズム論 2 : 2 • 3 
消費社会とメディア 2 2 • 3 
高齢者文化とメディア 2, 3 • 4 
メディ ア 産 業 論 1 2 3 • 4 
電子商取引論 2'3 • 4 

L. -- ---——-- -,＿＿_＿＿ ＿, ＿＿＿ ＿ 4 --- - ヘヽ—,

i哲学・倫 理 学 ・ 宗 教 学 ！ 倫理学概論△2 3 いずれか l科，

L 
宗教学概論 1 △2 I 3 目2単位以上

し選択必修。 i 

-- ----し ~__J__-―- __I 

玄印は，教職必修科目。

校

種
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w．教職課程履修についての注意

1. 教職課程を履修しようとする者は，次の各項目に留意すること。

l) 各年次のオリエンテーションに必ず出席すること。その際必ず学生便覧を持参すること。

2) 教職課程を履修しようとする者は，教職課程の規定にしたがい 1年次から履修計画を立

てること。ただし，履修にあたっては，卒業に必要な科目を優先し，その上で，教職課程

の科目の履修を考えること。したがって，時間割上で履修したい教職関係の科目と学部専

門科目が同時限に菫複した場合は，前述の原則に従って履修計画を立てること。

3) 教職課程を履修しようとする者は， 1年次 4月に「教職課程履修登録カード」を教務課

へ提出すること。

4) 授業科目は，上級年次の科目を履修することはできない。上級年次の者が，下級年次に

配当された科目を履修することは差し支えないが，時間割編成上，学部専門科目と重複す

る場合があるので，配当年次に履修することが望ましい。

5) 編入学生は，学部の授業科目として認定された単位が，免許法上の単位と認定できない

こともあるので，オリエンテーションの際に個別指導を受けること。

6) 教職課程に関する連絡は，すべて掲示により行う。

2. 教育実習について

教育実習は， 4年次〔実習校から指定された 2週間（中学校一種の場合には 4週間）〕に行う。

教育実習 I及びII （中学校一種の場合には必修）の履修に際しては，単に必要な単位を修得す

ればよいなどという安易な考え方はしないで，教壇に立って正規の授業や生徒指導を担当する責

任を考えて，教職の職務についてしっかりと準備をしなければならない。そのためには，以下に

示す各項をふまえて，真剣に取り組むこと。

1) 教育実習 I • II履修資格

教育実習 I• IIを履修するためには，次の履修資格を満たし教育実習担当教員の指導を受

け， 3年次の諸手続きを済ませることが必要である。

①教育実習履修年度に 4年次（卒業見込）の者で，各学科の示した標準的な修得単位数の

目安をおおむね満たしていること。

② 第3年次までに教職に関する科目（第 4表）の「教職論」「教育原理II」「教育心理学」

「教育制度」「教科教育法 I及び II」「道徳教育」「特別活動」「視聴覚教育」「生徒指導」

「教育相談」を全て修得している者。

ただし，高等学校の免許状のみの場合は，「道徳教育」を除く。

2) 教育実習内諾手続きについて

教育実習希望者は，実習実施の前年度のうちに各自の出身中学校又は高等学校に教育実習

を依頼しておかなければならない。（詳細は， 3年次 4月の説明会で行う。）

3) 教育実習の履修は， 4年次 4月に発表する「教育実習生名簿」の登載をもって許可するが，

登載後も指導を受けていない場合には，教育実習の許可を取り消すことがある。
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4) 教育実習費納人について

教育実習生名簿に登載された者は，教育実習費30,000円を納入しなければならない。また，

一度納めた実習費は，理由の如何にかかわらず返還しない。実習費納入方法については，

4年次オリエンテーションで説明を行う。

5) 教育実習事前・事後指導

①教育実習事前指導

教育実習に向けて，教育実習担当教員により指導を行う。

期間： 4年次の 4~5月（実施計画については，オリエンテーション時に説明）

②教育実習事後指導

教育実習終了後，教育実習担当教員により，各教科ごとに指導を行う。

（日時および教室等については，掲示により指示する。）

3. 教育職員免許状申請について

1) 教育職員免許状の申請は，大学から千葉県教育委員会に一括して行う。申請手続きについ

ては， 4年次の10月に説明会を行う。なお，教育職員免許状は卒業式当日に交付する。

2) 平成10年 4月より，中学校教諭一種免許状の申請には，「介護等の体験」の証明が必要で

ある。詳細については，オリエンテーション時に説明する。

※教職課程に関する問い合わせ先→教務課
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L 学芸員資格 □ 
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学芸員資格

本学ては，人文学部国際文化学科の学生を対象として，学芸員責格取得のための科目を開講し

ています。学芸員は，博物館におかれる専門的職員てあり，科学・歴史・民族・美術・動植物等

各種の博物館に展ぷする資料を専門的な知識1こ雄ついて収集・保行・展ホし，利用者に対して説

明・助 ri・ •指導を行い，また凋在研究し，その他これらに関連した 'H業に従 1i しま

人文学部の学生は，必修の 7科目15単位を取得すれは，学じの学位を得るとともに，学芸員責

格に必要な単位を得ることかてきます。たたし，この 7科日は自由科llてあり，卒業要件に必要

な単位数には算人されません。

なお博物館実習 I・博物館丈習IIの履修にば史習費30,000円か必要てす。

さらに実習生の受け人れをお願いする博物館の都合により，特に博物館実習IIてば受講生の数

を制限する場合もあります。その際には，＇， f芸員の職に対する確固とした志叩を確認した 1・^，第

2 • 3学年て生i)J学習菰・博物館概論・博物館浮各菰。視聴詑教育・教育瓶罪 I・博物館実習 l

の全単位を取得し終えた‘‘f:'tか，優先して博物館実習IIを科日登録てきます。

また， 1こ叫0)学芸員の職務を遂行するために相）心の叩＂］知識か要求されます。本学ては，文化

史・民俗学・考占学の分野からの資格取得かII]能てすか，各分野ことにつきに学ける科目の単位

を2科目 8単位以上取得することを要望します。
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博物館学芸員課程講座科日

---•—•—,---------------- -.．t l.. t--―― ．．．．．．ヘ

科 日 本学開溝科目 単 位 履修年次
------------------' -------------● ヽ．．．．．ー•- •..• .-• 一． ．．ー・＋・

生涯学習概論 ＊／ ．． I:． 涯学習論 2 
------ - ___, 

博物館概論 博物 館概論 2 
-- -•----------• ●ー ・・・ 一

博物館経営論
．．．ん9 -．、

！博物館資料論

博物館情報論

必

修

科

博物

博 物
9-99 

視聴覚教育メディア論 視 聴

教育学概論 ！教

博物館実習

［ ー

， 
， 

: --• 

I 

博 物

1 • 2 
------------: 

I 

文 化 史

選

民 俗 ジ
r
．ヽ

＇ 

択

考 1-^  
l 1 学

古
口

仝＂ぃ 学 各

ー、＿

館実

館実

習

習

-----------

覚 教

ユて
目 原 理

倫
•{"" 

ー

2
 

．、

ー
•99.,.-.i 

-

1

、if
 

ーI

.

 

科

．． ．
 

ー

、--

比 較 文化研究の灯法

歴 史文化冊究の方法

日本文化概論

日本文化史

環太平洋園の社会と文化

古 文 ，ーり 学
------------------- —• 9 -• • ー ・・●ー・

文化人 類 学

文化人類学 II

北米先住民社会と文化
-- • -• t- - -t  ^  ー ・・ v 、.，ー・ ・・一•• --•ー●●一● ●ー•

先史文化論

中国と日本 I （占代）
--—- ------- -

美 術史
- ． 

白然科学
＾一~．．．．ー•.．.．.. -..． 

物 理
i_＿ _.. 

化

ー

ー
~と

2
 

Iーロ
I 

！ 

9/] 

t---------
＇ 

! 

4
 
4
 
4

4

4

4

2

2

c

l

~

4

4

 

， 

: -―- -

2 • 3 

3
 4 I 

2

2

3

4

-

2

2

3

-

3

4

 

ー

＿

3
 

、

一

.
-
2
-

.

.
 1
 
.
.
 3
-

．． 
。

-

.

.

 

2

-

2

3

 

2

1

1

2

3

1

1

、

史

●^̂ー一 •- ~ 

‘‘‘f, 
f̂ 

1

^

1

一
也

-
L
i
/
 

一
9

・
一 物 学

-

K
心會“

今
1
1
1

，
 

L.. __ -・-一．．．

＊は他学科履修科目
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学 芸 員 課 程

．．
 J

 

ー
／
ー

1

●

 ,＇l
 

5

r

 ー
.
1
 

-

e

 

:

>

i

 

1年次 2年次

一丁,‘ー 事

欠ヽ／
—_ 

~
 

I
I
 

予
―

3
 

定 表

4年次

•• ---•一••—•一―] t • ----―-

学
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出

------- --・-
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5 J j ・博物館実苦費納人

，博物館実習説明会

・博物館実習'ft[jij指導

6) 1 

7 Jl 

----•ー・→・ ・ャ・ ・

R希惰実習館調在票
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--- j ----
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9 } j 
---:--
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L.’
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・博物館実習先山間

・博物館実習 (1週間）

・博物館実習レポート

提出

llH • 4年生博物館実習報告会

--•-- -••--• 9-］―-- --------- ―•一ー・・・一ゴ―-- --- -

12) l 

11月

l 2) ］ ! 

-------------1 - ---•一•一—・・ ．．．ー•---•--- -9•• 9 - -••--•- ----- ---—●●●●●ー••9 ・ ・・ --. 

3月 i i ・博物館へ実習依頼 l

l-~-__ L_ _ _:_~}送付 ！ (~ 5月頃）
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| ・博物館学芸員課程

単位取得証明苔

交付（卒業式）
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社会福祉士受験資格

（経臼情報予囁I) 福祉峨境伯報‘f'：科・人文字部 伽祉文化学科）

I.社会福祉士とは？

げ［会伽祉 I^忌 (1987)」によると， ［とは口り^門的知識及ひ技術をも

って， I: 0) ることまたは環境［の理由により日常生活を営む0)に支

閻かある者の福祉に関する相談に応し，助―［い指導その他の援助を行うことを業とする者」をい

う。すなわち， を迎えてますます多様化する人々の福祉ニースに応えるため，人々から

U)相談に応し，利用者の生活援助を行う専門性の蒻いソーシャルワーカーのことてある。

2(l(l()'rf度 0)［し］家試験合格者は6,07」人てあり，責格取得者数は2000年現在30,673人となってい

るC J見11tI)，仄ては， こu)賣格をもたなし)と札lil―炎援助業務を打えなt)とし)うり）てはなしげj)，今後社会

似 祉1：り職域は拡かる力てあり，わかlliU)現状に照らすと社会伽祉 1：の数はまだまた1サ且して

いる 0 現｛i, 多くりfl貪似祉1か， I昴古打施設，ど人施設，児咽施設，社会福祉協ふ会，福祉'li▲

とて慟いている また，介虚。［矢燎保険を扱う会社や付叶llム，介設機堺を扱ういわゆるシル

ハー）崖菜ても仏く活）廿されている、う

II. 社会福祉士国家試験受験資格を取るには？

この責格を取るには， ll」家試験に合格しなくてはならない。そ(})ためには，ます本大学て1'｝牛

労働省の指定する科llo)屯位をすべて取得して，受験責格を得なくてはならない。

ここては，似祉環境‘1青報予科ら福祉文化芹科0)＇因 Î．か，在予：中に受験責格を収得するまての要

件と内容について述へておく。

1． 社会糾祉 l：国家試験受験資格（以卜心受験資格）の取得にあたっては，在学中に表 1の①～

⑰まての指定科目をすへて腹修し，単位を取得しなけれはならない。（たたし，①～③と⑩

～⑫についてはそれそれその中の 1科H以上の履修・単位取得て可）

なお，福祉環境旧報＇了科•福祉文化学科ては，①～③の科目については，それそれ本学開

設の 2科Ilか法令指巫科Il(}）—科 I lに対応してし)る。例えは①0) i社会学」ならは 9人間と

集団~'「現代社公扁J の両 Jj を履修し， iii位を取得しなけれは，「社会学」を腹修し， iii位

取得したことにはならない(})て，注邸か必要てあるし

2. 受験資格の取得にあたっては，大学て行われる，溝義や演習科日（①～⑯）を版修し，汁i位

を取得するたけてなく， 3• 4什次に，社会福祉の現場て行われる現場実習（⑰に含まれる）

にも参加し， i札位を取得しなけれはならない。

ふ 現場実習(})参加(|社会個祉援助技術現場実習」の履修）には，すへての指定科ll(}）！復修・

単位取得の見込みてあることか前提となる。したかって， ¥E]家ぶ験の受験申し込み等の H程

を拷慮すると， I泉則として開講年次に｝復甘し， 3年次終［時まてに必す①～⑮まての指定科
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社会福祉 l:

目の履修・単位取得（見込みを含む）が必要である。

現場実習の参加（「社会福祉援助技術現場実習 I • II」の履修）にあたっては，
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その前に

「社会福祉援助技術演習 I• II」と「社会福祉援助技術現場実習指導 I• II」をそれぞれ履

修し，単位を取得しなければならない。

らせる。

なお，実習日程や，実習費等の詳細については，各年次の現場実習事前説明会において知

したがって，実習希望者は，必ず説明会に出席すること。

III. 必要取得単位数
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現場実習 I
社会福祉援助技術 ， 

現場実習II
社会福祉援助技術

現場実習指導 I
（に拝前・＇廿後を含む）

社会福祉援助技術

現場実習指導II 2 1 4 
1 直前・事後を含む） i 1 

※児潅福祉nj，身休障古者福祉ri]，知的障害者福祉口］等は，社会福祉主市と同様に任用資格

と考えておくとよい。したがって，任命されてはじめてその職に就くことが[iI能となる。

福祉環境情報学科•福祉文化学科生は，卒業と同時にこれらの任用資格が得られるので，
社会福祉士国家試験の受験資格のみを目椋にしたい。

領

域

⑮社会福祉援助技術

現場実習

⑯社会福祉援助技術

現場実習指導

3
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3
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福祉環境清報学科社会福祉士受験資格取得予定者履修モデル

~2 り 次 1 3 什今次----［]~ 

中から必修科日を｀
選訳必修

lii:H この科Il l罪0)11 iから 1
') 択必修

--------------------- -＾一

リ｛門且礎刊 lIWIL-1病と医療 I⑫ 介護概 論 ⑬
病と医療II⑫
人閻と集団⑫
現代社会論⑫

卒業のためには，この他に必修科
日を含み 8単位以上選択必修

<— 関連知識領域

上．．．．一---------—●●●●●―•---

I,y t"J科 tl財 I
（佃祉罪論）

リli l ll科 Il翡'(:II

| （怜竹II実践）

I ! I 

！ 

1ヽ リ門科日群 IIII この科目群の中から12単位以上選択必修
（福祉環境）
．．．．．．．． ---------> 

専 Il,1科 l.l l il l¥7 [ 
（福祉↑青報）

専門科日群＼TI 1ら12単位以上選択必修

この科ll群0)中から必修科日を含み12単位以上選択'

必修 I 
（福祉経営）

専門科日群＼1
（プロジェクト）

専 門 閃 連 科 日群

I福祉環境プロジ 福祉環境プロジlクト研究 I④ ェクト研究II④
必修を含み 8単位必修

この科ll群の中から， 6単位以上選択必修
I 
I （ジェンダー）
I- --―------- -

任認科 Il 群 指定された科Il群より修得した科日以外に，以 l:O)

科日群もしくは，経営情報学部他学科，及び人文学
部の科日より 14単位以上選択必修
~ --, 

年次単位数 ¥ 36 I 40 I 33 I 15 
--+ 

I累栢単位数 i 36 1 76 1 109 

注） 網掛け科目は 社会伽祉士国家試験受験音格取得のための指定科日である。
それそれ， 関連知識領域，慎暉顧顧重，クヽ量醤輯讚艮濯てある。
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福祉文化学科社会福祉士受験資格取得予定者履修モデル

9 1 年次 1 2 年次 1 3 年次 I 4 年 次

学科共通科目群 II 4科目い単位必修
（英語・日本語） 英語 IA・ IB・IIA・IIB 

学科共通科日群 II この科目群の中から 3科目
（情報関連科目群） （6単位）以上選択必修

学科共通科目群III この科目群の中から 3科目
(12単位）以上選択必修

専 門 基 礎 科目群
（方法と入門）

専門科目群 I
（人間）

12単位以上選択必修

「福祉文化研究の方法」「福祉文化
概論」（必修 4単位）を含む 8単位
以上選択必修。

人間心理 I⑮；介護概論⑮
病と医療 l⑫ ：病と医療II⑫

＊卒業のためには，他にこの科目群の中から 2科目
4単位以上選択必修のこと。

専門科目群 II1この科目群の中から10単位以上選択必修
（現代文化）

他

←関連知識領域

専門科目群 IIII蕊霞置豆V9一→
（社会・地域）

16単位以上選択必修
＊卒業のためには，他にこの科目群の中から 4科目
14単位以上選択必修のこと。

専門科目群 w
（福祉 1)

16単位以上選択必修

| 専門科目群 V 量甜叫麟I―→
（福祉 2)

14単位以上選択必修

専門科目群 VI
（演習・実習）

12単位以上選択必修

＊卒業のためには，他にこの科目
群の中から 2単位以上選択必修
のこと。

任意科 日 群 I以上の科日群，人文学部他学科および経営栢報学部
より 12単位以上選択必修

年次単位数

，累積単位数
L- -

注） 網掛け科[lは 社会福祉l・試験受験資格取得のための指定科日てある。
それそれ， 関連知識領域-:疇暉冒顧馴，量醤i『“濯てある。
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日本語教員を目指す人のための科目

日本語教育とは．日本人が高校まで受けてきた国語教育とは異なり，外国人に外国語としての

日本語を教えるものてす。日本人たから日本語を教えるのは簡単たと思いかちですか，実際はそ

の反対で，高度な専門知識が必要とされます。グローハルな視点から日本語を分析。説明するこ

と， 日本の文化・社会を誤解のないように紹介すること，様々な背景をもつ外国人のグループを

適切に指導することなどの能力が求められます。

日本語を学ぶ外国人の数はこの20年ほど増えていますが，日本語教師のポストはあまり増えて

いません。そのため，日本語教師になるのはけっして容易なことではないのです。国外て日本語

を教える可能性・場は多様ですか，各人か自分の道を開拓しなけれはならないことか多く，日本

語教師になれたとしても，期限つきであることが普通です。

それでも日本語教師を目指すことは意義があります。［一」本語を外からなかめることで国際感覚

がみがかれるからてす。また， 2000年3月以降，制度か変わって，従来のようなt専攻，副専攻

といった専門的養成かおこなわれなくなった分，やる気と努力しだいて，たれでも日本語教師に

なれるチャンスが増えたといえます。

現時点では，日本語教師には国家資格（免許）はありませんか， 2000年3月に文化庁・日本語

教員養成に関する調査研究協力会議によって「日本語教育のための教員養成について」という報

告が出され，下図に示すような日本語教員養成において必要とされる教育内容が示されました。

それに従って，次ページに本学の開設科目から具体的な科目を載せてあります。この表を参考に

して， I~Vの領域にわたる多様な科目を履修してください。

新たに示す教育内容の領域・区分と

コミュニケーションの関係図
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日本語教員養成において必要とされる教育内容と本学における対応科目

（人文学部：国際文化・国際交流学科）
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世界と日本

学科共通科目群

異文化接触

i 

［教育の

歴史と現状

II 
弓 至
ロ nロ

と

専門基礎・専門科目群

地球文化論 I 日本の歴史と文化／世界の歴史と文

（日本と世界の 化（西洋）／（東洋）／日本国憲法／文

文化）／ JI U 化交流史 I（日本：アジア）／II （日

国際総合講座II 本：欧米）／日中比較文化／日米比

（日本文化） I較文化／日欧比較文化／日本文化概

直／日本文化史／日本文学概論／日

本の歴史／日本の思想／日本の文学

I /II／日本・日本人論／日本美術 i

i史／近代日本とアジア／中国と日本！

I/ II／日本とヨーロッパ I 

国際ボランティア論／文化人類学 I

／地球社会の人間観／国際交流・協

力概説A（世界）／B（日本）／C（ア

ジア）／国際交流・協力と法／国際

交流・協力実践の方法／日本と北米

／日本と中南米／日本と東南アジア

／国際機構論／NGO論／国際技術

協力論／国際社会公正論／開発と女

: 
——— -l - --日本語と文化／社会言語学／日本の

社会 I/II／比較文学論／文化人類 I

学II

言語と社会の関係

人間研究III （人

間と文化摩擦）

／地球文化論III

（民族と環境）

i 

言語使用と社会

言語コミュニケーション論／非言語

コミュニケーション論／女性と表現

（福祉文化学科）

社会

異文化コミュニ

ケーションと社会

翻訳の方法／通訳の方法／国際コミ

ュニケーション実践の方法／国際コ

ミュニケーション概説／現代コミュ

ニケーション概論／国際コミュニケ

ーションとメディア
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T
 

l
 

コ 言語教育法・実習

ヽヽ
f

ュ

領域！ 区 分 学科共通科目群 専門基礎・専門科目群
―――--1 ―•一— 一 ~ ＾ ー一

教育に ，言語理解の過程 I人間心理（行動心理）

関わる
III ---― -- - -

言語言語習得•発達 発達心理学
，領域 I とし＿＿＿＿＿＿――- ----- ------」----- --―-------- ------ --------

心理 異文化間コミュニケーション論／国
l 1 異文化理解と心理

際摩擦とコミュニケーション

日本語教授法V（評価）／日本語教授

法VI（教授法）／日本語教授法VII（演

習）／日本語教授法インターンシップ
-- ----- - - - ---- ------ -----• 

国際学芸交流論／国際人間関係論

! V !日本語の構造
言含圭五

＇口 nロ

に

る

語

わ

域

言

関

領

'

,

 

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

---- ----- - ---,----- ------ ------ -

| 
N i異文化教育・コ

＇ 舌含芸五 ' 
口叩 ミュニケーショ

！と ン教育
＇教育と—ー・~---- --、- -＾- --- ----

情報メディア論 日本語教授法N（教材・教具論）／情

／情報メディア報処理システム入門／情報検索入門

言語教育と情報 演習 I/II／マ／情報管理入門／国際コミュニケー

ルチメディア表 ションとメディア

現演習
ー・• --

言語学概論／東南アジアの言語と文

化／東北アジアの言語と文化
- --- -------- ------- ------ ---------

i 日本語学概論／日本語表現法 I（表記

・文法 •LL)／日本語教授法 I （音

頂）／日本語教授法II（語彙）／日本

語教授法III（文法） i 

● ● ー●●ー・・

1 言語と論理／言語文化研究の方法／ i 

日本語表現法II（文章）／日本語表現

法II[（論文作成法）

，コミュニケーシ 日本語表現法N（討論法）／日本語／

ョン 英語／第二外国語）
」 9----―-•----^  --- ^ t------• ヘ^― , ___ -―----.. --------”^-―—ー・ ^9 ----• | 

1 言語の構造一般

言語研究

〔備考〕

(1) 「日本語教授法 I~VII」は，国際文化学科では，

(2) 「女性と文化」は，福祉文化学科である。

自由科目である。



城西国際大学学則（抄）

I 城西国際大学学則（抄） I 



300 

城西国際大学学則（抄）

第 1章 目 的

第 1条 城西国際大学（以 l‘̂［•本学」という。）は，教育珪本法並びに学校教育法の定めるとこ

ろに従い，広い分野の知識と深い専門の学術を教授研究し，知的，道徳的能力の涵養をはかり，

もって国家社会に貢献し得る人材を蓑成するとともに，人類文化の発展に寄与することを目的

とする。

第 2章学部及び学科

第 2条 本学に経営情報学部・人文学部を置く。

2 前項の学部に次の学科をi買く。

経営情報学部 経営情報学科

国際経営学科

福祉環境情報学科

サービス経営システム学科

人文学部 国際文化学科

福祉文化学科

国際交流学科

メディア文化学科

第 3章修業年限及び収容定員

第 3条 本学の修業年限は 4年とし，在学年数は 8年を超えることができない。

第 4条 本学各学部の収容定員は次のとおりとする。

経営情報学部

人文学部

---- --- -~--- ------ ------------- -
直 人 学 定□］ ―-＿＿―-—-一1

学科

1 経営情報学科

国際経営学科

福祉環境情報学科

サービス経営システム学科

I 
国際文化学科

i福祉文化学科

国際交流学科

1メディア文化学科

人学定員，
'（第 3年次）

収容定員
_＿ _ ＿ J 

180名 □□ー 720名

180名 1 10名 1 740名

180名 10名 I 740名

180名 I 10名! 740名

180名□一一ロ―7幻／
180名 10名 740名

180名 10名 740名

180名 10名 740名 I



第 4章職 員組織

第 5条本学に次の職員を置く。

学長

副学長

教授

助教授

講師

助手

事務局長

事務職員

技術職員

2 前項の外に必要に応じて他の職員を置くことができる。

3 職員に関する規定は別に定める。

第 5章教授会

城西国際大学学則（抄） 301 

第6条 各学部に教授会を置き，それぞれ所属の専任教授をもって組織する。

2 学部長は，学部教授会を招集してその議長となる。

ただし，学部長に事故があるときは，学部長が予め指名した者が議長を代行する。

3 学部教授会が必要と認めたときは，所属学部の助教授及びその他の職員を教授会に加えるこ

とができる。

4 学部教授会構成員の 3分の 1以上の要求があったとき，学部長は当該学部教授会を招集しな

ければならない。

5 学部教授会運営に関する規定は，各学部において別に定める。

第 7条 教授会は，次に掲げる事項を審議する。

(1) 教育及び研究に関すること。

(2) 教育課程及び授業に関すること。

(3) 学生の入学及び退学に関すること。

(4) 学生の試験及び卒業に関すること。

(5) 学生の補導及び賞罰に関すること。

(6) 教授，助教授，講師及び助手の候補者の推薦並びに退職に関すること。

(7) その他学長の諮問に関すること。

第 6章学年・学期及ぴ休業日

第 8条 学年は， 4月1日に始まり翌年 3月31日に終わる。

第 9条学年は，次の 2学期とする。

前学期 4月1日から 9月30日まで

後学期 10月1日から翌年3月31日まで

2 前項の規定により年間の授業日数は，原則として定期試験等の日数を含む35週とする。
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第10条休業日は，次のとおりとする。

(1) 日曜 日

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日

(3) 創立記念ll 4月28lI 

（4) 春期休業 3月21日から 4月10日まて

(5) 夏期休業 7月11日から 9月10日まて

(6) 期休業 12月21日から翌年 1月10日まて

2 学長は必要により前項第 4号から第 6号まての休業Llを変更し，あるいは臨時に休業し，又

は休業llに実験⇔実習券演習等を諜することができる。

第 7章授 業科目及び単位

第11条 授業科Ilは，学科共通科目群 0 専門韮礎科1l群⑱専門科Il群念特設科目群⑱自由科H群

及ひ教職に関する専門教育科日とする。

第12条 前条の科目は，必修 e 選択及ひ自由科日の 3種とし，溝義。演習惑溝誡魯実験及ひ実習

により汀う。

第13条 各授業科日の単位数は， 1単位の授業科日を45時間の学修を必要とする内容をもって構

成することを標準とし，授業の力法に応し，‘り該授業による教育効果，授業時間外に必要な学

修等を考慮して，次の基準により単位数を叶算するものとする。

(1) 謡義及び演習については， 15時間から30時間まての範囲て大学が定める時間の授業をもっ

て 1単位とする。

(2) 実験，実習及ひ実技については， 30時間から45時間まての範囲で大学が定める時間の授業

をもって 1単位とする。

2 前項の規定にかかわらす，卒業論文，卒業研究，卒業製作等の授業科日については，これら

の学修の成果を評価して単位を授与することか適切と認められる場合には，これらに必要な学

修等を考慮して、単位数を定めることかてきる。

第14条 各学部において開設する授業科目及び単位数は，別表(2)のとおりとする。

第 8章履修規定

第15条削除

第16条削除

第17条 削 除

第18条 削 除

第19条削除

第20条 学科共通科目群魯専門基礎科目群・専門科目群及び特設科H群の中より，各学部・学科

所定の授業科目及び所定の単位以上を履修しなければならない。

2 他の学部又は他の学科の授業科日は，許可を得て履修することができる。

第21条 履修する授業科目は，毎学期所定の期間に登録しなければならない。

第22条 単位の認定は，試験によって行う。
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ただし，授業科目の種類によっては，他の方法によることができる。

第23条 試験は，定期試験及び臨時試験とし，定期試験は学期末又は学年末に行う。

第24条 いずれの授業科目も，授業時数の 3分の 1以上欠席した場合には，当該授業科目の受験

資格を失う。

ただし，病気又は正当な理由による長期欠席の場合には，特に考慮されることがある。

なお，この場合には別に定める追試験を受けることができる。

第25条 各授業科目の成績評価は， A•B·C•F で表わし， A•B·C を合格とし， F は不合

格とする。

第 9章卒業及び学位

第26条 卒業資格を得るためには，本学に 4年以上在学し，学部・学科の定める授業科目のなか

から，経営情報学部は124単位以上，人文学部は126単位以上修得しなければならない。

ただし，自由科目の単位は，卒業に必要な単位数には算人されない。

第27条削除

第28条 卒業資格を得た者には，卒業証書を授与する。

経営情報学部経営情報学科学士（経営情報）

国際経営学科学士（経営情報）

福祉環境情報学 科 学 士 （ 経 営 情 報 ）

サービス経営システム学科 学士（経営情報）

人文学部国際文化学科学士（国際文化）

福祉文化学科学士（福祉文化）

国際交流学科 学士（国際交流）

メティア文化学科学士（メティア文化）

2 学位の授与については，本学学位規程に定めるところによる。

第10章 入学・編入学・転入学・留学・休学及び退学

第29条 入学の時期は，学期の始めとする。

第30条 学部に入学することのできる者は，次の各号の 1に該当し，かつ本学が行う選抜試験に

合格した者とする。

1 高等学校を卒業した者

2 通常の課程による12年の学校教育を修了した者

3 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第69条の規定により，高等学校を卒業した

者と同等以上の学力があると認められる者

すなわち

(1) 外国において，学校教育における12年の課程を修了した者，又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定した者

(2) 文部科学大臣か蒻衿学校の課程とl口J‘りの課程を打するものとして，忍定した在外教行施設

の当該課程を修―［した者
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(3) 文部科学大臣の指定した者

(4) 大学人学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）により文部科学大臣の行う大学人学

資格検定に合格した者

(5) その他大学におし □て，相‘りの年令に達し，高等学校を卒業した者と同等以 l：の学力があ

ると認めた者

第31条 人学を志願する者は、本学所定の手続によって願い出るものとする。

第32条 人学を許可された者は，臀約内を添え、所定の期Ilまてに人学手続を完（しなけれはな

らなし'o

第33条 他の人学から本‘上げに編忍転人'.i今、又ぱ‘戸内におt'て転部もしくは転科を希望する者は，

その学部に欠員のある場合選考によって許・nJすることかある。

たたし、その時期は，学年の始めを原且1Jとする。

2 他の大学へ転学を希望する者は，所属学部長に転学願を提出し，学長の許nIを得なければな

らなしヽ。

第34条 編 人 学 又 II［された者の本学人学のための消手続は，第32条の規定に準して

行い，かつ前大学において履修した巾位の修得nll明内を提出しなけれはならない。

第35条 糾冬転人学，又は転部した者は，その学部に 2年以卜在学しなけれは卒業することはて

きなし＼

2 編・転人学，又は転部に関して，本章各条に規定しない事項については別に定める細則によ

る。

第36条(})1 教育卜1i益と認められるときは，本学が協定，又は認定した外国の大学の授業科目

を履修することを許口［することがてきる。

2 前瑣の規定により修得した単位は， 30単位を超えない範間て本学において修得したものとみ

なすことができる。

3 前 2項の規定の実施に関し必要な巾項は別に定める。

第36条(})2 教育 l1i益と認められるときは，学牛か本学に人学する前に，他の大学又は短期大

学および短期大学・高等専門学校の専攻科において履修した授業科目について修得した単位を，

本学に人学した後における授業科日の履修により修得したものとみなすことがてきる。

2 教育じ有益と認められるときは，前項の規定以外に文部大臣の定める学修をおこなった場合，

その成果を本学における授業科目の履修とみなすことかできる。

3 前 2項の規定により囮修した授業科目について修得した単位は， 30単位を超えない範囲で本

学において修得したものとみなすことがてきる。ただし，編人学，転学等の場合については適

用しないものとする。

第37条 病気その他やむをえない巾情により，引きつづき 3か月以 l：出席することのてきない者

は，その事由を証明する内類を添え，保証人連署のうえ学長に願い出て，その許可を得て休学

することができる。

ただし，休学期間は 1年以内とし，更に休学を要する者は，前項により許可を得て 1年以内
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に限り休学することができる。

2 休学期間の通算年限は 2年とする。

第38条 休学者は，原則として学期又は学年の始めでなけれは，復学することができない。

第39条 休学期間は，在学年数に算入しない。

第40条 病気その他やむをえない事情により，退学しようとする者は，その事由を証明する書類

を添え，保証人連署のうえ学長に退学願を提出して，許口Jを受けなければならない。

第41条 正当な事由で退学した者が門該芹部に再人学を志望したときは，選考のうえ許可するこ

とがある。

この場合は，既修授業科目の全部又は一部について，再履修を命することがある。

第11章 入学検定料・入学金及び授業料等

第42条 入学を志望する者は，第31条に定める手続とともに別表(1)の入学検定料を納めなければ

ならない。

第43条 人学を許可された者は，第32条に定める手続とともに別表(1)の人学金及び授業料ならび

に施設設備費を納めなければならない。

第44条 授業料は，別表(1)により 4月及び10月の二期に分けて納めなければならない。

2 施設設備費は，別表(1)により指定された期日までに納めなければならない。

第45条 一度納めた学費は，事由の如何にかかわらず返還しない。

第46条 停学を命じられた者は，停学期間中の授業料及び施設設備費は納めなければならない。

2 休学を許可された者は，休学期間中の授業料及び施設設備費の半額を免除する。

第47条 授業料及び施設設備費の納入を怠り，督促を受けてもなお納めない者は除籍する。

第12章 委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生

第48条 国又は公共団体から，一定の在学期間と履修科目とを定めて人学を委託された者は，選

考のうえ委託生として人学を許可することがある。

第49条 委託生の人学資格は，第30条の規定を準用する。

第50条 委託生として 4年以上在学して，学部学科の教育課程に従って授業科目を履修し，所定

の単位を修得した者には卒業証書を授与する。

第51条 委託生の授業料その他納付金は別表(1)による。

第52条 外国人学生の人学及び転人学については，日本人学生に関する規定を準用する。

ただし，訥義を理解し得る程度の日本語の能力を必要とする。

第53条 委，1{生・外国人留学生・帰国牛徒及び社会人学牛に閃して，本章各条に規定しない事項

については，学部学牛に関する規足を準用するほか，別に定める細則による。

第13章科目等履修生

第54条 学部の授業科[1のうちの 1科日，又は数科日の履修を希唱する者に対しては，科日等履

修生として人学を許i1Jすることがある。

第55条 科ll等履修牛として人学できる者は，腹修するに足る能力があると認められた者とする。

第56条 科日等股修牛として人‘芹をぶ顧する者は， 1iJ-i定の出願，り類に履修しようとする授業科日
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を叫載して，学期又ぱ芹年の始めに願い出るものとする。

第57条 科目守腹修牛は，腹修した授業科llについて試験を受けることができる。

2 前項の試験に合格した者には、その授業科目所定の単位を与える c

3 科Iド『）復修牛として在籍した期間は，正規の課程の在学年数に換算しない。

第58条 科目等囮修生の授業料その他納付危は，別表(1)による。

第59条 科llぐ釦復修牛に関して本咽各条に規定しない巾項については，学部学生に関する規定を

準用するほか，別に定める細則によるぐ

第14章研究生

第60条 各子：部において，特殊な研究に従*しようとする者に対しては，研究生として人学を許

IIJすることかある。

第61条研究生として ることのてきる者は，その学部において，選考のうえ適一門と認めら

れる者とする。

第62条 研究牛として人学をぷ願する者は，所定の出願潜類に，研究趙目。研究叶画を晶載して

願い出るものとする。

第63条研究牛の在学年限は 1年とする 0

たたし， 1叶礼によっては，期間の延長を願い出ることがてきる。

第64条 研究生は，指導教員の指導に従って，研究に従事するものとする。

2 研究生は，指導教員及び担任教員の承諾を得て，学部の講義・実験及ひ演習に出席すること

かできる。

3 研究生として相‘りの成績を示したと認められる者には，研究証明書を与える。

第65条 研究生の授業料その他納付金は，別表(1)による。

第66条 研究生に関して本章各条に規定しない巾項については，学部学牛に関する規定を準用す

るほか，別に定める細則による。

第15章賞 罰

第67条 次の各号の 1に該：りする学生は，教授会の議を経て学長が表彰することがある。

(1) 品行・学力ともに優秀な者

(2) 篤行のあった者

第68条 学則その他，本学の定める諸規則を守らす，学生の本分に反する行為のあった者は，教

授会の議を経て学長が懲成する。

2 懲戒は訓告・停学及ひ退学とする。

第69条 次の各号の 1に該当する者は，退学を命ずることがある。

(1) 性行不良で，改善の見込みかないと認められた者

(2) 学業を怠り，成業の見込みかないと認められた者

(3) 正当な理由がなく，出席常てない者

(4) 本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者
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第16章 教育職員免許状取得のための課程

第70条 本学に教育職員免許状取得のための課程（以下「教職課程」という。）を置く。

2 本学において資格の取得できる教育職員免許状の種類及び免許教科は，別表 (3の1)のと

おりとする。

3 教員の資格を得ようとする者は，第14条別表(2)に定める，教科に関する専門教育科目のほか

に教職に関する専門教育科目を履修しなければならない。

4 教職に関する専門教育科目及び単位数は，別表 (3の2) のとおりとする。

5 前項の専門教育科目は自由科目とし，卒業に必要な単位数に加えない。

6 教職課程履修細則及び教職課程の運営に関する細則は，別に定める。

第17章 学芸員の資格取得に関する課程

第71条 本学に学芸員の資格取得に関する課程（以下「学芸員課程」という。）を置く。

2 学芸員課程履修細則及び学芸員課程の運営に関する細則は，別に定める。

第18章留学生別科

第72条 本学に留学生別科を屑く。

2 前項に次の課程を設け，学生定員は次のとおりとする。

日本文 化専修課程 30名

日本語専修課程 40名

ビジネス・情報専修課程 30名

3 留学生別科に関する細則は，別に定める。

第19章図書館

第73条本学に図書館を置く。

2 図書館の管理運営，その他必要な事項は別に定める。

第20章 公開講座

第74条 本学に公開講座を開設することがある。

2 公開講座に関する規程は別に定める。

第21章雑 則

第75条 この学則に特別の定めがあるものを除くほか，この学則の実施の手続その他，その執行

について必要な細則は別に定める。

第22章改 正

第76条 この学則の改正は，理事会の議を経て理事長が行う。

付則 本学則は，平成 4年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成 5年 4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成 6年 4月 lllから施行する。

付則 この改正は，平成 7年4月lllから施行する。

付則 この改正は，平成 8年 4月lllから施行する。

付則 この改IEは，平成 9年 4月 1日から施行する。
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付則 この改正は，平成10年 4月 1日から施行する。

付則 この改正は，平成11年 4月 1日から施行する。

付則 この改正は，平成11年 9月 1日から施行する。

付則 この改正は，平成12年 4月 1日から施行する。

付則 この改正は，平成13年 4月 1Hから施行する。

付則 この改正は，平成14年 4月 1日から施行する。

別表(1) 入学検定料・入学金及び授業料等

学生種別＇
| 

I 
学納金

1 人

入

授

料

金

料

定検

学

業

学

学部学生
！ （委託生を含む）
. 

円
35,000 : 

科目等履修生
研究生 --- --------

本学卒業生本学卒業生以外 I
------- -

円丁
----------―-- -1 

円円
15, ooo : 5, ooo 1 25, ooo I 

100,000. ! ! 300,000 

770,000 I 

i在籍料

施設設備費，初年度 360,0001 

1次年度以降 260,000

270,000 

120.000 ，！ 

1単位に付
10,000 

（各学部共）
| 

30,000 

I 

1単位に付 I 
I 

10, ooo I 

（各学部共）

I 

30,000 
| 

（注） 1. 日本国外から志望する外国人留学生については，人学検定料を減額することがで

きる。

2. 入学試験区分ごとに併願を希望する者には，入学検定料を減額することがある。

3. 委託生の入学金及び授業料は，予定在学期間及び履修授業科目数等により減額す

ることがある。

4. 研究生のうち本学卒業生については，入学金を免除し，授業料も減額することが

ある。

5. 研究生には，研究内容等により必要経費を別途負担させることがある。

6. 施設設備費は，下記のとおり納入するものとする。

初年度入学手続時及び後期 (10月）に分納

次年度以降前期 (4月）
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学友会規約

第 1章総 則

第 1条 本会は，城西国際大学学友会と称し，本部を千葉県東金市求名 1番地，城西国際大

学内に罹く。

第 2条 本会は，次の 2種の会員より構成する。

(1) 正会員

(2) 賛助会員

第 3条 正会員は，城西国際大学の全学生とする。

第 4条 賛助会員は，城西国際大学の理事長，専務理事，教員，職員並びに父母後援会役員

とする。

第 5条 賛助会員の本会における地位は，本会の健全円滑な運営のための助言者又は協力者

である。

第 6条 本会は，会員相互の自主的活動により，学術および文化・体育の向上を図り，併せ

て会員相互の人格の高揚を指向すると共に，本学の発展に資することを目的とす

る。

第 7条 1項 本会は，前条の目的を達成するために以下の機関を設置する。

(1)学友会連絡協議会

(2)学友委員会

(3)学術団体委員会

(4)課外活動委員会

(5)学術団体顧問会

(6)課外活動顧問会

2項 上記運営機関の規約は，別にこれを定める。

第 2章役員

第 8条1項 会長は，学長とし，会務を総括する。

2項 副会長は，経営情報学部長，人文学部長，事務局長の 3名で構成し，会長の援助を

する。また，会長が職務を遂行できない場合は，その職務を代行する。

3項 名誉会長は理事長，名誉副会長は専務理事とし，本会を統括する。

第 3章会計

第 9条 1項 本会の支出は，正会員の納入する会費，援助金，父母後援会助成金，寄附金，その

他の収入をもってあてる。

2項 諸団体への配付については，学友会連絡協議会の合意により決定する。

3項 正会員の納入する会費は，年間5,000円とする。
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第10条 本会の会叶年度は，旬年 4月 1日に始まり翌年 3月31llに終わる。

第 4章規約改正

第11条 1項 本会規約の改正については，学友会連絡協議会において審議する。

2項 本会の規約改正の決議は，委員 3分の 2以卜の出席を必要とし，過半数をもって決

する。

3項 口］否同数の場合は，議長の決するところとする。

4項 本会の規約改正が成立したときは，改正資料を］力月間学生掲ぷ板に発表するもの

とする。

学友会連絡協議会規約

第 1章 総則

第 1条 城西国際大学学友会規約第 7条 2項に基づき，城西国際大学学友会連絡協議会規約

を定める。

第 2条 本協議会は，城西国際大学学友会連絡協議会と称し，本部を城西国際大学内に置く。

第 3条 本協議会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目的とし，城西国

際大学学友会の発展に寄与する事項を審議，承認する機関とする。

第 2章会員

第 4条 本協議会は，学友会会長，副会長 (3名），学術団体顧問会会長，副会長，課外活

動顧問会会長，副会長，父母後援会代表 (1名），学生部長，副部長，学生課長お

よび学友委員会代表 (5名），学術団体委員会代表 (2名），課外活動委員会代表

(2名）の21名で構成する。

第 3章協議

第 5条 本協議会は，次の事項の審議，承認を行う。

(1)学友委員会の役員の選出

(2)学友会予算の調整

(3)学友会規約および学友会に属する機関の規約の改正

(4)学友会所属団体の承認

(5)学友会運営に必要な事項

第 6条 本協議会の議長は，学生部長が行い，不在の時は副部長および学生課長が行う。

学友委員会規約

第 1章 総則

第 1条 城西国際大学学友会規約第 7条 2項に基づき，城西国際大学学友委員会規約を定め
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る。

第 2条 本会は，城西国際大学学友委員会と称し，本部を城西国際大学内に置く。

第 3条 本会は，城西国際大学学友会正会員の代表で構成する。

第 4条 本会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目的とするとともに，

城西国際大学学友会の発展に寄与するものとする。

第 5条 1項 本会は，前条の目的を達成するために以下の機関を設置する。

第 6条

(1)学術団体委員会

(2)課外活動委員会

(3)編集委員会

(4)生活委員会

(5)大学祭実行委員会

(6)卒業アルバム編集委員会

(7)マルチメディア広報委員会

(8)吹奏楽団

(9)チアリーダース

2項 上記運営機関の規約は，別にこれを定める。

3項 本会の運営上必要と認めた場合は，新たに運営機関を設置する。

第 2章役員

役員は，以下の役員を附く。

(1)会長 1名

(2)副会長 2名

(3)総務 1名

(4)会計 2名

(5)監査 2名

(6)渉外 2名

第 7条 1項 会長は，本会を総括し全ての事項に対し全責任を負うものとする。

2項 副会長は，会長を補佐し，会長不在の時はその職務を代行する。



城西国際大学学会会則

城西国際大学学会会！
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城西国際大学学会会則

第 1条 本会は，城西国際大学学会と称する。

第 2条 本会は，巾務局を城西国際大学内（学務課）に附く。

第 3条 本会は城西国際大学における教育研究活動を推進し，人文科学及び経営情報学研究の進

展と会員相互の交流を図ることを目的とする。

第 4条 本会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。

1. 機関誌・会報等の発行

2. 研究会・講演会及びシンポジウム等の開催

3. ワークショップ等，会員によるグループ研究活動

4. 研究活動による地域社会への寄与

5. 本会が必要と認めた他団体との共IIil研究

6. その他本会が必要と認めた研究活動

第 5条 本会は，次の会員をもって構成する。

1. 正会員

(1) 本学人文学部・経営情報学部・大学院人文科学研究科及び経営情報学研究科留学

生別科の専任教員

(2) 本学国際文化教育センター及び情報科学研究センターの研究員

(3) 本学人文学部・経営情報学部・大学院人文科学研究科及び経営情報学研究科の学

生

(4) 本学非常勤講師及ひ本学専任職員の希望者

2. 特別会員

(1) 本学の卒業生有志及び大学院人文科学研究科及び経営情報学研究科修「者有志

(2) 本学会の承認を得た者

3. 賛助会員

(1) 本学会の趣旨に賛同し，学会の事業，活動に対して助言及び援助を行う者

第 6条 本会に次の役員を附く。

1. 会長 1名

2. 副会長店干名

3. 監 事 2名

4. 委 員朽干名

第 7条会長は学長とする。

2 会長は会務を統括し，本会を代表する。

3 副会長，監事，委員は正会員より会長が委嘱する。

4 本会の運営のため，会長，副会長，委員によって運営委員会を構成する。
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5 会長は運営委員会を招集し，議長となる。

6 機関誌編集，研究会・講演会等の企画，渉外・広報，会計，庶務等は，会長から委嘱された

委員がこれに当たり，必要に応じて委員会を設けるものとする。

7 その他，特に必要がある場合には特別委員会を潰くことができる。

第8条本会に，以下の各分科会を置く。

1. 人文学会

2. 女性学会

3. 経営情報学会

第9条 各分科学会は，第 3条の目的を達成するため，第 4条に定めた事業を行うことができる。

第10条 本会は，年 1回総会を開催し，事業，会計等についての報告を行う。

第11条 本会の経費は，会費及び寄付金その他の収入をもってこれに充てる。

第12条 会員は，次の会費を納入するものとする。

1. 正会 員 年 額 3,000円

2. 特別会員年額 2,000円

3. 賛助会員年額個人(-口） 6,000円

法人(-口） 30,000円

第13条 本会の会計年度は，毎年 4月 1日から翌年 3月31日までとする。

付則本会会則は，平成 8年4月1日から施行する。



城西国際大学同窓会

I城西国際大学同窓会 1 
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城西国際大学同窓会規約

第 1章総則

第 1条 本会は城西国際大学同窓会（以卜^「本会］という。）と称する。

第 2条 本会は公員相l［の視睦をはかるとともに，城西国際人学の発展に脊りすることを日的と

する。

第 3条 本会は次の事業を行う。

(1) 学校法人城西大学，城西国際大学と同窓会（本部・支部）およひ会員との連絡

(2) 会員名簿およひ会報の発行

(3) その他本会の目的を達成するのに必要な事業

第 4条 本会の本部は城西国際大学内におく。

第 5条 本会の会員は止会員令準会員念特別会員およひ賛助会員とする。

(1) 正会員は城西国際大学の卒業生とする

(2) 準会員は城西国際大学に在学中のものとする

(3) 特別会員は法人役員恙城西国際大学の教職員とする

(4) 賛助会員は城西国際大学に一定期間在籍したのち退学したものて総会において認められた

ものとする

(5) 他大学より城西国際大学大学院に人学し，修士または博士の課程を修 fしたものて，入学

金および会費を納人したものは正会員とする

第 6条本会に次の機関をおく。

(1) 総会

(2) 役員会

(3) 支部長会

第 2章総会

第 7条 総会は本会の最翡決議機関とする。

2 総会は正会員をもって構成し，定例総会は会計年度か終［後 3か月以内に開催するものとし，

lか月以前に公ホするものとする。

第 8条 次の場合は臨時総会を開催することができる。

(1) 会長が必要と認めたとき

(2) 正会員200名以上の署名をもって要求があったとき

第 9条 総会は会長が召集する。

第10条 会長は総会の議長となる。副議長は会長の指名するもので総会で認められたものとする。



第11条総会は次の事項を議事として審議する。

(1) 事業計画およびそれに基づく予算案に関すること

(2) 事業報告およびそれに基づく決算案に関すること

(3) 役員選出および改選に関すること

(4) 規約の改正に関すること

(5) その他重要事項に関すること

第 3章役員・役員会および支部長会

第12条本会に次の役員をおく。

(1) 会長 1名

(2) 副会長 若干名

(3) 幹事若 「名

(4) 監事 2名
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第13条 本会に名誉会長（理事長）．名誉副会長（常務理事及び学長）をおき，本会を統括する。

顧問（学生部長・副部長）および相談役を若干名おく。

2 名誉会長及び名誉副会長は，総会及び役員会に出席することができる。

第14条 会長・幹事および監事は総会において正会員のうちより選出する。但し，支部長は支部

長に就任と同時に幹事となる。

2 副会長は会長の指名するもので総会において認められたものとする。

3 相談役は会長・副会長の経験者および総会において推薦されたものとする。

第15条 役員の任期は 2年とし，再任を妨げない。ただし，補欠による後任者の任期は，前任者

の残任期間とする。また，支部長である幹事の任期は支部長在任期間とする。

第16条 会長は役員会にはかり運営委員若干名をおくことができる。

第17条 会長は本会を代表し会務を総理する。

2 副会長は会長を補佐し，会長ことあるときは会長代行となる。

3 幹事は役員会を組織し会務を遂行する。

第18条 役員会は正副会長および幹事をもって構成し，会長が議長となり総会に提案する議事を

審議決定する。

2 役員会の運営規定については別にこれを定める。

第19条 相談役は会長の要請により役員会に出廂し意見を述べることができる。

第20条 支部長会は各支部長をもって組織し会務を遂行する。

2 支部長会の運営規定については別にこれを定める。

第 4章会 計監 査

第21条 監事は本会の会叶を監在し，総会において監在報告をしなければならない。
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第 5章会計

第22条 本会の運営は人会金念会費台寄付金およびその他の収人による。

第23条 会員は人学時に準会員費として10,000円，卒業時に終身会費として40,000円をそれそれ

納人しなけれはならなし

は4月 1日より翌年 3月3lHまてとする。

第 6章規約改正

第25条 本会の規約改正は次の場合に役員会の議を経て総会で決定する。

(l) 会長か必要と認めたとき

止会員の 1割の宮名により要求のあったとき

第 7章事 務 局

第26条 本会の中務を遂行するために本部に事務局をおく。

2 事務屈に関する必要な規則は役員会の議を経て会長が定める。

付則本規約は ， 平 成 8年 4月 1日から施行する。
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城西国際大学父母後援会
父母後援会共済事業規約
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父母後援会共済事業規約

1． 趣旨及び事業

城西国際大学父母後援会では，城西国際大学学生（大学院生及び別科学生を含む。）の父母

又は学費負担者として登録された者（様式 1) を会員とし，相互扶助の精神に則り，次のよう

な共済事業を行う。

(1) 在学生全員を「学生教育研究災害傷害保険」（以下，「学生保険」という）及び「災害総合

保障特約付総合福祉団体定期保険」（以下，「生命保険」という）に加入されることにより，

正課授業中や課外活動又学内外を問わずに24時間学生生活を保障し，次のような事故発生の

際には保険金の支払が受けられるようにする。

① 正課中及びそれに準ずる研究活動中に発生した傷害及び死亡，後遺症

② 学生の日常生活（課外活動等も含む）て蒙る不慮の事故による死亡・高度障害及び所定

の身体障害

③ 病気による死亡・高度障害

(2) 会員が不慮の災害に遭遇されたときは，見舞金を支給する。

(3) 学生の正課中及び課外活動，生活中の傷害事故に対して見舞金を支給する。

2. 共済費

(1) 学生 1人年額9,000円を会員負担とする。

(2) 共済費納入は人学時9,000円とし， 2年次以降毎年4月末日までに9,000円を納入する。

(3) 共済事業運営上やむを得ざる場合には増額することができる。

3. 共済費の支出内訳

(1) 学生保険に関する保険料

保険料については，保険約款に基づく料額とする。ただし，役員会に報告するものとする。

経営情報学部 入学時 (4年間） 3,200円

人文学部 入学時 (4年間） 3,200円

大学院 入学時（修了まで） 1,700円

別 科入学時 (1年間） 950円

保険有効期間は卒業年度の 3月31日までとする。

(2) 生命保険に関する保険料

保険料については，保険約款に基づく料額とする。ただし，役員会に報告するものとする。

学生 1人当たり年額 4,775円

保険有効期間は 1年間 (4月 1日から 3月31日）
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(3) 共済基金

異常事態に対応するため，基金を設ける。

4. 会員の死亡による授業料の奨学金

学費支弁者たる会員が死亡した時は，その意思をつぎ無事子弟が，通常の卒業課程の範囲内

までの授業料を奨学生として，本人の申し出により無利息で貸与を行うものとする。

なお，この細則については別に定める。

5. 事故の際支払われる保険金

(1) 学生保険の保険金

区

①正課中の死亡

!I 傷害 (4日以上）

後遺障害金

分

入院給付金 (180日を限度） 1日につき

②課外活動中及び学校施設内にいる間の死亡

II 傷害 (14日以上）

後遺障害金

i 入院給付金 (180日を限度） 1日につき

保 険 金

2,000万円

6,000円～30万円

90万円～3,000万円

4,000円

1,000万円

3万円～30万円

45万円～1,500万円

4,000円

※後遺障害金は，保険に保険約款による所定の身体障害の程度に応じて保険金が支払

われます。

(2) 生命保険の保険金

区 分 保 険 金

病気による死亡・高度障害 150万円

不慮の事故による死亡・高度障害 150万円

障害給付金 15万円～105万円

入院給付金（人院 5日以上120日を限度） 1日 2,250円

※障害給付金は，災害総合保障特約条項による所定の身体障害の程度に応じて給付金

が支払われます。

(3) その他

通学途中，正課中の事故発生による死亡又は傷害の際には，上記学生保険と生命保険の保

険金が支払われます。

例えば，死亡の場合は2,000万円＋150万円，合計2,150万円が支払いを受ける保険金です。

6. 各種見舞金

(1) 弔慰金（様式 2)

① 会員が死亡した場合は10万円の弔慰金を支給する。
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② 学生か死亡した場合は10)j円の弔慰金を文給する。

(2) f蒻只見舞金（様式 2)

① 学生かlE課中傷害ボ故を起こした場合は，完治するまての治療費の実費l()Jj円を限度と

して給付する。

ただし， 4日以い）治療についてぱ芹生保険から治療費か給付されるのて，その給付額

を差し引いた金額の限度をlOJj円とする。

② 学生か11譴果中以外の課外活動守てイり『li故を起こした場合は，、元治するまての治掠費U)

実費lOJj日を限度として給付する。

たたし， 14日以 tの通院又は 5日以 1:o)人院治掠については，＇、ド生保険から人院給付金

か給付されるのて，その給付額を凡しり1いた金額U)限度を10)j円とする。

付則

1. 本共済1i業規約は平成 4年4月1日より実施する。

たたし，学牛保険の適）廿は，平成 4年 6月 ll Iからとする。

2. 本共済1り業規約は平成 6年 4月 ll l -^ 部改l[。

たたし，学生保険の適用は， 、ド成 6年度人学牛からとする。

3. 本共済事業規約は平成 8年 4月 1日一部改Ilニ
たたし，学生保険の適用は，平成 8年度人学牛からとする。

4. 本共済事業規約は平成10年 4月 1l]一部改IEo

ただし，学生保険の適用は，平成10年度人学生からとする。
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様式 l

諸 様 式 見

受験番号

登 録

学籍番号

／ 城西国際大学

ー下

i 住！〒（

父所

1~ L 
ガナ

名

ー あることを登録いたします。□- -
□ } 

書

年 月 日

父母後援会会長 殿

TEL 

| 

I 
本人との続柄

⑲ 

ク
1 部 学 科

研究科 専 攻

専 修

日

学生氏名 日

i 1. この登録書が未提出ですと，共済費が納入

んので，必ず，合格書類といっしょに返送してください。

必ず捺印してください。

※欄は記入しないでください。

父母欄の続柄は，学生からみた関係を記入してください。

三―| _ ＿＿_＿--- ----
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様式 2

1 - _----.----—]・・• ------- ．．．---寸••-•-- -•~ ----••- ..．．．． -- -- : 

i学生課長総務課長事務局長後援会長

l __ -—-- -~---------—----- ---

平成年月日

城西国際大学
父母後援会会長 殿

学部 学科

研究科 専攻

別科 内：修

学 籍番号

学牛氏名

請求人住所

氏名 ⑲
 

父母後援会共済事業規約による（弔慰金・見舞金）の給付を晶求いたします。

記

種別

添付書類

その他

1.銀行名 銀行

2.支店名 支店

3. 種 別 普通 当座

4. 口 座番号
l 

5. 口座名義人

城国父発⑱ 号
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